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はじめに
Oracle Analytics Desktopを使用したデータの探索方法の学習。
トピック
• 対象読者
• ドキュメントのアクセシビリティについて
• 関連リソース
• 表記規則

対象読者
Oracle Analytics Desktopユーザーズ・ガイドは、データ・ソースのアップロードと問
合せ、ビジュアライゼーションの作成によるデータの分析、ワークブックの作成と操
作、およびワークブックのインポートおよびエクスポートを実行するビジネス・ユー
ザーを対象としています。

ドキュメントのアクセシビリティについて
オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Programの
Webサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してく
ださい。

ダイバーシティ&インクルージョン
Oracleはダイバーシティ＆インクルージョンに積極的に取り組んでいます。Oracle
は、ソート・リーダーシップと革新性を高める社員の多様性を尊重し、その価値を重
んじています。従業員、お客様、パートナー様にポジティブな影響をもたらすインク
ルーシブな文化を醸成する私たちのイニシアティブの一環として、製品やドキュメン
トからインセンシティブな用語を取り除くように努めています。また、Oracle製品お
よび業界標準が進化する中、お客様の既存の技術との互換性を維持する必要性および
サービスの継続性確保の要求にも留意しています。このような技術的な制限により、
当社のインセンシティブな用語を削除する取組みは継続中であり、時間と皆様のご協
力が必要となります。

関連リソース
これらの関連 Oracleリソースで詳細情報を入手できます。
• Oracle Analytics製品情報
• Oracleコミュニティ・フォーラム

はじめに
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• Oracle Analytics Desktopのインストールのダウンロード
• Oracle Analyticsライブラリ

表記規則
このトピックでは、このドキュメントで使用される表記規則について説明します。
テキストの表記規則

表記規則 意味
太字 太字は、アクションに関連付けられたグラフィカル・ユーザー・インタフェ

ース要素や、本文または用語集で定義されている用語を示します。
イタリック体 イタリック体は、ブック・タイトル、強調、またはユーザーが特定の値を指

定するプレースホルダー変数を示します。
固定幅フォント 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に

表示されるテキスト、またはユーザーが入力するテキストを示します。

ビデオおよび画像
スキンおよびスタイルを使用すると、アプリケーション、ダッシュボード、レポートおよび
その他のオブジェクトの外観をカスタマイズできます。製品ドキュメントに含まれているデ
オおよび画像は、ご使用のスキンおよびスタイルと外観が異なる場合があります。
スキンおよびスタイルがビデオおよび画像で示されているものと異なっていても、示されて
いる製品の動作と技術に違いはありません。

はじめに
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1
Oracle Analytics Desktopの概要

このトピックでは、Oracle Analytics Desktopを使用する利点、そのインストール方法、およ
びサンプル・ワークブックを使用して作業を開始する方法について説明します。
ビデオ

トピック:

• Oracle Analytics Desktopについて
• Oracle Analytics Desktopのインストール
• Windowsへの機械学習および詳細分析のインストール
• Macへの機械学習および詳細分析のインストール
• Oracle Analytics Desktopのオープン
• サンプル・ワークブックでの作業の開始

Oracle Analytics Desktopについて
Oracle Analytics Desktopを使用すると、デスクトップ・ダウンロードとしてスタンドアロ
ン・データ探索およびビジュアライゼーションを体験できます。
Oracle Analytics Desktopを使用すると、複数のソースからのデータをビジュアル化および探
索したり、ローカルのデータセットを分析および調査することができます。単にデータ・フ
ァイルをアップロードするか、あるいは Oracle Applicationsかデータベースに接続して興味
のある要素を選択し、Oracle Analytics Desktopで最善のビジュアル化方法が見つかるように
します。特定の方法でデータを表示するために、様々なビジュアライゼーションから選択し
ます。
Oracle Analytics Desktopでは、Oracle Analytics Cloudおよび Oracle Analytics Serverのセル
フサービス・ビジュアライゼーション機能をプレビューできます。Oracle Analytics Desktop
は、Oracle Technology Networkライセンスに基づき無償でダウンロードできます。Oracle
Analytics Desktopは本番環境での使用を意図したものではなく、Oracleのサポート・ポリシ
ーの対象外です。

Oracle Analytics Desktopのインストール
すべてのユーザーが、Windowsまたは Macに Oracle Analytics Desktopをインストールでき
ます。
Oracle Analytics Desktopをインストールして使用すると、Oracle Analyticsの機能についてさ
らに学ぶことができます。また、それをスタンドアロン開発環境として使用して、ワークブ
ックを作成して他の Oracle Analytics Desktopユーザーと共有したり、Oracle Analytics Cloud
にインポートしたりできます。

1-1
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インストーラを見つけて、システム要件を参照するには、このページに移動してくだ
さい: Oracle Analytics Desktopのインストールのダウンロード。
インストールの詳細は、Oracle Analytics Desktopのインストールに関する FAQおよ
びインストールと構成の問題および回避策を参照してください。
1. 上のリンクを使用して、Oracle Analytics Desktopのダウンロード・ページに移動
し、インストーラの現在のバージョンを見つけてください。

2. 「ダウンロード」をクリックし、「Oracle Software Delivery Cloud」ページでライセ
ンス契約を確認して同意し、「プラットフォーム」ドロップダウン・ボタンをクリ
ックして、Oracle Analytics Desktopをインストールする 1つ以上のプラットフォ
ームを選択します。フィールドの外をクリックして、選択した内容を入力します。

3. 選択した内容を確認して「ダウンロード」をクリックし、インストーラ.zipファイ
ルを保存するコンピュータ上の場所を指定します。必要な場合は、
edelivery.oracle.comに対するブラウザのポップアップを有効にします。
このステップによって Oracle Download Managerファイルがコンピュータに追
加されます。これを使用してインストーラのダウンロードを完了します。

4. 選択したダウンロードの場所に移動し、Oracle Download Managerファイルを見
つけて開き、インストーラのダウンロード先を確認します。「次」をクリックして、
インストーラ.zipのダウンロードを開始します。

5. ダウンロードの完了後、宛先を開くをクリックして、インストーラが含まれる.zip
を見つけます。

6. .zipファイルを抽出し、インストーラ(Windowsの場合は.exeファイル、Macの場
合は.pkgファイル)を起動します。画面に示された指示に従って、インストールを
完了します。

Windowsへの機械学習および詳細分析のインスト
ール

機械学習および詳細分析は、Oracle Analytics Desktop Windowsインストールに含まれ
ないオプションのコンポーネントです。Diagnostics Analytics (Explain)、Machine
Learning Studioまたは詳細分析を使用する場合は、機械学習をインストールしてくだ
さい。
1. Windowsの「スタート」メニューに移動して、Oracleを参照し、DVMのインスト
ールをクリックします。
ターミナルが起動され、BiPython_Framework.exeがダウンロードされます。

2. ダウンロードが完了すると、インストーラが開始します。表示される指示に従っ
て、選択したインストール・パスに機械学習をインストールします。

3. 「終了」をクリックして、インストーラを閉じます。
4. プロンプトが表示されたら、任意のキーを押してターミナル・ウィンドウを閉じま
す。

5. インストール中に Oracle Analytics Desktopが実行中だった場合、再起動します。
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Macへの機械学習および詳細分析のインストール
機械学習および詳細分析は、Oracle Analytics Desktop Macインストールに含まれないオプシ
ョンのコンポーネントです。Diagnostics Analytics (Explain)、Machine Learning Studioまた
は詳細分析を使用する場合は、機械学習をインストールしてください。
1. Oracle Analytics Desktopが含まれる「Applications」フォルダの下の「Finder」内で、ア
プリケーション「Oracle Analytics Desktop Configure Python」をダブルクリックしま
す。
ターミナルが起動され、BiPython_Framework.pkgがダウンロードされます。

2. ダウンロードが完了すると、インストーラが開始します。表示される指示に従って、選択
したインストール・パスに機械学習をインストールします。管理者のユーザー名およびパ
スワードを入力しインストールを実行します。

3. インストールが完了したら、「閉じる」をクリックします。
機械学習フレームワークは、/Library/Frameworks/DVMLruntime.frameworkにイ
ンストールされました

4. インストール中に Oracle Analytics Desktopが実行中だった場合、再起動します。

Oracle Analytics Desktopのオープン
Oracle Analytics Desktopアプリケーションは、デスクトップ・ショートカットから開くこと
も、スタート・メニュー(Windowsの場合)または「Applications」(Macの場合)から見つけて
開くこともできます。
これはデスクトップ・ショートカット・アイコンです:

ショートカット・アイコンは、Oracle Analytics Desktopをインストールしたときに「デスク
トップ・ショートカットの作成」オプションを選択した場合、またはインストール後にコン
ピュータにショートカットを手動で作成した場合に使用可能になります。
1. ショートカット・アイコンから Oracle Analytics Desktopを開くには、デスクトップでシ
ョートカットを見つけて、ダブルクリックする(Windowsの場合)か、クリックします(Mac
の場合)。

2. コンピュータから Oracle Analytics Desktopを開くには:

• Windowsを使用している場合、「スタート」をクリックし、参照して Oracleフォルダ
を開いて、「Oracle Analytics Desktop」をクリックします。

• Macを使用している場合は、「Finder」に移動して「Applications」をクリックし、
「Oracle Analytics Desktop」を見つけてクリックします。
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サンプル・ワークブックでの作業の開始
提供されているサンプルのワークブックを使用して、Oracle Analytics Desktopの機能
を探索して発見してください。このサンプル・ワークブックは、独自のワークブック
の作成に使用できるベスト・プラクティス学習できるように設計されています。
サンプル・ワークブックでは、サンプル・オーダー行およびサンプル状態スプレッド
シートがデータセットとして使用されます。サンプル・ワークブックに含まれるビジ
ュアライゼーションは、データの様々なビューの作成方法および複数のキャンバスで
の配置方法を表し、データの包括的な概観を提供します。
インストール時にサンプル・ワークブックのダウンロードを選択できます。インスト
ール時にサンプル・ワークブックをダウンロードしなかった場合は、Oracle Analytics
Desktopをアンインストールして再インストールすると取得できます。アンインスト
ールおよび再インストールしても、個人データは削除されません。
Oracleは、データのビジュアライゼーションの強化に役立つように設計された例も提
供しています。例は、独自のデータで再利用できる.dvaファイルです。Oracle
Analyticsの例のライブラリを参照してください。
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2
データ・ソースへの接続

分析および探索するデータにアクセスするためのデータ・ソース接続を作成します。データ・
ソースの例として、データベース、Oracle Applicationsまたはスノーフレーク・データ・ウェ
アハウスがあります。
トピック:

• データ・ソースについて
• データ・ソースへの接続の管理
• Oracleデータベースへの接続
• Oracle分析ビューへの接続
• Oracle Autonomous Data Warehouseへの接続
• Oracle Autonomous Transaction Processingへの接続
• Oracle Fusion Cloud Applications Suiteのアプリケーションへの接続
• Oracle Essbaseへの接続の作成
• NetSuiteへの接続
• Oracle Talent Acquisition Cloudへの接続
• Google BigQueryへの接続
• Dropboxへの接続
• Googleドライブまたは Googleアナリティクスへの接続
• JDBCを使用したデータへの接続
• 一般的な ODBC接続の作成
• スノーフレーク・データ・ウェアハウスへの接続

データ・ソースについて
クラウド・データベース、オンプレミス・データベースなどの多くのタイプのデータ・ソー
スと、Dropbox、Google Drive、Amazon Hiveなどのよく使用されている多くのアプリケーシ
ョンに接続できます。
Oracle Analyticsでアクセスするデータ・ソースごとに接続を作成します。接続したら、デー
タをビジュアル化して、インサイトを作成できます。
データ・ソースは任意の表構造です。ファイルをロードする、または結果を返すサービスに
問合せを送信すると、データ・ソース値を確認できます。
データ・ソースには次のものを含めることができます。
• 一致列 - 別のソースの一致列で見つかった値が含まれています。これは、このソースとも
う 1つのソース(顧客 IDや製品 IDなど)を関連付けます。
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• 属性列 - 個別に必要であるか、集計されないテキスト、日付または数字が含まれて
います(年、カテゴリ国、タイプ、名前など)。

• メジャー列 - 集計する必要がある値が含まれています(収益や運転距離など)。
データ・ソースの内容に応じて、1つのデータ・ソースのみを分析することも、複数の
データ・ソースを一緒に分析することもできます。複数のソースを一緒に使用する場
合は、少なくとも 1つの一致列が各ソースに存在する必要があります。一致の要件は
次のとおりです。
• ソースに共通の値(顧客 IDや製品 IDなど)が含まれています。
• 一致は同じデータ型(数値と数値、日付と日付、テキストとテキストなど)である必
要があります。

データ・ソースへの接続の管理
データ・ソースへの接続を作成、更新、除去および共有できます。
トピック:

• データ・ソースへの接続の作成
• データ・ソース接続の編集
• データ・ソース接続の削除
• データベース接続オプション

データ・ソースへの接続の作成
データ・ソース内のデータを分析できるように接続を作成できます。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックしてから「接続」をクリックします。
2. 「接続タイプを選択してください」ダイアログ・ボックスで、必要な接続タイプの
アイコンをクリックします。たとえば、「Oracle Database」です。

3. ホスト、ポート、ユーザー名、パスワード、サービス名などの必要な接続情報を入
力します。

4. オプション: 接続の「認証」オプションを選択します。
• 常にこれらの資格証明を使用 - Oracle Analyticsは、接続に指定されたログイ
ン名およびパスワードを常に使用します。ユーザーがログインを求められる
ことはありません。

• ユーザーは自分の資格証明の入力が必要 - Oracle Analyticsはデータ・ソース
に対する自分のユーザー名とパスワードを入力するようユーザーに求めます。
ユーザーは、権限およびロールが割り当てられているデータのみにアクセスで
きます。

• (Oracle Analyticsでこのデータベース・タイプに対して偽装がサポートされて
いる場合に表示)アクティブなユーザーの資格証明を使用 - Oracle Analytics
は、データにアクセスするためにサインインするようユーザーに求めません。
Oracle Analyticsへのサインインに使用した同じ資格証明がこのデータ・ソー
スへのアクセスにも使用されます。

5. 「保存」をクリックします。
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これで、この接続からのワークブックまたはデータセットの作成を開始できるようになり
ました。たとえば、ホーム・ページで、「作成」をクリックしてから「データ・セット」
をクリックし、直前に作成した接続を選択します。

データ・ソース接続の編集
データ・ソースの接続詳細を更新できます。
Oracle Databaseへの SSL接続を編集しており、新しい cwallet.ssoファイルを使用する
必要がある場合は、「クライアント・ウォレット」フィールドで「選択」をクリックし、
cwallet.ssoファイルを参照します。cwallet.ssoファイルの場所については、管理者に
問い合せてください。
1. ホーム・ページで、ナビゲータをクリックし、「データ」、「接続」の順にクリックします。
2. 編集する接続にカーソルを合せます。強調表示された接続の右側で、「アクション・メニ
ュー」をクリックし、「検査」を選択します。

3. 「検査」ダイアログで、接続の詳細を編集します。
接続用の現在のパスワードまたは論理 SQLを表示できません。これらを変更する必要が
ある場合、新しい接続を作成します。

4. 「保存」をクリックします。

データ・ソース接続の削除
Oracle Analytics Cloudからデータ・ソース接続を削除できます。たとえば、データベースの
パスワードが変更された場合は、データベース接続を削除して新しい接続を作成する必要が
あります。
接続にデータセットが含まれている場合は、接続を削除する前にそれらのデータセットを削
除する必要があります。
1. データ・ページに移動し、「接続」を選択します。
2. 削除する接続にカーソルを合せます。強調表示された接続の右側で、「アクション・メニ
ュー」をクリックし、「削除」を選択します。

3. 「はい」をクリックします。

データベース接続オプション
「接続の作成」ダイアログまたは「検査」ダイアログを使用して接続詳細を指定する際、一部
のデータベース・タイプには追加の構成オプションがあります。
一般オプション
• Oracle Databasesへの接続を作成する場合、「接続タイプ」オプションを使用して、2つ
の方法で接続できます。
– 基本 - データベースの「ホスト」、「ポート」および「サービス名」を指定します。
– 詳細 - 「接続文字列」フィールドで、RACクラスタ内で実行されているデータベース
の単一クライアント・アクセス名(SCAN)を指定します。例:
sales.example.com =(DESCRIPTION= (ADDRESS_LIST= (LOAD_BALANCE=on)
(FAILOVER=ON) (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=123.45.67.111)(PORT=1521))
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=123.45.67.222)(PORT=1521))
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(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=123.45.67.333)(PORT=1521)))
(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME= salesservice.example.com)))

• 一括レプリケーションの有効化 - ワークブックのデータセットをロードする場合
は、このオプションをオフにして一括レプリケーションを無視します。このオプシ
ョンは、あるデータベースから別のデータベースにデータをレプリケーションする
データ・アナリストと上級ユーザーのために予約されています。

認証オプション
• 常にこれらの資格証明を使用 - Oracle Analyticsは、接続に指定されたログイン名
およびパスワードを常に使用します。ユーザーがログインを求められることはあ
りません。

• ユーザーは自分の資格証明の入力が必要 - Oracle Analyticsはデータ・ソースに対
する自分のユーザー名とパスワードを入力するようユーザーに求めます。ユーザ
ーは、権限およびロールが割り当てられているデータのみにアクセスできます。

• (Oracle Analyticsでこのデータベース・タイプに対して偽装がサポートされている
場合に表示)アクティブなユーザーの資格証明を使用 - Oracle Analyticsは、データ
にアクセスするためにサインインするようユーザーに求めません。Oracle
Analyticsへのサインインに使用した同じ資格証明がこのデータ・ソースへのアク
セスにも使用されます。

Oracleデータベースへの接続
データベースへの接続を作成し、その接続を使用してデータにアクセスし、データセ
ットを作成して、データをビジュアル化できます。
ビデオ

データ・フローのデータセットの保存にリモート接続を使用することはできません。
1. ホーム・ページで、「作成」、「接続」の順にクリックします。
2. 「接続の作成」ダイアログで、接続タイプ(「Oracle Database」など)をクリックし
ます。

3. 新しい接続の一意の名前と、データベース接続の詳細を入力します。
• SSL接続を作成していない場合は、ホスト名、ポート、資格証明、サービス名
など、データベースに関する接続情報を指定します。

• SSL接続を作成する場合は、「クライアント・ウォレット」フィールドで「選
択」をクリックし、cwallet.ssoファイルを参照します。cwallet.ssoフ
ァイルの場所については、管理者に問い合せてください。

4. 「接続タイプ」オプションを使用して接続方法を指定します。
• Oracle Databasesへの接続を作成する場合、「接続タイプ」オプションを使用
して、2つの方法で接続できます。
– 基本 - データベースの「ホスト」、「ポート」および「サービス名」を指定
します。

– 詳細 - 「接続文字列」フィールドで、RACクラスタ内で実行されているデ
ータベースの単一クライアント・アクセス名(SCAN)を指定します。例:
sales.example.com =(DESCRIPTION= (ADDRESS_LIST=
(LOAD_BALANCE=on)(FAILOVER=ON) (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)
(HOST=123.45.67.111)(PORT=1521)) (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)
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(HOST=123.45.67.222)(PORT=1521)) (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)
(HOST=123.45.67.333)(PORT=1521))) (CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=
salesservice.example.com)))

• 一括レプリケーションの有効化 - ワークブックのデータセットをロードする場合は、
このオプションをオフにして一括レプリケーションを無視します。このオプション
は、あるデータベースから別のデータベースにデータをレプリケーションするデー
タ・アナリストと上級ユーザーのために予約されています。

5. 「保存」をクリックします。
6. 接続を使用してデータに接続します。たとえば、ホーム・ページで、「作成」をクリック
してから「データ・セット」をクリックし、直前に作成した接続を選択します。

Oracle分析ビューへの接続
Oracle Databaseの分析ビューへの接続を作成して、データへのアクセスし、データセットの
作成、データのビジュアル化を実行できます。
データセット作成者は、この接続タイプを使用することで、Java Database Connectivity
(JDBC)の複雑さを理解していなくても、多次元オブジェクトを含む Oracle分析ビュー・デー
タを消費できます。
1. ホーム・ページで、「作成」、「接続」の順にクリックします。
2. 「Oracle分析ビュー」をクリックして、接続の詳細を入力します。

• 「接続タイプ」で、「基本」を選択し、Oracleデータベースの「ホスト」(インターネ
ット・プロトコル(IP)アドレス)、「ポート」および「サービス名」を指定して接続し
ます。たとえば、「ホスト」 = <IPアドレス>, 「ポート」 = 9018、「サービス名」 =
PDBORCLのようにします。

• または、「拡張」を選択し、「接続文字列」を指定して接続します。例: (DESCRIPTION
=(ADDRESS_LIST =(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP) (HOST = <IP address)(PORT =
9018))) (CONNECT_DATA = (SERVICE_NAME = PDBORCL)))

3. 「保存」をクリックします。
これで、接続を使用してデータセットを作成し、ワークブックを作成できるようになりま
す。

接続を使用してデータセットを作成するときに、データベースにリストされたキューブのい
ずれかを選択します。次に、そのデータセットを使用してワークブックを作成し、データの
ビジュアル化を開始します。
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Oracle Autonomous Data Warehouseへの接続
Oracle Autonomous Data Warehouseへの接続を作成し、その接続を使用してデータに
アクセスできます。
Oracle Autonomous Data Warehouseからウォレットにダウンロードされたセキュリ
ティ証明書を使用する(mTLSまたは相互 Transport Layer Securityと呼ばれる)か、ウ
ォレットを使用せずに(TLSまたは Transport Layer Securityと呼ばれる)、Oracle
Autonomous Data Warehouseに接続できます。TLS認証についてを参照してくださ
い。資格証明ウォレット・ファイルは、Oracle Analyticsと Oracle Autonomous Data
Warehouseとの間の通信を保護します。アップロードするウォレット・ファイル
(wallet_ADWC1.zipなど)には、Oracle Database Cloudの接続で SSLを有効にする
ために、信頼できる SSL証明書が含まれている必要があります。

 チュートリアル
1. Oracle Autonomous Data Warehouseへの接続を作成する前に、Oracle Analytics
が Oracle Autonomous Data Warehouseに接続できるようにする信頼できる証明
書が含まれているクライアント資格証明 zipファイルを取得する必要があります。
Oracle Autonomous Database Serverlessの使用のクライアント資格証明(ウォレ
ット)のダウンロードに関する項を参照してください。
資格証明ウォレット・ファイルは、Oracle Analyticsと Oracle Autonomous Data
Warehouseとの間の通信を保護します。アップロードするウォレット・ファイル
(wallet_ADWC1.zipなど)には、Oracle Database Cloudの接続で SSLを有効に
するために、SSL証明書が含まれている必要があります。

2. ホーム・ページで、「作成」、「接続」の順にクリックします。
3. 「Oracle Autonomous Data Warehouse」をクリックします。
4. わかりやすい「接続名」および「説明」を入力します。
5. 「暗号化タイプ」では:

• 資格証明ウォレット・ファイルなしで接続するには、「暗号化タイプ」として
「TLS」を選択し、「接続文字列」を入力してから、Oracle Autonomous Data
Warehouseのユーザーの「ユーザー名」および「パスワード」を入力します。

• 資格証明ウォレット・ファイルを使用して接続するには、「暗号化タイプ」と
して「相互 TLS」を選択し、次に「選択」をクリックして、Oracle Autonomous
Data Warehouseからダウンロードしたクライアント資格証明ウォレット・フ
ァイル(wallet_ADWC1.zipなど)を参照して選択してから、「サービス名」を入
力します。「クライアント資格証明」フィールドに cwallet.ssoファイルが
表示されます。

6. 「保存」をクリックします。
これで、接続からデータセットを作成できるようになりました。

Oracle Autonomous Transaction Processingへの接続
Oracle Autonomous Transaction Processingへの接続を作成し、その接続を使用してデ
ータにアクセスできます。
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1. Oracle Autonomous Data Warehouseへの接続を作成する前に、Oracle Analyticsが
Oracle Autonomous Data Warehouseに接続できるようにする信頼できる証明書が含ま
れているクライアント資格証明 zipファイルを取得する必要があります。
Oracle Autonomous Database Serverlessの使用のクライアント資格証明(ウォレット)の
ダウンロードに関する項を参照してください。
資格証明ウォレット・ファイルは、Oracle Analyticsと Oracle Autonomous Data
Warehouseとの間の通信を保護します。アップロードするウォレット・ファイル
(wallet_ADWC1.zipなど)には、Oracle Database Cloudの接続で SSLを有効にするた
めに、SSL証明書が含まれている必要があります。

2. ホーム・ページで、「作成」、「接続」の順にクリックします。
3. 「Oracle Autonomous Transaction Processing」をクリックします。
4. わかりやすい「接続名」および「説明」を入力します。
5. 「暗号化タイプ」では:

資格証明ウォレット・ファイルなしで接続するには、「TLS」を選択してから、次のステ
ップにスキップします。
資格証明ウォレット・ファイルを使用して接続するには、「相互 TLS」を選択し、次に
「選択」をクリックして、Oracle Autonomous Data Warehouseからダウンロードしたク
ライアント資格証明ウォレット・ファイル(wallet_ADWC1.zipなど)を参照して選択しま
す。「クライアント資格証明」フィールドに cwallet.ssoファイルが表示されます。

6. 「TLS」接続タイプ(ウォレットなし)の場合は、Oracle Autonomous Data Warehouseでユ
ーザーの「接続文字列」、「ユーザー名」および「パスワード」を入力します。

7. 「保存」をクリックします。
8. 接続を使用してデータに接続します。たとえば、ホーム・ページで、「作成」をクリック
してから「データ・セット」をクリックし、直前に作成した接続を選択します。

Oracle Fusion Cloud Applications Suiteのアプリケーショ
ンへの接続

Oracle Fusion Cloud Applications Suiteのアプリケーションへの接続を作成し、そのアプリケ
ーションからのデータをビジュアル化します。たとえば、Oracle Transactional Business
Intelligenceを含む Oracle Fusion Cloud Financialsに接続できます。Oracle BI Enterprise
Editionに接続することもできます。
1. データ・ページまたはホーム・ページで、「作成」、「接続」の順にクリックします。

2. 「Oracle Applications」をクリックします。 

3. 接続の詳細を入力します。
4. 「URL」に、Oracle Transactional Business Intelligenceを含む Fusion Applications Suite
または Oracle BI EEの URLを入力します。

5. 「認証」で、接続を認証する方法を指定します:

• 常にこれらの資格証明を使用 - Oracle Analyticsは、接続に指定されたログイン名お
よびパスワードを常に使用します。ユーザーがログインを求められることはありま
せん。
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• ユーザーは自分の資格証明の入力が必要 - Oracle Analyticsはデータ・ソース
に対する自分のユーザー名とパスワードを入力するようユーザーに求めます。
ユーザーは、権限およびロールが割り当てられているデータのみにアクセスで
きます。

• アクティブなユーザーの資格証明を使用 - データにアクセスする際に、ユーザ
ーが Oracle Analyticsからサインインを求められることはありません。Oracle
Analyticsへのサインインに使用した同じ資格証明がこのデータ・ソースへのア
クセスにも使用されます。Oracle Transactional Business Intelligenceに、
Oracle Analyticsユーザーが存在することを確認してください。

6. 詳細を保存します。
これで、接続からデータセットを作成できるようになりました。

接続はユーザー(作成者)にのみ表示されますが、作成者はその接続のデータセットを作
成して共有できます。

Oracle Essbaseへの接続の作成
Oracle Essbase 11gへの接続を作成し、その接続を使用してソース・データにアクセ
スできます。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックしてから「接続」をクリックします。
2. 「Oracle Essbase」をクリックします。
3. 接続の詳細を入力します。
4. 「DSN」 (データ・ソース名)に、データ・ソースのエージェント URLを入力しま
す。
Oracle Essbase 11gデータベースに接続する場合、Oracle Essbaseが動作してい
るホスト名およびエージェント・ポート番号を入力します。次の書式を使用しま
す: hostname:port
例: essbase.example.com:1423
デフォルト・ポートは 1423です。
Essbase管理者は、接続を許可するために、エージェント・ポート 1423と
30000-34000の範囲のサーバー・ポートを開く必要があります。

5. 「ユーザー名」および「パスワード」で、Essbaseデータ・ソースへのアクセス権
があるユーザー資格証明を入力します。

6. 「認証」で、接続を認証する方法を指定します:

• 常にこれらの資格証明を使用 - Oracle Analyticsは、接続に指定されたログイ
ン名およびパスワードを常に使用します。ユーザーがログインを求められる
ことはありません。

• ユーザーは自分の資格証明の入力が必要 - Oracle Analyticsはデータ・ソース
に対する自分のユーザー名とパスワードを入力するようユーザーに求めます。
ユーザーは、権限およびロールが割り当てられているデータのみにアクセスで
きます。

• (Oracle Analyticsでこのデータベース・タイプに対して偽装がサポートされて
いる場合に表示)アクティブなユーザーの資格証明を使用 - Oracle Analytics
は、データにアクセスするためにサインインするようユーザーに求めません。
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Oracle Analyticsへのサインインに使用した同じ資格証明がこのデータ・ソースへの
アクセスにも使用されます。

7. 詳細を保存します。
これで、接続からデータセットを作成できるようになりました。

NetSuiteへの接続
ERPおよび CRMデータをビジュアル化するには、NetSuite (NetSuite2.com)データ・ソース
に接続します。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックしてから「接続」をクリックします。
2. 「Oracle Netsuite」をクリックします。
3. 接続の詳細を入力します。

NetSuiteアプリケーションの接続詳細を取得するには、NetSuiteポータル・ホーム・ペ
ージに移動し、「設定」、「SuiteAnalytics接続の設定」の順にナビゲートします。
「ロール ID」で、スペースまたは特殊文字が含まれないロール名の IDを指定しているこ
とを確認してください。ロール名にスペースまたは特殊文字が含まれていると、データ・
フローが内部または構文エラーで失敗する場合があります。

4. 詳細を保存します。
5. 接続を使用してデータに接続します。たとえば、ホーム・ページで、「作成」をクリック
してから「データ・セット」をクリックし、直前に作成した接続を選択します。

Oracle Talent Acquisition Cloudへの接続
Oracle Talent Acquisition Cloudへの接続を作成し、その接続を使用してデータにアクセスで
きます。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックしてから「接続」をクリックします。
2. 「Oracle Talent Acquisition」をクリックして、接続の詳細を入力します。
3. 「ホスト」に、Oracle Talent Acquisitionデータ・ソースの URLを入力します。
たとえば、Oracle Talent Acquisitionの URLが https://example.taleo.netである
場合、接続 URLとして https://example.taleo.net/smartorg/Bics.jssを入力
する必要があります。

4. 「認証」オプションを選択します。
• 「常にこれらの資格証明を使用」を選択すると、接続のために指定したログイン名と
パスワードが常に使用され、ユーザーがログインを求められることはありません。

• Oracle Talent Acquisition Cloudデータ・ソースのデータを使用するためにユーザーに
ユーザー名およびパスワードの入力を求める場合は、「ユーザーは自分の資格証明の
入力が必要」を選択します。ユーザーは、表示する権限およびロールが割り当てられ
ているデータのみを表示するように、ログインする必要があります。

5. 「保存」をクリックします。
6. 接続を使用してデータに接続します。たとえば、ホーム・ページで、「作成」をクリック
してから「データ・セット」をクリックし、直前に作成した接続を選択します。
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Google BigQueryへの接続
Google BigQueryデータベースへの接続を作成し、その接続を使用して BigQueryプロ
ジェクト内のデータをビジュアル化できます。
始める前に、次のことに注意してください:

• Google BigQueryへの接続の作成には大量のリソースが必要です。複数のユーザ
ーが独自の接続を作成するのではなく、1つの接続を作成して他のユーザーと共有
することをお薦めします。

• Oracle Analyticsは、Google BigQuery内の各プロジェクトの表とスキーマのキャ
ッシュを作成します。プロジェクト、表およびスキーマは分析に必要なもののみに
制限する必要があります。

• Google BigQueryデータの量によっては、接続の作成に数時間かかる場合があるた
め、このプロセスの完了に要する時間を考慮してください。

• 接続の作成後、接続を使用してデータの分析を開始する前に時間をとってくださ
い。

1. Google BigQueryで、Service Accountを作成します。
a. ロール(BigQueryユーザーなど)を権限 bigquery.jobs.createとともにサー
ビス・アカウントに追加します。

b. ロールにユーザーを追加します。
c. JSONキーを追加します。

2. Oracle Analyticsのホーム・ページで、「作成」をクリックしてから「接続」をクリ
ックします。

3. 「BigQuery」をクリックします。
4. 接続の詳細を入力します。

• 「接続名」で、Oracle Analytics内の接続の詳細を識別するためのわかりやすい
名前を指定します。

• 「プロジェクト」で、Google BigQueryに定義されている名前(大/小文字の区別
あり)を正確に使用して、分析する BigQueryプロジェクト名を指定します。

• 「サービス・アカウント電子メール」で、Google BigQueryへのログインに使
用する電子メール・アドレスを指定します。

• 「サービス・アカウント・プライベート・キー」で、サービス・アカウント・
プライベート・キー (JSON形式)をアップロードします。

5. 詳細を保存します。
これで、Google BigQueryに基づいて、アナリティクス・データセット・ワークブ
ックを作成できるようになりました。データセットを作成する場合、BigQuery表
に移動し、分析するデータ・ファクトおよびメジャーを選択します。または、SQL
問合せを使用してデータを直接取得することもできます。
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デルタ共有を使用したデータベースへの接続
デルタ共有プロトコルを使用して Oracle Autonomous Databaseなどのデータベースに接続
し、データをビジュアル化できます。
デルタ共有プロトコルは、ソースに直接アクセスすることなくセキュアなデータ・アクセス
を提供します。
接続を使用して、データセットを作成し、ワークブックを構築します。たとえば、ホーム・
ページで、「作成」をクリックしてから「データ・セット」をクリックし、直前に作成した接
続を選択します。データセットを保存し、それを使用してワークブックを構築します。
開始する前に、デルタ共有領域を設定して共有するようターゲット・データベースの管理者
に依頼します。たとえば、Oracle Autonomous Databaseでは、管理者がデータ共有領域を作
成してそれを共有するため、ユーザーはアクティベーション・リンクを含む電子メールを受
信できます。リンクにより、Oracle Analyticsで接続を作成するために必要なプロファイル詳
細を含む JSONファイルをダウンロードできます。
 

 

1. データベース管理者に連絡してデータ共有をリクエストします。
2. データベース管理者から受信したアクティベーション電子メールで、アクティベーショ
ン・リンクをクリックします。

3. アクティベーション・ダイアログで、「プロファイル情報の取得」をクリックします。
ターゲット・データベースの資格証明ファイルは、JSON形式でローカル領域にダウンロ
ードされます。

4. Oracle Analyticsのホーム・ページで、「作成」をクリックしてから「接続」をクリックし
ます。

5. 「接続の作成」で、「デルタ共有」をクリックします。
6. 「接続名」およびオプションの「説明」を入力します。
7. 「接続タイプ」で、データ・ソースに適したタイプを選択します。例:

• Oracle Autonomous Databaseの場合は、「クライアント資格証明」を選択します。
• DataBricksの場合は、「Bearerトークン」を選択します。
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8. 「ファイルのインポート」をクリックしてから、接続詳細を含む JSONファイルを
選択します。
Oracle Analyticsは、残りの入力フィールドにインポート・ファイルからの値を移
入します。

9. 「保存」をクリックします。
これで、ワークブックを作成し、データのビジュアル化を開始する準備ができました。
たとえば、ホーム・ページで、「作成」をクリックしてから「データ・セット」をクリ
ックし、直前に作成した接続を選択して、ワークブックを作成します。

Dropboxへの接続
Dropboxへの接続を作成し、その接続を使用してデータにアクセスできます。

 LiveLabsスプリント
開始する前に、Dropboxアプリケーションを設定します。Dropboxのドキュメントを
参照してください。
1. コンソールで、「安全ドメイン」ページに次のドメインが安全であると登録します:

api.dropboxapi.com
*.dropbox.com

2. Oracle Analyticsのホーム・ページで、「作成」、「接続」の順にクリックします。
3. 「Dropbox」をクリックします。
4. 「接続名」とオプションの「説明」に入力します。
5. 「リダイレクト URL」フィールドに表示されている URLをコピーします。
6. Dropboxアプリケーションで、サインインして「リダイレクト URL」の URLを

Dropboxの「OAuth 2 Redirect URIs」フィールドに貼り付け、「Add」をクリッ
クします。

7. Dropboxで、「App Key」フィールドのキーをコピーします。
8. Oracle Analyticsで、「App Key」のキーを「クライアント ID」フィールドに貼り
付けます。

9. Dropboxで、「App Secret」フィールドを探し、「Show」をクリックして値をコピ
ーします。

10. Oracle Analyticsで、「App Secret」の値を「クライアント・シークレット」フィ
ールドに貼り付け、「認可」をクリックします。

11. Dropboxから接続を認可するように求めるプロンプトが表示されたら、「Allow」
をクリックします。
「接続の作成」ダイアログがリフレッシュされ、Dropboxアカウントおよび関連付
けられている電子メール・アカウントが表示されます。

12. 接続を保存します。
13. 接続を使用してデータに接続します。たとえば、ホーム・ページで、「作成」をク
リックしてから「データ・セット」をクリックし、直前に作成した接続を選択しま
す。
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Google Driveまたは Google Analyticsへの接続
Google Driveまたは Google Analyticsへの接続を作成し、その接続を使用してデータにアク
セスできます。
開始する前に、Google Driveまたは Google Analyticsアプリケーションを設定します。
Googleのドキュメントを参照してください。
列リストをサポートしている最新の Google Analyticsコネクタを使用することをお薦めしま
す。
1. コンソールで、「安全ドメイン」ページに次のドメインが安全であると登録します:

api.google.com
*.google.com

2. Oracle Analyticsのホーム・ページで、「作成」、「接続」の順にクリックします。
3. 「Google Drive」または「Google Analytics」をクリックして、「接続の作成」ダイアロ
グを表示します。

4. 「接続名」およびオプションの「説明」を入力します。
5. 「リダイレクト URL」フィールドに表示されている URLをコピーします。
6. Googleアプリケーションの「Credentials」ページで、「リダイレクト URL」の値を Google
の「Authorized redirect URIs」フィールドに貼り付け、「Add」をクリックします。

7. Googleの「Credentials」ページで、「Client secret」値と「Client ID」値をコピーします。
8. Oracle Analyticsで、Googleの「Client secret」値を「クライアント・シークレット」フ
ィールドに貼り付けます。

9. Oracle Analyticsで、Googleの「Client ID」を「クライアント ID」フィールドに貼り付け
ます。

10. Googleアプリケーションで、「Account details」から「Account ID」をコピーし、「Property
details」から「Property ID」をコピーします。
Googleの管理設定で、「Account」に移動してから、「Account details」に移動して「Account
ID」を取得し、「Property details」に移動して「Property ID」を取得します。

11. Oracle Analyticsで、前のステップでコピーした「Account ID」と「Property ID」を使用
して、「アカウント ID」値と「プロパティ ID」値を指定してから、「承認」をクリックし
ます。

12. Googleから接続を認可するように求めるプロンプトが表示されたら、「Allow」をクリッ
クします。
「接続の作成」ダイアログがリフレッシュされ、Googleアカウントの名前および関連付け
られている電子メール・アカウントが表示されます。

13. 接続を保存します。
14. 接続を使用してデータに接続します。たとえば、ホーム・ページで、「作成」をクリック
してから「データ・セット」をクリックし、直前に作成した接続を選択します。
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JDBCを使用したデータへの接続
JDBCを使用して、「接続の作成」ダイアログに接続タイプとして表示されていないデ
ータベースに接続できます。
JDBC JARファイルのドライバを使用して、データベースに接続します。
Oracleデータベースを使用している場合でも、JDBCドライバのバージョンがデータ
ベースのバージョンと一致している必要があることを管理者に確認してください。バ
ージョンが一致しないと、データの問題が発生する可能性があります。
接続基準:

• 異なる環境の異なるデータベース(開発と本番など)に同じ接続を構成できるため、
ホスト名など、インスタンス固有の接続名は使用しないでください。

• JDBCデータ・ソースの URLの指定については、ドライバのドキュメントおよび
JARファイルを確認してください。

• ドライバ・クラス名は、JARファイル内または JARファイルのダウンロード場所
で確認します。

• JDBCドライバをローカルにインストールする場合は、既存のドライバと同じドラ
イバ・クラスにならないようにしてください。ドライバ・クラスが同一のドライバ
を 2つインストールすると、この接続を使用したときに接続エラーが発生します
(例: 「接続の保存に失敗しました ホスト名が無効です)。

• 「URL」値には、JDBC URLを指定します(例: jdbc:oracle:thin:@host:port/
database)。

• 「ドライバ・クラス名」値には、使用している JDBCドライバ・ダウンロード・パ
ックで指定されている名前を使用します(例:
oracle.jdbc.driver.OracleDriver)。

1. データ・ページまたはホーム・ページで、「作成」、「接続」の順にクリックします。
2. 「接続の作成」ダイアログで、「JDBC」アイコンを見つけてクリックします。
3. 接続基準を入力します。
4. 「保存」をクリックします。
これで、接続からデータセットを作成できるようになりました。

JDBCドライバがインストールされていない Oracle Analyticsインストールに、JDBC
接続を含むワークブックをインポートする場合にも、インポートは機能します。ただ
し、ワークブックまたはデータ・フローを実行しようとすると、接続は機能しません。
JDBC接続、およびデータ・ソースに適した JDBCドライバを再作成する必要があり
ます。

一般的な ODBC接続の作成
データベースへの一般的な ODBC接続を作成し、その接続を使用してデータ・ソース
にアクセスできます。たとえば、デフォルトの接続タイプにリストされていないデー
タベースおよびデータベース・バージョンに接続します。
Windowsシステムでの接続には一般的な ODBC接続のみを使用できます。
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1. 適切なデータベース・ドライバがコンピュータにインストールされていることを確認しま
す。
ODBCデータ・ソース名(DSN)を作成するには、必要なデータベース・ドライバをコンピ
ュータにインストールする必要があります。データベース・ドライバをインストールする
必要がある場合、データベース・ドライバを提供する組織によって指定されているインス
トール手順を使用してください。

2. Windowsで新しい ODBCデータ・ソースを作成します。
a. Windowsで、「ODBC データ ソース アドミニストレーター」ダイアログを見つけて
開きます。

b. 「システム DSN」タブをクリックし、「追加」をクリックして「データ ソースの新規
作成」ダイアログを表示します。

c. データ・ソースに適切なドライバを選択し、「完了」をクリックします。
d. 残りの構成ステップは構成するデータ・ソースに固有です。
データ・ソースのドキュメントを参照してください。

3. 一般的な ODBCデータ・ソースを作成します。
a. データ・ページまたはホーム・ページで、「作成」、「接続」の順にクリックします。
b. 「接続の作成」ダイアログで、「ODBC」アイコンを見つけてクリックします。
c. 接続基準を入力します。次の点に注意してください。

• 名前 - 接続を一意に識別する名前。
• DSN - コンピュータに設定するシステム DSNの名前。

d. 「保存」をクリックします。
これで、接続からデータセットを作成できるようになりました。

ODBC DSNが存在しない、および ODBCドライバがインストールされていない Oracle
Analytics Desktopインストールに、ODBC接続を含むワークブックをインポートする場合で
も、インポートは機能します。ただし、ワークブックまたはデータ・フローを実行しようと
すると、接続は機能しません。ODBC接続を再作成し、データ・ソースに適した ODBC DSN
および ODBCドライバを再作成する必要があります。

スノーフレーク・データ・ウェアハウスへの接続
スノーフレーク・データ・ウェアハウスへの接続を作成し、その接続を使用してデータにア
クセスできます。
https://docs.snowflake.net/manuals/user-guide/connecting.htmlの書式のガイドライ
ンを参照してください。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックしてから「接続」をクリックします。
2. 「スノーフレーク・データ・ウェアハウス」をクリックします。
3. 接続名を入力します。
4. 「ホスト名」で、次の形式のいずれかを使用してホストのアカウント名を入力します:

• Amazon Web Services米国西部では、<account>.snowflakecomputing.comを使用し
ます
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• Amazon Web Servicesの他のすべてのリージョンでは、
<account>.<region>.snowflakecomputing.comを使用します

• Microsoft Azureのすべてのリージョンでは、
<account>.<region>.azure.snowflakecomputing.comを使用します

accountは、データにアクセスするために使用するスノーフレークのアカウント名
(exampleaccountname.snowflakecomputing.comなど)です。

5. 「ユーザー名」および「パスワード」に、スノーフレーク・データ・ソースへのア
クセス権があるユーザー資格証明を入力します。

6. 「データベース名」に、接続するスキーマ表および列が含まれるデータベースの名
前を入力します。

7. 「ウェアハウス」に、接続するデータベース、スキーマ表および列が含まれるウェ
アハウスの名前を入力します。たとえば、Example-WHです。

8. 「保存」をクリックします。
9. 接続を使用してデータに接続します。たとえば、ホーム・ページで、「作成」をク
リックしてから「データ・セット」をクリックし、直前に作成した接続を選択しま
す。
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3
データセットを使用したデータへの接続

このトピックでは、データ・ソース接続を使用して、データセットを作成する方法を説明し
ます。
トピック
• データセットとは
• データセットのオープンについて
• 使用可能な接続の表示
• データセットで使用可能なデータ・ソース
• データセット・エディタについて
• 接続からのデータセットの作成
• データセットへの複数の接続の追加
• 接続から作成したデータセットへのファイルの追加
• SQL文を使用したデータセットへの表の追加
• データセット表の結合の理解
• データセットの表間の結合の追加
• データセットの自動結合の無効化
• データセットの結合の変更または修正
• 表の列が一致しない場合の結合の追加
• データセットからの結合の削除
• データ・ソースの問合せにデータセット表を含める
• グレインの保持とは何ですか。
• グレインを決定する表の指定
• データセットの表の順序の再配置
• 品質インサイトとは
• 品質タイルを使用したデータの強化
• データセット列の除去または復元について
• データセット表の列の除去または復元
• データセット表のフィルタ処理
• データセット表がキャッシュされているかライブであるかの指定
• データセット表の元の書式設定の表示
• ファイルからのデータセットの作成
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• Oracle Fusion Cloud Applications Suiteのサブジェクト領域からのデータセットの
作成

• Oracle Fusion Cloud Applications Suiteの分析からのデータセットの作成
• Essbase接続からのデータセットの作成

データセットとは
データセットとは、セルフサービス・データ・モデルであり、これを自分のデータ・
ビジュアライゼーションおよび分析要件専用に作成します。
データセットは、1つの表、スプレッドシートまたはファイルに基づくことができま
す。また、表間で定義された関係を持つ複数の表を含むセルフサービス・データ・モ
デルにすることもできます。
データセットは、アップロードしたファイル、SaaSアプリケーション、Oracle
Analyticsレポート、接続を作成した多数のリレーショナル・データ・ソースやビッグ・
データ・ソースのデータから作成できます。データセットで使用できるデータ・ソー
スを参照してください。
データ・セットは、特定の分析およびビジュアライゼーションのニーズを満たすよう
にキュレートおよび構成するファイルまたはデータ・ソースのデータのサブセットで
す。データセットには、データ・ソース接続情報、表、指定する列、および適用する
データ・エンリッチメントと変換が含まれます。
データセットは複数のワークブックおよびデータ・フローで使用できます。データセ
ットを変更すると、そのデータセットを使用するすべてのワークブックおよびデータ・
フローが影響を受けます。
データセットを作成および構築すると、次のことが可能になります:

• 多数のタイプの接続またはスプレッドシート間で選択します。
• データベース接続、Oracleデータ・ソースまたはローカル・サブジェクト領域内
の複数の表のデータに基づいてデータセットを作成します。また、様々な接続およ
びサブジェクト領域内の表のデータに基づいてデータセットを作成します。たと
えば、Autonomous Data Warehouse接続の表、Spark接続の表およびローカル・
サブジェクト領域の表を含むデータセットを構築できます。

• 表間の結合を指定します。
• データセットの列を変換およびエンリッチします。

データセットのオープンについて
データセットで使用されるデータ・ソースのタイプによって、新規データセットを作
成するとき、および既存のデータセットをそれ自体で開く、またはワークブックから
開くときに、どのようにユーザー・インタフェースをナビゲートするかが決まります。
Oracle EPM Cloud、Oracle Essbaseまたは Google Analyticsを使用するデータセット
を作成するときや開くときに、データセットが変換エディタに表示されます。
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複数の表を含むデータセットを作成するときや開くときに、データセットがデータセット・
エディタに表示されます。
 

 

ワークブックで作業するときに、ワークブックのデータセットを表示したり、開く場合に「デ
ータ」タブを使用します。データセットによって、Oracle Analyticsで開くエディタが決まり
ます。
• データセットが Oracle EPM Cloud、Oracle Essbaseまたは Google Analyticsに基づいて
いる場合、変換エディタは新しいウィンドウとして開きます。

• データセットに複数の表が含まれている場合、データセット・エディタは、新しいウィン
ドウで開きます。

使用可能な接続の表示
データセットはデータ・ソースへの 1つ以上の接続を使用して、分析およびビジュアライゼ
ーション用にデータにアクセスしたり、データを指定します。
接続のリストには構築した接続が含まれます。データセットを作成する必要がある接続がす
でに存在するかどうかを決定するために接続リストを表示します。接続リストを使用して、
特定の接続に関する詳細情報にアクセスし、特定のデータセットを構築するために必要なデ
ータを提供できるかどうかを決定することもできます。たとえば、接続先のデータベースの
タイプやデータ要素の情報。
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ノート:

ほとんどのデータ・ソース内の複数の表を使用してデータセットを作成でき
ます。例外としては、Oracle EPM Cloud、Oracle Essbaseまたは Google
Analyticsがあります。

接続の作成が必要な場合、データ・ソースへの接続の作成を参照してください。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「接続」タブをクリックして接続リストを表示します。

データセットで使用可能なデータ・ソース
データセットで使用できるデータ・ソースについて学習します。ほとんどのデータ・
ソースを使用して、複数の表を含むデータセットを作成できます。
Oracleデータ・ソース
次の Oracleデータ・ソース接続のいずれかを使用して、複数の表を含むデータセット
を作成できます。
• Oracle Fusion Cloud Applications Suite (Oracle Applications接続タイプを使用)

• Oracle Autonomous Data Warehouse

• Oracle Autonomous Transaction Processing

• Oracle Database

• Oracle NetSuite

• Oracle Service Cloud

その他のデータ・ソース
次の 1つ以上のデータ・ソース接続を使用して、複数の表を含むデータセットを作成
できます。
• Amazon EMR

• Amazon Redshift

• Apache Hive

• DB2

• Dropbox

• ファイル(XLSX、XLS、CSVおよび TXT)

• Googleドライブ
• GreenPlum

• HortonWorks Hive

• IBM BigInsights Hive

• Impala (Cloudera)
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• Informix

• MapR Hive

• Microsoft Azure SQL Database

• MongoDB

• Pivotal HD Hive

• PostgreSQL

• Salesforce

• スノーフレーク
• Spark

• SQL Server

• Sybase ASE

• Sybase IQ

• MySQL

複数の表のデータセットに使用できないデータ・ソース
次のデータ・ソース接続は、複数の表を含むデータセットを作成したり、そのデータセット
に含める場合に使用できません。
• Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management (EPM)

• Oracle Essbase

• Google Analytics

データセット・エディタについて
データセット・エディタを使用して、表、結合およびエンリッチ済データを含むデータセッ
トを作成または編集します。
複数の表を含むデータセットをサポートしている接続からデータセットを作成すると、
Oracle Analyticsではデータセット・エディタが表示されます。データセットで使用可能なデ
ータ・ソースを参照してください。
Oracle EPM Cloud、Oracle Essbaseまたは Google Analytics接続から複数の表を含むデータ
セットを作成することはできません。複数の表を含むデータセットをサポートしていない接
続には、変換エディタを使用します。
各データセット・エディタ機能およびこの機能で実行できる内容を次に説明します:
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• 「接続」ペイン
このペインには、データ・ソース接続のスキーマおよび表と、アップロードされた
ファイルが表示されます。「接続」ペインから結合ダイアグラムに表またはファイ
ルを追加するには、リストからダイアグラムにこれをドラッグ・アンド・ドロップ
するか、これをダブルクリックします。複数の表またはファイルを追加することも
可能です。
「追加」をクリックして「接続の追加」または「ファイルを開く」ダイアログを開
き、ここでデータセットに追加する別の接続を選択または作成するか、ファイルを
選択できます。
「検索」を使用して、「接続」ペインで表示されるスキーマ、表またはファイルを検
索します。
SQL文を作成して表を作成するには、手動問合せアイテムをダイアグラムにドラ
ッグ・アンド・ドロップします。次に、ダイアグラムに移動し、「手動問合せ」表
をダブルクリックして SQLエディタにアクセスします。

ノート:

JDBC接続がスキーマおよび表の表示を提供していない場合に、「手動問
合せ」を使用します。
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• 結合ダイアグラム
結合ダイアグラムには、データセット内のすべての表および結合が表示されます。表をド
ラッグ・アンド・ドロップしてダイアグラム内の表を並べ替えます。
表を選択すると、「データのプレビュー」領域に表のデータのサンプルが表示されます。
表をダブルクリックした場合、変換エディタが表示されます。ここで、表のデータを変換
またはエンリッチします。
ダイアグラムの結合リンクおよびアイコンは、結合される表および使用される結合のタイ
プを示します。表を別の表にドラッグ・アンド・ドロップすると、結合が作成されます。
結合をクリックした場合、結合エディタが表示され、ここで、これを表示、更新または修
正できます。
 

 

• データ・プレビュー
データ・プレビュー領域には、結合ダイアグラムで選択された表のデータ・サンプルが表
示されます。データ・プレビュー領域から、列のタイプ属性をクリックしてそのタイプを
変更できます。たとえば、CALENDAR_YEAR列をメジャーから属性に変更します。
デフォルトで、品質インサイト・タイルが列ごとに表示されます。品質インサイトでは、
列のデータの代表的なサンプルを使用して、列のデータ品質に関する情報を決定します。
品質インサイトとはを参照してください
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• 「自動結合表」トグル・ボタン
「自動結合表」トグル・ボタンは、「結合ダイアグラム」に表をドラッグ・アンド・
ドロップしたときに結合が自動的に作成されるかどうかを決定します。デフォル
トでは、Oracle Analyticsによって結合が作成されますが、場合によっては、自動
的な結合の作成をオフにして、表の結合を手動で作成する必要があることがありま
す。
 

 

• データセット表のページ・タブ
データセット・エディタにはデータセットの各表のタブが表示されます。表のタブ
をクリックし、変換エディタに移動して表のデータを変換またはエンリッチしま
す。タブは変換エディタの下部に表示されます。これらを使用して、他の表に移動
するか、結合ダイアグラムに戻ります。
 

 

• データセット・エディタのトグル・ボタン
これらのボタンは、表示されるデータセット・エディタの部分を制御します。
 

 

このボタンは接続パネルの非表示と表示を切り替えます:
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このボタンは品質タイルの非表示と表示を切り替えます:

このボタンはデータのプレビュー領域の非表示と表示を切り替えます:

接続からのデータセットの作成
データセットを作成すると、1つ以上のデータ・ソース接続からの表の追加、結合の追加およ
びデータのエンリッチを行うことができます。
ビデオ
 チュートリアル

データセットを作成する前に、必要なデータ・ソース接続がすでに存在するかどうかを確認
できます。使用可能な接続の表示を参照してください。

ノート:

ほとんどのデータ・ソース内の複数の表を使用してデータセットを作成できます。
例外としては、Oracle EPM Cloud、Oracle Essbaseまたは Google Analyticsがあり
ます。

1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「データセット」をクリックします。
2. 「データセットの作成」ダイアログで、接続を選択します。
3. データセット・エディタで、「接続」ペインに移動し、スキーマを参照または検索します。
4. オプション: Oracle Analyticsでデータセットの表の結合を自動的に作成せずに、手動で作
成する場合は、「自動結合表」トグル・ボタンの選択を解除して、自動的な結合の作成を
オフにします。

5. スキーマをクリックして、その表のリストを表示します。表を結合ダイアグラムにドラッ
グ・アンド・ドロップします。ファクト表がある場合、これを最初に追加してから、ディ
メンション表を追加します。ファクト表は結合ダイアグラムで最も左側にある表である
必要があります。
デフォルトでは、作成しているデータセットに、データ・ソースに定義された表の結合が
含まれています。結合がデータ・ソースに存在しない場合、Oracle Analyticでは結合が指
定され、追加されます。

6. オプション: 追加のデータ・ソースからデータを追加するには、「接続」ペインに移動し、
「追加」をクリックしてから、「接続の追加」または「ファイルの追加」をクリックし、別
の接続またはファイルを選択してデータセットに追加します。

7. オプション: 別の接続またはファイルを追加した場合、「接続」ペインから新規接続のスキ
ーマをクリックしてこれを開き、表を「結合ダイアグラム」にドラッグ・アンド・ドロッ
プします。

8. オプション: Fusion Applications Suiteサブジェクト領域などの一部のデータ・ソースから
表を「結合ダイアグラム」にドラッグ・アンド・ドロップすると、列は表示されません。
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表ページ・タブに移動し、サブジェクト領域表をクリックし、変換エディタを使用
して、表に含める列を指定します。「OK」をクリックします。

9. 結合ダイアグラムで、結合を検査、変更または削除します。
• 結合を検査または変更するには、結合をクリックして結合エディタを開き、結
合タイプおよび結合条件を検査または変更します。

• 結合を追加するには、結合する表を見つけ、これにカーソルを合せて選択し、
これをクリックして、結合する表にドラッグ・アンド・ドロップします。結合
エディタを開いて、結合タイプおよび結合条件を検査または更新します。

• 結合を削除するには、結合アイコンにカーソルを合せ、「結合の削除」をクリ
ックします。

10.「保存」をクリックします。
11. 名前を入力し、「OK」をクリックします。
12. 表のデータを準備するには、データセット・エディタの下部にあるタブ行に移動し
て、表のタブをクリックします。または、結合ダイアグラムから表をダブルクリッ
クするか、表を右クリックして「開く」を選択します。
 

 

13. 変換エディタを使用して、データ変換またはエンリッチメントを実行します。「デ
ータセットの保存」をクリックします。

14. 含める列や除外する列、データ・アクセス権など、表の定義を編集するには、変換
エディタで「定義の編集」をクリックして変更を加えます。「OK」をクリックし、
「データセットの保存」をクリックします。

データセットへの複数の接続の追加
1つのデータセットには、複数の接続を含めることができます。接続を追加すると、デ
ータセットの構築に必要なすべての表とデータにアクセスして結合できるようになり
ます。
データセットには、接続とファイルの組合せを含めることができます。接続から作成
したデータセットへのファイルの追加を参照してください。
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ほとんどの接続を追加できます。例外には、Oracle EPM Cloud、Oracle Essbaseまたは
Google Analyticsがあります。
データセットを作成する前に、必要なデータ・ソース接続がすでに存在するかどうかを確認
できます。使用可能な接続の表示を参照してください。
サブジェクト領域または分析を「結合ダイアグラム」にドラッグすると、列は表示されませ
ん。変換エディタを使用して、サブジェクト領域のデータセット表に含める列を指定する必
要があります。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックします。
4. 「接続」ペインで、「追加」をクリックし、「接続の追加」をクリックします。
5. 「接続の追加」ダイアログで、「接続」ペインに追加する接続を見つけてクリックします。
6. 「接続」ペインで、選択した接続が追加されたことを確認します。
7. 「保存」をクリックします。

接続から作成されたデータセットへのファイルの追
加

データセットには、ファイルおよび接続から作成された表を含めることができます。
ほとんどの接続をデータセットに追加できます。例外としては、Oracle EPM Cloud、Oracle
Essbaseまたは Google Analyticsがあります。
接続を追加する前に、必要なデータ・ソース接続がすでに存在するかどうかを確認できます。
使用可能な接続の表示を参照してください。
サブジェクト領域または分析を「結合ダイアグラム」にドラッグすると、列は表示されませ
ん。変換エディタを使用して、サブジェクト領域のデータセット表に含める列を指定する必
要があります。
ファイルをアップロードする前に、ファイルが次の要件を満たしていることを確認します:

• ファイルは、.XLSXまたは.XLS形式の Excelスプレッドシート、CSVファイルまたは
TXTファイルです。

• スプレッドシートにはピボット・データが含まれていません。
• スプレッドシートは、データセットとしてのインポートおよび使用のために適切に構造化
されています。データセットのファイルについてを参照してください。

1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックします。
4. ファイルを見つけます:

• 追加するファイルがコンピュータに存在する場合、「接続」ペインの「追加」をクリ
ックし、「ファイルの追加」をクリックします。

• 追加するファイルが Dropboxまたは Google Driveに存在する場合、「接続」ペインの
「追加」をクリックし、「接続の追加」をクリックします。
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5. アップロードするファイルを参照して選択します。
6. オプション: CSVまたは TXTファイルをアップロードする場合、「区切り文字」、
「3桁区切り」および「小数区切り」フィールドでデフォルトのデリミタを確認ま
たは変更します。
カスタム・デリミタを指定するには、「区切り文字」フィールドで「カスタム」を
選択し、デリミタとして使用する文字を入力します。CSVまたは TXTファイルで
は、カスタム・デリミタは 1文字である必要があります。次の例では、デリミタと
してパイプ(|)を使用しています: Year|Product|Revenue|Quantity|Target Revenue|
Target Quantity。

7. 「OK」をクリックして、データセットにファイルを追加します。
8. 「接続」ペインで、ファイルが追加されたことを確認します。
9. 「保存」をクリックします。

SQL文を使用したデータセットへの表の追加
ソース固有の SQL SELECT文を作成して、接続のデータを問い合せたり、データセッ
トに表を作成できます。この手動の問合せオプションは、ほとんどの接続タイプに使
用できます。
データセット内の接続の表を使用しないが、かわりに特定の情報をターゲットにする
場合に、手動の問合せオプションを使用して、表を作成します。または、データ・ソ
ース接続でスキーマ・リストが提供されない場合に、手動の問合せオプションを使用
します。使用する SQL文はデータ・ソース接続タイプによって決まります。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックし
ます。
データベース表に基づくデータセットを開いていることを確認してください。こ
れらは、データベース・アイコンとともに表示されます。

4. 「データ」パネルの「接続」ペインで、問い合せる接続を見つけて展開し、「手動問
合せ」オプションを見つけます。
 

 

5. 「手動問合せ」を結合ダイアグラムにドラッグ・アンド・ドロップして表シェルを
作成します。

6. 「手動問合せ」表をダブルクリックします。
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7. 「SQLの入力」が選択されていることを確認します。
8. 「文」フィールドに SQL文を入力します。
9. オプション: 「プレビュー・データの取得」をクリックして、正しいデータを問い合せて
いることを確認します。

10.「OK」をクリックします。
11. オプション: SQL文を変更するには、表のページ・タブに移動して作成した表のタブを選
択します。「定義の編集」をクリックして「文」フィールドを使用して、SQL文を編集し
ます。

データセット表の結合の理解
データセットには、複数の表を指定できます。ユーザーが追加する表の結合は、データセッ
トの表同士の関係を示します。

 チュートリアル
デフォルトでは、表を結合ダイアグラムにドラッグ・アンド・ドロップして複数の表のデー
タセットを作成すると、データ・ソースに定義された結合が、データセットの表の間に自動
的に作成されます。また、Oracle Analyticsによって、表間で検出された列名の一致に基づい
て結合が自動的に作成されます。データセットを定義する際に、必ず最初に最も詳細な表を
追加してください。通常、これが分析用のプライマリ表になります。たとえば、売上表など
です。次に、分析にコンテキストを提供する製品、顧客、チャネルなどの残りの表を追加し
ます。ディメンションでモデリングされたデータセットの表またはトランザクション表を追
加している場合、最も詳細な表がメジャーを含むファクト表である可能性があります。
場合によっては、データセットの結合を手動で作成することがあります。たとえば、データ
セットに含まれる一致する列が多すぎて、不要な一致の削除に時間がかかる場合などです。
そのような場合は、データセットの自動結合をオフにできます。データセットの自動結合の
無効化を参照してください。
ファクトおよびディメンションに基づいてデータセットを作成している場合で、結合がすで
にソース表に存在する場合、結合は自動的にデータセットに作成されます。複数の接続とス
キーマからデータセットを作成している場合、表間の結合を手動で定義します。これを実行
するには、ファクト表にディメンション表をドラッグ・アンド・ドロップして、使用する結
合のタイプおよび結合列を指定します。複数の列に結合を作成できます。結合する列は属性
列であり、データ書式が同じである必要があります。
Oracle EPM Cloud、Oracle Essbaseまたは Google Analyticsは、複数の表を含むデータセッ
トで追加および結合に使用できません。ワークブックで作業していて、Oracle Autonomous
Data Warehouseの複数の表を含むデータセットや Oracle EPM Cloudのデータを含むデー
タセットなど、様々なデータセットのデータを含める場合、ブレンドを使用して列を照合し
ます。データセットのブレンドを参照してください。

ノート:

2つのスター・スキーマに基づいてデータを分析するには、スター・スキーマごと
にデータセットを作成し、データセットをワークブックに追加してから、データセ
ットをブレンドします。

第 3章
データセット表の結合の理解

3-13

https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/analytics-cloud/tutorial-create-joins-mtds/index.html


結合ダイアグラムには、結合が不完全な場合、表間で使用される結合のタイプを示す
結合アイコンが表示されます。結合アイコンは、結合タイプを示すベン図のサムネイ
ルです。

アイコ
ン

説明

内部結合を示します。このアイコンを選択した場合、青色で表示されます。
内部結合では、右表の行と一致する左表の行を返します。
左結合を示します。このアイコンを選択した場合、青色で表示されます。
左結合では、右表の一致した左表のすべての行を返します。右表に一致する行も含ま
れます(ある場合)。右表に一致した行がない場合、左結合には右表の列の null値が含
まれます。
右結合を示します。このアイコンを選択した場合、青色で表示されます。
右結合では、左表の一致した右表のすべての行を返します。左表に一致する行も含ま
れます(ある場合)。左表に一致した行がない場合、右結合には左表の列の null値が含
まれます。
完全外部結合を示します。このアイコンを選択した場合、青色で表示されます。
完全外部結合では、左表と右表の両方のすべての行を含む結果セットを返します。両
方に一致する行も含まれます(ある場合)。一致がない場合、欠落している側には null
が含まれます。
破線は未完了の結合を示します。このアイコンを選択した場合、青色で表示されま
す。このアイコンを選択しない場合、黄色で表示されます。
アイコンをクリックして結合エディタを開き、結合を割り当てるか修正します。

データセットの表間の結合の追加
結合を追加して、ファクト表とディメンション表間の関係を示します。

 チュートリアル
デフォルトでは、データセットに表をドラッグ・アンド・ドロップすると、データ・
ソースに定義されている結合がデータセットの表の間に自動的に作成されます。ま
た、Oracle Analyticsによって、表の間に見つかった列名の一致に基づいて結合が自動
的に作成されます。ただし、Oracle Analyticsは、結合を自動的に作成する方法を常に
認識できるわけではありません。そのような場合、データセットを保存するには、結
合を手動で作成する必要があります。
データセット表に削除された列が含まれている場合、これらの列は結合で使用できま
せん。データセット表に非表示になっている列が含まれている場合、これらの列は結
合で使用できます。列の非表示または削除を参照してください。
結合の使用の詳細は、データセット表の結合の理解を参照してください。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックし
ます。

4. 「結合ダイアグラム」で、他の表への結合が必要な表を見つけます。
ファクト表は結合ダイアグラムで最も左側にある表であることを確認します。
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5. 表をクリックして、結合するターゲット表に選択した表をドラッグ・アンド・ドロップし
ます。
結合アイコンは青色で表示されます。

6. オプション: 結合をクリックして「結合」ダイアログを開き、結合を検査します。
 

 

データセットの自動結合の無効化
データセットに表を追加したときに Oracle Analyticsで結合が作成されないように、「自動結
合表」トグル・ボタンを使用できます。
デフォルトでは、データセットに表をドラッグ・アンド・ドロップすると、データ・ソース
に定義されている結合がデータセットの表の間に自動的に作成されます。また、Oracle
Analyticsによって、表間で検出された列名の一致に基づいて結合が自動的に作成されます。
場合によっては、Oracle Analyticsによって自動的にデータセットの結合が作成されるように
するのではなく、自分で結合を作成します。たとえば、データセットに含まれる一致する列
が多すぎて、不要な一致の削除に時間がかかる場合などです。そのような場合は、「自動結合
表」トグル・ボタンの選択を解除して、自動結合をオフにします。
「自動結合表」の選択を解除しても、データセットの既存の結合は削除されないため、それら
の結合は手動で削除する必要があります。
自動結合をオフにして、データセットに表を追加した後で、データセットを保存するには、
結合を手動で追加する必要があります。データセット表の結合の作成の詳細は、データセッ
トの表間の結合の追加を参照してください。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックします。
4. 「結合ダイアグラム」タブをクリックします。
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5. データセットに追加する表に対して、Oracle Analyticsで結合が自動的に作成され
ないように、「自動結合表」をクリックします。

データセットの結合の変更または修正
データセットに自動的に追加された結合を変更したり、不完全な結合または破損した
結合を修正できます。

ノート:

データセット内の各表は、1つ以上の表に結合する必要があります。

このアイコンは未完了の結合を示します:

結合の使用の詳細は、データセット表の結合の理解を参照してください。
結合を作成するための必要な列が「結合」ダイアログにリストされない場合は、結合
に使用できるようにするために列を更新できます。表の列が一致しない場合の結合の
追加を参照してください。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックし
ます。

4. 「結合ダイアグラム」で、結合を見つけ、その上にカーソルを合せてクリックし、
「結合」ダイアログを開きます。

5. オプション: 結合タイプをクリックして、新しいタイプを選択します。選択した結
合タイプによって、結合ダイアグラムの結合アイコンが決定します。

6. オプション: 結合条件を変更するには、表の結合列名をクリックして結合する別の
列を選択します。

7. オプション: 別の結合条件を追加するには、「結合条件の追加」をクリックして表ご
とに結合列を選択します。
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8. 「保存」をクリックします。

表の列が一致しない場合の結合の追加
データセットの列データが表間で一致しない場合、列のデータを、結合を作成するために必
要な書式に変換できます。
ビデオ

変換の例として、データ型の変更、列のデータの分割または連結、列のデータのエンリッチ
などがあります。列に対して使用可能な変換メニュー・オプションのリストは、その列にあ
るデータの型によって異なります。変換リファレンスおよびクイック・データ変換の列メニ
ュー・オプションを参照してください。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックします。
4. 「結合ダイアグラム」で、変換する列を含む表を見つけます。
5. 表を右クリックして「開く」を選択します。
6. 変換エディタで、変換する列を見つけて、「オプション」をクリックします。
7. メニューから、変換を選択して、すべての必須フィールドを指定します。
8. 「データセットの保存」をクリックしてから、「結合ダイアグラム」タブをクリックしま
す。

9. 「結合ダイアグラム」で、表をクリックしたままにして選択し、結合するターゲット表に
選択した表をドラッグ・アンド・ドロップします。

10.「結合ダイアグラム」で、先ほど追加した結合を見つけ、その上にカーソルを合せてクリ
ックし、「結合」ダイアログを開きます。

11. オプション: 結合タイプをクリックして、新しいタイプを選択します。選択した結合タイ
プによって、結合ダイアグラムの結合アイコンが決定します。

12. オプション: 結合条件を追加するには、「結合条件の追加」をクリックして表ごとに結合列
を選択します。
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13.「保存」をクリックします。

データセットからの結合の削除
データセットから表の結合を削除できます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックし
ます。

4. 「結合ダイアグラム」で、結合を見つけ、その上にカーソルを合せて「X」をクリ
ックします。
 

 

5. 「保存」をクリックします。

データ・ソースの問合せにデータセット表を含め
る

Oracle Analyticsでは、ビジュアライゼーションごとに最適化したソース固有の問合せ
を生成します。このプロセスで、データセットはデータ・モデルとして処理されます。
ここで、ビジュアライゼーションを満たすのに必要な表のみが問合せで使用されます。
ただし、表をビジュアライゼーションで問い合せなくても、問合せで表を使用するシ
ナリオがあります。これらのシナリオで、表を「常に問合せに含める」に設定できま
す。たとえば、製品が関連付けられていて、ビジュアライゼーションが顧客および売
上にのみ基づいている売上のみを表示することが必要な場合があります。また、ワー
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クブックト内のすべてのビジュアライゼーションに日付フィルタを適用することが必要な場
合もあります。
Oracle Analyticsでは、ビジュアライゼーションで使用されていないか、問合せに含めるよう
に指定されていないデータセットの表のいずれかを削除します。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックします。
4. 「結合ダイアグラム」で、表を見つけて右クリックし、「常に問合せに含める」を選択しま
す。
 

 

5. 「データセットの保存」をクリックします。

グレインの保持とは何ですか。
デフォルトでは、データセットのグレインは、最下位のグレインの表で決定されますが、グ
レインの保持の設定を使用して、データセットのグレインを決定する表を指定できます。
グレインを決定する表の指定を参照してください。
データセットの表でメジャーを作成できます。ただし、これによって 1対多または多対多の
関係のいずれかでメジャーが複製されます。このような場合、一方の側のカーディナリティ
の表を「グレインの保持」に設定して、そのレベルの詳細を維持できます。
たとえば、オーダー表とオーダー・アイテム表がある場合、これらをオーダー ID列で結合し
て、これらを問い合せ、オーダー合計をオーダー・アイテムごとに複製します。これは、オ
ーダー・アイテム表に下位のグレインがあるためです。
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ただし、結果を問い合せてオーダー表のレベルでデータを表示する場合は、データセ
ット・エディタのデータ・ダイアグラムでオーダー表を「グレインの保持」に設定し
ます。

ノート:

次の例では、オーダーごとに製品に複数の値があるため、製品 ID列は NULL
になります。オーダー・レベルのグレインを保持するために、値が NULLに
設定されます。
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グレインを決定する表の指定
パラメータを使用して、計算の定数を置換します。
データセット内の任意の表にメジャーを含めることができます。ただし、これによって 1対
多または多対多の関係の片側でメジャーが複製されて、予期しない問合せ結果が生成される
ことがあります。このような場合、一方の側のカーディナリティの表を「グレインの保持」
に設定して、そのレベルの詳細を維持できます。
表のグレインを変更した理由の例については、グレインの保持とはを参照してください
表を「グレインの保持」に設定すると、緑色のバーが結合ダイアグラムの表の上部に表示さ
れます。この緑色のバーはデータセットが使用する表のグレインを示します。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックします。
4. 「結合ダイアグラム」で、表を見つけて右クリックし、「グレインの保持」を選択します。

 

 

5. 「データセットの保存」をクリックします。

データセットの表の順序の再配置
ワークブックにデータセットを含めると、ワークブック・エディタの「データ・パネル」に
は、データセットの表がフォルダとして、データセットに追加した際と同じ順序で表示され
ます。
データセット・エディタの表ページ・タブで、ビジュアライゼーションで最も頻繁に使用す
るフォルダと列を見つけやすい順序で、表をドラッグ・アンド・ドロップできます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックします。
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4. 表ページ・タブで、再配置する表を見つけます。
5. 表をクリックしたまま、タブ・バー上の別の位置までドラッグ・アンド・ドロップ
します。
 

 

6. 「データセットの保存」をクリックします。

品質インサイトとは
Oracle Analyticsでは、データのクレンジングおよびエンリッチに役立つように自動的
にデータを分析します。
結合ダイアグラムまたは変換エディタで表を編集する場合、Oracle Analyticsではデー
タの品質を分析し、各列の上部にあるタイルで品質インサイトと呼ばれるビジュアル・
サマリーを提供します。品質インサイトを使用すると、データを探索したり、コンテ
ンツのビジュアルの概要を使用して、データの品質を評価および改善できます。品質
サマリーはデータのサンプルに基づいていますが、加えた変更はすべてのデータに適
用されます。品質インサイトには、テキストの頻度タイルまたは日付と数値のヒスト
グラムが表示されます。
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品質タイルを使用すると、次のことが可能になります:

• 探索 - インスタント・フィルタ処理を使用してデータをリアルタイムで探索します。これ
により、表のすべての列でデータを一時的にフィルタできます。同時に複数の値でフィル
タできます。
 

 
フィルタされる値は、緑色のボックスでマークされます。フィルタはデータ準備スクリプ
トに追加されます。

• レビュー- 棒グラフやヒストグラムなどのインタラクティブ・ビジュアライゼーションを
使用して、データを評価し、異常および外れ値を識別します。
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各列の上部にある品質タイルでは、データの深い意味的な理解に基づいて、その列
のコンテンツの品質を即座にアセスメントします。

• 評価 - 品質バーにカーソルを合せると、有効な値と無効な値のパーセンテージを示
すポップアップ・サマリーが表示されます。赤色でマークされた領域をクリック
し、無効な値でフィルタします。
 

 

• 置換または修正 - 異常および外れ値を識別した場合、インライン置換を使用して値
を修正します。品質バーでデータ品質の改善に関するフィードバックを即座に取
得します。
 

 

• スクロール - スクロール可能なミニ・マップを使用して大きなデータセットを移動
します。
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• 列の名前変更 - よりわかりやすい列名を容易に作成します。
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右下にある品質タイル・オプションを切り替えて、品質タイルを表示します。
 

 

品質タイルを使用したデータの強化
変換エディタでデータセットを編集すると、Oracle Analyticsに各データ列の品質タイ
ルが表示されますが、そのタイルにはデータ品質のビジュアル・サマリーが表示され、
データ品質の分析とデータの強化を行うことができます。

1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。
• データセットを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」
を選択します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、デ
ータ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示し
ます。

• データセットを含むワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリッ
クし、「開く」を選択してから「データ」をクリックします。「データ・ダイア
グラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開
く」をクリックして変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグ
ラム、複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. 品質インサイトを使用して、データの深い意味的な理解に基づいて、その列のコン
テンツの品質を即座にアセスメントします。
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たとえば、品質バーにカーソルを合せ、列の有効な値の数と無効な値の数を表示します。
赤色でマークされた領域をクリックし、無効な値でフィルタします。
 

 

3. 一時的なフィルタを適用してデータを探索するには、フィルタとして使用する 1つ以上の
値をクリックします。
Oracle Analyticsでは、緑色のボックスでフィルタ値を強調表示します。値のフィルタを
解除するには、再度値をクリックします。
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値をフィルタすると、Oracle Analyticsでは、すべてのデータ列を更新して、選択
したフィルタ値に関連する行のみを表示します。長いリストの下部に近い値をフ
ィルタすると、値を選択解除するためにこれを見つける際に、リストのスクロー
ル・ダウンが必要になる場合があります。
ノート: 品質タイルで適用する一時的なフィルタは、データとともに保存されませ
ん(データ準備スクリプトに追加されません)。

4. 列の名前を変更するには、列名をクリックして値を編集します。
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5. 値を編集するには、次のようにします。
a. 品質タイルで、変更する値をダブルクリックします。

 

 

b. Oracle Analyticsでは、元の値を含んでいた各行に指定した値を挿入します。
6. nullまたは欠落している値を修正するには:
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a. 品質タイルで、リストの最後の値にスクロールします。
データに欠落している値がある場合、「欠落または Null」が赤色で強調表示さ
れます。
 

 

b. 「欠落または Null」をダブルクリックして、使用する値を入力します。
Oracle Analyticsでは、各「欠落または Null」行に指定した値を挿入します。
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品質インサイトに適用した変更が、データ準備スクリプトに追加されます(フィルタを除
く)。

データセット列の除去または復元について
列を除去しても表から永続的に削除されることはなく、エンリッチメントや変換を目的とし
て、またはデータセットから作成するビジュアライゼーションに含めるために、除去した列
を必要に応じて再度追加できます。
列を除去することはデータセットから列を削除することとは異なることを理解することが重
要です:

• 「定義の編集」を使用して、列を除去します。
• 変換エディタには、どの列が除去されたかは示されず、列を除去しても、準備スクリプ
ト・パネルにステップは追加されません。どの列が削除されたかを確認したり、列を再度
追加するには、「定義の編集」に移動します。

• 変換エディタを使用して、列を削除します。
• 列を削除すると、準備スクリプト・パネル内にステップが作成されます。このステップを
除去して、列を復元します。

データセット・フィルタは除去した列で作成できます。
場合によっては、多くの列が含まれる表の品質に関するインサイトをプロファイリングおよ
び生成すると、多くの時間とリソースが使用される可能性があります。多くの列が含まれる
表を処理しているときにシステムのパフォーマンスを強化したい場合は、エンリッチメント
または変換を実行する前に不要な列を除去することをお薦めします。
列の非表示または削除およびデータセット表の列の除去または復元を参照してください。

データセット表の列の除去または復元
データセットで列が必要ない場合に列をデータセットから除去したり、除去された列を復元
できます。
データセットの列の除去または復元についてを参照してください。
列を除去または復元すると、これらの変更は変換エディタ内の表のビューに表示されます。
Oracle Analyticsでは、除去対象として選択した列が変換エディタの「準備スクリプト」ペイ
ンで使用されている場合、警告が表示されます。ただし、除去対象として選択した列がワー
クブックまたはビジュアライゼーションで使用されている場合、警告は表示されません。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックします。
4. 「結合ダイアグラム」で表ページ・タブに移動し、操作する表をクリックします。
5. 変換エディタで、「定義の編集」をクリックします。
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6. (オプション)列を除去するには、「すべて除去」をクリックしてすべての列を除去
するか、除去する列を選択して「選択項目の除去」をクリックします。

7. (オプション)列を再度追加するには、「すべて追加」をクリックして、表示に含ま
れない列をすべて追加するか、追加する列を選択して「選択項目の追加」をクリッ
クします。

8. 「OK」をクリックします。

データセット表のフィルタ処理
ほとんどの場合、表をデータセットに追加すると、表の列値がすべて含まれます。デ
ータセットで必要な値のみが表に含まれるように、フィルタを追加できます。
フィルタの使用の詳細は、フィルタとフィルタ・タイプについてを参照してください。
フィルタを列に適用すると、表内のすべての項目が制限されます。たとえば、表に世
界のすべての地域のデータが含まれている場合、COUNTRY_REGION列でフィルタを
作成して、その値を Americasに設定すると、表の列には北米、中米、南米のデータが
含まれます。
データセットに複数のフィルタを追加する場合は、デフォルトで、フィルタが相互に
制限されます。たとえば、COUNTRY_REGION列にフィルタを追加してその値を「南
北アメリカ大陸」に設定し、COUNTRY列にフィルタを追加した場合、COUNTRY列
のフィルタ選択値は、南北アメリカ大陸にある国の名前(カナダ、ブラジル、パナマな
ど)に限定されます。
適用するすべてのフィルタは、表の品質タイル、変換エディタ、および表のデータ・
プレビューで表示されるものを制限します。
表から除去された列にフィルタを作成できます。データセット表の列の除去または復
元を参照してください。
場合によっては、表のフィルタを使用して、ワークブック内の他のビジュアライゼー
ションを問い合せることがあります。データ・ソースの問合せにデータセット表を含
めるを参照してください。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。
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2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックします。
4. 結合ダイアグラムで表のページ・タブに移動して、操作する表をクリックします。
5. 変換エディタで、「定義の編集」ボタンをクリックします。

 

 

6. 「フィルタの追加」をクリックします。
7. フィルタ条件にする列を選択します。

 

 

8. フィルタの値を選択します。
9. フィルタのオフをクリックします。

データセット表がキャッシュされているかライブで
あるかの指定

データセット表のデータ・アクセス設定では、表のデータをキャッシュにロードするのか、
データ・ソースから直接データが表で取得されるのかを決定します。
表を「自動キャッシュ」または「ライブ」に設定できます。
• 自動キャッシュ - このオプションを選択した場合、表はデータをキャッシュにロードまた
はリロードします。変換エディタまたはワークブックから表のデータをリフレッシュす
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る際、このオプションによりパフォーマンスを改善できます。このオプションを選
択すると、「リロード」メニュー・オプションが表およびデータセット・レベルで
表示されます。
このオプションは圧縮後、2GBのデータに制限されます。データが 2GBより大き
い場合、またはデータのロードに時間がかかる場合、データ・アクセス・モードは
ライブ問合せを使用します(接続タイプがこれをサポートしている場合)。自動キ
ャッシュを使用し、データが 2GBより大きい場合、データのサイズを小さくする
ための日付範囲の制限など、列フィルタを表に追加しします。

• ライブ - このオプションを選択した場合、表ではデータ・ソースから直接データが
取得されます。表を「ライブ」に設定すると、ソース・システムにより表のデー
タ・ソースの問合せが管理されます。データが Oracle Autonomous Data
Warehouseなどの高パフォーマンス・システムに格納されている場合、このオプ
ションは便利です。また、最新データを使用することもできます。

複数の表を含むデータセットには、自動キャッシュを使用できる表およびライブ・デ
ータを含むことができる表があります。同じ接続を使用して複数の表をリロードし、
ある表のデータのリロードに失敗した場合、自動キャッシュを使用するように設定さ
れている表はすべてライブ・データを使用するように切り替えられます。
最高のパフォーマンスを得るには、データセット内のすべての表を、同じ方法でデー
タにアクセスするように設定します。1つのデータセット内の表に自動キャッシュと
ライブ・データが混在していると、システムで結合を解決する必要があり、各表で問
合せの完了に必要となるデータ量によってパフォーマンスが異なります
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックし
ます。

4. 「結合ダイアグラム」で表ページ・タブに移動し、操作する表をクリックします。
5. 変換エディタで、「定義の編集」をクリックします。

 

 

6. データ・アクセス・パネルが表示されていることを確認します。
データ・アクセス・パネルが表示されていない場合は、ウィンドウの中央右端に移
動し、ハンドルを見つけ、ドラッグしてパネルを開きます。
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7. 「データ・アクセス」フィールドで、表のデータへのアクセス方法を指定します。
 

 

8. 「OK」をクリックします。

データセット表の元の書式設定の表示
デフォルトで、Oracle Analyticsでは書式設定をデータセットの数値および日付に適用しま
す。デフォルトの書式設定をオフに切り替えて、データセットのデータ・ソースで書式設定
した数値および日付を表示できます。
たとえば、Oracle Analyticsのデフォルトの書式設定が適用されると、日付は 06/20/2019と
して表示されます。ただし、デフォルトの書式設定がオフになると、日付は 2019-06-20とし
て表示されます。
デフォルトの書式設定のオンとオフを切り替えることはできますが、デフォルトの書式設定
を保存することはできません。列の書式設定を変更するには、日付または数値列の表示形式
の調整を参照してください。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックします。
4. 結合ダイアグラムで表のページ・タブに移動して、操作する表をクリックします。
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5. 変換エディタで、ツール・バーの「書式設定」切替えをクリックして、書式設定を
オフまたはオンにします。
 

 

ファイルからのデータセットの作成
データセットは、カンマ区切り値(*.CSV)、テキスト(*.TXT)、スプレッドシートなど、
様々なファイルから作成できます。
トピック:

• データセットのファイルについて
• コンピュータからアップロードされたファイルからのデータセットの作成
• Dropboxまたは Google Driveからアップロードされたファイルからデータセット
を作成

• データセットへの複数のファイルの追加

データセットのファイルについて
Microsoft Excelスプレッドシート(XLSXおよび XLS)、Google Sheets、CSVファイル
および TXTファイルからデータセットを作成できます。アップロードできる最大ファ
イル・サイズは 250MBで、1つのファイルのデータ列制限は 250列です。
コンピュータから、または Dropboxや Google Driveのデータ・ソース接続からファイ
ルをアップロードおよび使用できます。
ファイルをアップロードする場合、アップロード先のデータセットでのみそれを使用
できます。Oracle Analyticsはアップロードされたファイルを格納しないため、別のデ
ータセットに含めるにはファイルを再度アップロードする必要があります。
Excelスプレッドシートおよび Google Sheetsファイルのルールの書式ルール
• 表は行 1および列 1から開始します。
• 表は、ギャップ、繰返し列名およびインライン見出しのない通常のレイアウトで
す。インライン見出しの例としては、印刷レポートのすべてのページに繰り返し表
示される見出しがあります。

• 行 1には、表の列の一意名が含まれます。
• 行 2以降には表のデータが含まれます。
• 列のデータ型は同じです。たとえば、電子メール・アドレスの保持に電話番号列を
使用しないでください。

• データの細分度は同じです。
CSVおよび TXTファイルの文字セット・エンコーディング・ルール
• UTF-8を使用してソース・ファイルをエンコードします。
• ファイルを編集する前に、適切なフォントおよびスクリプト(またはサブセット)を
使用するようにテキスト・エディタを構成します。

第 3章
ファイルからのデータセットの作成

3-36



コンピュータからアップロードされたファイルからのデータ
セットの作成

Microsoft Excelや Google Sheetsのスプレッドシート、CSVファイルおよび TXTファイルを
ご使用のコンピュータからアップロードし、データセットを作成できます。
アップロードするファイルが、次の要件を満たしていることを確認します:

• ファイルは、Microsoft Excel (.XLSXまたは.XLS形式)や Google Sheetsのスプレッドシ
ート、CSVファイル、または TXTファイルです。

• スプレッドシートには、ピボット・データは使用できません。
• スプレッドシートは、データセットとしてインポートし、使用できるよう、適切に構造化
されています。データセットのファイルについてを参照してください。

1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「データセット」をクリックします。
2. 「データセットの作成」ダイアログで、ファイルをダイアログにドラッグ・アンド・ドロ
ップするか、「ここにデータ・ファイルをドロップするか、クリックして参照します」を
クリックしてアップロードするファイルのコンピュータを参照します。

3. 必要な場合は、「データセットの作成」ページの「名前」フィールドで、デフォルトのデ
ータセット名を変更します。

4. オプション: CSVまたは TXTファイルをアップロードする場合は、「区切り文字」、「3桁
区切り」および「小数区切り」フィールドを使用して、デフォルトのデリミタを構成しま
す。
カスタム・デリミタを指定するには、「区切り文字」フィールドで「カスタム」を選択し、
デリミタとして使用する文字を入力します。CSVまたは TXTファイルでは、カスタム・
デリミタは 1文字である必要があります。次の例では、デリミタとしてパイプ(|)を使用し
ています: Year|Product|Revenue|Quantity|Target Revenue| Target Quantity。

5. 「OK」をクリックしてファイルをアップロードし、データセットを作成します。

Dropboxまたは Google Driveからアップロードされたファイル
からのデータセットの作成

Microsoft Excelや Google Sheetsのスプレッドシート、CSVファイルおよび TXTファイルを
Dropboxまたは Google Driveからアップロードし、これらを使用してデータセットを作成で
きます。

ノート:

Google Analyticsからアップロードしたファイルは、複数の表を含むデータセット
を作成したり、そのデータセットに含める場合に使用できません。

アップロードするファイルが次の要件を満たしていることを確認してください。
• ファイルは、Microsoft Excel (.XLSXまたは.XLS形式)や Google Sheetsのスプレッドシ
ート、CSVファイル、または TXTファイルです。

• スプレッドシートには、ピボット・データは使用できません。
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• スプレッドシートは、データセットとしてインポートし、使用できるよう、適切に
構造化されています。データセットのファイルについてを参照してください。

1. ホーム・ページで、「作成」、「データセット」の順にクリックします。
2. 「データセットの作成」ダイアログで、接続を選択します。
3. アップロードするファイルを参照して選択します。
4. 必要な場合は、「データセットの作成」ページの「名前」フィールドで、デフォル
トのデータセット名を変更します。

5. オプション: CSVまたは TXTファイルをアップロードする場合は、「区切り文字」、
「3桁区切り」および「小数区切り」フィールドを使用して、デフォルトのデリミ
タを構成します。
カスタム・デリミタを指定するには、「区切り文字」フィールドで「カスタム」を
選択し、デリミタとして使用する文字を入力します。CSVまたは TXTファイルで
は、カスタム・デリミタは 1文字である必要があります。次の例では、デリミタと
してパイプ(|)を使用しています: Year|Product|Revenue|Quantity|Target Revenue|
Target Quantity。

6. 「OK」をクリックして、ファイルをアップロードし、データセットを作成します。

データセットへの複数のファイルの追加
データセットには、コンピュータから、または Dropboxや Google Driveからアップロ
ードされた複数のファイルを含めることができます。

ノート:

Google Analyticsからアップロードしたファイルは、複数の表を含むデータ
セットを作成したり、そのデータセットに含める場合に使用できません。

接続からファイルを追加する前に、必要な接続が存在することを確認してください。
使用可能な接続の表示を参照してください。
データセットには、ファイルおよび接続から作成された表を含めることができます。
接続から作成されたデータセットへのファイルの追加を参照してください。
アップロードするファイルが次の要件を満たしていることを確認してください。
• ファイルは、Microsoft Excel (.XLSXまたは.XLS形式)や Google Sheetsのスプレ
ッドシート、CSVファイル、または TXTファイルです。

• スプレッドシートにはピボット・データが含まれていません。
• スプレッドシートは、データセットとしてのインポートおよび使用のために適切に
構造化されています。データセットのファイルについてを参照してください。
 チュートリアル

1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
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3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「開く」をクリックします。
4. ファイルを見つけます:

• 追加するファイルがコンピュータに存在する場合、データセット・エディタの「接
続」ペインの「追加」をクリックし、「ファイルの追加」をクリックします。

• 追加するファイルが Dropboxまたは Google Driveに存在する場合、データセット・
エディタの「接続」ペインの「追加」をクリックし、「接続の追加」をクリックしま
す。

5. アップロードするファイルを参照して選択します。
6. 「データセットの作成」ページの「名前」フィールドに、ファイルから作成されるデータ
セット表の名前を指定します。

7. CSVまたは TXTファイルをアップロードする場合、「区切り文字」、「3桁区切り」および
「小数区切り」フィールドでデフォルトのデリミタを確認または変更します。
カスタム・デリミタを指定するには、「区切り文字」フィールドで「カスタム」を選択し、
デリミタとして使用する文字を入力します。CSVまたは TXTファイルでは、カスタム・
デリミタは 1文字である必要があります。次の例では、デリミタとしてパイプ(|)を使用し
ています: Year|Product|Revenue|Quantity|Target Revenue| Target Quantity。

8. 「OK」をクリックして、データセットにファイルを追加します。
9. 「接続」ペインで、ファイルが追加されたことを確認します。
10.「保存」をクリックします。

Oracle Fusion Cloud Applications Suiteのサブジェクト領
域からのデータセットの作成

Oracle Fusion Cloud Applications Suiteのアプリケーションに格納されているサブジェクト
領域からデータセットを作成できます。たとえば、Oracle Transactional Business Intelligence
を含む Oracle Fusion Cloud Financialsなどです。
サブジェクト領域を「結合ダイアグラム」にドラッグ・アンド・ドロップすると、デフォル
トでは、Oracle Analyticsはデータセット表に列を含めません。表に含める列を指定する必要
があります。
Oracle Analyticsは、サブジェクト領域から作成された表を自動的に結合しません。これらの
表を手動で結合する必要があります。データセット表の結合の理解を参照してください。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「データセット」をクリックします。
2. 「データセットの作成」ダイアログで、分析するアプリケーションへの接続を選択します。

Oracle Applications接続にはこのアイコンがあります: 

3. データセット・エディタで、「接続」ペインに移動し、サブジェクト領域を参照または検
索します。

4. 1つ以上のサブジェクト領域を「結合ダイアグラム」にドラッグ・アンド・ドロップしま
す。

5. 表に列を追加するには、表ページ・タブに移動し、サブジェクト領域表をクリックし、変
換エディタを使用して、表に含める列を指定します。「OK」をクリックします。
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6. 「結合ダイアグラム」で、結合する表を見つけ、これにカーソルを合せて選択し、
これをクリックして、結合する表にドラッグ・アンド・ドロップします。結合エデ
ィタを開いて、結合タイプおよび結合条件を検査または更新します。

7. 「データセットの保存」をクリックします。
8. 左上に表示されているデフォルト名"新規データセット"を変更します。

Oracle Fusion Cloud Applications Suiteの分析からのデ
ータセットの作成

Oracle Fusion Cloud Applications Suiteのアプリケーションからの分析に基づいてデ
ータセットを作成できます。たとえば、Oracle Transactional Business Intelligenceを
含む Oracle Fusion Cloud Financialsなどです。
Oracle Analyticsは、分析から作成された表を自動的に結合しません。これらの表を手
動で結合する必要があります。データセット表の結合の理解を参照してください。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「データセット」をクリックします。
2. データセット・エディタで、「接続」ペインに移動し、分析を参照または検索しま
す。

3. 1つ以上の分析を「結合ダイアグラム」にドラッグ・アンド・ドロップします。
4. 「結合ダイアグラム」で、結合する表を見つけ、これにカーソルを合せて選択し、
これをクリックして、結合する表にドラッグ・アンド・ドロップします。結合エデ
ィタを開いて、結合タイプおよび結合条件を検査または更新します。

5. 「データセットの保存」をクリックします。
6. オプション: 左上に表示されているデフォルト名"新規データセット"を変更しま
す。

Essbase接続によるデータセットの作成
Essbase接続を使用してデータセットを作成できます。

ノート:

Essbase接続は、複数の表を含むデータセットを作成したり、そのデータセ
ットに含める場合に使用できません。

Oracle Essbase接続を使用するデータセットは、ブレンドに使用できません。
データセットを作成する前に、必要なデータ・ソース接続が存在していることを確認
します。使用可能な接続の表示を参照してください。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「データセット」をクリックします。
2. 「データセットの作成」ダイアログで、Essbase接続を選択します。
3. 変換エディタの「データセットの追加」ステップで、データセットで使用する

Essbaseキューブをダブルクリックします。
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4. オプション: 「別名」値を選択します。
デフォルト以外の別名値を選択した場合、選択した別名表の値が、この Essbaseデータ
セットを使用するビジュアライゼーションに表示されます。

5. 「追加」をクリックしてデータセットを保存し、変換エディタに移動して、データセット
のデータを変換およびエンリッチします。
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4
データのエンリッチおよび変換

データをビジュアル化する前に、データセットのクレンジング、標準化およびエンリッチメ
ントによってデータを準備します。
データをエンリッチおよび変換してその品質を改善し、ビジュアライズの準備をします。デ
ータの品質を改善すると、インサイトの質が向上します。
トピック:

• Oracle Analyticsでのデータのエンリッチおよび変換について
• データのエンリッチおよび変換
• エンリッチメントの推奨の受入れ
• データの変換
• データセット内の欠落している値または Null値の置換
• 置換を使用したデータの変換
• テキスト列の日付または時間列への変換
• 日付または数値列の表示形式の調整
• データ準備時のビン列の作成
• データセットでの列プロパティの構成
• 列の表示/非表示
• 非表示列または削除列の復元
• データセットへの列の追加
• ワークブックの計算済データ要素の作成
• データ準備スクリプトの編集
• エンリッチおよび変換リファレンス

Oracle Analyticsでのデータ・エンリッチメントと変換
について

Oracle Analyticsでは、分析用に使用可能にする前のデータのエンリッチおよび変換が容易に
なります。

 チュートリアル
変換エディタの設定
開始する前に、データ・パネル、推奨事項パネルおよび品質タイルを表示して、変換エディ
タを構成することをお薦めします。右下に表示される「データ・パネルの切替え」、「列アク
ション・パネルの切替え」および「品質タイルの切替え」の切替えオプションを使用します
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変換エディタに移動します
ワークブック・エディタから - ワークブックを開く場合、「データ」ページをクリック
し、「データ・ダイアグラム」で、準備するデータセットを選択します。データ・セッ
トに複数の表がある場合は、表ごとにタブが 1つある「結合ダイアグラム」が表示さ
れます。表を選択して、変換エディタでこれを開きます。
データセット・エディタから - データセットを開くと、変換エディタが表示されます。
データ・セットに複数の表がある場合は、表ごとにタブが 1つある「結合ダイアグラ
ム」が表示されます。表を選択して、変換エディタでこれを開きます。
変換エディタを使用すると、データ品質の評価、メタデータの編集、データのクレン
ジングおよび変換を実行できます。
 

 

データを変換するには、「オプション」(データ列の右上にある省略記号 )をクリック
し、変換オプション(「ビン」、「名前変更」、「テキストに変換」など)を選択します。
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推奨される変換の適用
ワークブックを作成してこれにデータセットを追加すると、データの典型的なサンプルに対
して実行される列レベルのプロファイリングが行われます。データのプロファイリング後、
データセット内の認識可能な列について提供された変換およびエンリッチメント推奨を実装
できます。右側の「推奨」パネルにある推奨事項をクリックし、実装します。
 

 

データに対してシングルクリックの変換およびエンリッチメントを実行するために、次のタ
イプの推奨が提供されます。
• 列の連結。たとえば、個人の名および姓を含む列を追加します。
• 日付部分の抽出。たとえば、月、日、年の書式を使用する日付から曜日を抜き出し、ビジ
ュアライゼーションで日付がより役立つようにします。

• 機密フィールドを含む列を削除します。
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• 年単位、月単位または日単位の有効期間の抽出を使用した、日付列の期間エンリッ
チメント。たとえば、生成された数値列を使用して、0-3か月、3-6か月、6か月
以上などのビンにデータを割り当てることができます。

• 市区町村または郵便番号の緯度および経度などのグローバル・ポジショニング・シ
ステムのエンリッチメント。

• 機密フィールドの難読化またはマスキング(全体および一部)。
• 部分抽出。たとえば、住所の番地名から家屋番号を抜き出します。
• セマンティック抽出。たとえば、電子メール・アドレスのドメインなど、認識され
るセマンティック・タイプから情報を抜き出します。

独自の変換の適用
列アクション・パネルで表示される推奨された変換に加えて、様々な方法で独自の変
換を作成できます:

• 各列の上部にある「オプション」メニューを使用して、「名前変更」、「大文字」お
よび「トリミング」などの一般的な変換を適用します。データの変換を参照してく
ださい。
 

 

• 「データ・パネル」で「準備ステップの追加」をクリックして、カスタム変換に基
づいて列を追加します。演算子、算術、集計および変換などの広範囲な関数を使用
して列を作成できます。データセットへの列の追加を参照してください。

• 「データ・パネル」の左下隅にある「要素」オプション・ペインを使用して、「処理
形式」(「属性」または「メジャー」)を選択するか、デフォルトの「集計」タイプを
変更します。

データセットの変換がワークブックおよびデータ・フローに与える影響
データセットに適用するデータ変換およびエンリッチメントの変更は、同じデータセ
ットを使用するすべてのワークブックおよびデータ・フローに影響を及ぼします。デ
ータセットを共有するワークブックを開いたときに、ワークブックで更新済データが
使用されていることを示すメッセージが表示されます。 データセットのデータをリフ
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レッシュすると、準備スクリプトの変更がリフレッシュ済のデータに自動的に適用されます。

データのエンリッチおよび変換
ビジュアライゼーション・ワークブックをデプロイする前に、通常は、データをエンリッチ
および変換します。たとえば、データ列の名前変更、携帯電話のデータの修正または計算の
追加を行う場合があります。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」を選択
します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソース
を右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示します。

• データセットを含むワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし、
「開く」を選択してから「データ」をクリックします。「データ・ダイアグラム」また
は「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックし
て変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグラム、
複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. 列を選択し、エンリッチおよび変換ツールを使用してデータを拡張します。
• 推奨事項パネルを使用して、提示されたエンリッチメントおよび変換を適用します。
• 各列の上部にある「オプション」メニューを使用して、「名前変更」、「大文字」およ
び「トリミング」などの一般的な変換を適用します。

• 列の上部にある「オプション」メニューから、「編集」をクリックして Oracle Analytics
関数ライブラリの関数および式を含む列を拡張します。たとえば、集計、文字列、式
および数学関数です。

• 「データ・パネル」で「準備ステップの追加」をクリックして、カスタム変換に基づ
いて列を追加します。Oracle Analytics関数ライブラリの広範囲な関数および式を使
用して、列を作成できます。たとえば、集計、文字列、式および数学関数です。

• データ・パネルの下部にある「プロパティ」ペインを使用して、列のタイプおよび集
計をレビューおよび変更します。たとえば、「処理形式」を選択して属性からメジャ
ーに変更するか、デフォルトの「集計」タイプを「合計」から「平均」に変更しま
す。

• 各列の上にある品質インサイト・タイルを使用して、データを探索およびエンリッチ
します。

データを編集すると、「準備スクリプト」ペインにステップが自動的に追加されます。青
色のドットは、ステップが適用されていないことを示します。

3. データ準備の変更を保存し、これらをデータに適用するには、「データセットの保存」を
クリックします。

4. ワークブックで操作している場合、「保存」をクリックして「ビジュアル化」をクリック
し、エンリッチした列を確認します。

ノート: データ・パネル、推奨事項パネルおよび品質インサイトを表示して、変換エディタを
構成することをお薦めします。右下に表示される「データ・パネルの切替え」、「列アクショ
ン・パネルの切替え」および品質インサイトの切替えの切替えオプションを使用します。
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エンリッチメントの推奨の受入れ
変換エディタでデータセットを編集するときに、Oracle Analyticsではデータをエンリ
ッチするための推奨を提示します。
既存のデータセットをアップロードするか開き、エンリッチメント推奨を使用してデ
ータを変更できます。データセットを変更した後、ワークブックを作成できます。
郵便番号属性列を都道府県名で拡張するなど、エンリッチメント推奨によってデータ
に情報が追加されると、郵便番号に関連付けられた都道府県の名前を含むデータセッ
トに新しい列が追加されます。推奨を選択すると、変更が準備スクリプトに追加され、
データセットを保存するか、準備スクリプトを適用すると、適用されます。変更を削
除または元に戻した場合、推奨が使用可能なオプションとして再度推奨事項パネルに
表示されます。
エンリッチメント推奨を使用すると、データ・サイエンティストの専門知識がなくて
もデータを強化できます。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」
を選択します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、デ
ータ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示し
ます。

• データセットを含むワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリッ
クし、「開く」を選択してから「データ」をクリックします。「データ・ダイア
グラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開
く」をクリックして変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグ
ラム、複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. エンリッチする列を選択し、列アクション・パネル(推奨)で「推奨事項」をクリッ
クして、これらをステップとして準備スクリプトに追加します。
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ノート:

右下にある「列アクション・パネルの切替え」オプションを切り替えて推奨が
表示されていることを確認します。

3. 準備スクリプト・パネルを使用して、データ・エンリッチメントを確認し、必要に応じて
変更します。
たとえば、ステップにカーソルを合せ、「X」をクリックしてエンリッチメントを除去し
ます。

4. データ準備の変更を保存し、これらをデータに適用するには、「データセットの保存」を
クリックします。

データの変換
変換エディタを使用して、データを強化できます。たとえば、テキストを大文字に変換した
り、データから先頭や末尾のスペースを削除します。データを変換して、コンテンツのコン
シューマにとって使いやすく強力なものにします。
変換スクリプトを適用しないでワークブックまたはデータセットを閉じる場合、行ったデー
タ変換の変更がすべて失われます。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」を選択
します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソース
を右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示します。

• データセットを含むワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし、
「開く」を選択してから「データ」をクリックします。「データ・ダイアグラム」また
は「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックし
て変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグラム、
複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. 変換する列にマウス・カーソルを合せます。
3. 「オプション」(データ列の右上にある省略記号 )をクリックし、変換オプション(「ビン」、
「名前変更」、「テキストに変換」など)を選択します。
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Oracle Analyticsにより、選択したオプションを変換するステップが「準備スクリ
プト」パネルに追加されます。

4. データ準備の変更を保存し、これらをデータに適用するには、「データセットの保
存」をクリックします。

データセット内の欠落している値または Null値の
置換

データセット列内の欠落している値または null値を置換して、データをクレンジング
します。たとえば、月の列に欠落している値がある場合、それを 1月に変更すること
ができます。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、「開く」を
選択します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、デー
タ・ソースを右クリックして、「開く」をクリックし変換エディタを表示しま
す。

• データセットを含むワークブックを選択して、「アクション・メニュー」をク
リックし、「開く」を選択して「データ」をクリックします。「データ・ダイア
グラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックして、
「開く」をクリックし変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグ
ラム、複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. 変換する列にカーソルを合せるか、その列を選択します。
3. 列の上部にある品質タイルで、「欠落または Null」をダブルクリックします。
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4. 欠落している値または null値と置き換える値を入力して、[Enter]を押します。たとえば、
月の列に欠落している値がある場合は、「1月」と入力します。
Oracle Analyticsにより、左側の準備スクリプト・パネルにステップが追加されます。

5. データの準備の変更を保存してこれらをデータに適用するには、「保存」をクリックしま
す。

置換を使用したデータの変換
単純なパターン一致または正規(regex)表現を使用して列のデータを変換します。たとえば、
「状態」列では、CAを Californiaに変更できます。
正規表現とも呼ばれる、任意の Perl Compatible Regular Expression (PCRE)を使用できます。
変換は、データセット内のすべての該当する行に適用されます。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」を選択
します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソース
を右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示します。

• データセットを含むワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし、
「開く」を選択してから「データ」をクリックします。「データ・ダイアグラム」また
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は「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開く」をクリ
ックして変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグ
ラム、複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. 変換するテキスト列にカーソルを合せるか、その列を選択します。
3. 品質タイルの下部にある「オプション」をクリックし、次に「置換」をクリックし
ます。
 

 

ヒント: 一度に複数の値を置き換えるには、「値リストを置換」オプションを使用し
ます。

4. 置換ステップ・エディタで、値を照合する方法を指定します。例:

• 「正規表現の使用」をクリックして、複雑な正規表現(regex)を使用して照合し
ます。

• 「全部の値のみと一致」をクリックして、"male"を"M"に変更しますが、"female"
は"feM"に変更しません。

5. 「置換する文字列」フィールドと「新規文字列」フィールドで、検索および置換(大/
小文字を区別)するリテラル・テキストまたは正規表現を指定します。
例:

• "2553 Bolman Court"を"2553 #Bolman# #Court#"に変更するには、「正規表現
の使用」を選択して「置換する文字列」フィールドに([A-Za-z]+)と入力し、
「新規文字列」フィールドに#$1#と入力します。
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• "male"を"M"に変更するには、「全部の値のみと一致」を選択して、「置換する文字列」
フィールドに maleと入力し、「新規文字列」フィールドに Mと入力します。これによ
って、"male"は"M"に変更されますが、"female"は"feM"に変更されません。

両方のフィールドに入力すると、変換されたデータのプレビューがプレビュー・ペインに
表示されます。プレビュー・ペインに希望する変換が表示されるまで置換オプションを調
整します。

6. 「ステップの追加」をクリックします。
Oracle Analyticsでは、ステップが準備スクリプト・パネルに追加されます。

7. データの準備の変更を保存してこれらをデータに適用するには、「保存」をクリックしま
す。

正規表現を使用した置換変換の例
正規(regex)表現を使用してデータを変換する例をいくつか示します。
これらの例では、検索式は「置換する文字列」フィールドに入力する内容を示し、置換値は
「新規文字列」フィールドに入力する内容を示しています。
表 4-1 置換変換の例

検索式 置換値 元のテキスト 置換されたテ
キスト

ノート

@([a-z]
+)(?=\.
[a-z]
{3})

@exam
ple

MichelePFal
k@yahoo.co
m

MichelePFal
k@example.c
om

この例は、電子メール・アドレスのドメイン詳細
を置換します。

^Gray|
Grey$

Silver Grey
Gray
Graystone

Silver
Silver
Graystone

^$文字は、文字列全体の一致のみを探すことを意
味します。垂直バーは ORの正規表現であるため、
この場合、正規表現は"Gray"または"Grey"を探し、
"Silver"で置換します。
正規表現は値全体の一致のみを探すため、文字列
Graystoneは変換されません。

\d+ 9999 8398 Park
Street
123 Oracle
Parkway

9999 Park
Street
9999 Oracle
Parkway

この正規表現は、1つ("\d")またはそれを超える
("+")桁の数字を"9999"で置換します。置換は、元
のテキストに 3桁しか nない場合にも機能しま
す。

([A-z]
+)(\d+)

$2 UA101654
US829383

101654
829383

この正規表現は、1つ("[A-z]")またはそれを超える
("+")連続する文字と、それに続く 1つ("\d")または
それを超える("+")桁の数字を意味します。2つの
式はそれぞれかっこで囲まれており、これは 2つ
のグループ(最初の部分([A-z])と 2番目の部分
(\d+))をキャプチャします。これらのグループは
自動的に採番されるため、2番目のグループ用のド
ル記号を使用することで置換で使用できます("$2"
など)。

([A-z]
+)(\d+)

Postal
Code: $2

UA101654
US829383

Postal Code:
101654
Postal Code:
829383

この例では、グループに加えて独自の置換テキス
トを挿入する方法を示していることを除き、前の
例と同じ一致式を使用します。テキストは、リコ
ールされた一致グループの前後に挿入できます。
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テキスト列の日付または時間列への変換
テキスト列を日付、時間またはタイムスタンプ列に変換できます。
たとえば、属性テキスト列を trueの日付列に変換できます。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」
を選択します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、デ
ータ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示し
ます。

• データセットを含むワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリッ
クし、「開く」を選択してから「データ」をクリックします。「データ・ダイア
グラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開
く」をクリックして変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグ
ラム、複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. 変換する列にカーソルをあわせます。
3. をクリックします

 

 

4. 「数値に変換」や「日付に変換」など、いずれかの変換オプションを選択します。
Oracle Analyticsでは、ステップが準備スクリプト・パネルに追加されます。
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5. データ準備の変更を保存し、これらをデータに適用するには、「データセットの保存」を
クリックします。
加えた変更は、データ・ソースを使用してすべてのワークブックに適用します。

日付または数値列の表示形式の調整
日付列の表示書式および細分度レベルを調整できます。

 LiveLabsスプリント
たとえば、トランザクションの日付列の書式を November 1, 2017から 2017-11-01に変更し
たり、細分度を年から月に変更します。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」を選択
します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソース
を右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示します。

• データセットを含むワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし、
「開く」を選択してから「データ」をクリックします。「データ・ダイアグラム」また
は「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックし
て変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグラム、
複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. 編集する列にカーソルを合せます。
3. 「 」をクリックします
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4. 日付列の書式を変更するには、「日付に変換」をクリックしてから、「ソース・フォ
ーマット」をクリックし、ビジュアライゼーションで使用するフォーマットを選択
します。

5. 数値列の書式を変更するには、「編集」をクリックし、関数ライブラリの関数を使
用してフォーマットを変更します。
たとえば、数値列 DISCOUNT_VALUEを小数第 2位から小数なしに切り上げるに
は、ROUND(DISCOUNT_VALUE, 0)を指定します。

6. 「ステップの追加」をクリックします。
Oracle Analyticsでは、ステップが準備スクリプト・パネルに追加されます。

7. データ準備の変更を保存し、これらをデータに適用するには、「データセットの保
存」をクリックします。

データ準備時のビン列の作成
メジャーをビン化すると、メジャーの値に基づいて新しい列が作成されます。たとえ
ば、温度の値を、70度以下と 70度超の 2つのビン・カテゴリに割り当てできます
一定の数の等しいサイズのビンを作成するか、各ビンに値の範囲を明示的に指定する
ことによって、ビンに値を動的に割り当てることができます。データ要素に基づいて
ビン列を作成できます。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」
を選択します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、デ
ータ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示し
ます。

• データセットを含むワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリッ
クし、「開く」を選択してから「データ」をクリックします。「データ・ダイア

第 4章
データ準備時のビン列の作成

4-14



グラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開く」
をクリックして変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグラム、
複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. 変更する列を選択します。
3. をクリックします

 

 

4. 「ビン」を選択します。
5. 「ビン」ステップ・エディタで、ビン列のオプションを指定します。

• 数字を入力するか、矢印を使用してビン数を増減します。
• 「方法」フィールドでの選択に基づいて、ビンの範囲および数が更新されます。

– 「手動」方法で各ビンの境界(つまり最小および最大)を選択します。各ビンのデフ
ォルト名も変更できます。

– 「等幅」方法では、各ビンの境界は同じですが、数が異なります。「ビン・ラベル」
フィールドでの選択に基づいて、ビンの列ラベルが更新されます。

– 「等高」方法では、各ビンの高さは同じまたはほんのわずかに異なりますが、範囲
は同じです。

• 「等幅」方法を選択する場合、ビンを適用するディメンション(つまり属性データ要
素)をクリックして選択します。

6. 「ステップの追加」をクリックします。
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Oracle Analyticsでは「準備スクリプト」パネルにステップが追加され、「適用スク
リプト」または「データセットの保存」をクリックしたときに適用できるようにな
ります。

7. データ準備の変更を保存し、これらをデータに適用するには、「データセットの保
存」をクリックします。

データセットの列プロパティの構成
変換エディタで、データセット列の「データ型」、「処理形式」、「集計」、「非表示」ま
たは「数値書式」プロパティを編集できます。たとえば、財務レポートを作成できる
ように、数値列を通貨として構成できます。
「データ」ビュー( )で、1つの列のプロパティを同時に構成します。「メタデータ」
ビュー( )では、複数の列のプロパティを同時に更新できます。Oracle Analyticsで
は、各プロパティの変更が準備スクリプト・パネルに追加されます。「元に戻す」コマ
ンドを使用して、変更のロールバックを選択できます。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」
を選択します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、デ
ータ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示し
ます。

• データセットを含むワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリッ
クし、「開く」を選択してから「データ」をクリックします。「データ・ダイア
グラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開
く」をクリックして変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグ
ラム、複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. 1つの列のプロパティを構成するには:

a. ツールバーから、「データ」 ( )をクリックします。
b. 列を選択し、データ・パネルの下部にあるプロパティ・ペインを使用して、プ
ロパティを変更します。たとえば、「数値書式」を使用して、数値列を通貨と
して構成できます。
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3. 複数の列の「データ型」、「処理形式」、「集計」または「非表示」プロパティを同時に更新
するには:

a. ツールバーから、「メタデータ」 ( )をクリックします。
データセット列は、「データ要素」としてリストされます。

b. 複数のデータ要素を選択し、構成します。
Oracle Analyticsは、選択されたデータ要素を強調表示し、選択した最初のデータ要
素内に矢印を表示します。
 

 

c. データ・パネルの下部にあるプロパティ・ペインを使用して、プロパティを変更しま
す。たとえば、選択した列の「集計」プロパティを「件数」に設定します。
選択した最初のデータ要素にある矢印をクリックし、ドロップダウン・リストから構
成値を選択して、プロパティを変更することも可能です。
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ノート:

「サンプル・データの使用」( )をオフにして、「サンプル値」列に
表示されるサンプル値の生成を停止することで、データ準備のパフォ
ーマンスを向上させることができます。サンプル・データの使用オプ
ションは、メタデータ・ビューの右下に表示されます。
 

 

列の非表示または削除
変換エディタで、データセットから列を非表示にしたり削除することができます。列
を非表示にしても削除しても、列が永続的に除去されることはなく、必要に応じて列
を復元できます。
列を削除することはデータセットから列を除去することとは異なることを理解するこ
とが重要です:

• 変換エディタを使用して、列を削除します。
• 列を削除すると、準備スクリプト・パネル内にステップが作成されます。このステ
ップを除去して、削除された列を復元します。

• 「定義の編集」を使用して、列を除去します。
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• 変換エディタには、どの列が除去されたかは示されず、列を除去しても、準備スクリプ
ト・パネルにステップは追加されません。どの列が除去されたかを確認したり、列を再度
追加するには、「定義の編集」に移動します。

列の非表示は表結合で使用できます。削除された列は表結合で使用できません。
データセット内の列を非表示にすることもできます。列を非表示にすると、列を使用して式
を作成したいが、列をデータセット内に表示する必要がないときに役に立ちます。データセ
ット表の列の除去または復元を参照してください。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、「開く」を選択し
ます。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを
右クリックして、「開く」をクリックし変換エディタを表示します。

• データセットを含むワークブックを選択して、「アクション・メニュー」をクリック
し、「開く」を選択して「データ」をクリックします。「データ・ダイアグラム」また
は「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックし
て変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一の表データセットにはデータ・ダイアグラム、複数
表データセットには結合ダイアグラムが表示されます。

2. 非表示にするか削除する列にカーソルを合せます。
3. 「 」をクリックします

 

 

4. 「非表示」または「削除」を選択します。
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非表示列または削除列の復元
変換エディタで、非表示または削除したデータセットの列を復元できます。
準備スクリプト・パネルで、列の「ステップの削除」が表示されない場合、データセ
ットから列が除去された可能性があります。「定義の編集」を使用して、列が削除され
たのではなく、除去されたかどうかを確認します。データセット表の列の除去または
復元を参照してください。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」
を選択します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、デ
ータ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示し
ます。

• データセットを含むワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリッ
クし、「開く」を選択してから「データ」をクリックします。「データ・ダイア
グラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開
く」をクリックして変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグ
ラム、複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. 非表示の列または削除済の列を復元するには、準備スクリプト・パネルに移動し
て、「列の非表示」または「列の削除」ステップを見つけます。

3. 「ステップの削除」をクリックします。
4. オプション: 1つ以上の非表示列を表示するには、変換エディタで、「非表示列」を
クリックし、「すべて表示」をクリックします。
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データ準備スクリプトの編集
準備スクリプトに追加されたデータ変換の変更を編集できます。たとえば、変換ステップを
編集、プレビューまたは削除してから、それらを適用できます。
列アクション・パネルに表示されている推奨変更を適用する前と適用した後の両方において、
データ変換ステップを編集できます。編集オプションは、一部のタイプの変換ステップには
使用できません。
列の更新はデータセットにのみ適用され、ビジュアライゼーションには適用されません。最
新のデータが確実に表示されるようにするには、「ビジュアル化」キャンバスで「データのリ
フレッシュ」をクリックします。
1. ホーム・ページで、データセットまたはワークブックを開きます。

• データセットを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」を選択
します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、データ・ソース
を右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示します。

• データセットを含むワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし、
「開く」を選択してから「データ」をクリックします。「データ・ダイアグラム」また
は「結合ダイアグラム」で、データ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックし
て変換エディタを表示します。

ノート:

Oracle Analyticsでは、単一表のデータセットの場合はデータ・ダイアグラム、
複数表のデータセットの場合は結合ダイアグラムが表示されます。

2. 「準備スクリプト」ペインでステップを選択し、「ステップの編集」をクリックします。
3. 「準備スクリプト」ペインで変換ステップを選択し、鉛筆アイコンまたは「変換の編集」
をクリックします。
ステップが編集可能でない場合、鉛筆アイコンにカーソルを移動すると、変換ステップの
編集が無効になっているというメッセージが表示されます。

4. 「ステップ・エディタ」でフィールドを更新し、列に適用されるデータ変換の変更を編集
します。

5. 「OK」をクリックして列を更新し、ステップ・エディタを閉じます。
6. データの準備の変更を保存してこれらをデータに適用するには、「保存」をクリックしま
す。

データセットへの列の追加
列を追加することで、データセットを開発できます。たとえば、列 ADDRESS_LINE_1、
ADDRESS_LINE_2および ADDRESS_LINE_3を連結する新しい列を作成できます。
1. ホーム・ページで、データセットを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。「データ・ダイアグラム」または「結合ダイアグラム」で、デー
タ・ソースを右クリックし、「開く」をクリックして変換エディタを表示します。

2. 変換エディタで、「準備ステップの追加」をクリックします。
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3. 「列の作成」で、列の「名前」を入力し、式ボックスで、列に値を追加する式を定
義します。たとえば、カテゴリの列とサブカテゴリの列の値を連結するには、
CONCAT(Category, Sub Category)と指定します。
演算子、算術関数、文字列関数および変換関数を使用して式を作成するには、f(x)
関数ピッカーを使用します。

4. 「検証」をクリックし、データ・プレビューの新しい列を確認します。
5. 「ステップの追加」をクリックします。

Oracle Analyticsでは、ステップが準備スクリプト・パネルに追加されます。
6. データの準備の変更を保存してこれらをデータに適用するには、「保存」をクリッ
クします。

ワークブックの計算済データ要素の作成
計算済データ要素には、ワークブックの複数のビジュアライゼーションに追加できる
再利用可能な関数があります。たとえば、BIN関数を使用して、AGE値を 4つのバケ
ット、つまり 0から 20、21から 40、41から 60および 60超に分類できます。
計算済データ要素はデータセットの「マイ計算」フォルダに保存され、ワークブック
には保存されません。ワークブックには、使用されるデータセットごとに「マイ計算」
フォルダがあります(データセットが結合されているかいないかは関係ありません)。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 作業するキャンバスを選択します。
3. 「データ・パネル」の下部に移動し、「マイ計算」を右クリックして、「計算の追加」
をクリックして「新規計算」ダイアログを開きます。

4. 名前を入力します。
5. オプション: 説明を入力します。
計算の上にカーソルを合せると、ツールチップに説明が表示されます。

6. 「式ビルダー」ペインで、式を作成および編集します。
列がデータセットに結合されている場合にのみ、「式ビルダー」ペインに列をドラ
ッグ・アンド・ドロップできます。

7. 「検証」をクリックします。
8. 「保存」をクリックします。

エンリッチおよび変換リファレンス
このリファレンス情報を使用すると、データのエンリッチおよび変換に役立ちます。
トピック:

• 変換リファレンス
• データ・プロファイルとセマンティック推奨
• 一般的なカスタム書式文字列
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変換リファレンス
変換エディタでデータセット列を右クリックしてアクセスできるデータ変換オプションにつ
いて説明します。たとえば、レースのラップ・タイムをデータセット列に分類するには、「Lap
Time」列を右クリックして、「ビン」を選択する必要があります。

オプション 説明
ビン 数値範囲に対して独自のカスタム・グループを作成します。たとえば、カスタ

ム要件に基づいて、13歳未満、若年成人、成人または高齢者にビン化した年
齢範囲を使用して、年齢列のビンを作成できます。

日付に変換 列のデータ型を日付に変更し、日付ではないすべての値を列から削除します。
数値に変換 列のデータ型を数値に変更することで、数値ではないすべての値を列から削除

します。
テキストに変換 列のデータ型をテキストに変更します。
作成 関数に基づいて列を作成します。
複製 選択した列と同じコンテンツで列を作成します。
編集 列を編集します。たとえば、名前の変更、別の列の選択または関数の更新が可

能です。
グループ、条件付きグループ 「グループ」を選択して、独自のカスタム・グループを作成します。たとえば、

都道府県をカスタム地域とグループ化したり、ドルの金額を小、中、大を示す
グループに分類できます。

非表示 「データ・パネル」およびビジュアライゼーションで列を非表示にします。非
表示の列を表示する必要がある場合は、ページ・フッターで「非表示列」 (ゴ
ースト・アイコン)をクリックします。その後、個々の列を表示するか、一度
にすべての非表示列を表示できます。

対数 式の自然対数を計算します。
小文字 列のコンテンツをすべて小文字の値に更新します。
累乗 列の値を指定した指数で累乗します。デフォルトの指数は 2です。
名前変更 任意の列の名前を変更できます。
置換 選択した列内の特定のテキストを、指定した任意の値に変更します。たとえ

ば、列内のMisterのすべてのインスタンスを Mr.に変更できます。
文の先頭大文字 列のコンテンツを、文の最初の語の最初の文字が大文字になるように更新しま

す。
分割 特定の列値をいくつかの部分に分割します。たとえば、名前という列を名と姓

に分割できます。
平方根 選択した列内の値の平方根が移入された列を作成します。
大文字 列のコンテンツをすべて大文字の値に更新します。

データ・プロファイルとセマンティック推奨
データセットを作成する際、Oracle Analyticsでは、列レベルのプロファイリングが実行さ
れ、データを修復またはエンリッチするためのセマンティック推奨セットが生成されます。
ワークブックの作成時、データ・パネルからナレッジ・エンリッチメントを追加することで、
これをビジュアライゼーションに含めることもできます。
これらの推奨は、システムによるプロファイル・ステップ時の特定のセマンティック・タイ
プの自動検出に基づきます。たとえば、ローカル・サブジェクト領域をベースとするデータ
セットは、シンプルな上位 Nサンプルを使用してプロファイリングされます。
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セマンティック・タイプには、市区町村名で識別される地理的な位置、クレジット・
カード、電子メール・アドレスおよび社会保障番号などにあるような認識可能なパタ
ーン、日付、および繰返しパターンなどのカテゴリがあります。独自のカスタム・セ
マンティック・タイプを作成することもできます。
トピック:

• セマンティック・タイプのカテゴリ
• セマンティック・タイプの推奨
• 認識されるパターンベースのセマンティック・タイプ
• 参照ベースのセマンティック・タイプ
• 推奨エンリッチメント
• 必須しきい値
• カスタム・ナレッジの推奨

セマンティック・タイプのカテゴリ
プロファイリングは様々なセマンティック・タイプに適用されます。
セマンティック・タイプのカテゴリは、次を識別するようにプロファイルされていま
す。
• 市区町村名などの地理的な位置。
• クレジット・カード番号または電子メール・アドレスで見つかるようなパターン。
• ハイフン付きフレーズ・データなどの繰返しパターン。

セマンティック・タイプの推奨
データセットを修復、拡張またはエンリッチするための推奨事項は、データのタイプ
によって異なります。
セマンティック・タイプの推奨の例:

• エンリッチメント - 地理的な位置などの特定の検出済タイプに対応するデータに
新規列を追加することです。たとえば、市区町村の人口データの追加などです。

• 列の連結 - データセットに 2つの列が検出され、1つが名を含む列、もう 1つが姓
を含む列である場合、名前を単一列に連結することが推奨されます。たとえば、
first_name_last_name列のようにします。

• セマンティック抽出 - セマンティック・タイプが市外局番を含む us_phone番号な
どのサブタイプで構成されている場合、サブタイプをそれ自体の列に抽出すること
が推奨されます。

• 一部抽出 - データに一般的なパターン区切り文字が検出された場合、そのパターン
の一部を抽出することが推奨されます。たとえば、データに繰返しのハイフネーシ
ョンが検出された場合、データがより分析に役立つように、その部分を別々の列に
抽出することが推奨されます。

• データ抽出 - 日付が検出された場合、日付の一部を抽出することが推奨されます。
これによってデータの分析が拡張される可能性があります。たとえば、請求日また
は購入日から曜日を抽出できます。
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• 全体および一部の難読化/マスキング/削除 - クレジット・カード番号などの機密フィール
ドが検出された場合、列の全体または一部のマスキング、あるいは削除も推奨されます。

認識されるパターンベースのセマンティック・タイプ
セマンティック・タイプは、データで検出されたパターンに基づいて識別されます。
これらのセマンティック・タイプには、推奨事項が用意されています。
• 日付(30を超える書式)

• 米国社会保障番号(SSN)

• クレジット・カード番号
• クレジット・カード属性(CVVおよび有効期限)

• 電子メール・アドレス
• 北米計画電話番号
• 米国の住所

参照ベースのセマンティック・タイプ
セマンティック・タイプの認識は、サービスに付属して提供されるロード済の参照ナレッジ
によって決まります。
これらのセマンティック・タイプには、参照ベースの推奨事項が用意されています。
• 国名
• 国コード
• 都道府県名(州)

• 都道府県コード
• 郡名(管轄)

• 市区町村名(ローカライズされた名前)

• 郵便番号

推奨エンリッチメント
推奨エンリッチメントはセマンティック・タイプに基づいています。
エンリッチメントは、次の地理的な位置階層に基づいて決定されます。
• 国
• 州(都道府県)

• 管轄(郡)

• 経度
• 緯度
• 人口
• 標高(メートル)
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• タイム・ゾーン
• ISO国コード
• 連邦情報処理規格(FIPS)

• 国名
• 首都
• 大陸
• GeoNames ID

• 使用言語
• 電話国コード
• 郵便番号書式
• 郵便番号パターン
• 電話国コード
• 通貨名
• 通貨略称
• 地理的トップ・レベル・ドメイン(GeoTLD)

• 平方 KM

必須しきい値
プロファイリング・プロセスでは、固有のしきい値を使用して特定のセマンティック・
タイプに関する決定を行います。
一般に、システムで分類を決定するには、列のデータ値の 85%が 1つのセマンティッ
ク・タイプの基準を満たしている必要があります。結果として、70%の名および 30%
の"その他"を含む列はしきい値要件を満たさないため、推奨は行われません。

カスタム・ナレッジの推奨
カスタム・ナレッジの推奨を使用して、Oracle Analyticsシステム・ナレッジを拡張し
ます。カスタム・ナレッジを使用すると、Oracle Analyticsセマンティック・プロファ
イラでさらに多くのビジネス固有のセマンティック・タイプを識別し、さらに多くの
関連する管理対象エンリッチメントの推奨を作成できます。たとえば、処方薬を USP
医薬品カテゴリの鎮痛薬または麻酔薬に分類するカスタム・ナレッジ参照を追加する
場合があります。

 チュートリアル

一般的なカスタム書式文字列
一般的なカスタム書式文字列を使用して、時間または日付のカスタム書式を作成でき
ます。
表に、一般的なカスタム書式文字列および表示される結果を示します。これらを使用
すると、ユーザーのロケールで日付および時間フィールドを表示できます。
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一般的な書式文字
列

結果

[FMT:dateShort] ロケールの短い日付書式で日付を書式設定します。[FMT:date]と入力するこ
ともできます。

[FMT:dateLong] ロケールの長い日付書式で日付を書式設定します。
[FMT:dateInput] システムで入力に対して許容される書式で日付を書式設定します。
[FMT:time] ロケールの時間書式で時間を書式設定します。
[FMT:timeHourM
in]

ロケールの時間書式で時間を書式設定しますが、秒を省略します。

[FMT:timeInput] システムで入力に対して許容される書式で時間を書式設定します。
[FMT:timeInputH
ourMin]

システムで入力に対して許容される書式で時間を書式設定しますが、秒を省略し
ます。

[FMT:timeStampS
hort]

[FMT:dateShort] [FMT:time]と入力するのと同じです。ロケールの短
い日付書式で日付を書式設定し、ロケールの時間書式で時間を書式設定します。
[FMT:timeStamp]と入力することもできます。

[FMT:timeStampL
ong]

[FMT:dateLong] [FMT:time]と入力するのと同じです。ロケールの長い
日付書式で日付を書式設定し、ロケールの時間書式で時間を書式設定します。

[FMT:timeStampI
nput]

[FMT:dateInput] [FMT:timeInput]と同等です。システムで入力に対
して許容される書式で日付と時間を書式設定します。

[FMT:timeHour] ロケールの書式で時間フィールドのみを書式設定します(8 PMなど)。
YYまたは yy 年の最後の 2桁を表示します。たとえば、2011年の場合は 11です。
YYYまたは yyy 年の最後の 3桁を表示します。たとえば、2011年の場合は 011です。
YYYYまたは yyyy 4桁の年を表示します。たとえば、2011です。
M 月の数値を表示します(たとえば、2月の場合、2)。
MM 1桁の月の場合は左側にゼロ詰めをして、月の数値を表示します(たとえば、2月

の場合、02)。
MMM ユーザーのロケールで月の略称を表示します(たとえば、Feb)。
MMMM ユーザーのロケールで月のフル・ネームを表示します(たとえば、February)。
Dまたは d 月の通算日を表示します(たとえば、1)。
DDまたは dd 通算日が 1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、月の通算日を表示します(たとえ

ば、01)。
DDDまたは ddd ユーザーのロケールで曜日の略称を表示します(たとえば、Thursdayの Thu)。
DDDDまたは
dddd

ユーザーのロケールで曜日のフル・ネームを表示します(たとえば、Thursday)。

DDDDDまたは
ddddd

ユーザーのロケールで曜日の最初の文字を表示します(たとえば、Thursdayの
T)。

r 年の通算日を表示します(たとえば、1)。
rr 年の通算日が 1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、年の通算日を表示します(たと

えば、01)。
rrr 年の通算日が 1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、年の通算日を表示します(たと

えば、001)。
w 年の通算週を表示します(たとえば、1)。
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一般的な書式文字
列

結果

ww 通算週が 1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、年の通算週を表示します(たとえ
ば、01)。

q 年の四半期を表示します(たとえば、4)。
h 時間を 12時間制で表示します(たとえば、2)。
H 時間を 24時間制で表示します(たとえば、23)。
hh 時間が 1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、時間を 12時間制で表示します(たと

えば、01)。
HH 時間が 1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、時間を 24時間制で表示します(たと

えば、23)。
m 分を表示します(たとえば、7)。
mm 分が 1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、分を表示します(たとえば、07)。
s 秒を表示します(たとえば、2)。

文字列に、s.#や s.00などのように、小数点を含めることもできます(#はオプショ
ンの桁数を示し、0は必須桁数を示します)。

ss 秒が 1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、秒を表示します(たとえば、02)。
文字列に、ss.#や ss.00などのように、小数点を含めることもできます(#はオプシ
ョンの桁数を示し、0は必須桁数を示します)。

S 秒を表示します(たとえば、2)。
SS ミリ秒が 1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、ミリ秒を表示します(たとえば、

02)。
SSS ミリ秒が 1桁の場合は左側にゼロ詰めをして、ミリ秒を表示します(たとえば、

002)。
tt ユーザーのロケールで午前または午後を表す略語を表示します(たとえば、pm)。
gg ユーザーのロケールで年代を表示します。
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5
データ・フローを使用したデータセットの作成

データ・フローを使用して、データセットへのデータの結合、整理および統合を行います。
ビデオ

データ・フローを使用すると、手動コーディングのスキルがなくてもデータを視覚的に操作
できます。
トピック:

• データ・フローについて
• 自分のデータを編成および統合するために使用できるステップ
• データ・フローを使用したデータセットの作成
• データ・フローを使用したデータセットの生成または更新
• データ・フローの再利用
• データ・フローの増分処理の構成
• データ・フローのシーケンスを使用したデータの処理
• データ・フローの管理

データ・フローについて
データ・フローでは、データを整理および統合して、ユーザーがビジュアル化できるキュレ
ートされたデータセットを作成できます。
手動でコーディングするスキルがなくても、データ・フローを使用すれば、データを視覚的
に操作できます。
たとえば、データ・フローを使用して、次のことを実行できます:

• データセットの作成。
• ソースが異なるデータの結合。
• データの集計。
• 機械学習モデルのトレーニングまたはデータへの予測機械学習モデルの適用。
• OCI Visionサービスによる人工知能を使用した、オブジェクト検出、イメージ分類または
テキスト検出の実行。

データ・フローは、データ・フロー・エディタで作成します。
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データ・フローを構築するには、ステップを追加します。各ステップでは、データの
追加、表の結合、列のマージ、データの変換、データの保存など、特定の機能を実行
します。ステップを追加して構成するには、データ・フロー・エディタを使用します。
各ステップは、追加または変更時に検証されます。データ・フローを構成したら、そ
れを実行してデータセットを作成または更新します。
独自の列を追加したりデータを変換する際には、様々な SQL演算子(BETWEEN、
LIKE、INなど)、条件式(CASEなど)、および関数(Avg、Median、Percentileなど)を使
用できます。

データ・フローのデータベース・サポート
データ・フローを使用すると、データセット、サブジェクト領域またはデータベース
接続からデータをキュレートできます。
データ・フローにデータを追加するには「データの追加」ステップを使用し、データ・
フローの出力データを保存するには「データの保存」ステップを使用します。
データ・フローからの出力データは、データセットまたはサポートされるデータベー
ス・タイプのいずれかに保存できます。データベースにデータを保存する場合、デー
タ・フローのデータで上書きすることにより、データ・ソースを変換できます。デー
タ・ソースおよびデータ・フローの各表は同一データベースに含まれ、同じ名前であ
る必要があります。開始する前に、サポートされているいずれかのデータベース・タ
イプへの接続を作成します。
データ出力
データ・フローの出力データは、次のデータベース・タイプに保存できます:

• Oracle Autonomous Data Warehouse

• Oracle Autonomous Transaction Processing

• Oracle Database

• Apache Hive

• Hortonworks Hive

• MapR Hive

• Spark

データ入力
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データ・フローには、ほとんどのデータベース・タイプ(Oracle Essbaseおよび EPM Cloud
を除く)からデータを入力できます。

自分のデータを編成および統合するために使用でき
るステップ

データ・フローで次のステップを使用して、データを編成、統合および変換できます。たと
えば、データ・ソースのマージ、データの集計、または地理空間分析を実行できます。
ステップを使用すると、コーディングのスキルがなくても、データを視覚的に変換できます。
データ・フロー・エディタを使用して、データ・フローにステップを追加します。
 

 

列の追加
カスタム列をターゲット・データセットに追加します。たとえば、UNITS列の単位数に
RETAIL_PRICE列の販売価格を掛けて(つまり、UNITS * RETAIL_PRICE)、在庫の価額を計算でき
ます。
データの追加
データ・ソースをデータ・フローに追加します。たとえば、2つのデータセットをマージして
いる場合、両方のデータセットをデータ・フローに追加します。データ・フローのデータベ
ース・サポートを参照してください。
集計
集計関数を適用して、グループ合計を作成します。たとえば、count、sumまたは averageな
どです。
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センチメントの分析
特定のテキスト列のセンチメントを検出します。たとえば、顧客フィードバックを分
析して、それがポジティブなものかネガティブなものかを判断できます。センチメン
ト分析では、正、中立または負の感情を示す単語やフレーズに基づいてテキストを評
価します。分析の結果に基づいて、新しい列には「正」、「中立」または「負」が表示
されます。
モデルの適用
Oracle Machine Learningまたは OCI Data Scienceから機械学習モデルを適用して、
データを分析します。たとえば、電子メールがスパムであるかどうかを予測するため
の分類モデルを作成できます。データセットへの予測モデルまたは登録済 Oracle機
械学習モデルの適用を参照してください。
AutoML

Oracle Autonomous Data Warehouseの AutoML機能を使用すると、予測モデルの推奨
とトレーニングが自動的に行われます。AutoMLステップによってデータが分析され、
使用する最善のアルゴリズムが計算され、予測モデルが Oracle Analyticsに登録されま
す。分析の計算は、Oracle Analyticsではなくデータベースで行われます。このステッ
プは、Oracle Autonomous Data Warehouseに基づいたデータセットに接続していると
きに、ステップ・セレクタで選択できます。
ビン
データ値を高、中、低などのカテゴリに割り当てます。たとえば、RISKの値を低、中、
高の 3つのビンに分類できます。
分岐
データ・フローから複数の出力を作成します。たとえば、国に基づく販売トランザク
ション・データがある場合、第 1分岐に米国のデータを、第 2分岐にカナダのデータ
を保存できます。
Essbaseキューブの作成
スプレッドシートまたはデータベースから Essbaseキューブを作成します。
累積値
移動集計や実行集計などの累積合計を計算します。
データベース・アナリティクス
高度な分析およびデータ・マイニング分析を実行します。たとえば、異常の検出、デ
ータのクラスタ化、データのサンプリング、アフィニティ分析を実行できます。この
ステップは、Oracleデータベースまたは Oracle Autonomous Data Warehouseに基づ
いたデータセットに接続されているときに、ステップ・セレクタで選択できます。分
析の計算は、Oracle Analyticsではなくデータベースで行われます。データベース・ア
ナリティクス関数を参照してください。
フィルタ
関心のあるデータのみを選択します。たとえば、フィルタを作成すると、売上収益デ
ータを 2020年から 2022年までに制限できます。
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グラフ分析
距離や 2つの頂点間のホップ数の計算など、地理空間分析を実行します。このステップは、
Oracleデータベースまたは Oracle Autonomous Data Warehouseに基づいたデータセットに
接続されているときに、ステップ・セレクタで選択できます。分析の計算は、Oracle Analytics
ではなくデータベースで行われます。グラフ分析関数を参照してください。
グループ
定義したグループに数値以外のデータを分類します。たとえば、Communicationや Digital
という部門に対するオーダーを Technologyというグループに配置し、Gamesや Streamに対
するオーダーを Entertainmentというグループに配置できます。
結合
共通の列に基づくデータベース結合を使用して、複数のデータ・ソースからデータを結合し
ます。たとえば、顧客 IDフィールドを使用して Ordersデータセットを Customer_ordersデ
ータセットに結合できます。
マージ
複数の列を単一の列に結合します。たとえば、番地、番地名、都道府県および郵便番号の列
を 1つの列にマージできます。
列の名前変更
列の名前をよりわかりやすいものに変更します。たとえば、CELLを Contact Cell Numberに
変更できます。
列の並替え
出力データセットの列の順序を変更します。たとえば、列名に基づいて列をアルファベット
順に並べ替えたり、データ型(文字、整数など)に基づいて列を並べ替えたりできます。
データの保存
データ・フローによって生成されたデータを保存する場所を指定します。Oracle Analyticsま
たはデータベースのデータセットにデータを保存できます。ランタイム・パラメータを指定
したり、デフォルトのデータセット名を変更したりできます。データ・フローのデータベー
ス・サポートを参照してください。
列の選択
データ・フローに含める、または除外する列を指定します(デフォルトではすべてのデータ列
が含まれます)。
列の分割
列内からデータを抽出します。たとえば、列に 001011Blackが含まれる場合、このデータを
001011と Blackという 2つの個別の列に分割できます。
時系列予測
履歴データに基づいて予測値を計算します。予測では、指定されたデータセットから時間列
とターゲット列を取得し、ターゲット列の予測値を計算します。
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<モデル・タイプ>のトレーニング
数値予測、多項分類、二項分類およびクラスタリングのためのアルゴリズムを使用し
て、機械学習モデルをトレーニングします。機械学習モデルのトレーニングのデータ・
フロー・ステップを参照してください。
機械学習モデルのトレーニングを完了したら、「モデルの適用」ステップを使用して、
データに適用します。
列の変換
データの書式、構造または値を変更します。たとえば、大文字へのテキストの変換、
データからの先頭または末尾のスペースの切捨て、値の増加率の計算などを行えます。
行の結合
2つのデータ・ソースの行をマージします(SQLの用語では UNIONコマンドと呼ばれ
ます)。列は、順序または名前で一致させることができます。

データベース・アナリティクス関数
データベース・アナリティクス関数では、異常の検出、データのクラスタリング、デ
ータのサンプリング、アフィニティ分析などの高度な分析とデータ・マイニング分析
を実行できます。Oracle Databaseまたは Oracle Autonomous Data Warehouseに接
続したときにアナリティクス関数を使用できます。

 LiveLabsスプリント
データ・フロー・エディタで「データベース・アナリティクス」ステップを表示する
には、Oracle Databaseまたは Oracle Autonomous Data Warehouseに接続する必要が
あります。

関数タイプ 説明
動的異常検出 モデルが事前に定義されていない入力データの異常を検出します。たとえば、

普段は発生しない金融取引を強調表示できます。
この関数を大規模なデータセットとともにデプロイする場合は、パフォーマン
スを最大化するために、パーティション列を構成します。

動的クラスタリング モデルが事前に定義されていない入力データをクラスタ化します。たとえば、
マーケティングを目的として、顧客セグメントの特徴付けや検出を行えます。
この関数を大規模なデータセットとともにデプロイする場合は、パフォーマン
スを最大化するために、パーティション列を構成します。

高頻度アイテム・セット 一緒に表示されることが多いアイテムのセットを特定して、データ内の関係を
見つけます。このデータ・マイニング手法は、アソシエーション・ルール学習、
アフィニティ分析、または小売業界ではマーケット・バスケット分析としても
知られています。高頻度アイテム・セットをマーケット・バスケット分析ツー
ルとして使用すると、シャンプーを購入する顧客はヘア・コンディショナも購
入することがわかる場合があります。
この操作はリソースを大量に消費し、そのパフォーマンスは、入力データセッ
トの量、トランザクション IDのカーディナリティ、アイテム値列のカーディナ
リティなど、いくつかの要因に依存します。データベースの潜在的なパフォー
マンス低下を回避するには、出力に多くのアイテム・セットが含まれるよう、
最小サポート・パーセントの値を高くして(デフォルトは 0.25)、徐々に減らして
ください。
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関数タイプ 説明
データのサンプリング 表からサンプルのデータを一定の割合でランダムに選択します。サンプリング

するデータの割合を指定します。たとえば、データの 10%をランダムにサンプ
リングできます。

テキストのトークン化 テキスト・データを個別の単語に分解し、各単語の出現回数を数えることで分
析します。データ・フローを実行すると、Oracle Analyticsによってデータベ
ースに DR$IndexName$Iという名前の表が作成され、トークン・テキストとト
ークン・カウント関連の詳細が含まれます。DR$IndexName$I表を使用してデ
ータセットを作成します。
• 「出力」で、各フィールドの横にある「作成」オプションを使用して索引を
作成する列を選択します。

• 「パラメータ」のテキスト列で、「列の選択」をクリックし、個別の単語に
分解するフィールドを選択します。参照列<number>オプションを使用し
て、出力データセットに 1つ以上の列を含めます。

データ・フローに使用するデータベース接続には、特別なデータベース権限が
必要です。次のことを管理者に確認してください:
• データベース・アカウントに grant EXECUTE on CTXSYS.CTX_DDL to

schema nameがあります。
• ソース表が存在するスキーマと同じユーザー名で Oracle Analytics接続を

使用しています。これは、データ・フローの実行時のアクセス権限の問題
を回避するためのベスト・プラクティスです。

• 分析しているデータベース表の列に、既存の CONTEXT索引はありません。
分析しているデータベース表に既存の CONTEXT索引がある場合、テキス
ト・トークン化データ・フローを実行する前にその索引を削除します。

時系列 時系列は、ターゲット値の既知の履歴に基づいてターゲット値を予測するデー
タ・マイニング手法です。時系列分析への入力は、ターゲット値のシーケンス
です。これにより、時間ウィンドウ(履歴データから先の最大 30期間を含める
ことができる)の各期間のターゲット値が見積もられます。
このモデルでは、履歴データに対する適合度を測定する様々な統計も計算され
ます。これらの統計は、パラメータ設定を介した追加出力データセットとして
使用可能です。
注意: 時系列アルゴリズムは、Oracle Databaseバージョン 18c以降で使用可能
です。

データのアンピボット 列に格納されているデータを行形式に入れ替えます。たとえば、各年の収益メ
トリック値が表示されている複数の列を、年ディメンションの値行が複数ある
単一の収益列に入れ替えられます。入れ替えるメトリック列を選択して、新し
い列の名前を指定します。これで、データセットの列が減り、行が増えます。

グラフ分析関数
グラフ分析を使用すると、地理空間分析を実行できます。たとえば、距離や 2つの頂点間の
ホップ数を計算する場合があります。グラフ分析を使用するには、Oracleデータベースまた
は Oracle Autonomous Data Warehouseに接続します(分析は Oracle Analyticsではなく、デ
ータベースで計算されます)。

 LiveLabsスプリント
データ・フロー・エディタで「グラフ分析」ステップを表示するには、Oracle Databaseまた
は Oracle Autonomous Data Warehouseに接続する必要があります。
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機能タイプ 説明
クラスタリング グラフ内で接続済コンポーネントまたはクラスタを検索します。
ノード・ランキング グラフ内でノードの重要性を測定します。
最短パス グラフの 2つの項点間の最短パスを検索します。
サブ・グラフ 指定した数の特定のノードのホップ内のすべてのノードを検索します。

機械学習モデルのトレーニングのデータ・フロー・ステッ
プ

Oracle Analyticsでは、データ・フローのステップを使用して、機械学習モデルをトレ
ーニングできます。機械学習モデルのトレーニングを完了したら、「モデルの適用」ス
テップを使用して、データに適用します。

ステッ
プ名

説明

AutoM
L
(Oracle
Autono
mous
Data
Wareh
ouseが
必要)

予測モデルの推奨やトレーニングには、Oracle Autonomous Data Warehouseの
AutoML機能を使用します。AutoMLステップによってデータが分析され、使用する
最善のアルゴリズムが計算され、予測モデルが Oracle Analyticsに登録されます。

二項分
類子の
トレー
ニング

機械学習モデルをトレーニングして、データを 2つの事前定義済カテゴリのいずれか
に分類します。

クラス
タリン
グのト
レーニ
ング

機械学習モデルをトレーニングして、似たような特質を持つグループを分離し、それ
らをクラスタに割り当てます。

多項分
類子の
トレー
ニング

機械学習モデルをトレーニングして、データを 3つ以上の事前定義済カテゴリに分類
します。

数値予
測のト
レーニ
ング

機械学習モデルをトレーニングして、既知のデータ値に基づいて数値を予測します。

データ・フローを使用したデータセットの作成
データ・フローを使用して、データをキュレートしデータセットを作成します。たと
えば、2つのデータセットをマージし、データをクレンジングし、新しいデータセット
に結果を出力する場合があります。
1. ホーム・ページまたはデータ・ページで、「作成」をクリックして「データ・フロ
ー」を選択します。
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2. 「データセットの追加」ダイアログで、データセットを選択し、「追加」をクリックしま
す。
「ステップの追加」(+)をクリックしてから、「データの追加」をクリックすると、いつで
もデータ・ソースを追加できます。

3. オプション: 「データの追加」ペインで、データを構成します。たとえば、列を含めるま
たは除外する、あるいは列の名前を変更します。

4. データ・フローを構築します。
実行する機能ごとに、「ステップの追加」(+)をクリックし、必要なステップ・タイプをク
リックして、「ステップ・エディタ」ペインでプロパティを指定します。
ヒント: 最後のステップにカーソルを合せると、「ステップの追加」(+)オプションが表示
されます。列ヘッダーの「オプション」を使用して、フローの編集やステップの追加を行
うこともできます。たとえば、列の名前変更、再フォーマット、マージまたは変換を行う
ことができます。

5. 「データの保存」ステップをデータ・フローの最後に追加します。
6. データ・フローを保存します。
「データ・フローの実行」をクリックして、または後で「データ」ページ(ホーム・ページ
から、「ナビゲータ」をクリックして、「データ」をクリック)の「データ・フロー」パネ
ルを使用して、データの処理を開始します。「データ」ページの「データセット」パネル
で生成されたデータセットにアクセスできます。

データ・フローを使用したデータセットの生成また
は更新

データ・フローを実行して、データセットを生成または更新します。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」、「データ」、「データ・フロー」の順にクリックします。
2. データ・フローを開始します。

• データ・フローをただちに開始するには、データ・フローを右クリックし、「実行」
をクリックします。

• データ・フローをスケジュールして特定の日時に実行するには、データ・フローを右
クリックして、「新規スケジュール」をクリックしてから「新規」をクリックし、「デ
ータ・フロー」ダイアログを使用して、日時および反復サイクルを指定します。

「データ・フローの実行」をクリックして、データ・フロー・エディタからデータ・フロ
ーを実行することもできます。

データセットを表示するには、ホーム・ページから、「ナビゲータ」、「データ」の順にクリッ
クし、「データセット」ページに移動します。

データ・フローの再利用
データ・フローでは、使用するデータ・ソースおよび出力データセットをユーザーが実行時
に指定できるように、パラメータを追加できます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」、「データ、「データ・フロー」の順にクリックします。
2. データ・フローを開きます。
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3. 「ステップ・エディタ」ペインで、ステップに対してパラメータ・プロンプト・オ
プションを選択します。
ステップ「データの追加」、「データの保存」および「Essbaseキューブの作成」
にパラメータを追加できます。

4. 実行時にデータソースを指定するには、「データの追加」ステップで、実行時、デ
ータセットを選択するためのプロンプト・オプションを選択してパラメータに「名
前」および「プロンプト」値を指定します。

5. 実行時に出力データセットを指定するには、「データの保存」ステップで、実行時、
データセットを選択するためのプロンプト・オプションを選択してパラメータに
「名前」および「プロンプト」値を指定します。

6. 実行時に出力 Essbaseキューブを指定するには、「データの保存」ステップで、実
行時、データセットを選択するためのプロンプト・オプションを選択してパラメー
タに「キューブ」、「アプリケーション」および「プロンプト」値を指定します。

データ・フローを実行すると、デフォルト値を使用するか、別の値を指定できる、デ
ータフロー・プロンプト・ダイアログが表示されます。例:

• データ・ソースを指定するためにパラメータを追加した場合、「OK」をクリックし
てデフォルトを受け入れるか、「ソース」セクションに表示されるデフォルト・デ
ータセット名をクリックして、「データセットの追加」ダイアログを表示し、そこ
で別の値を選択できます。

• データ・ターゲットを指定するためにパラメータを追加した場合、「OK」をクリッ
クしてデフォルトを受け入れるか、「ターゲット」セクションに表示されるデフォ
ルト・データセット名を編集して別の値を指定できます。

データ・フローの増分処理の構成
増分処理を構成して、データベースから新規または更新済レコードのみをロードしま
す。データが(データベース接続を使用して)データベースをソースとする場合に、増分
処理をデプロイできます。
増分処理によってデータが最新に保たれ、インサイトの質が向上します。
開始する前に、Oracle、Oracle Autonomous Data Warehouse、Apache Hive、
Hortonworks Hiveまたは Map R Hiveなどのサポートされているデータベースのいず
れかへの接続を作成します。
1. データ・ソースで新規データ・インジケータを指定します。データ・ソースの新規
データ・インジケータの指定を参照してください。

2. データ・フローで増分処理を適用します。データ・フローでの増分処理の適用を参
照してください。

データ・ソースの新規データ・インジケータの指定
増分処理をデータ・フローに適用する前に、まずデータ・ソースで新しいデータ・イ
ンジケータを指定する必要があります。
開始する前に、Oracle、Oracle Autonomous Data Warehouse、Apache Hive、
Hortonworks Hiveまたは Map R Hiveなどのサポートされているデータベースのいず
れかへの接続を作成します。
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1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします
2. データセットを選択し、「アクション・メニュー」をクリックするか右クリックして、「開
く」を選択します。

3. 結合ダイアグラムで、使用する増分識別子を含む表をダブルクリックします。
4. ツールバーで「定義の編集」をクリックします。
5. データ・アクセス・パネルが表示されていることを確認します。
データ・アクセス・パネルが表示されていない場合は、ウィンドウの右端の中央に移動
し、「展開」オプションを見つけます。「展開」をクリックして、パネルを開きます。
 

 

6. 「新規データ・インジケータ」リストから、新規データを追加したときに検出する列を選
択します。

7. 「OK」をクリックします。
データ・フローでの増分処理を適用する準備ができました。

データ・フローでの増分処理の適用
データ・フローで増分処理を適用して、データベースから新規または更新済レコードのみを
ロードします。
開始する前に、Oracle、Oracle Autonomous Data Warehouse、Apache Hive、Hortonworks
Hiveまたは Map R Hiveなどのサポートされているデータベースのいずれかへの接続を作成
します。
1. 増分処理を適用するデータ・フローを作成するか、開きます。
2. データ・フロー・エディタで「データの保存」ステップを選択して、「ステップ・エディ
タ」ペインを表示します。

3. 「データセット」フィールドで、入力データセットの名前を指定します(「データの追加」
ステップで指定されたデータセット)。

4. 「データ保存先」オプションで「データベース接続」を選択します。
5. 「接続の選択」をクリックして、サポートされているターゲット・データベースのいずれ
かへの接続を選択します。

6. 「データ」フィールドで、書き込むターゲットの名前を指定します。
7. 「実行時」オプションで、「既存データへの新規データの追加」を選択します。
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8. 「保存」をクリックします。
これで、データ・フローをスケジュールして新規データを定期的にロードする準備
ができました。

データ・フローのシーケンスを使用したデータの
処理

シーケンスは、まとめて処理するデータ・フロー、データセット、または他のシーケ
ンスのコレクションです。これらは、複数のデータ・フロー、データセットまたはシ
ーケンスを単一トランザクションとして実行する場合に便利です。
ビデオ

1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「シーケンス」を選択します。
2. 左上のデフォルトのシーケンス名"新規シーケンス"をクリックし、"自分のシーケン
ス"などのわかりやすい名前に変更します。

3. 「データ・フロー」、「データセット」、および「シーケンス」タブを使用して処理す
る項目を追加し、選択する項目を表示します。
 

 

• データ・フローを追加するには、「データ・フロー」をクリックし、1つ以上
のデータ・フローを「選択項目」ペインにドラッグ・アンド・ドロップしま
す。

• データセットを追加するには、「データセット」をクリックし、1つ以上のデ
ータセットを「選択項目」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。

• 他のシーケンスを追加するには、「シーケンス」をクリックし、1つ以上のシ
ーケンスを「選択項目」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。

4. シーケンス内の項目を並べ替えます。
• Oracle Analyticsが項目を処理するデフォルトの順序をオーバーライドする場
合は、「順序付け済」オプションを選択し、項目をドラッグ・アンド・ドロッ
プして順序を変更します(番号 1、2、3など)。
「順序付け済」オプションが選択解除(デフォルト設定)されている場合、これは
自動依存関係検出をトリガーします。Oracle Analyticsは、各シーケンス項目
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の入力および出力を考慮して実行順序を確認し、必要に応じて項目を並列に実行しま
す。

• 項目を削除するには、項目にカーソルを合せ、右側にある省略記号をクリックしてか
ら、「除去」をクリックします。 

5. 「保存」をクリックします。
6. シーケンスを開始します。

• シーケンスを即時に開始するには、順序エディタで「実行シーケンス」をクリックし
ます。

• シーケンスを後で開始するには、ホーム・ページから、「ナビゲータ」、「データ」、「シ
ーケンス」の順にクリックします。シークエンスを右クリックして、「実行」をクリ
ックします。

• 特定の日時に実行するようにシーケンスをスケジュールするには、ホーム・ページか
ら、「ナビゲータ」、「データ」、「シーケンス」の順にクリックします。シーケンスを
右クリックし、「新規スケジュール」をクリックしてから「新規」をクリックし、「ス
ケジュール」ダイアログを使用して、日時および反復サイクルを指定します。

7. シーケンス・プロセスを管理します。
• 処理されるシーケンスを管理するには、「ホーム」ページから「ナビゲータ」、「ジョ
ブ」の順にクリックします。

• ホーム・ページからスケジュール済シーケンスを管理するには、「ナビゲータ」、「ジ
ョブ」、「スケジュール」の順にクリックします。

ノート:

シーケンスは、データ・フローのコピーを処理しません。シーケンスでデータ・フ
ローが処理されると、そのデータ・フローのコピーは無視されます。これが発生す
ると、シーケンス・ログに更新が表示されます(「検査」パネルの「履歴」タブから
アクセスします)。

データ・フローの管理
「データ・フロー」ページでデータ・フローを管理します。たとえば、データの処理をスケジ
ュールしたり、データ・フローをエクスポートして別の Oracle Analyticsインスタンスに移行
したりできます。
データ・フローを管理してデータを最新に保つことで、インサイトの質が向上します。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」、「データ、「データ・フロー」の順にクリックします。
2. データ・フローにカーソルを合せ、「アクション・メニュー」を使用して、次の表に示さ
れたオプションにアクセスします。
• 「実行」を使用して、データ・フローによりデータを作成または更新します。
• 「開く」/「新しいタブで開く」を使用して、データ・フローを編集します。
• 「新規スケジュール」を使用して、データを定期的に作成または更新します。
• 「検査」を使用して、データ・フローに関する一般情報(ソースとターゲットのデー
タ、フローの最終実行日時、スケジュールされた実行、実行履歴など)を表示します。
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また、「アクセス」タブを使用して、自分が所有するデータ・フローを共有す
ることもできます。

• 「エクスポート」を使用して、データ・フローとその依存データおよび資格証
明を、.DVAファイルとしてマシンのダウンロード・フォルダにエクスポート
します。エクスポートおよびインポート・オプションを使用して、あるシステ
ムから別のシステムにデータ・フローを移行したり、データ・フローをバック
アップします。データ・フローをエクスポートする場合、エクスポート・ファ
イルに含める内容を選択できます。たとえば、「権限を含める」を有効にする
と、データ・フローのインポート時に共有接続が継続して動作するように、ア
クセス権限を含めることができます。ダウンロードしたデータ・フローをイン
ポートするには、「データ・フロー」ページで、「ページ・メニュー」をクリッ
クしてから「ワークブック/フローのインポート」をクリックします。画面の指
示に従って、インポートするローカルの.DVAファイルを選択します。データ・
フローのインポート時に、権限を含める(使用可能な場合)を選択してアクセス
権限を含めることで、共有接続が継続して動作します。

• 「削除」を使用して、システムからデータ・フローを除去します(これは元に戻
せません)。
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6
データセットの管理

このトピックでは、データセットを管理する様々な方法を説明します。
トピック:

• データセット・タイプのアイコン
• データセットのリストおよびその情報の表示
• データセットのデータのリロード
• データセットのプロパティの検査
• データセットの名前と説明の変更
• データセットのオブジェクト IDのコピー
• データセットのデータ要素の表示
• データセットのソース・ファイルのダウンロード
• データセットの複製
• データセットの削除

データセット・タイプのアイコン
データセットのアイコンは、データのソースとして使用する接続タイプまたはファイルの識
別に役立ちます。
データセット・タイプのアイコンは、データセットのリストに表示されます。データセット
とその情報のリストの表示を参照してください。

データセッ
ト・アイコン

説明

データセットは 2つ以上のデータベース接続を使用します。たとえば、Oracle
Databaseおよび Oracle Analytics Warehouseです。
データセットは 1つのデータベース接続を使用します。
データセットは XLXSまたは XLSファイルを使用します。
データセットは CSVまたは TXTファイルを使用します。
データセットは Oracle Applicationsの接続タイプを使用します。
Oracle Applications接続タイプは次のものに接続できます:
• Oracle Fusion Cloud Applications Suite (たとえば、Oracle Fusion Cloud

Financials)
• オンプレミスの Oracle BI Enterprise Editionデプロイメント(適切なレベルにパ

ッチが適用されている場合)
• 別の Oracle Analyticsサービス
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データセットとその情報のリストの表示
データセットのリストへのアクセス、参照、ソートまたは検索を行うことができます。
データセット・リストから、ワークブックで使用する使用可能なデータセットを選択
できます。
データセット・リストを使用して、使用するデータ・ソース接続、作成日時や最終変
更日時、名前、データ型、および各データセット列の集計など、特定のデータセット
に関する情報を見つけることができます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
3. オプション: 「検索」フィールドに語句を入力して、特定のデータセットのリスト
を検索します。

4. データセットの詳細を確認するには、「アクション」をクリックし、「検査」をクリ
ックします。

5. オプション: 「一般」タブをクリックすると、データセットを作成する際に使用す
る接続やデータセットでのデータの取得元になるデータベース・タイプなど、デー
タセットに関する情報が表示されます。

6. オプション: 「データ要素」タブをクリックすると、ワークブックに必要なデータ
がデータセットに含まれているかどうかを判断するのに役立つ情報が表示されま
す。

データセットのデータのリロード
データセット・データが更新されたときにリロードすることで、分析コンテンツを最
新の状態に維持します。

 LiveLabsスプリント
トピック:

• データセットのデータのリロードについて
• ワークブック・エディタからのデータのロード
• データセットの個々の表のリロード
• データセットの表のリロード
• データセットのファイルのリロード
• データセットのリロード履歴の表示
• リロード・ジョブのログ・ファイルの表示またはダウンロード

データセットのデータのリロードについて
データセットの 1つ以上の表がキャッシュされたとき、またはデータセットがデータ・
フローの実行時に作成されたとき、1つのファイルをソースとして使用するデータセッ
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トをリロードできます。または、データセットのファイルおよび表を個別にリロードできま
す。
データをリロードすると、ワークブックおよびビジュアライゼーションには現在のデータが
含まれます。データセットのリロードが完了して、ワークブックをリフレッシュした後、最
新データがワークブックおよびビジュアライゼーションに表示されます。ワークブックのデ
ータのリフレッシュを参照してください。
データをリロードする方法は、データセットのデータ・ソース・タイプによって異なります。
外部接続からのデータ
外部接続を含むデータセットのデータをリロードすると、データセットの SQL文が再実行さ
れ、「データ・アクセス」フィールドが「自動キャッシュ」に設定された表の現在のデータが
キャッシュにロードされます。
「データ・アクセス」フィールドが「自動キャッシュ」に設定されている表がデータセットに
1つ以上ある場合は、「データ」ページを使用してデータセットの表をリロードできます。個
々の表をリロードするには、データセット・エディタを使用します。
Excel、CSVまたは TXTファイルのリロード
Microsoft Excelファイル(XLSXまたは XLS)をリロードするときに、新しいスプレッドシー
ト・ファイルに元のファイルと同じ名前のシートが含まれていることを確認する必要があり
ます。また、シートには、データセットに存在する、同じ列が含まれている必要があります。
ロードするファイルに列が欠落していると、データのリロードが失敗します。
CSVまたは TXTファイルをリロードするときには、データセットにあるのと同じ列が含まれ
ていることを確認してください。ロードするファイルに列が欠落していると、リロードが失
敗します。
1つのファイルをソースとして使用するデータセットをリロードするには、「データ」ページ
またはデータセット・エディタを使用します。データセットが 2つ以上のファイルを使用す
る場合、データセット・エディタを使用して各ファイルを手動でリロードします。データセ
ットがファイルと外部接続の組合せを使用する場合、データセット・エディタを使用して各
ファイルを手動でリロードします。
Oracle Fusion Cloud Applications Suite

Fusion Applications Suiteデータ・ソースのデータおよびメタデータをリロードできます。
Fusion Applications Suiteデータ・ソースが論理 SQLを使用している場合、データのリロー
ドでデータセットの SQL文が再実行されます。

ワークブック・エディタからのデータのロード
ワークブックを編集しているときは、データをリロードすると、ワークブックを最新のデー
タで更新できます。
1. ホーム・ページでワークブックを探して、「開く」をクリックします。
2. 「ビジュアル化」タブをクリックします。
3. 「データ」パネルで、表名を右クリックして、「データのリロード」を選択します。
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データセットの個々の表のリロード
データセット・エディタを使用して、接続を使用する個々のデータセット表のデータ
をリロードします。リロードでは、表のデータ・ソースに問い合せ、現在のデータを
キャッシュにロードします。
そのソースとしてファイルを使用する表をリロードする場合、データセットのファイ
ルのリロードを参照してください。
「リロード」オプションは、「データ・アクセス」フィールドを「自動キャッシュ」に
設定したデータセット表で使用できます。
通常、同時にすべてのデータセットの表をリロードするため、データはすべての表で
一貫性があります。ただし、データセットの表のいずれかのみをリロードすることに
意味がある場合があります。たとえば、データがファクト表で変更されていて、ディ
メンション表のいずれかで変更されていない場合です。
リロードでは、表のプロファイル・データ・プレビュー情報は更新されません。デー
タ・プレビューで最新のデータを表示するには、表のリロード後に表を再度プロファ
イルします。
1. ホーム・ページで、「データ」をクリックしてから、「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 表が含まれるデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「データのリ
ロード」をクリックします。

データセットの表のリロード
「データセット」タブを使用して、接続を使用しており、「データ・アクセス」フィー
ルドが「自動キャッシュ」に設定されたデータセットの表のデータをリロードします。
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リロードでは、表のデータ・ソースに問い合せ、現在のデータをキャッシュにロードします。

ノート:

REST APIを使用した接続をベースとする既存のデータセットのデータは、プログ
ラムでリロードすることも可能です。『REST API for Oracle Analytics Cloud』のデ
ータセットのデータのリロードに関する項を参照してください。

データをリロードすると、ワークブックおよびビジュアライゼーションには現在のデータが
含まれます。データセットのリロードが完了して、ワークブックをリフレッシュした後、最
新データがワークブックおよびビジュアライゼーションに表示されます。
複数の表を含み、そのソースとしてファイルを使用するデータセットをリロードする場合、
または接続から作成された表とファイルの組合せがデータセットに含まれる場合、データセ
ットのファイルのリロードを参照してください。
「データ・アクセス」フィールドが 1つ以上の表に対して「自動キャッシュ」に設定されてい
る場合や、データ・ソース接続に 1つ以上の表の資格証明が含まれている場合、「データのリ
ロード」オプションをすべてのデータセットに対して使用できます。
「データ・アクセス」フィールドが「ライブ」に設定されたデータセット表は、リロードには
含まれません。「データセット表がキャッシュされているかライブであるかの指定」を参照し
てください
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. リロードするデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「データのリロー
ド」をクリックします。
 

 

4. リロードする表を選択し、「今すぐ実行」をクリックします。
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データセットのファイルのリロード
XLSX、XLS、CSVまたは TXTファイルのデータをリロードすると、ワークブックの
コンテンツを確実に最新の状態にできます。
データセットのファイルをリロードすると、ワークブックおよびビジュアライゼーシ
ョンに現在のデータが含まれます。ファイルのリロードが完了して、ワークブックを
リフレッシュすると、最新データがワークブックおよびビジュアライゼーションに表
示されます。
次の点に注意してください。
• データセットが 1つの表を含んでおり、そのソースとしてファイルを使用する場
合、「データ」ページまたはデータセット・エディタを使用してファイルをリロー
ドします。

• データセットが 2つ以上のファイルを使用する場合、データセット・エディタを使
用して各ファイルをリロードします。

• データセットがファイルと外部接続の組合せを使用する場合、データセット・エデ
ィタを使用して各ファイルをアップロードします。データセットの表のリロード
を参照してください。

アップロードを確実に成功させるためにスプレッドシートを構築する方法の詳細は、
データセットのファイルについてを参照してください。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 開くデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「データのリロード」
をクリックします。

4. 「データのリロード」ダイアログで、ファイルをダイアログにドラッグ・アンド・
ドロップするか、「ファイルの選択」をクリックしてファイルを参照します。
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5. 「OK」をクリックします。

データセットのリロード履歴の表示
履歴情報は、データセットのリロードに対してジョブ・レベルと表レベルで生成されます。
データセットのリロード履歴を使用して、リロードの実行方法(手動またはスケジュール)、ジ
ョブ・ステータス、開始時間、終了時間、およびデータ・リロードの量(バイト単位)などの情
報を参照します。ジョブのリロード表に関する情報をドリルすることもできます。たとえ
ば、表のソース名、リロード・ステータスおよび行数などです。
Oracle Analyticsでは、接続を使用するデータセットをリロードすると、履歴情報が生成され
ます。
Oracle Analyticsでは、次を使用するデータセットをリロードすると、履歴情報およびログ・
ファイルが生成されません:

• ファイルのみを使用します。
• 接続およびファイルを使用します。Oracle Analyticsでは、接続を使用するデータセット
の表に対してのみ、履歴情報が生成されます。

• Oracle EPM Cloudまたは Oracle Essbase接続を使用します。
ログ・ファイルは、データのリロードごとに使用できます。リロード・ジョブのログ・ファ
イルの表示またはダウンロードを参照してください。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. リロード履歴情報が必要なデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「検
査」をクリックします。

4. 「履歴」タブをクリックします。
5. リスト内のジョブをクリックし、「一般」タブに移動し、詳細を表示します。
6. オプション: 「ステータス」タブをクリックし、表情報を表示するか、リロードされたす
べての表のリストにアクセスします。表をクリックして、その表に関する詳細なリロード
情報を表示します。
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リロード・ジョブのログ・ファイルの表示またはダウンロ
ード

ログ・ファイルは、データセットのリロードに対してジョブ・レベルと表レベルで生
成されます。
ログは、データセットのリロード・ジョブ・レベルで表示およびダウンロードできま
す。また、ジョブの個別表にドリルしてログ・ファイルを表示することもできます。
これらのログを使用すると、データセットのリロード問題をトラブルシューティング
する上で役に立ちます。
たとえば、データのリロードに問題がある場合、構成に問題があるのか(無効なパスワ
ードや期限切れのパスワードなど)、データが多すぎることが問題なのかを確認する上
で役に立ちます。このような場合、ログ・ファイルには、主な操作のタイム・スタン
プや、処理されたレコード数に関する情報が含まれます。
Oracle Analyticsでは、接続を使用するデータセットをリロードすると、ログ・ファイ
ルが生成されます。
Oracle Analyticsでは、次を使用するデータセットをリロードすると、履歴情報および
ログ・ファイルが生成されません:

• ファイルのみを使用します。
• 接続およびファイルを使用します。Oracle Analyticsでは、接続を使用するデータ
セットの表に対してのみ、ログ・ファイルが生成されます。

• Oracle EPM Cloudまたは Oracle Essbase接続を使用します。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
3. リロード・ログが必要なデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、
「検査」をクリックします。

4. 「履歴」タブをクリックします。
5. ログが必要なジョブをクリックします。
6. 「一般」タブで、 (「ジョブ詳細」メニュー)をクリックし、「ログの表示」を選択し
てログを表示するか、「ログのダウンロード」を選択してログをダウンロードしま
す。
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7. オプション: ジョブによって複数の表がリロードされたときに、特定の表のログ情報を表
示したい場合は、「ステータス」をクリックし、リスト内で表のリロード・タスク名を見
つけてクリックします。

8. オプション: 「ジョブ・タスク・メニュー」をクリックし、「ログの表示」を選択します。
 

 

データセットのプロパティの検査
作成や最終変更がいつであったかや、データ要素のリストなど、データセットに関する情報
にアクセスし、表示します。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. プロパティを検査するデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「検査」を
クリックします。

4. タブをクリックして移動し、データセットのプロパティを検査します。
5. 「閉じる」をクリックします。

データセットの名前と説明の変更
データセットの名前と説明を変更できます。
データセットの名前を変更しても、ワークブックのデータセットへの参照には影響がありま
せん。データセットを使用するワークブックには新しい名前が表示され、引き続き設計どお
りに動作します。データセットをワークブックに追加すると、ワークブックは名前ではなく、
データセットの固有のオブジェクト IDでデータセットに接続します。これは、データセット
が作成および保存されたときに割り当てられたものです。データセットのオブジェクト ID
のコピーを参照してください。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 名前を変更するデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「検査」をクリッ
クします。

4. 「一般」タブをクリックします。
5. 「名前」フィールドに移動して、データセットの名前を変更します。
6. 「説明」フィールドに移動して、データセットの説明を更新します。
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7. 「保存」をクリックします。

データセットのオブジェクト IDのコピー
各データセットは一意で固有のオブジェクト IDが割り当てられています。この IDを
使用すると、Oracle Analyticsのエラーと問題のトラブルシューティングや、ログ・フ
ァイルの検索に役立ちます。
データセットのオブジェクト ID(データセットの名前ではない)はデータセットの参
照、トラッキングおよび管理に使用されます。ほとんどの場合、オブジェクト IDは、
データセットを作成したときに指定した名前に基づいています。データセット名を更
新しても、オブジェクト IDは更新されません。データセットの名前と説明の変更を参
照してください。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
3. コピーする IDのデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「検査」
をクリックします。

4. 「一般」タブをクリックします。
5. 「オブジェクト ID」フィールドに移動して、「コピー」ボタンをクリックします。

データセットのデータ要素の表示
データ要素リストには、データ要素名、データ型および集計などの情報が含まれてい
ます。データ要素の情報を使用して、データセットにビジュアル化および分析するデ
ータが含まれているかどうかを判断できます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
3. データ要素を表示するデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「検
査」をクリックします。

4. 「データ要素」タブをクリックします。
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データセットのソース・ファイルのダウンロード
1つの表と 1つのソース・ファイルを含むデータセットからファイルをダウンロードできま
す。
データセットのソース・ファイルをダウンロードする理由を次に示します:

• データセット・ファイルをアップロードしましたが、元のファイルが削除されたか、失わ
れたか、配置が正しくありません。

• ワークブックをインポートしたため、元のデータセット・ファイルにアクセスする必要が
あります。

データセットのソース・ファイルをダウンロードすると、デフォルトでは、結果のファイル
の形式は、データセットを作成するために使用されたファイルと同じです。ただし、ファイ
ルを保存することを選択すると、ファイル・タイプを変更できます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
3. ダウンロードするデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「ファイルのダ
ウンロード」をクリックします。

4. プロンプトが表示されたら、ファイルを開くか、保存します。

データセットの複製
任意のデータセットを複製できます。データセットを複製してそのコピーを変更した方が、
データセットを最初から作成して構築するよりも早い場合があります。
ユーザーが複製したデータセットの所有者になります。複製したデータセットのデフォルト
名は、コピーしたデータセットの名前に「コピー」が付加されたものです。たとえば、
SAMPLE_REVENUE-Copyのようになります。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックします。
2. 「データセット」タブをクリックします。
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3. 複製するデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「複製」をクリッ
クします。

データセットの削除
データセットが不要になったときにこれを削除します。そうしないと、システムの領
域の解放が必要になります。

ノート:

データセットを完全に削除すると、データセットが除去され、これを使用す
るワークブックが破損します。データセットを削除することを選択すると、
Oracle Analyticsではデータセットを使用するワークブックがリストされな
くなります。データセットを削除する前に、これがどのワークブックでも使
用されていないことを確認する必要があります。

1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「データ」をクリックしま
す。

2. 「データセット」タブをクリックします。
3. 削除するデータセットを見つけて、「アクション」をクリックし、「削除」をクリッ
クします。
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7
データのビジュアル化および分析

このトピックでは、データをビジュアル化および分析する様々な方法について説明します。
ビデオ

トピック:

• ワークブックの構築およびビジュアライゼーションの作成の開始
• ワークブックを編集モードで開く
• ワークブックを編集モードで開くための構成
• ワークブックのデータセットの操作
• データの追加によるビジュアライゼーションの構築
• ビジュアライゼーション・タイプについて
• 統計分析によるビジュアライゼーション内のデータの拡張
• スパーク・チャートを使用したトレンドの検討
• ワークブックの計算済データ要素の作成
• 編集を元に戻すおよびやり直し
• ワークブックのデータのリフレッシュについて
• ワークブックのデータのリフレッシュ
• ワークブックでのデータ問合せの一時停止
• キャンバス・プロパティの使用
• ビジュアライゼーションまたはキャンバスのコピーおよび貼付け
• ビジュアライゼーションのコピーおよび貼付け
• キャンバス上の複数のビジュアライゼーションの処理
• ビジュアライゼーション・タイプの変更
• ビジュアライゼーション・プロパティの調整
• 条件付き書式を使用した重要なデータ・イベントの強調表示
• ビジュアライゼーションへの色の適用
• 列の数値の書式設定
• ビジュアライゼーションの通貨記号の設定
• ビジュアライゼーションへのノートの追加
• ビジュアライゼーションの数値の書式設定
• ビジュアライゼーションでのデータのソート、ドリルおよび選択
• ワークブック内のデータセットの置換
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• ワークブックからのデータセットの除去
• 「マイ計算」の概要
• クラスタまたは外れ値に基づいた計算の作成
• Explainを使用したデータの分析
• ビジュアライゼーションのデータの問題に対する警告について
• ワークブック・サムネイルの設定
• ビジュアライゼーション・ロード・オーバーレイの不透明度の設定

ワークブックの構築およびビジュアライゼーショ
ンの作成の開始

ワークブックを開始するには、データセットを選択および追加し、列を「ビジュアル
化」ページのキャンバスにドラッグ・アンド・ドロップしてビジュアライゼーション
を作成します。
グラフやチャートなどの分析コンテンツを格納および編成するためのワークブックを
作成します。

 チュートリアル
使用可能なデータセットについて確認する場合、データセットのリストを表示し、各
データセットの詳細情報を見つけることができます。データセットのリストおよびそ
の情報の表示を参照してください。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「ワークブック」をクリックします。
2. 「データの追加」ダイアログで、データセットをクリックして「ワークブックに追
加」をクリックします。

3. 「データ・パネル」で、データ列を見つけて「ビジュアル化」キャンバスにドラッ
グ・アンド・ドロップし、ビジュアライゼーションの作成を開始します。

4. 「保存」をクリックします。

ワークブックを編集モードで開く
ワークブックの作成者であれば、表示用に開いているワークブックを編集可能なワー
クブックに変更できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックをクリックして開きます。
2. ワークブックが表示用に開いている場合は、「編集」をクリックします。
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ワークブックを編集モードで開くように構成
ワークブックの作成者は、デフォルトの動作として作成したワークブックを編集モードで開
くようにすることができます。
「ビューアとして開く」プロパティを変更しないかぎり、ワークブックは常にビューア・モー
ドで開きます。
1. ホーム・ページで、ワークブックをクリックして開きます。
2. 「編集」をクリックしてワークブックを編集モードで開き、ワークブックのプロパティの
表示を有効にします。
 

 

3. ワークブックの「メニュー」をクリックし、「ワークブック・プロパティ」を選択します。
4. ビューアとして開くフィールドで、「オフ」をクリックして、ワークブックがデフォルト
で編集モードで開くようにします。

5. 「OK」をクリックします。
6. 「戻る」をクリックしてから、「保存」をクリックします。

ワークブックのデータセットの操作
このトピックでは、ワークブックのデータセットを処理するために必要な知識について説明
します。
トピック:

• ワークブックへのデータセットの追加
• ワークブック内のデータセットの置換
• ワークブックからのデータセットの除去
• ワークブックのデータセットの変更
• データセットのブレンド

ワークブックへのデータセットの追加
ワークブックは複数のデータセットを使用できます。
複数のデータセットを追加する場合、Oracle Analyticsではデータをブレンドします。デフォ
ルトのブレンドを確認するか、データセット間のデータ・ブレンドを更新または追加できま
す。データセットのブレンドを参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。
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2. 「データ」パネルで、「追加」をクリックし、「データの追加」を選択します。
 

 

3. データセットを選択して、「ワークブックに追加」をクリックします。

ワークブック内のデータセットの置換
データセットを置換したときに、Oracle Analyticsでは、置換したデータセットの列を
置換データセットに再度マップする方法を提示します。これらの提示されたマッピン
グを受け入れことも、更新することもできます。
たとえば、ワークブックのテスト・データセットを本番データセットに置換する場合
があります。または、ワークブックとそのビジュアライゼーションをコピーして、重
複したワークブックをテンプレートとして使用できます。重複したワークブックの名
前を変更した後、別のデータセットを追加できます。
データセットを置換すると、指定したデータ・マッピングがワークブックに適用され
ます。たとえば、データ要素を「なし」にマップする場合は、ワークブックのビジュ
アライゼーション、計算およびフィルタから、その特定のデータが除去されます。
1. ホーム・ページで、テンプレートとして使用するワークブックを選択し、「アクシ
ョン・メニュー」をクリックして、「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」ページから「データ」をクリックします。
3. 「データ」ページで「データ・ダイアグラム」をクリックします。
4. 置換するデータセットを見つけ、「アクション」をクリックします。

 

 

5. 「データセットの置換」を選択します。
6. 「データセットの置換」ダイアログで、置換データセットをクリックします。「選
択」をクリックします。

7. ワークブックのビジュアライゼーション、計算およびフィルタの列マッピングをレ
ビュー、更新および指定します。

8. 「置換」をクリックします。
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9. オプション: データセット間のブレンドを追加した場合、データ・ダイアグラムでブレン
ドするデータセット間をクリックし、「データのブレンド」ダイアログで列の一致を追加
します。

ワークブックからのデータセットの除去
ワークブックからデータセットを除去できます。これを行うと、すべてのデータセットの列
がワークブックのビジュアライゼーション、フィルタおよび計算から除去されます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで「データ・パネル」ペインに移動し、除去するデータセッ
トを右クリックして「ワークブックから除去」を選択します。
 

 

3. 「保存」をクリックします。

ワークブックのデータセットの変更
ワークブック・エディタの「データ」ページを使用して、データセット・エディタまたは変
換エディタに移動し、ワークブックのデータセットを表示または変更できます。
データ・ダイアグラムでデータセットのアイコンを見つけて「編集」をクリックすると、デ
ータセットの表示や変更に使用するエディタが表示された新しいウィンドウが開きます。ワ
ークブック・エディタは元のウィンドウで開いたままで、データセットの変更が保存される
とすぐに反映されます。

ノート:

データセットは複数のワークブックおよびデータ・フローで使用できます。データ
セットを変更すると、そのデータセットを使用するすべてのワークブックおよびデ
ータ・フローが影響を受けます。

データセット・エディタについておよびデータのエンリッチおよび変換を参照してください。
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1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. ワークブック・エディタで、「データ」をクリックして「データ」ページに移動し
ます。

3. データ・ダイアグラムでデータセットを見つけ、「開く」ボタンをクリックします。
表示されるウィンドウは、選択したデータセットによって異なります:

• データセットが Oracle EPM Cloud、Oracle Essbaseまたは Google Analytics
接続を使用する場合、変換エディタはウィンドウとして開きます。

• データセットに使用されている接続で複数の表がサポートされている場合
(Oracle Databaseや Oracle Autonomous Data Warehouseなど)は、データセ
ット・エディタがウィンドウで開きます。

4. オプション: データセット・エディタが表示された場合、表示または変更する表の
タブをクリックすると、変換エディタが表示されます。

5. データセットを変更して保存します。

データセットのブレンド
このトピックでは、ブレンド、およびワークブックのデータセットをブレンドする方
法について説明します。
トピック:

• ブレンドの理解
• ブレンド・データの一致しない値について
• データセットのブレンド
• ビジュアライゼーションのデータ・ブレンドの変更

ブレンドの理解
ワークブックに複数のデータセットを追加すると、Oracle Analyticsでは追加したデー
タセット間の列の照合が試みられます。この照合はブレンドと呼ばれます。
ビデオ

たとえば、データセット Aに、データセット Bの属性を拡張する新しいディメンショ
ンが含まれる場合があります。あるいは、データセット Bに、データセット Aにすで
に存在するメジャーとともに使用可能な新しいファクトが含まれている場合がありま
す。
ブレンドでは共通の名前を共有し、既存のデータセットの属性と互換性のあるデータ
型を持つ外部ディメンションと自動的に照合されます。
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ブレンドされていないデータセットは、ワークブックの「データ・パネル」の線で分割され
ます。
 

 

ブレンドされていないデータセットがワークブックに含まれる場合、データ要素とビジュア
ライゼーションの間に制限が存在します。たとえば、ブレンドされていない 2つのデータセ
ットがワークブックに含まれている場合は、一方のデータセットのフィルタ、ビジュアライ
ゼーションまたは計算に、もう一方のデータセットのデータ要素を含めることはできません。
ブレンドの関係はワークブックではなく、表に格納されます。したがって、追加または除去
した一致をブレンドすると、同じ表を使用する他のデータセットに影響を及ぼします。
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Oracle Essbaseまたは Oracle EPM Cloud接続を使用するデータセットはブレンドで
きません。
ワークブックには、様々な接続およびスキーマから複数の表を含むデータセットが含
まれている可能性があります。データセットに複数の表が含まれる場合、表に結合が
含まれます。データセット表の結合の理解を参照してください。ワークブックでは、
複数の表と結合を含むデータセットをブレンドできます。たとえば、ワークブックに
クロス・ファクト分析を含める場合、複数の表を含むデータセットを追加およびブレ
ンドできます。

ブレンド・データの一致しない値について
データセットに表示されるはずのデータ行が欠落することがあり、この場合、データ・
ブレンドに使用するデータセットを指定する必要があります。
データ行の欠落は、ワークブックに属性および値が混在する 2つのデータセットから
のデータが含まれており、1つのソースに一致した値が存在しているがもう 1つのソー
スには存在していない場合に発生することがあります。
次の画像に示すように、行が若干異なる 2つのデータセット(Source Aおよび Source
B)があるとします。Source Aには IN-8が含まれておらず、Source Bには IN-7が含ま
れていないことに注意してください。
 

 
Source Aに対して「すべての行」データ・ブレンド・オプションを選択し、Source B
に対して「一致した行」データ・ブレンド・オプションを選択した場合、次の結果が
表示されます。IN-7は Source Bに存在しないため、結果には nullの Repと nullの
Bonusが含まれます。
 

 
Source Aに対して「一致した行」データ・ブレンド・オプションを選択し、Source B
に対して「すべての行」データ・ブレンド・オプションを選択した場合、次の結果が
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表示されます。IN-8は Source Aに存在しないため、結果には nullの Dateと nullの Revenue
が含まれます。
 

 
Source Aのビジュアライゼーションには属性として Dateが含まれ、Source Bには属性とし
て Repが含まれ、一致する列は Inv#です。ディメンション・ルールのもとでは、一致列も使
用しないかぎり、他方の表からこれらの属性をメジャーとともに使用することはできません。
属性とメジャーの両方を含む表のブレンドの設定が 2つあります。これらは、ビジュアライ
ゼーションで使用されている列に基づいて、各ビジュアライゼーション内で個別に設定され
ます。設定は「すべての行」および「一致した行」であり、ビジュアル化するデータを返す
ときにシステムで使用されるソース行を表します。
システムは、次のルールに従ってデータ・ブレンドを自動的に割り当てます。
• ビジュアライゼーションに一致列が含まれている場合、一致列のあるソースが「すべての
行」に設定されます。

• ビジュアライゼーションに属性が含まれている場合、そのソースは「すべての行」に設定
され、他のソースは「一致した行」に設定されます。

• ビジュアライゼーション内の属性が同じソースから取得されている場合、そのソースは
「すべての行」に設定され、他のソースは「一致した行」に設定されます。

• 属性が複数のソースから取得されている場合、ワークブックの要素パネルの最初にリスト
されているソースは「すべての行」に設定され、他のソースは「一致した行」に設定され
ます。

データセットのブレンド
ワークブックに複数のデータセットが含まれている場合、あるデータセットのデータを別の
データセットのデータとブレンドできます。
ワークブックに複数のデータセットを追加すると、追加されたデータとの一致の検出が試み
られます。共通の名前を共有し、既存のデータセットの属性と互換性のあるデータ型を持つ
外部ディメンションが自動的に照合されます。ブレンドの関係はワークブックではなく、表
に格納されます。したがって、追加または除去した一致をブレンドすると、同じ表を使用す
る他のデータセットに影響を及ぼします。
ブレンドについてを参照してください。
Oracle Essbaseまたは Oracle EPM Cloud接続を使用するデータセットはブレンドできませ
ん。
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ノート:

データセットは、様々な接続およびスキーマから表を含めることができます。
これらのデータセットは、データセット・エディタで定義される結合を使用
します。ワークブックでブレンドを削減または削除するために、可能な場合、
複数の表を含むデータセットを作成し、結合を使用することをお薦めします。
接続からのデータセットの作成を参照してください。

1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 別のデータセットをワークブックに追加するには、「データ」をクリックし、「デー
タ」ページで「データ・パネル」に移動し、「追加」 (+)、「データセットの追加」
の順にクリックします。

3. 「データセットの追加」ダイアログで、データセットを選択し、「ワークブックに追
加」をクリックします。

4. 「データ」ページでデータ・ダイアグラムに移動して、ブレンドするデータセット
を見つけます。

5. データセット・アイコン間の数字をクリックします。
 

 

6. オプション: 列の照合を変更するには、列の名前をクリックして別の列を選択しま
す。
列同士が同じ名前で同じデータ型の場合は、一致する可能性があるとみなされま
す。設定をカスタマイズして、名前が同じでなくても明示的に選択することによっ
て 1つの列がもう 1つの列と一致するように指定できます。選択できるのは、デ
ータ型が一致する列のみです。

7. オプション: 「別の照合の追加」をクリックして、結合する列を表で選択します。
8. オプション: 初めてアップロードするメジャーの場合は、合計や平均などの集計タ
イプを指定します。

9. 「OK」をクリックします。

ビジュアライゼーションのデータ・ブレンドの変更
ビジュアライゼーションのプロパティを変更して、ワークブックのデータ・ブレンド
設定をオーバーライドできます。
Oracle Essbaseまたは Oracle EPM Cloud接続を使用するデータセットは、ブレンド
に使用できません。
ブレンドの理解を参照してください。
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1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. ワークブックでビジュアライゼーションを選択して、プロパティ・パネルで「データセッ
ト」をクリックします。
 

 

3. デフォルトのブレンドを変更するには、「データ・ブレンド」をクリックして「自動」ま
たは「カスタム」のいずれかを選択します。
「カスタム」を選択すると、ブレンドを「すべての行」または「一致した行」のいずれか
に設定できます。
• 少なくとも 1つのソースを「すべての行」に割り当てる必要があります。
• 両方のソースが「すべての行」の場合、表はシステムによって混在のないディメンシ
ョンであると見なされます。

• 両方のソースを「一致した行」に割り当てることはできません。

データの追加によるビジュアライゼーションの構築
このトピックでは、ビジュアライゼーションにデータを追加する方法について説明します。
トピック:

• 選択したデータ要素に対する最善のビジュアライゼーションの作成
• ビジュアライゼーションへのデータの追加
• 別のビジュアライゼーションからのビジュアライゼーションの作成
• ビジュアライゼーションのツールチップの変更

データ追加の様々な方法
様々な方法を使用して「データ・パネル」からデータを追加し、キャンバス上のビジュアラ
イゼーションを作成または更新します。
次のいずれかの方法を使用し、「データ・パネル」からデータを追加します。
• 「データ・パネル」からデータ要素をドラッグし、キャンバスにドロップします。
• 「データ・パネル」でデータ要素を選択するか、[Shift]キーまたは[Ctrl]キーを押しながら
クリックして複数のデータ要素を選択してから、右クリックして特定のビジュアライゼー
ション・タイプまたはオプションを選択し、ビジュアライゼーションを自動的に作成しま
す。
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• 「データ・パネル」でデータ要素をダブルクリックするか、[Shift]キーまたは[Ctrl]
キーを押しながらクリックして複数のデータ要素を選択してから、右クリックして
これらをキャンバスに追加します。

既存のビジュアライゼーションを更新する場合、「データ・パネル」からキャンバス上
の文法パネルまたは割当てペインにデータを追加できます。文法パネルまたは割当て
ペインの領域間でデータ要素を移動できます。ビジュアライゼーションが選択内容に
基づいて更新されます。
「データ・パネル」の「ビジュアライゼーション」タブからビジュアライゼーション・
タイプを選択してデータ要素をキャンバスに追加すると、ビジュアライゼーションを
作成できます。

選択されたデータ要素に最適なビジュアライゼーション
の作成

データ・パネルのデータ要素を選択すると、Oracle Analyticsによって自動的に最善の
ビジュアライゼーションが作成されます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. データ・パネルで 1つ以上のデータ要素を選択して、ビジュアル化するデータを選
択し、右クリックしてから「最良のビジュアライゼーションの作成」をクリックし
ます。
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ビジュアライゼーションへのデータの追加
ワークブックのデータセットを選択した後、メジャーや属性などのデータ要素をビジュアラ
イゼーションに追加し始めることができます。
ビジュアライゼーションをまだ作成していない場合、作成する必要があります。ワークブッ
クの構築およびビジュアライゼーションの作成の開始を参照してください。
データセットから互換性のあるデータ要素を選択し、「ビジュアル化」キャンバスの文法パネ
ルにドロップできます。選択に基づいて、キャンバスにビジュアライゼーションが作成され
ます。文法パネルには、「列」、「行」、「値」、「カテゴリ」などのセクションがあります。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. ワークブックを作成した場合は、ワークブックにデータセットを追加します。
3. 「データ・パネル」で 1つ以上のデータ要素を選択してから次のいずれかの方法を使用す
ることにより、ビジュアル化するデータを選択します:

• 右クリックして、「選択済ビジュアライゼーションに追加」をクリックします。
 

 

• 右クリックして「ビジュアライゼーションの選択」を選択し、ビジュアライゼーショ
ン・タイプ(表やヒート・マップなど)を選択します。

• それらをビジュアライゼーション・キャンバスまたは「文法パネル」にドラッグ・ア
ンド・ドロップします。
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データの追加に関するヒント
• ビジュアライゼーションのコンポーネントを理解しやすくするために、ビジュアラ
イゼーションにカーソルを合せ、「割当ての表示」をクリックして、ビジュアライ
ゼーション・コンポーネント(チャートの X軸や Y軸など)に注釈を付けます。
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• 「文法パネル」を使用して、ビジュアライゼーション・コンポーネント(追加、除去、順序
変更など)を構成します。
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• データセットがナレッジ・エンリッチメントで強化されている場合、データセット
内の標準のデータ要素と同じように表示されている要素ツリー内にナレッジ・エン
リッチメントが表示されます。この例では、Oracle Analytics管理者が人口および
他の都市関連データを Oracle Analyticsに追加しています。CITYデータセットに
基づいてワークブックを作成する場合、人口およびその他のデータ要素をビジュア
ライゼーションに直接追加できます。
 

第 7章
データの追加によるビジュアライゼーションの構築

7-16



 

割当てパネルを使用したビジュアライゼーションへのデータ
の追加

割当てパネルを使用すると、コンテンツの検索に最適な場所にデータ要素を配置しやすくな
ります。
データ要素を割当てパネルに追加するには、ワークブックに 1つ以上のデータセットが含ま
れている必要があります。割当てパネルのセクションは文法パネルと同じです。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. ビジュアライゼーションにカーソルを合せ、「割当ての表示」をクリックして、ビジュア
ライゼーション・コンポーネント(チャートの X軸や Y軸など)を表示します。
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3. データ要素をビジュアライゼーションにドラッグし、割当てにカーソルを合せま
す。有効な割当てにカーソルを合せると、緑色のクロスが表示されます。

4. 選択した割当てにデータ要素をドロップします。

ビジュアライゼーションを別のビジュアライゼーション
から作成

ビジュアライゼーションは、あるビジュアライゼーションから新しいビジュアライゼ
ーションに列をドラッグ・アンド・ドロップすることによって作成できます。
この方法を使用すると、既存のビジュアライゼーションから直接列を選択することで、
既存のビジュアライゼーションに基づいて新しいビジュアライゼーションをモデリン
グするのに役立ちます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「編集」をクリックして、作成者モードでワークブックを入力します。
3. ビジュアライゼーションを作成するためのソースとして使用するビジュアライゼ
ーションを選択します。

4. 「文法パネル」上部の「文法」をクリックして、「文法」ペインを表示します。
5. 「文法」ペインの列をビジュアライゼーション間のエッジにドラッグ・アンド・ド
ロップして、キャンバスにビジュアライゼーションを作成します。

6. ソース・ビジュアライゼーションを選択し、追加の列を新しいビジュアライゼーシ
ョンにドラッグ・アンド・ドロップします。
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ビジュアライゼーションのツールチップの変更
ビジュアライゼーションでデータ・ポイントにカーソルを合せると、ツールチップが表示さ
れ、データ・ポイントに関する特定の情報が提供されます。すべてのツールチップを表示す
るか、文法パネルの「ツールチップ」セクションに含まれるメジャーのみを表示するかを選
択できます。
たとえば、南北アメリカ地域の国の収益を示す単純な棒グラフのビジュアライゼーションを
作成すると、ツールチップには地域の名前、国の名前、および正確な収益金額が表示されま
す。文法パネルの「ツールチップ」セクションにターゲット収益を追加すると、ターゲット
収益金額がツールチップに表示され、ユーザーは実際の収益をターゲット収益と簡単に比較
できます。ツールチップにターゲット収益金額のみを含める場合は、「一般プロパティ」ペイ
ンの「ツールチップ」フィールドを「ツールチップ文法のみ」に設定します。
次の制限に注意してください。
• 文法パネルの「ツールチップ」セクションにはメジャー列のみをドラッグ・アンド・ドロ
ップできます。

• 文法パネルの「ツールチップ」セクションは、すべてのビジュアライゼーション・タイプ
に表示されるわけではありません。

1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. キャンバスでビジュアライゼーションを選択します。
3. 「データ・パネル」から文法パネルの「ツールチップ」セクションに 1つ以上のメジャー
列をドラッグ・アンド・ドロップします。
ビジュアライゼーションでデータ・ポイントにマウス・ポインタを合せると、ツールチッ
プが表示されます。デフォルトで、「ツールチップ」フィールドは「すべてのデータ」に
設定されるため、ツールチップにはビジュアライゼーションに含まれるすべての列のデー
タ・ポイント値が含まれます。「ツールチップ」セクションに追加した列のデータ値は、
ツールチップの下部に表示されます。

4. オプション: 「ツールチップ」フィールドを使用して、必要なデータ値のみを表示したり、
ツールチップをオフにします。
• 「ツールチップ」セクションにドラッグした列のみのデータ値をツールチップに表示
する場合は、「ツールチップ」フィールドを「ツールチップ文法のみ」に設定します。

• ツールチップを表示しない場合は、「ツールチップ」セクションに列がないことを確
認し、「ツールチップ」フィールドを「ツールチップ文法のみ」に設定します。

ビジュアライゼーション・タイプについて
Oracle Analyticsには数多くのビジュアライゼーション・タイプがあり、ほぼすべてのデータ
分析シナリオで使用できます。
• 棒グラフ
• フィルタおよびその他のビジュアライゼーション・タイプ
• 地理空間グラフ
• グリッド・グラフ
• 折れ線グラフ
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• ネットワーク・グラフ
• 円グラフおよびツリーマップ・グラフ
• 散布図

棒グラフ
棒グラフは、最も一般的に使用されるビジュアライゼーション・タイプの 1つです。
これを使用して、カテゴリにまたがるデータを比較し、外れ値を特定して、過去の高
いデータ・ポイントおよび低いデータ・ポイントを明らかにできます。

ビジュアライゼーション・
タイプ

詳細情報

棒 垂直フォーマットの 1つのカテゴリ変数を使用して長期にわたる
データのグループを比較し、この使用は大規模な変更を示す場合
に最も適しています。

ボックス・プロット 四分位数を通じて数値データのグループを示し、垂直フォーマッ
トで外れ値を識別します。

バタフライ データを中央の同じ X軸を使用する 2つの横棒としてプロット
し、視覚的に蝶の羽に似ています。

組合せ 様々なタイプのデータを様々な方法で同じグラフ内にすべて表示
します。

横 100% 横長の矩形のバーの形式でデータをグラフ化し、各バーの長さは
100%です。

横棒 横長の矩形のバーの形式でデータをグラフ化し、バーの長さは、
表す値に比例します。

横ボックス・プロット 四分位数を通じて数値データのグループを示し、水平フォーマッ
トで外れ値を識別します。

横積上げ 数値を 2つのカテゴリ変数にわたり横棒フォーマットでレンダリ
ングします。

オーバーレイ・チャート マルチレイヤー文法エクスペリエンスおよび積上げ棒グラフのサ
ポートを備えた高度な組合せチャートを有効にします。

100%積上げ棒 各垂直棒の長さが 100%である 1つのカテゴリ変数における数値
を表示します。負の値が含まれるデータは、0%のベースラインの
下に垂直棒が伸びます。

積上げ棒 1つのカテゴリ変数ではなく 2つのカテゴリ変数にわたる数値を
調べることで、標準の棒グラフを拡張し、この使用はグループの
合計サイズを表示する場合に最も適しています。

ウォーターフォール ある項目の開始値が最終値になる過程を示し、X、Y、Z軸により
中間値を表示するものであり、これは経営陣向けプレゼンテーシ
ョンで有効です。

フィルタおよびその他のビジュアライゼーション・タイプ
次に示すビジュアライゼーション・タイプを使用すると、データを活用しやすくなり
ます。
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ビジュアライゼーション・タ
イプ

詳細情報

ダッシュボード・フィルタ ユーザーがコンテンツをフィルタして、関心のあるデータを表示できる
ようになります。フィルタを書式設定して、表示方向(水平/垂直)の設定
や、「適用」および「リセット」ボタンの追加、折返しのオンまたはオ
フを実行できます。
「ビジュアル化」キャンバスと「表示」キャンバスにプレゼンテーショ
ン・モードで表示され、日付、メジャーおよび属性の各列に対して使用
できます。ダッシュボード・フィルタ・ビジュアライゼーションを使用
してデータのフィルタを参照してください。

言語での説明 データセット内の属性とメジャーに関する自然言語での説明を、ブレー
クダウンやトレンドという形で提供します。

リスト ワークブック・キャンバス上のデータをリスト・フォーマットのビジュ
アライゼーションとしてフィルタ処理します。

スぺーサ ワークブックのキャンバス上にあるビジュアライゼーションの間にス
ペースを入れます。スペースに線を入れて書式設定し、ビジュアライゼ
ーションの間の境界を表すことが可能です。

タグ・クラウド タグやキーワードなど、テキスト・データの単語の頻度分析を表示しま
す。

テキスト・ボックス テキストをワークブック・キャンバスに追加するための包含領域を提供
します。

タイル カード・スタイルの複合的なビジュアライゼーションを作成でき、これ
には最大 5つのメジャーの追加と、プライマリ・メジャーとセカンダ
リ・メジャーのラベルや値のレイアウトとポジショニングの指定が可能
です。タイルの文法要素は、ビジュアライゼーションを作成する際に、
文法パネルに自動的に追加されます。

タイムライン 期間内のイベントまたはオブジェクトの連続したビューを示します。

地理空間グラフ
地理空間グラフでは、Google Maps、Mapboxおよび EZ Mapなどの多くの一般的なマップ
APIのサポートにより、データをマップにオーバーレイできます。

ビジュアライゼーション・タ
イプ

詳細情報

イメージ アップロードされたイメージをマップまたは他のビジュアライゼーシ
ョンの背景として使用します。

マップ 地理的に関連するデータをマップ形式で表示し、各リージョンのデータ
の分布または比率の分析に最も使用されます。

マルチレイヤー・マップ マップ・グラフに基づいており、データ・レイヤー機能を使用して、単
一のマップ・ビジュアライゼーションに、複数のデータ系列(ディメン
ションおよびメトリックの異なるセット)を表示します。

REST背景 マップ・グラフに基づいており、カスタム REST APIを使用して、デー
タをマップ背景に変換します。

グリッド・グラフ
グリッド・グラフでは、データ、またはグリッドのコンテンツを識別するデータおよびラベ
ルのグラフィック表現を含む行および列構造が使用されます。
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ビジュアライゼーション・
タイプ

詳細情報

相関マトリックス 変数間の相関係数を含む表を表します。
グリッド・ヒート・マップ 2つの軸変数にわたる主要な変数を色付きの四角形のグリッドと

してプロットします。
統計図表 アイコンを使用して、母集団の様々な部分の絶対数または相対サ

イズを視覚化します。
ピボット 表と似ていますが、列および行のデータ値のグループを要約およ

び集計します。
表 行および列のデータを表形式で表示します。

折れ線グラフ
折れ線グラフにより、いくつかの異なるデータ・ポイントを単一の連続した数列とし
てつなげることができます。これを使用すると、他の値と比較したときのある値の変
更を特定できます。

ビジュアライゼーション・
タイプ

詳細情報

領域 軸と線の間の面が塗りつぶされた折れ線グラフに基づきます。こ
のグラフは、時間の経過に伴う変更の量を示し、トレンド全体の
合計値の評価に役立ちます。

100%面 面グラフに基づきますが、グラフ全体は 100%塗りつぶされてい
ます。

折れ線 時間の経過に伴う一連の値全体を線の書式で示しています。
レーダー面 レーダー折れ線グラフに基づいていますが、折れ線の間の面は塗

りつぶされています。
レーダー棒 レーダー折れ線グラフに基づき、軸上の各変数およびデータをす

べての軸にわたる多角形としてプロットすることで、多変量デー
タを表します。

レーダー折れ線 多変量データを、同じポイントから始まる軸で表される 3つ以上
の定量的変数の 2次元チャートの形式で表示します。

積上げ面 面グラフに基づいており、合計値をトラッキングするだけではな
く、合計のグループ別の内訳を表示する場合に便利です。

ネットワーク・グラフ
ネットワーク・グラフは、線、ノードまたは他のグラフィックを使用してエンティテ
ィ間の関係を明確にします。

ビジュアライゼーション・
タイプ

詳細情報

コード図 エンティティ間のフローまたは関係(多対多接続)を表しており、共
通性がある場所が識別されます。

循環ネットワーク ネットワーク・グラフに基づいていますが、循環フロー内で接続
が発生する方法を示しています。
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ビジュアライゼーション・
タイプ

詳細情報

ネットワーク スキーマまたはネットワーク・マップおよびその接続を表してい
ます。

パラレル座標 通常、縦方向で等間隔の nパラレル行で構成される背景とともに
n次元空間内の一連のポイントを示します。

サンキー 矢印の幅がフロー・レートに比例するフロー・ダイアグラムを示
しており、マテリアル・フロー分析の実行に有用です。

ツリー図 一連の独立したイベントまたは条件付き確率をノード・ツリー・
ダイアグラムで表しており、その各ノードはイベントを表し、そ
のイベントの確率と関連付けられています。

円グラフおよびツリーマップ・グラフ
円グラフは、一定の時間枠におけるデータの割合を円全体のデータ・スライスとして表示し、
ツリーマップ・グラフは、様々なセグメントを四角形全体内の小さい長方形のデータとして
ビジュアル化します。

ビジュアライゼーション・タ
イプ

詳細情報

ドーナツ 円グラフに基づいていますが、中央は空洞です。関連する値と比例する
複数のセグメントに分割されます。

円 円の統計グラフを示し、数値比率を表すスライスに分割されます。
サンバースト 階層データを表示し、階層の各レベルは 1つの円によって表され、それ

に含まれる最も内側の円は最上部の階層です。
ツリーマップ 階層(またはツリーベースの)構造にグループ化およびネストされたデ

ータを表し、パターンを迅速に識別する場合に役立ちます。

散布図
散布図により、変数のいずれかが他の変数の有効な予測材料である場合や、変数がそれ自体
で変化する場合に、複数の変数間の関係を解釈できます。クラスタまたはトレンド線を追加
して、散布図をより掘り下げることできます。

ビジュアライゼーション・タ
イプ

詳細情報

カテゴリ 方向を関連付けることもできるエッジ(または弧)と呼ばれるリンクに
よって接続されている一連の頂点(またはノード)を示します。

散布 ドットにより 2つの数値変数の値が表され、この場合、横軸と縦軸上の
各ドットの位置が、個々のデータ・ポイントの値を示しています。散布
図は、変数間の関係を確認する場合に適しています。

積上カテゴリ 値がカテゴリ別に積み上げられているカテゴリ・グラフに基づきます。
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統計分析によるビジュアライゼーション内のデー
タの拡張

統計分析を使用すると、ワークブックで、クラスタや外れ値の強調表示、予測の追加、
トレンド線や基準線の表示を行えるようになります。
トピック:

• 統計分析を開始する前に
• ビジュアライゼーションには、どのような統計分析を追加できますか。
• ビジュアライゼーションへの統計分析の追加
• ビジュアライゼーションへの基準線の追加

統計分析を開始する前に
ワークブックに予測や外れ値、トレンド線などの統計分析を追加するには、「データ・
パネル」の「統計」ペインにある、すぐに利用可能な分析を使用するか、構成を細か
く制御する必要がある場合は式ビルダーの関数を使用します。

Oracle Analyticsでは、「データ・パネル」の「統計」ペインから様々な統計分析を追
加できますが、この分析は完全に構成済であるため、統計の専門家でなくとも結果を
出すことが可能です。
 

 

これらの統計の基本的なオプションは、「文法パネル」で構成できます。たとえば、ビ
ジュアライゼーションで Out-of-Policy Expenses by Monthを分析する場合には、「期
間」オプションで予測する月数を指定します(この例の'3'では、最後のデータ・ポイン
トである 12月から 3か月間の 1月、2月、3月が予測されます)。
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統計の設定をさらに細かく制御する必要がある場合や、別のビジュアライゼーションの分析
を使用する場合は、計算の追加を検討し、式ビルダーを使用して同等の関数を定義します。
(「データ・パネル」の「データ」ペインから、「追加」(+)、「計算の作成」の順にクリックし、
式ビルダーを表示します。)たとえば、FORECAST()関数を使用します。
 

 

「計算済データ要素の作成」を参照してください。
また、「マイ計算」に格納されているクラスタや外れ値に基づいて計算を作成することも可能
なため、ワークブックの別のキャンバスにある計算を再利用できます。クラスタまたは外れ
値に基づいた計算の作成を参照してください。

ビジュアライゼーションには、どのような統計分析を追加で
きますか。

次に示す統計分析をビジュアライゼーションに追加することで、データに対するより優れた
インサイトを得られます。
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予測
予測関数は、線形回帰を使用して、既存の値および線形トレンドに基づいて将来の値
を予測します。
既存の時系列データに基づいて、値を予測する将来の期間の数値を設定できます。ビ
ジュアライゼーションへの統計分析の追加を参照してください。
Oracleでは、次の予測モデル・タイプをサポートしています:

• 自己回帰和分移動平均(ARIMA) - 過去の時系列データが非季節性であるが、将来を
説明し予測するために十分な観測値(少なくとも 50、できれば 100を超える観測
値)を提供する場合に使用します。

• 季節性 ARIMA - データに一定期間にわたって繰り返される定期的な変化のパター
ンがある場合に使用します。たとえば、月次データの季節性は、夏の月に高い値を
示し、冬の月に低い値を示します。

• 三重指数平滑化(ETS) - 明確なパターンを持たない反復時系列データを分析する場
合に使用します。このモデル・タイプは、データが時間の経過とともに一定の間隔
で繰り返される傾向を考慮した指数移動平均を生成します。

また、設定をより細かく制御する場合や、他のビジュアライゼーションで予測を使用
する場合は、FORECAST関数を使用してカスタム計算を作成します。時系列関数を参照
してください。
クラスタ
クラスタ関数は、同じグループのオブジェクトが別のグループのオブジェクトよりも
相互にコヒーレンスと近似性を示しているという方法で、オブジェクトのセットをグ
ループ化します。たとえば、散布図で色を使用して、様々なグループのクラスタを示
すことができます。ビジュアライゼーションへの統計分析の追加を参照してくださ
い。
• K平均法クラスタリング - クラスタのプロトタイプとして機能する、最も近い平均
のクラスタに各観測値が属するように、"n"観測値を"k"クラスタにパーティション
化する場合に使用します。

• 階層的クラスタリング - 凝集(ボトムアップ)アプローチまたは分割(トップダウン)
アプローチのいずれかを使用して構築されたクラスタの階層を作成する場合に使
用します。
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また、設定をより細かく制御する場合や、他のビジュアライゼーションでクラスタを使用す
る場合は、CLUSTER関数を使用してカスタム計算を作成します。分析関数を参照してくださ
い。
外れ値
外れ値関数は、個々の値の平均期待値から最も離れた位置にあるデータ・レコードを表示し
ます。たとえば、他の観測値から最も逸脱している極値は、このカテゴリに該当します。外
れ値は、測定のばらつき、実験誤差、または新規性を示している可能性があります。すでに
クラスタがあるチャートに外れ値を追加すると、外れ値は様々な形で示されます。
外れ値は、K平均法クラスタリングまたは階層的クラスタリングを使用できます。ビジュア
ライゼーションへの統計分析の追加を参照してください。
また、設定をより細かく制御する場合や、他のビジュアライゼーションで外れ値を使用する
場合は、OUTLIER関数を使用してカスタム計算を作成します。分析関数を参照してください。
基準線
基準線関数は、X軸または Y軸の値に対応する水平線または垂直線をチャートに定義します。
ビジュアライゼーションへの基準線の追加を参照してください。
• 線 - 平均、最小または最大の間の線を計算するように選択できます。たとえば、航空業界
では、搭乗率を時間に対してプロットすると、基準線は、特定の月の搭乗率が平均を上
回っているか下回っているかを示すことができます。

• 範囲 - 範囲は、データ・ポイントの上限と下限の範囲を表します。カスタム・オプション
または標準偏差関数を、平均、最大および最小の間で選択できます。たとえば、月別の売
上を分析していて、平均値から最大値までのカスタム基準範囲を使用した場合、売上が平
均値を上回っているが最大値を下回っている月を特定できます。

トレンド線
トレンド線関数は、対象となっているメトリックの一般的な経過を示します。トレンド線は、
グラフ上の複数のポイントを結ぶ直線です。トレンド線は、ビジュアライゼーション内の値
セットのグループの特定の方向性を分析するのに役立ちます。ビジュアライゼーションへの
統計分析の追加を参照してください。
• 線形 - 線形データで使用します。データ・ポイントのパターンが線に似ている場合、デー
タは線形です。線形トレンド線は、メトリックが一定の割合で増加または減少しているこ
とを示します。

• 多項式 - データが変動する場合は、この曲線を使用します。大規模なデータセットの損益
を分析する場合などに役立ちます。

• 指数 - データ値が上昇または下降する割合が次第に高くなる場合は、この曲線を使用しま
す。データにゼロまたは負の値が含まれている場合、指数トレンド線を作成することはで
きません。

また、設定をより細かく制御する場合や、他のビジュアライゼーションでトレンド線を使用
する場合は、TRENDLINE関数を使用してカスタム計算を作成します。分析関数を参照してくだ
さい。
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ビジュアライゼーションへの統計分析の追加
統計分析を使用すると、ワークブックで、クラスタや外れ値の強調表示、予測の追加、
トレンド線や基準線の表示を行えるようになります。
ビジュアライゼーション内の分析関数を使用するには、次を実行する必要があります:

• DVMLをインストールします。
Windowsで、「スタート」に移動し、システムの Oracleフォルダを参照して展開
し、DVMのインストールをクリックします。
Macで、「アプリケーション」に移動し、「Oracle Analytics Desktop Configure
Python」をクリックします。

• 1つ以上の分析関数を適用できるワークブックまたはビジュアライゼーションを
作成します。

1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 追加する分析のタイプに必要なデータが、ビジュアライゼーションにあることを確
認します。
たとえば予測の場合は、少なくとも 1つの時間ディメンションと、メジャーまたは
メトリックが必要です。

3. 「データ・パネル」または「文法パネル」で、「分析」アイコン をクリックしま
す
 

 

4. 「分析」ペインからビジュアライゼーションに、必要な分析をドラッグ・アンド・
ドロップします。

5. 分析の構成には、「文法パネル」の「分析」ペインを使用します。
たとえば予測を追加する場合は、モデル・タイプや予測する期間の数値を変更でき
ます。
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「統計の追加」
 

 

ビジュアライゼーションへの基準線の追加
基準線を使用すると、ビジュアライゼーションの中で、平均、中央値、パーセンタイル、お
よび類似の情報を識別できます。
パラメータ値を使用して基準線または範囲をビジュアライゼーションに配置する場合、パラ
メータをビジュアライゼーションの基準線または範囲の日付値や日付範囲にバインドできま
す。基準線または範囲へのパラメータのバインドを参照してください。
「文法」パネルの「分析」ペインで基準線を構成する場合、たとえば、「タイプ」オプション
を選択して線や範囲を表示したり、「関数」オプションを使用してデフォルトの線を「平均」
や「パーセンタイル」、「上位 N」に変更したり、日付列や日付順序列の「Z順序」オプション
を使用して、ビジュアライゼーションの前または後ろに基準線を配置したりできます。「市区
町村」などの日付以外の属性列を選択する場合、基準線を表示するための「シカゴ」などの
値を選択できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」を選
択します。

2. 「データ・パネル」で、「分析」アイコン をクリックします。
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3. 「統計の追加」 をクリックして、「基準線」を選択します。
4. 「列」を使用して、メジャー属性、日付属性、または日付以外の属性を選択します。
5. 「分析」ペインで、更新するプロパティを選択します。
6. 「保存」をクリックします。

スパーク・チャートを使用したトレンドの調査
タイル・ビジュアライゼーションにスパーク・チャートを追加すると、集計データの
トレンドを時間の経過とともに表示できます。
スパーク・チャートの線上にある赤い点は最小値を、緑の点は最大値を示します。ツ
ールチップには、選択したカテゴリの最初、最後、最小、最大、平均の集計値が表示
されます。カーソルをスパーク・チャート上の任意の場所に置くと、ツールチップが
表示されます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 自動インサイトを閉じます。
3. 「データ」ペインで、メジャーをキャンバスにドラッグします。
4. 「データ」ペインで、時間ベースのデータ要素をカテゴリ(チャート)にドラッグし、
タイル・ビジュアライゼーションにスパーク・チャートを追加します。たとえば、
「月」を選択してドラッグします。

5. フィルタを追加する場合は、「データ」ペインから「フィルタを追加するにはデー
タをドラッグするか、ここをクリックしてください」にデータ要素をドラッグしま
す。
たとえば、「年」です。
フィルタにより、スパーク折れ線が変化し、フィルタされたデータのトレンドが表
示されます。

6. スパーク・チャートの表示設定を変更する場合は、「プロパティ」ペインの「一般」
をクリックします。
• 「チャート」をクリックして、スパーク・チャート(「面付き折れ線」、「折れ線」、
「棒」、「面」)のいずれかを表示します。

• 「色」をクリックして、スパーク・チャートに色を割り当てます。
• 「位置」をクリックして、チャートをプライマリ・タイル・メジャーの後また
は下に配置します。

• 「幅」または「高さ」をクリックして、スパーク・チャートのサイズを指定し
ます。

• 「高/低マーク」をクリックして、緑と赤の点で表示される高と低のマークを非
表示または表示します。

• 「基準線」をクリックして、基準線を表示または除去します。「平均」オプショ
ンを使用して、平均のトレンドを示す基準線を表示します。「なし」を使用し
て、基準線を除去します。

7. 「保存」をクリックします。
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ビジュアライゼーションでのデータのソート
ビジュアライゼーションで大量のデータを操作する場合があります。そのデータの表示をワ
ークブックのビジュアライゼーション・キャンバスで最適化するには、データをソートする
必要があります。
ワークブックにビジュアライゼーションがない場合は、作成します。ワークブックの構築お
よびビジュアライゼーションの作成の開始を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、次のいずれかを実行します。
• メインの編集パネルで、ソートするデータ要素をクリックし、要素ラベルの横の「ソ
ート基準」にカーソルを合せて、ソート・オプション(「低から高」、「高から低」、「な
し」など)を選択します。

• ビジュアライゼーション文法パネルの「グラマー」ペインでソートするデータ要素を
右クリックし、「ソート基準」にカーソルを合せてソート・オプション(「低から高」、
「Aから Z」、「なし」など)をクリックします。
 

 

編集を元に戻すおよびやり直し
最後のアクションを元に戻し、その後やり直すことが、すばやくできます。たとえば、選択
したビジュアライゼーション・タイプが適切ではない場合に別のタイプを試したり、データ
にドリルする前の時点に戻ることができます。
「元に戻す」および「やり直し」オプションは、別のビジュアライゼーションを試みる場合に
便利です。最後にワークブックを保存してから行ったすべての編集を元に戻すことができま
す。ただし、編集を元に戻し、その後やり直すことができない場合があります。たとえば、
「データセットの作成」ページで、Oracle Applicationデータ・ソースからワークブックでデー
タセットとして使用する分析を選択したとします。次のステップで、「元に戻す」オプション
を使用してデータセットを除去する場合、この変更をやり直すことはできません。
• 編集を元に戻すかやり直すには、ワークブック・ツールバーまたはデータセット・ツール
バーに移動し、「最後の編集を元に戻す」または「最後の編集をやり直し」をクリックし
ます。変更を加えてからワークブックを保存していない場合にのみ、これらのオプション
を使用できます。
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• ワークブックで作業している場合、ワークブック・ツールバーで「メニュー」をク
リックし、「保存済に戻す」を選択し、ワークブックを最後に保存してから加えた
すべての編集を元に戻します。「保存済に戻す」は、最初にワークブックを保存し
た後に有効になります。このオプションは、「自動保存」オプションを選択した場
合、自動的に無効になります。

データがないビジュアライゼーションに関するカ
スタム・エラー・メッセージの作成

ワークブックに表示するデータがないビジュアライゼーションに表示する独自のメッ
セージを作成できます。
選択したデータ要素およびビジュアライゼーションのフィルタで結果が生成されない
場合、「データが見つかりません」というメッセージが表示されます。ワークブック作
成者は、カスタム・メッセージを作成して、ビジュアライゼーションに結果が表示さ
れない理由を説明できます。たとえば、ビジュアライゼーションにデータが含まれて
いない場合に表示される、'There is no data for the selected year'というカスタム・エ
ラー・メッセージを作成できます。メッセージは、ワークブックのすべてのビジュア
ライゼーションに表示されます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. ワークブックの「メニュー」、「ワークブック・プロパティ」の順にクリックしま
す。

3. 「データ・テキストがありません」の場合、「自動」をクリックして「カスタム」を
選択します。

4. カスタム・エラー・メッセージのテキストを入力します。
5. 「OK」をクリックします。

ワークブックのデータのリフレッシュについて
ワークブックで現在のデータが確実に使用されるようにするには、ワークブックのデ
ータをリフレッシュする必要があります。
ワークブックの「データのリフレッシュ」ボタンをクリックすると、キャンバス上で
ビジュアライゼーションの問合せが実行されます。データセットを構成する方法およ
び使用するデータ・ソースによって、キャンバスがリフレッシュされたデータを取得
する場所が決まります。
データセット表のアクセス・モードが「ライブ」に設定されている場合、表はプレゼ
ンテーション・キャッシュをバイパスして、ソースから新しいデータをフェッチしま
す。データセット表のアクセスが「自動キャッシュ」に設定されている場合、表はキ
ャッシュされたデータを再度問い合せます。
データをリフレッシュしても、データ・キャッシュのリロードはトリガーされません。
キャッシュされたデータが古い場合があります。データをリフレッシュしてもデータ
が最新でない場合、データセットのリロードが必要になる場合があります。データセ
ットのデータのリロードを参照してください。
ワークブックのデータセットを置き換えるのではなく、リフレッシュすることをお薦
めします。データセットを置き換えると、破損することがあります。次の結果を理解
している場合にのみ、データセットを置き換えてください:
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• 列とデータ型が既存のデータセットと新しいデータセット間で一致していない場合、デー
タセットを置き換えると、既存のデータセットを使用しているワークブックが破損しま
す。

• 既存のデータセットで変更または追加された列が失われ、データセットを使用するワーク
ブックが多くの場合に破損します。

ワークブックのデータのリフレッシュ
ワークブックのデータをリフレッシュして、ビジュアライゼーションに最新のデータが含ま
れるようにします。
ワークブックのデータのリフレッシュについてを参照してください。
「キャンバスを開いたときにデータをリフレッシュ」、「データの自動リフレッシュ」および
「リフレッシュ間隔」プロパティを設定して、キャンバスのデータが自動的にリフレッシュさ
れるようにすることができます。キャンバス・データ・リフレッシュ・プロパティについて
を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、ワークブック・ツールバーに移動して「データのリフレ
ッシュ」をクリックします
 

 
。
ヒント: 特定のデータセットのデータをリロードするには、「データ」または「ビジュアル
化」ペインで、「データ」パネルのデータセットを右クリックし、「データのリロード」を
クリックします。

ワークブックでのデータ問合せの一時停止
データの自動適用オプションを無効にすると、ワークブックでビジュアライゼーションのコ
ンテンツを変更したときに、新規問合せの発行を一時停止できます。
変更ごとにデータ更新を待つことなく、すばやくビジュアライゼーションを構成できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。
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2. 「ビジュアル化」をクリックします。
3. データの自動適用ボタンをクリックしてデータ問合せを一時停止します。
データ問合せは一時的に無効になります。

4. ワークブックのビジュアライゼーションを変更します。
変更が表示されますが、データは更新されておらず、スキップされたデータ・リク
エスト数を示すバブルが表示されます。

5. データをすぐにリフレッシュする場合、バブルをクリックします。
データ問合せはまだ無効のままです。

6. データの自動適用ボタンをクリックしてデータ問合せを再度有効にします。

キャンバス・プロパティの使用
レイアウト、幅、高さ、キャンバス上のビジュアライゼーションも同期化およびデー
タのリフレッシュなどのキャンバス・プロパティを操作できます。
トピック:

• キャンバス・レイアウト・プロパティについて
• キャンバス・プロパティの更新
• キャンバス・グリッド・ガイドラインを使用したビジュアライゼーションの配置
• キャンバス上のビジュアライゼーション間におけるブラッシングについて
• キャンバスでのビジュアライゼーションの同期化について
• キャンバス・データ・リフレッシュ・プロパティについて

キャンバス・プロパティの更新
キャンバス・プロパティ・ダイアログを使用して、多くの異なるタスクを実行できま
す。たとえば、ツールチップとして表示される説明の追加、レイアウトの変更、ブラ
ッシング、ビジュアライゼーションの同期、キャンバス・リフレッシュ設定の構成な
らびに背景色およびイメージの指定を行います。
キャンバスのグリッド設定およびレイアウト位置設定オプションを切り替えることも
できます。キャンバス・グリッド・ガイドラインを使用したビジュアライゼーション
の配置を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. キャンバス・タブを右クリックして「キャンバスのプロパティ」をクリックしま
す。

3. キャンバス・プロパティを更新します。
4. 「保存」をクリックします。

キャンバス・レイアウト・プロパティについて
キャンバス上でビジュアライゼーションのレイアウト、幅および高さを構成できます。
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キャンバス・レイアウト・プロパティ設定を使用して、キャンバスでのビジュアライゼーシ
ョンの表示方法を構成します。
レイアウト
ビジュアライゼーションが、キャンバスに自由書式または自動調整で表示されるかを構成し
ます。
• 自動調整 – ビジュアライゼーションが複数ある場合、キャンバスでビジュアライゼーシ
ョンを自動配置、つまり正しく整列するために使用します。ビジュアライゼーションの端
を適切な大きさになるようにドラッグしてサイズを変更することもできます。

• 自由書式 - ビジュアライゼーションを配置するビジュアライゼーションの間のスペース
に、ドラッグ・アンド・ドロップでキャンバス上のビジュアライゼーションを再配置する
ために使用します。ビジュアライゼーションの端を適切な大きさになるようにドラッグ
してサイズを変更することもできます。
「順序のビジュアライゼーション」オプション(「自由書式」キャンバス・レイアウトを使
用している場合のみ使用可能)により、「最前面に移動」、「前面に移動」、Send Backward
または「背面に移動」を使用して、複数のビジュアライゼーションを含むキャンバスのビ
ジュアライゼーションを移動できます。

「幅」および「高さ」
キャンバスでビジュアライゼーションのレイアウト・サイズを指定するには、「幅」と「高
さ」の設定を、「レイアウト」設定と組み合せて使用します
• 画面 - レイアウトは、使用可能な画面のスペースに合せられます。
「自由書式」を選択した場合、使用できません。

• 拡大 - ビジュアライゼーションが最適なサイズになるよう、レイアウトの高さまたは幅が
自動的に拡大されます。
たとえば、キャンバスに複数または複数行のビジュアライゼーションを追加した場合、追
加されたビジュアライゼーションが最適なサイズで表示されるよう、レイアウトが拡大さ
れます。

• 固定 - レイアウトには指定のサイズが使用されます。

キャンバス・グリッド・ガイドラインを使用したビジュアラ
イゼーションの配置

キャンバスの「レイアウト」プロパティが「自由書式」に設定されている場合、グリッド・
ガイドライン設定を使用すると、キャンバス内のビジュアライゼーションの配置を制御しや
すくなります。
これらの設定を使用すると、キャンバス・グリッド・ガイドライン設定を使用してビジュア
ライゼーションを簡単に配置できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. グリッド・ガイドラインの切替えをクリックして、グリッド・ガイドラインを表示しま
す。
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3. 「レイアウト・オプション」をクリックします。
 

 

4. グリッド・サイズの設定をクリックし、グリッド・ガイドライン間の距離をピクセ
ル単位で入力します。
 

 

5. ビジュアライゼーションをクリックし、キャンバス上の必要な位置にドラッグしま
す。

6. 「グリッドにスナップ」およびグリッドで再配置をクリックすると、キャンバス内
のすべてのビジュアライゼーションが最も近いグリッド・ガイドラインに自動的に
再配置されます。
グリッドで再配置は、「グリッドにスナップ」を選択し、以前にグリッド・ガイド
ラインから離れてビジュアライゼーションを再配置した場合にアクティブになり
ます。
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キャンバス上のビジュアライゼーション間のブラッシングに
ついて

ユーザーがビジュアライゼーションでデータ・ポイントを選択すると、データ・ポイントが
他のビジュアライゼーションで強調表示されるように、キャンバスでブラッシングを構成で
きます。
ブラッシングは、ビジュアライゼーションで同じデータセットが共有されている場合のみ機
能します。
選択したキャンバスの「ブラッシング」 キャンバス・プロパティを「オン」または「オフ」
に設定できます。キャンバス・プロパティの更新を参照してください。
• オン - ビジュアライゼーションでデータ・ポイントを 1つ以上選択した場合、対応するデ
ータ・ポイントが、同じデータセットを使用する、キャンバス上の他のビジュアライゼー
ションで強調表示されます。

• オフ - ビジュアライゼーションでデータ・ポイントを 1つ以上選択した場合、対応するデ
ータ・ポイントは、キャンバス上の他のビジュアライゼーションで強調表示されません。

たとえば、円グラフで「Office Supplies」を選択し、「ブラッシング」が「オン」に設定され
ている場合、「Office Supplies」データ・ポイントはキャンバス上の他のビジュアライゼーシ
ョンでも強調表示されます。

キャンバスでのビジュアライゼーションの同期について
キャンバスでビジュアライゼーションを同期するかどうかを指定できます。
「ビジュアライゼーションの同期」設定を使用して、キャンバスのビジュアライゼーションが
相互作用する方法を指定します。デフォルトでは、ビジュアライゼーションは自動同期化の
ためにリンクされます。
「ビジュアライゼーションの同期」が「オン」に設定されていて、ビジュアライゼーションか
らデータ値を追加または除去する場合、対応するビジュアライゼーションの値が自動的に追
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加または削除されます。「ビジュアライゼーションの同期」が「オフ」に設定されてい
る場合、ビジュアライゼーションのリンクが解除され、自動同期がオフになります。
「ビジュアライゼーションの同期」が「オン」の場合は、フィルタ・バーのすべてのフ
ィルタおよびフィルタを作成するアクション(ドリルなど)が次に対して適用されます:

• 単一のデータセットがあるキャンバス内のすべてのビジュアライゼーション。
• 複数のデータセットがある結合済データセットのすべてのビジュアライゼーショ
ン。
データセットのデータ要素がフィルタとして指定されているが、結合済データセッ
トと一致しない場合、フィルタは指定されたデータセットのビジュアライゼーショ
ンにのみ適用されます。

「ビジュアライゼーションの同期」が「オフ」の場合は、「ドリル」などの分析アクシ
ョンによって、アクションを適用するビジュアライゼーションのみが影響されます。

キャンバス・データ・リフレッシュ・プロパティについて
キャンバス・データは、キャンバスを開いたときにリフレッシュするように、または
指定した間隔で自動的にリフレッシュするように構成できます。
キャンバス・プロパティ設定を使用して、キャンバス・データをどのようにリフレッ
シュするかを構成します。
キャンバスを開いたときにデータをリフレッシュ
ユーザーがキャンバスを開いたときにデータをリフレッシュするかどうかを構成しま
す。
• オン - キャンバスが開いたときにデータをリフレッシュする場合に使用します。
キャンバスを開くたびにクライアントおよびサーバーのキャッシュがクリアされ
て、現在のデータが表示されるようになります。

• オフ - キャンバスが開いたときにデータをリフレッシュしない場合に使用します。
データの自動リフレッシュ
指定された時間間隔でキャンバス・データを自動的にリフレッシュするかどうかを構
成します。
• 有効 - 入力した「リフレッシュ間隔」を使用して、キャンバス・データを自動的に
リフレッシュする場合に使用します。

• 無効 - キャンバス・データを自動的にリフレッシュしない場合に使用します。
ビューアのための自動開始
キャンバスを開くときに自動データ・リフレッシュを開始するかどうかを構成します。
• オン - キャンバスを開いたときにキャンバス・データを自動的にリフレッシュし、
その後は指定した間隔でリフレッシュする場合に使用します。

• オフ - キャンバスを開いたときに、ユーザーがワークブックの「データのリフレッ
シュ」をクリックするまで、指定したリフレッシュ間隔でキャンバス・データを自
動的に開始しない場合に使用します。
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ビジュアライゼーションまたはキャンバスのコピー
と貼付け

同じワークブック内のビジュアライゼーションまたはキャンバスをコピーして、開かれてい
る別のワークブックに、または異なるブラウザ・タブで開かれている別のワークブックに貼
り付けることができます。
あるワークブックから別のワークブックにビジュアライゼーションまたはキャンバスをコピ
ーすると、Oracle Analyticsは次のように動作します:

• データ - 貼り付けられたビジュアライゼーションまたはキャンバスのデータセットがタ
ーゲット・ワークブックに追加されます。貼付け先となるターゲット・ワークブックを開
くかまたは作成する場合、コピーして貼り付けるビジュアライゼーションまたはキャンバ
スによって使用されるデータセットを含める必要はありません。

• フィルタ - ターゲット・ワークブックのフィルタと貼り付けられたビジュアライゼーショ
ンまたはキャンバスのフィルタは、保持されます。ビジュアライゼーションまたはキャン
バスのフィルタをターゲット・ワークブックに追加する必要はありません。ターゲット・
ワークブックのフィルタと貼り付けられたビジュアライゼーションまたはキャンバスの
フィルタ間に競合がある場合でも、貼り付けられたフィルタによってターゲットのフィル
タが上書きされることはありません。

• 色の割当て - ターゲット・ワークブックの色スキームが、貼り付けられたビジュアライゼ
ーションまたはキャンバスに適用されます。

• 計算 - 同じ計算名がターゲット・ワークブックに存在する場合、貼り付けられた計算が追
加され、その名前が変更されます。

次のステップを使用して、ビジュアライゼーションまたはキャンバスのコピーと貼付けを行
います:

1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、ビジュアライゼーションまたはキャンバスをコピーしま
す。
• ビジュアライゼーションをコピーするには、その「メニュー」をクリックして「編
集」にカーソルを合せ、「ビジュアライゼーションのコピー」をクリックします。

• キャンバスをコピーするには、それを右クリックして「キャンバスのコピー」をクリ
ックします。

3. ビジュアライゼーションまたはキャンバスに移動してオブジェクトを貼り付けます。
• ビジュアライゼーションが含まれるキャンバスにビジュアライゼーションを貼り付
けるには、既存のビジュアライゼーションの「メニュー」をクリックして「編集」に
カーソルを合せ、「ビジュアライゼーションの貼付け」をクリックします。

• 空白のキャンバスにビジュアライゼーションを貼り付けるには、キャンバス・バーを
右クリックして「キャンバスの追加」を選択します。新しいキャンバスを右クリック
して「編集」にカーソルを合せ、「ビジュアライゼーションの貼付け」をクリックし
ます。

• キャンバスを貼り付けるには、キャンバス・バーを右クリックして「キャンバスの貼
付け」をクリックします。
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ビジュアライゼーションのコピーおよび貼付け
Wordまたは Excelのように、ビジュアライゼーションのすべてのデータをクリップボ
ードにコピーして、別のアプリケーションに貼付けできます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. ビジュアライゼーションの「メニュー」をクリックして、「編集」にカーソルを合
せて「データのコピー」をクリックします。
これによって、ビジュアライゼーションのデータがクリップボードにコピーされま
す。

3. ターゲット・アプリケーションを開き、ビジュアライゼーションのデータに貼り付
けます。

キャンバス上の複数のビジュアライゼーションの
操作

複数のビジュアライゼーションを同時に操作したり、共通のビジュアライゼーション・
プロパティを更新したり、複数のビジュアライゼーションのコピーと貼付けを行った
り、キャンバス上の複数のビジュアライゼーションを削除することができます。
トピック:

• キャンバス上の複数のビジュアライゼーションの共通プロパティの更新
• キャンバス上の複数のビジュアライゼーションのコピーと貼付け
• キャンバス上の複数のビジュアライゼーションの削除

キャンバス上の複数のビジュアライゼーションの共通プ
ロパティの更新

キャンバス上で選択した複数のビジュアライゼーションの共通プロパティを更新でき
ます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、[Ctrl]キーを押しながらクリックして、キャンバス
上の複数のビジュアライゼーションを選択します。

3. 「共通プロパティ」で、変更するプロパティをクリックし、変更を適用します。
共通プロパティの値は、選択した各ビジュアライゼーションで同じ値を共有してい
る場合に表示されます。

4. 「保存」をクリックします。
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キャンバス上の複数のビジュアライゼーションのコピーと貼
付け

キャンバス上で選択した複数のビジュアライゼーションのコピーと貼付けを行うことができ
ます。
1. ホーム・ページで、コピーおよび貼付けするビジュアライゼーションを含むワークブック
を選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、[Ctrl]キーを押しながらクリックして、キャンバス上の複
数のビジュアライゼーションを選択します。

3. 選択したビジュアライゼーションをコピーするには、選択したビジュアライゼーションに
カーソルを合せ、右クリックして「編集」、「ビジュアライゼーションのコピー」の順にク
リックします。

4. コピーした複数のビジュアライゼーションを貼り付けるには、コピーしたビジュアライゼ
ーションを貼り付けるキャンバスの場所をクリックし、右クリックして「ビジュアライゼ
ーションの貼付け」をクリックします。

5. 「保存」をクリックします。

キャンバス上の複数のビジュアライゼーションの削除
キャンバス上で選択した複数のビジュアライゼーションを削除できます。
1. ホーム・ページで、削除するビジュアライゼーションを含むワークブックを選択し、「ア
クション・メニュー」をクリックして、「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、[Ctrl]キーを押しながらクリックして、複数のビジュアラ
イゼーションを選択します。

3. 右クリックし、「ビジュアライゼーションの削除」を選択します。
4. 「保存」をクリックします。

ビジュアライゼーション・タイプの変更
探索するデータに最適になるようにビジュアライゼーション・タイプを変更できます。
ワークブックを作成してデータ要素をキャンバスに追加する際、「自動ビジュアライゼーショ
ン」モードでは選択されたデータ要素に基づいて最適なビジュアライゼーション・タイプを
選択します。「自動ビジュアライゼーション」モードは、デフォルトでオン(選択済)になって
います。さらにデータ要素を追加する場合、ビジュアライゼーション・タイプが自動的に更
新され、最適なタイプがデータ要素に基づいて選択されます。
異なるビジュアライゼーション・タイプを使用する場合は、ビジュアライゼーション・タイ
プ・リストからそれを選択する必要があります。ビジュアライゼーション・タイプを変更す
ると、「自動ビジュアライゼーション」モードはオフになります。「自動ビジュアライゼーシ
ョン」モードがオフ(選択解除)になっている場合、データ要素をキャンバスに追加してもビジ
ュアライゼーション・タイプは自動的には変更されません。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。
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2. キャンバスでビジュアライゼーションを選択し、ビジュアライゼーション・ツール
バーで「ビジュアライゼーション・タイプの変更」をクリックします。

3. ビジュアライゼーション・タイプを選択します。たとえば、「ツリーマップ」を選
択して、ビジュアライゼーション・タイプをピボットからツリーマップに変更しま
す。
ビジュアライゼーション・タイプを変更すると、データ要素は一致するドロップ・
ターゲット名へと移動されます。同等のドロップ・ターゲットが新しいビジュアラ
イゼーション・タイプに存在しない場合は、「未使用」のラベルが付いた文法パネ
ル・セクションにデータ要素が移動されます。その後、希望する文法パネル・セク
ションにそれらを移動できます。

ビジュアライゼーション・プロパティについて
ビジュアライゼーションの外観および機能を、そのプロパティを変更することでカス
タマイズできます。
「プロパティ」ペインで使用できるオプションは、ビジュアライゼーションのタイプに
応じて異なります。

プロパティ アイコ
ン

説明

アクション URLをタイル、イメージおよびテキスト・ボックス・ビジュアライゼ
ーションに追加する場合に使用します。

分析 詳細分析関数を追加する場合に使用します。
軸 グリッド線の表示/非表示、水平(x)および垂直(y)の軸ラベルの表示/非

表示、および軸ラベル・テキストの更新および書式設定を行う場合に
使用します。

データ・レイ
ヤー

マップおよびオーバーレイ・チャートでデータ・レイヤーを追加し、
各データ・レイヤーの設定を構成する場合に使用します。

日時書式 日付または時刻要素で、表示と書式のプロパティを設定する場合に使
用します。

エッジ・ラベ
ル

表およびピボット表で、列のヘッダー・テキストの更新、ヘッダーの
表示/非表示、表の列およびピボット表の列と行の階層への null値の表
示、およびヘッダー・テキストの書式設定を行う場合に使用します。

フィルタ フィルタ・タイトルと選択名を変更して書式設定する場合に使用しま
す。

一般 タイトル、ツールチップ、タイトルの書式、凡例、位置合せ、ラベル、
線のタイプ、ポイントの設定、タイルの設定、スタイルの背景、枠線、
影、その他のビジュアライゼーションの設定を変更する場合に使用し
ます。

マップ ズーム、データ・フォーカスの制御、および背景マップのスケール設
定と選択を行う場合に使用します。

合計 表およびピボット表で合計を配置し、書式設定する場合に使用します。
値 データ・ラベルの表示、配置および書式の変更、および Y2軸の非表

示/表示を行う場合に使用します。
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ビジュアライゼーション・プロパティの調整
ワークブックのビジュアライゼーションの表示方法をカスタマイズできます。たとえば、タ
イトル、凡例、ラベル、数値書式、背景、境界線および影を変更できます。
「プロパティ」ペインの下に表示されるタブとフィールドは、操作しているビジュアライゼー
ションのタイプに応じて異なります。
ワークブックにビジュアライゼーションがない場合は、作成します。ワークブックの構築お
よびビジュアライゼーションの作成の開始を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。
 

 

2. 「編集」をクリックして、作成者モードでワークブックを開きます。
3. 「ビジュアル化」キャンバスで、ビジュアライゼーションを選択します。
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4. 「プロパティ」ペイン のタブを使用して、必要に応じてビジュアライゼーション
のプロパティを調整します。
 

 

ビジュアライゼーションの境界線のプロパティの設定
境界線を追加し、様々なプロパティ(線幅、スタイル、色など)を指定することにより、
ビジュアライゼーションの外観を強化できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「編集」をクリックして、編集のためにワークブックを開きます。
3. 「ビジュアル化」キャンバスで、境界線の設定を適用する 1つ以上のビジュアライ
ゼーションを選択します。

4. 「プロパティ」ペインの「一般」タブをクリックします。
5. 「境界線」フィールドで、「なし」をクリックしてから境界線の設定を定義します:

• 「四角形」または「円形」をクリックして、エッジが四角形または円形の標準
境界線を作成します。

• 「カスタム」をクリックして、独自の境界線の色、境界線の幅、エッジの半径、
および線のスタイル(実線、破線または点線)を定義します。

6. 「保存」をクリックします。

ビジュアライゼーションの影のプロパティの設定
1つ以上のビジュアライゼーションに対して、影のプロパティ(影の表示場所など)およ
びその他の特性(影の色など)を指定できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「編集」をクリックして、編集のためにワークブックを開きます。
3. 「ビジュアル化」キャンバスで、境界線の設定を適用する 1つ以上のビジュアライ
ゼーションを選択します。

4. 「プロパティ」ペインの「一般」タブをクリックします。
5. 「影」をクリックしてオプションを表示してから、影の設定を定義します:
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• いずれかの四角形をクリックして、影の位置(たとえば、左上、上部、右上)を定義し
ます。
 

 

• 「カスタム」をクリックして、影の色、水平方向のオフセット(影の開始位置と横端と
のギャップ)、垂直方向のオフセット(影の開始位置と上端または下端とのギャップ)、
「ぼかし」(影のぼかしまたは濃さの程度)および拡散(影の拡散範囲)を選択します。

6. 「保存」をクリックします。

表およびピボットでの表示名の変更
独自のテキストを入力することで、表およびピボット表のビジュアライゼーションの列名を
カスタマイズできます。
列名の変更では表示名が変更されるだけで、データセットやソース・データの列名が変更さ
れるわけではありません。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「編集」をクリックします。
3. ワークブックで、表またはピボットのビジュアライゼーションを選択します。
4. 「プロパティ」をクリックします。「プロパティ」で、「エッジ・ラベル」 をクリック
します。

5. 列を展開します。「ヘッダーの表示」行で、「自動」、「カスタム」の順にクリックします。
6. 列の新しいカスタムの表示名を入力します。
7. 「保存」をクリックします。

ビジュアライゼーションのデータ・ポイントのサイズ変更
散布、コンボ、面、レーダー、ボックス・プロット、折れ線の各グラフなど、ポイントのあ
るビジュアライゼーションのポイント・サイズを指定できます。
ポイントを見やすくするために、ポイント・サイズの変更が必要になる場合があります。た
とえば、ポイント同士が重なり合い、それぞれのポイントを識別するのが難しい場合です。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「編集」をクリックします。
3. データ・ポイントがあるビジュアライゼーションを選択します。
4. 「プロパティ」、「一般」の順にクリックし、「ポイント」を展開します。
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5. サイズの文法にメジャーがない場合は、「サイズ」行をクリックして、ポイント・
サイズを増やすまたは減らす値を入力するか、スライダを使用します。

6. サイズの文法にメジャーがある場合:

• 最小ポイント・サイズを変更するには、「最小サイズ」行で「自動」をクリッ
クし、「カスタム」を選択して値を入力します。

• 最大ポイント・サイズを変更するには、「最大サイズ」行に値を入力します。
7. 「保存」をクリックします。

グラフの線のパターンおよび幅の変更
線、面、コンボ、オーバーレイ、レーダー、参照、トレンドまたは予測などのグラフ
の線のパターンおよび線の幅を指定できます。
グラフの線の外観を変更して、グラフをより見やすくすることがあります。たとえば、
売上げの線が推定であることを示すために、売上げに点線を使用できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「編集」をクリックします。
3. 線を使用するグラフを選択します。
4. 「プロパティ」をクリックします。
5. このグラフ内のすべての線のデフォルト線パターンおよび幅設定を変更する場合、
「一般」を選択して、「線」を展開します。
• 線パターンを実線から変更するには、「実線」をクリックして、「破線」または
「点線」を選択します。

• 線の幅を変更するには、「幅」フィールドをクリックし値を選択するか、「カス
タム」をクリックして線の幅の値をピクセル単位で入力します。たとえば、
2.5pxと入力します。

6. 線のパターンおよび幅を変更して、選択したメジャーのデフォルト値をオーバーラ
イドするには、「値」を選択して、メジャーを展開します。たとえば、売上げを展
開します。
• 「線パターン」の値を変更するには、現在の値をクリックして、「自動」をクリ
ックしてから「実線」、「破線」または「点線」を選択します。

• 「線幅」の値を変更するには、現在の値をクリックし値を選択するか、「カスタ
ム」をクリックして値をピクセル単位で入力します。たとえば、 2.5pxと入力
します。

7. 「保存」をクリックします。

条件付き書式を使用した重要なデータ・イベント
の強調表示

条件付き書式を使用して、ビジュアライゼーションの重要なデータ・イベントを強調
表示して、アクションを実行できるようにします。
ビデオ
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トピック:

• 条件付き書式の使用方法
• 既存の条件付き書式ルールを使用したデータの書式設定
• データへの条件付き書式の追加
• 例 - メジャーと一連のしきい値との比較
• 例 - メジャーとターゲットまたは目標との比較
• 例 - メジャーと複合式の値との比較
• 例 - メジャーと値のパーセンテージの比較
• 例 - 強調表示された値への絵文字の追加

条件付き書式の使用方法
条件付き書式を使用して、何か重要なことが発生した場合に強調表示するルールをデータに
適用します。たとえば、ストップライトの色を使用して、収益が高、中および低のしきい値
に一致した場合にそれを示すことが可能です。
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条件付き書式ルールを、ワークブック・レベルまたはビジュアライゼーション・レベ
ルで使用可能にできます。
条件付き書式は、データ内のイベントまたは変更を確認する手段をビジネス・ユーザ
ーに提供します。たとえば、収益が高、中または低のしきい値にいつ一致しているか
をユーザーが確認する必要がある場合は、条件付き書式ルールを作成して、収益デー
タ・ポイントを緑、オレンジまたは赤で色分けできます。
コンテンツ作成者は、次のことを実行できます:

• 複数のルールを同時に適用します。
• 1つのメジャーに複数のルールを同時に適用します。
• ルールの適用順序を変更します。
• ルールのオンとオフを切り替えます。
条件付き書式は、年間収益、製品単位数、学年度中に学校に戻らなかった学生数など
のメジャーと次のいずれかを比較します:

• 一連のしきい値。
たとえば、血圧が 90よりも高いか 70よりも低い場合は値を赤色で強調表示しま
す。

• ターゲットまたは目標。
たとえば、費用が予算を上回っている場合は値を赤色で強調表示します。

• ターゲットのパーセンテージ。
たとえば、売上目標の 80%に到達したら値を緑色で強調表示します。

• 複雑な式。
たとえば、昨年の同じ期間と比較して 5%の売上増加を達成したら値を緑色で強調
表示します。

ノート: ピボット表の小計または総計に条件付き書式を適用することはできません。
次のことが可能です:

• 塗りつぶしの色と色の濃さの書式設定。
• フォント、フォント・サイズ、フォントの色およびフォント・スタイルの書式設
定。

• 絵文字やアイコンの表示(表、ピボットまたはタイルのビジュアライゼーション )。
次のことも可能です:

• マップに条件付き書式を適用します。
• ラベル、ツールチップおよび凡例を追加します。たとえば、データ・ポイントにカ
ーソルを合せたときに、"This LOB is above target"というラベルを表示すると、ル
ールが適用されていることを示せます。
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• 複数のルールに一致する値の書式設定の組合せ(「ルール・ブレンドの有効化」オプション
を使用)。たとえば、ルール 1では 100万を超える収益を緑色とイタリックの Calibriフォ
ントで強調表示し、ルール 2では目標を下回る収益を赤色と固定幅フォントで強調表示す
る場合、収益が 100万を超えていても目標を下回っているときには、フォントはイタリ
ックの Calibriになり、背景は赤色で強調表示されます。
1つのメジャーに複数のルールを適用している場合は、trueと評価される最後のルール
が、そのアイテムに色を付けるルールとなります。 たとえば、ルール 1は 100万を超え
る収益が緑色で強調表示され、ルール 2は目標を下回る収益が赤色で強調表示される場
合、収益が両方の基準を満たすアイテムは赤色で強調表示されます。

既存の条件付き書式ルールを使用したデータの書式設定
データ内の重要なイベントを強調表示するには、既存の条件付き書式ルールをアクティブま
たは非アクティブにします。たとえば、収益が高、中および低のしきい値にいつ一致してい
るかを示すことができます。
ビデオ
 チュートリアル

1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」をクリックします。
3. ビジュアライゼーション・エディタから、ビジュアライゼーションにカーソルを合せ、右
クリックしてから「条件付き書式設定」を選択してルールが使用可能になっているメジャ
ーを表示します。
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メジャーに使用可能なルールがない場合は、「ルールの管理」をクリックして「条
件付き書式設定」ダイアログを表示します。ここでルールを作成できます。

4. メジャー(REVENUEなど)をクリックして、メジャーで使用可能なルールを表示し
ます。
この例では、REVENUEには'Rule show highs'および'Rule show lows'という 2つ
のルールが使用可能です。アクティブなルールにはチェック・マークが付いていま
す。
 

 

5. ルールをクリックしてアクティブまたは非アクティブにします。

データへの条件付き書式設定の追加
条件付き書式を追加して、データの重要なイベントを強調表示します。たとえば、
rentralプロパティの稼働率が高、中および低のしきい値にいつ一致しているかを示す
ことができます。
ビデオ
 チュートリアル

ノート: アイコンや絵文字を表示できるのは、表、ピボットまたはタイルのビジュアラ
イゼーションです。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」をクリックします。

3. ビジュアライゼーション・ツールバーから、「条件付き書式設定」( )をクリッ
クします。
既存のルールはターゲット・メジャーの下にリストされます。ターゲット・メジャ
ーが指定されるまで、ルールは「未分類」として表示されます。たとえば、このス
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クリーンショットで、「Performance bands」というルールは、「REVENUE」というメジ
ャーの下にリストされています。
 

 

4. 「ワークブック」または「ビジュアライゼーション」をクリックして、ワークブック全体
またはビジュアライゼーションに固有の条件付き書式を追加します。
ヒント: もう一度初めから行う場合は、「新規ルールの追加」をクリックします。
 

 

5. 「名前」で、デフォルトの名前を、よりわかりやすい用語に変更します。
6. 「メジャー」で、ルールによって評価されるデータ・メジャーを選択します。
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たとえば、売上が高、中、低のしきい値にいつ一致しているかを強調表示するに
は、「REVENUE」を選択できます。

7. 演算子フィールドと、隣接する値フィールドを使用して、しきい値を指定します。
たとえば、1,000,000を超える収益レートを強調表示するには、演算子フィールド
で、大なり記号(>)を選択して、値フィールドに 1,000,000を入力します。
ヒント: 「プリセット」のいずれかをクリックし、各しきい値の値を定義して、ル
ールを作成することもできます。たとえば、「3ステップのしきい値」をクリック
して、一連のストップライトしきい値を作成します。
 

 

8. 「書式」をクリックして、塗りつぶしの色、フォント、アイコンまたは絵文字(表形
式のデータ)、ノート、新しいルールの凡例を構成します。
 

 

9. ルールを追加するには、ステップ 4から 8を繰り返します。
複数のルールを同じメジャーに適用する場合は、グラブ・ハンドルを使用して目的
の順序でルールを配置し(一番上のルールが最初にアクティブ化されます)、「ルー
ル・ブレンドの有効化」をクリックします(テキストのフォントとスタイルを結合
するが背景色の区別は保持する場合)。

10.「保存」をクリックします。
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例 - メジャーと一連のしきい値との比較
この例は、メジャーと低、中、高のしきい値を比較するための条件付き書式(ストップライト
書式とも呼ばれます)の使用方法を示しています。
この例では、オーディオ、電話、付属品などの製品タイプの収益レベルを強調表示します。
800,000を超える収益を緑色で表示し、400,000から 800,000までの収益を黄色で表示し、
400,000を下回る収益を赤色で表示します。
 

 

次に、「条件付き書式」ダイアログを使用したこの例の構成方法を示します。
• 「名前」フィールドに、「Stoplight」と入力します。
• 「メジャー」フィールドで「Revenue」を選択します。
• 「プリセット」で、「3ステップのしきい値」をクリックして、3ステップのテンプレート
を表示します。

• 最初のステップで、大なり記号(>)を選択して、値として 800,000を入力します。
• 2つ目のステップで、大なり記号(>)を選択して、値として 400,000を入力します。
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例 - メジャーとターゲットまたは目標との比較
この例は、メジャーとターゲットまたは目標を比較するための条件付き書式の使用方
法を示しています。
この例では、収益が 750,000を超えるオーディオ、電話、付属品などの製品タイプを
強調表示します。
 

 

次に、「条件付き書式」ダイアログを使用したこの例の構成方法を示します。
• 「名前」フィールドに、「High performers」と入力します。
• 「メジャー」フィールドで「Revenue」を選択します。
• 演算子リストで、大なり記号(>)を選択して、値ボックスに 750,000を入力します。
• 「フォーマット」をクリックし、色ピッカーを表示して紫の色合いを選択します。
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例 - メジャーと複合式の値との比較
この例は、メジャーと、式で計算された値を比較するための条件付き書式の使用方法を示し
ています。
この例では、固定コスト、変動コストおよび割引額を合計する式を使用して計算する合計コ
ストに対して、収益を比較します。
 

 

次に、「条件付き書式」ダイアログを使用したこの例の構成方法を示します。
• 「名前」フィールドに、「Compare revenue to costs」と入力します。
• 「メジャー」フィールドで「Revenue」を選択します。
• 演算子リストで、以下記号(<)を選択します。
• 値ボックスで、下矢印をクリックし、「f(x)」をクリックして計算エディタを表示します。
• 「名前」フィールドで TOTAL_COSTS_CALCと指定して、計算フィールドで COST_FIXED

+ COST_VARIABLE + DISCNT_VALUEと指定します。
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• 式を検証して「保存」をクリックします。
• 「フォーマット」をクリックして色ピッカーを表示し、赤の色合いを選択します。

 

 

例 - メジャーと値のパーセンテージの比較
この例では、条件付き書式を使用してメジャーと値のパーセンテージを比較する方法
を示します。
この例では、オーディオ、電話機、付属品などの製品タイプの割引額(DISCNT_VALUE
に格納されている)が収益の 2.5%を上回る場合にこれらを強調表示します。
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「条件付き書式」ダイアログを使用して、この例を構成する方法を次に示します。
• 「メジャー」フィールドで「Revenue」を選択します。
• 「プリセット」の下のドロップダウン・リストで「DISCNT_VALUE」を選択します。
• 演算子ドロップダウン・リストで、大なり記号「>」を選択し、値ボックスに「2.5」を入
力して、「%」をクリックします

• 「フォーマット」をクリックし、色ピッカーを表示して紫の色合いを選択します。
 

 

例 - 強調表示された値への絵文字の追加
この例では、条件付き書式で絵文字を使用して値を強調表示する方法を示します。
この例では、収益が 700,000を超えるオーディオ、電話、付属品などの製品タイプを、スト
ップライト書式に加えて絵文字で強調表示します。
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「条件付き書式」ダイアログを使用して、この例を構成する方法を次に示します。
• ルールを作成し、「プリセット」の「3ステップのしきい値」をクリックします。
• メジャーとして REVENUEを選択し、700,000超、200,000と 700,000の間、お
よび 200,000未満のしきい値を構成します。

• 700,000を超えるしきい値の「書式」をクリックします。
 

 

• 「アイコン」をクリックし、次に「絵文字」をクリックして笑顔の絵文字を選択し
ます。
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ビジュアライゼーションへの色の適用
色を使用してビジュアライゼーションを強化します。たとえば、ワークブック内の分析のデ
フォルト色パレットを変更できます。
トピック:

• ビジュアライゼーションの色の割当てについて
• 色のオプションへのアクセス
• 色パレットの変更
• 列への色の割当て
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ビジュアライゼーションの色の割当てについて
ビジュアライゼーションをより魅力的、動的、有益にするために、色を使用できます。
一連のメジャー値(Salesや Forecasted Salesなど)または一連の属性値(Productや
Brandなど)に色を付けることができます。
色の選択は、キャンバスのすべてのビジュアライゼーションで共有されます。そのた
め、1つのビジュアライゼーションで系列色やデータ・ポイント色を変更した場合、他
のビジュアライゼーションでもそれが表示されます。
「ビジュアル化」キャンバスには、メジャー列、属性列または属性列のセットを配置で
きる「色」セクションが文法パネルにあります。「色」セクションに含まれる列にキャ
ンバスが色を割り当てます:

• メジャーが「色」セクションにある場合は、様々なメジャー範囲タイプ(単一色、
2色および 3色など)を選択し、詳細メジャー範囲オプション(逆にする、ステップ
数および中間など)を指定できます。

• 「色」セクションに 1つの属性がある場合、デフォルトでストレッチ・パレットが
使用されます。色パレットには設定された色数(12色など)が含まれ、それらの色が
ビジュアライゼーションで繰り返されます。ストレッチ・パレットは、それぞれの
値が独自の色合いになるようにパレットの色を拡張します。

• 「色」セクションに複数の属性がある場合はデフォルトで階層パレットが使用され
ますが、かわりにストレッチ・パレットを使用するように選択できます。階層パレ
ットは関連する値のグループに色を割り当てます。たとえば、「色」セクションの
属性が Productと Brandであり、階層パレットを選択している場合、ビジュアラ
イゼーションの各ブランドは独自の色になり、その色の中で各製品が独自の色合い
になります。

色のオプションへのアクセス
ワークブックおよびワークブック内の個々のビジュアライゼーションの色オプション
を設定できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. ワークブック全体の色オプションを編集する場合は、次のようにします:

a. ワークブック・ツールバーの「メニュー」をクリックして、「ワークブック・
プロパティ」を選択します。

b. 色系列や連続的な色を編集するには、「一般」タブを使用します。
3. ビジュアライゼーションの色オプションを編集する場合は、次のようにします。

a. ビジュアライゼーションを選択して「メニュー」をクリックするか、右クリッ
クします。

b. 「色」を選択します。使用可能な色のオプションは、ビジュアライゼーション
のメジャーおよび属性の設定方法によって異なります。
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c. ビジュアライゼーションの色を試してから、「ビジュアライゼーション色のリセット」
を選択して元の色に戻せます。

d. 「ストレッチ・パレット」を選択してこのオプションをオンまたはオフにします。
色パレットには設定された色数があり、ビジュアライゼーションに色数の値を超える
値が含まれている場合は、パレット色が繰り返されます。パレット内の色数を拡張す
るには、「ストレッチ・パレット」オプションを使用します。色のストレッチ設定で
は、パレットの色に明るい色合いと暗い色合いが追加されて、各値が独自の色になり
ます。一部のビジュアライゼーションに対しては、色のストレッチ設定がデフォルト
で使用されます。

色パレットの変更
必要なものが見つかるまで、様々なカラー・パレットを切り替えることができます。

 LiveLabsスプリント
各パレットには、ビジュアライゼーションに適用できる 12色が含まれます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 色パレットを変更するビジュアライゼーションを選択します。
3. 「メニュー」をクリックするか、右クリックして、「色」を選択してから「割当ての管理」
を選択します。

4. 「系列色パレット」を見つけ、現在ビジュアライゼーションで使用されている色パレット
をクリックします(たとえば「デフォルト」や「Alta」)。
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5. ビジュアライゼーションに適用する色パレットをリストから選択します。

列への色の割当て
パレットのデフォルト色を使用するかわりに、特定の色を選択してビジュアライゼー
ションの外観を微調整できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 色を管理するビジュアライゼーションを選択します。
3. ビジュアライゼーション・ツールバーの「メニュー」をクリックするか、右クリッ
クして、「色」を選択してから「割当ての管理」を選択します。

4. メジャー列で作業している場合は、次のように操作できます。
• メジャーに割り当てられている色を含むボックスをクリックします。メジャ
ーに割り当てる色を色ピッカー・ダイアログから選択します。「OK」をクリッ
クします。

• メジャーに対する色の範囲の表示方法(たとえば、色の範囲を逆にする、別の
色の範囲を選択する、色の範囲の色合いの数を指定するなど)を指定します。
 

 

5. 属性列で作業している場合は、変更する色の割当を含むボックスをクリックしま
す。値に割り当てる色を色ピッカー・ダイアログから選択します。「OK」をクリッ
クします。
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列の数値の書式設定
ビジュアライゼーションの列の数値を、すぐに使用できる様々な書式を使用して書式設定で
きます。たとえば、集計タイプを合計から平均に変更できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 「データ・パネル」で、列を選択します。
3. 選択した列のプロパティ・ペインで、「一般」または「数値書式」タブを使用して、数値
プロパティを変更します。
• 一般 - 列名、データ型、処理形式(メジャーまたは属性)および集計タイプを変更しま
す。
たとえば、数値の集計方法を変更するには、「集計」オプションを使用します。

• 数値書式 - 数値列のデフォルトの書式を変更します。
4. 「保存」をクリックします。

ビジュアライゼーションの数値の書式設定
ビジュアライゼーションの数値プロパティを、すぐに使用できる様々な書式を使用して書式
設定できます。
たとえば、データ・ラベル、通貨、小数点以下の桁数、スケール数値または通貨オプション
に対する省略プリセット、負の数値、ツールチップの数値および集計方法の表示方法を変更
できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」をクリックして、ビジュアライゼーションを選択します。
3. 選択したビジュアライゼーションのプロパティ・ペインで、「値」タブを使用して、数値
プロパティを変更します。
たとえば、負の値を赤色で表示するように数値書式を変更するには、「数値書式」で、「負
の値」をクリックして、赤いオプション、123または($123)を選択します。
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4. 「保存」をクリックします。

数値および通貨値のスケール・オプションの設定
1,000(K)、100万(M)、10億または兆(T)に対する数値および通貨を表示するためのビジ
ュアライゼーション列に対する省略プリセット・スケール・オプションを選択できま
す。
32,810.00などの列の数値スケール・フォーマットを変更して、32.81Kなどの省略プ
リセット数値スケール・フォーマットで表示できます。たとえば、「K」を選択して、
売上げ列の値の表示を$37,723.21などから$37.72Kなどのように変更できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」をクリックして、ビジュアライゼーションを選択します。
3. 選択したビジュアライゼーションのプロパティ・ペインで、「値」タブを選択して、
メジャー列を展開します。

4. 「数値書式」で、「省略形」をクリックします。
5. 値を選択します。

• 数字を自動的にスケーリングし省略する場合は、「オン」を選択します。
• 特定のスケールおよび省略形の値を選択する場合、値を選択します。
• 省略を無効化する場合は、「オフ」を選択します。

6. 「保存」をクリックします。

ビジュアライゼーションの通貨記号の設定
ビジュアライゼーションでメジャー値を設定して、適切な通貨記号を表示できます。
カスタム通貨を使用して通貨に関連付けられている記号を表示するように、メジャー
を構成できます。たとえば、ヨーロッパの元帳を表示するようにキャンバス・フィル
タを設定すると、カスタム通貨プロパティに関連付けられているメジャー値ごとにユ
ーロ記号が表示されます。ワークブック・データには、「元帳通貨」列などの通貨コー
ド列を含める必要があります。通貨コード列を使用すると、「利益」列などのメジャー
列に適切な通貨記号を表示できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 選択したメジャーのプロパティ・パネルで、「値」タブをクリックし、「数値書式」
をクリックして「通貨」を選択します。

3. 「通貨」フィールドで、現在表示されている値をクリックして「カスタム」を選択
します。

4. 「カスタム」フィールドに、通貨コードを決定する列を追加します。
5. 「保存」をクリックします。
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ビジュアライゼーションへのノートの追加
ノートを使用してビジュアライゼーションに注釈を付け、関心のある領域をコールアウトし
たり、特定のデータ・ポイントを強調したりします。
トピック:

• ビジュアライゼーションへのノートの追加
• ビジュアライゼーションのデータ・ポイントへのノートの接続
• ノートのデータ・ポイント・コネクタの表示または非表示
• ノートのデータ・コネクタの削除
• ビジュアライゼーションのノートの表示または非表示

ビジュアライゼーションへのノートの追加
ノートを追加して、ワークブックのビジュアライゼーションで重要な情報を呼び出すことが
できます。ノートを使用して、キャンバス内の 1つまたはすべてのビジュアライゼーション
に注釈を付けたり、表の列や散布図のクラスタなど、ビジュアライゼーションの特定のデー
タ・ポイントを強調したりできます。
ノートの内容をカスタマイズするために使用できる多くの書式設定オプションがあります。
たとえば、フォントのタイプ、サイズおよび色を選択したり、箇条書きリストや番号付きリ
ストを追加したり、URLリンクを追加したりできます。
ノートを追加する際には、データ・コネクタを追加して、ビジュアライゼーションの特定の
ポイントを呼び出したり、ノートを作成して、後でデータ・ポイント・コネクタを追加また
は調整したりできます。ビジュアライゼーション内のデータ・ポイントへのノートの接続を
参照してください。
デフォルトでは、追加したノートが表示されますが、ビジュアライゼーションのノートを非
表示にできます。ビジュアライゼーションのノートの表示または非表示を参照してくださ
い。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. ワークブックで、「ビジュアル化」をクリックします。
• データ・ポイント・コネクタを使用せずにノートを追加するには、「ノート」アイコ
ンをクリックし、「ノートの追加」を選択します。

• データ・ポイント・コネクタを使用してノートを追加するには、ノートを追加するビ
ジュアライゼーションに移動し、[Ctrl]キーを押しながら、ノートを接続するデータ・
ポイントを最大 10個までクリックします。次に、「ノート」アイコンをクリックし、
「ノートの追加」を選択します。
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3. ノート・ボックスにノート・テキストを入力し、書式設定オプションを使用して、
ノートのフォント・スタイル、色、サイズなどを指定します。

4. オプション: ノートにリンクを追加するには、リンクにするノート・テキストを強
調表示します。「リンク」をクリックし、「ハイパーリンク」ダイアログで URLを
入力します。「OK」をクリックします。

5. 「保存」をクリックします。

ビジュアライゼーションのデータ・ポイントへのノートの
接続

コネクタをノートに追加して、ビジュアライゼーション内の特定のデータ・ポイント
を識別します。

 LiveLabsスプリント
ビジュアライゼーションまたはキャンバス上の最大 10個のデータ・ポイントにノート
を接続できます。次のビジュアライゼーション・タイプでデータ・ポイントにノート
を接続することはできません:

• コード図
• 相関マトリックス
• リスト
• マップ
• パラレル座標
• タイル
デフォルトでは、ノートのデータ・ポイント・コネクタが表示されますが、非表示に
することができます。ノートのデータ・ポイント・コネクタの表示または非表示を参
照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. データ・ポイントにアタッチするノートを見つけてカーソルを合せます。円をクリ
ックしたまま、ノートを接続するデータ・ポイントまで線をドラッグします。円を
複数のデータ・ポイントに接続できます。
 

 

3. 「保存」をクリックします。
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ノートのデータ・ポイント・コネクタの表示または非表示
デフォルトでは、ノートのデータ・ポイント・コネクタが表示されますが、必要に応じて表
示または非表示にできます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 表示または非表示にするコネクタを含むノートを見つけてカーソルを合せます。「クリッ
クして編集」、「コネクタの表示」の順にクリックします。
 

 

3. 「保存」をクリックします。

ノートのデータ・コネクタの削除
ノートのデータ・コネクタを 1つ以上削除できます。
ノートのデータ・コネクタを削除するのではなく、非表示にすることができます。ノートの
データ・ポイント・コネクタの表示または非表示を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. オプション: すべてのコネクタを削除するには、コネクタを含むノートを見つけてカーソ
ルを合せます。「クリックして編集」、「データからのデタッチ」の順にクリックします。
 

 

3. オプション: 個々のコネクタを削除するには、コネクタにカーソルを合せて右クリックし、
「データからのデタッチ」をクリックします。
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4. 「保存」をクリックします。

ビジュアライゼーションのノートの表示または非表示
デフォルトでは、ワークブックのビジュアライゼーション・ノートが表示されますが、
すべてのノートを表示または非表示にできます。
ワークブックからプレゼンテーション・フローを作成した場合は、「ビジュアル化」で
すべてのノートを非表示にしても、キャンバスに含まれるすべてのノートがダッシュ
ボードに表示されます。キャンバスを追加してプレゼンテーション・フローおよびワ
ークブックを作成する「表示」ページで、キャンバスの「ノート」プロパティを使用
して、キャンバスの個々のノートを表示および非表示にできます。プレゼンテーショ
ン・フローおよびワークブックに複数のキャンバスが含まれている場合は、キャンバ
スごとに個々のノートを表示および非表示にするように設定できます。「表示」でのキ
ャンバス・ノートの表示または非表示を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. オプション: ワークブックのノートが表示されている場合は、「ノートの非表示」を
クリックします。
 

 

3. オプション: ワークブックのノートが表示されていない場合は、「ノートの表示」を
クリックします。
 

 

4. 「保存」をクリックします。

ビジュアライゼーションでのデータのソート、ド
リルおよび選択

データのソート、ドリルおよび選択によって焦点を絞り、データの特定の側面を探索
できます。

 LiveLabsスプリント
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1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. ビジュアライゼーションを選択して「メニュー」をクリックします。
3. 次のいずれかを選択します:

• 「ソート基準」をクリックしてから「カスタム」を選択するか、ビジュアライゼーシ
ョン・ツールバーで「ソート」をクリックして「ソート順」ダイアログを表示しま
す。ここで、ビジュアライゼーションの 1つ以上の属性をソートできます。ソートを
作成して表示したり、ソート属性を定義したり、複数のソートのソート順を配置した
り、ソートの競合を表示して解決したりできます。.ビジュアライゼーションで使用さ
れないメジャー列によって属性をソートすることもできます。
表に小計が含まれていたり、ディメンションが含まれている場合、小計またはディメ
ンションの後の列のすべての列ソートは、小計グループでソートされます。
複数のソートが含まれる表ビューで作業している場合は、常に最初にソートした最後
の列がソートされます。特定の値が左列に表示される場合は、中央列をソートできな
い場合があります。たとえば、左列が製品で中央列が製品タイプの場合、製品タイプ
列ではソートできません。この問題を回避するには、列の位置を入れ替えて、再度ソ
ートを試みます。

• 「ドリル」をクリックして、データ要素へのドリルを作成し、データ要素内の階層へ
のドリルを作成します(たとえば、四半期内の週へのドリルを作成できます)。複数の
データ要素を使用してドリルを作成することもできます。たとえば、ピボット表の列
である 2つの異なる年メンバーを選択し、そのメンバーにドリルして詳細を表示でき
ます。

• 「[Attribute Name]にドリル」をクリックして、ビジュアライゼーション内の特定の
属性に直接ドリルします。

• 「選択項目の保持」をクリックして、選択済メンバーのみを保持し、ビジュアライゼ
ーションおよびリンクされたビジュアライゼーションから他のすべてのメンバーを
除去します。たとえば、特定の販売担当者によって生成された販売のみを保持できま
す。

• 「選択項目を除去」をクリックして、ビジュアライゼーションおよびリンクされたビ
ジュアライゼーションから選択済メンバーを除去します。たとえば、選択から東部地
域と西部地域を除去できます。

「マイ計算」の概要
「マイ計算」領域では、ワークブックに作成した計算を管理および再利用できます。
計算を作成すると、それらはデータ・パネルの「マイ計算」領域に格納され、任意のキャン
バスおよびワークブックのビジュアライゼーションでそれらを再利用できます。たとえば、
heightおよび widthのデータ要素がある場合は、heightに widthを乗算(つまり、height *
width)して、areaを計算できます。areaの計算をワークブック内の他のビジュアライゼーシ
ョンで再利用できます。
• ワークブック・エディタで、「マイ計算」領域の既存の計算を確認し、データ・パネルに
属性を表示する計算を選択します。
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• ビジュアライゼーションに計算を追加するには、「マイ計算」領域からビジュアラ
イゼーションまたは文法パネルにドラッグします。
 

 

• 計算を右クリックして編集オプションを表示します。たとえば、選択したビジュア
ライゼーションに追加したり、データのフィルタ処理に使用したり、Oracle
Analyticsによって最適なビジュアライゼーション・タイプが選択される(つまり、
「最良のビジュアライゼーションの作成」)ようにしたりすることができます。
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• ワークブックで使用する新規の値を計算するには、「追加」、「計算」の順にクリックして、
「新規計算」ダイアログを表示します。このダイアログで、詳細(height * widthなど)を
指定できます。新しい計算が「マイ計算」領域に追加されます。
 

 

クラスタまたは外れ値に基づいた計算の作成
Oracle Analyticsがクラスタおよび外れ値のために計算として作成した基礎となる式を保存
して、同じワークブックの他のビジュアライゼーションで再利用できます。
このような計算を作成すると、多くのビジュアライゼーション全体で同じクラスタまたは外
れ値を 1回のクリックのみで分析できます。
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1. ホーム・ページで、グラフ・ビジュアライゼーションを含むワークブックを開くか
作成します。
たとえば、散布図を含むワークブックを開きます。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、ビジュアライゼーションにカーソルを合せて右ク
リックし、「統計の追加」を選択します。

3. クラスタを追加するには、「クラスタ」を選択します。または、外れ値を追加する
には、「外れ値」を選択します。
Oracle Analyticsによって、クラスタまたは外れ値が文法パネルに追加されます。

4. 文法パネルで、「クラスタ」または「外れ値」要素をクリックし、マイ計算に追加
を選択します(または、データ・パネルの「マイ計算」に要素をドラッグします)。
 

 

この計算を使用して、ワークブックの他のビジュアライゼーションでクラスタおよ
び外れ値を分析できます。
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Explainを使用したデータの分析
Explainは、機械学習を使用してデータに関する有益なインサイトを検出します。
トピック:

• Explainとは何ですか。
• インサイトとは何ですか。
• Explainを使用したデータ・インサイトの検出

Explainとは何ですか。
Explainは、選択された列をそのデータセットのコンテキスト内で分析し、検出したインサイ
トに関するテキスト説明を生成します。たとえば、任意の列で、基本的なファクト、キー・
ドライバ、列を説明するセグメントおよび異常を確認します。
ビデオ

Explainでは、Oracleの機械学習を使用して、データに関する正確で高速で強力な情報を生成
し、ワークブックのキャンバスに追加できる対応するビジュアライゼーションを作成します。
Explainは、検索するデータ・トレンドがわからない可能性があるが、キャンバスに列をドラ
ッグ・アンド・ドロップしたり、データ・フローを使用して予測モデルをトレーニングおよ
び適用する試験的作業に時間を費やしたくないデータ・アナリストを対象としています。
Explainは、データ・アナリストにとって、データ内で検索するトレンドを確認し、その情報
を使用して他のデータセットに適用する予測モデルを作成およびチューニングするための有
益な開始ポイントでもあります。
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インサイトとは何ですか。
インサイトは、データセットのコンテキスト内で選択された列を説明するカテゴリで
す。

 LiveLabsスプリント
Explainが提供するインサイトは、選択した列タイプまたは集計に基づいており、選択
したメトリックに対して設定された集計ルールに従って変化します。Explainでは、選
択した列タイプにとって意味のあるインサイトのみが生成されます。

インサイト・タイプ 説明
基本ファクト 列の値の基本分布を表示します。列データは、各データセットのメジ

ャーに対して分類されます。
このインサイトは、すべての列タイプで使用できます。
• 選択したメトリックについて、このインサイトは、各属性列の各
メンバーに対する集計メトリック値の分布を示します。

• 選択した属性について、このインサイトは、その属性のメンバー
値全体におけるデータセットの各メトリックの値を示します。

キー・ドライバ 選択した列の結果と最高度の相関を持つデータセットの列を表示しま
す。相関する各属性値全体における選択値の分布がチャートに表示さ
れます。
このタブが表示されるのは、属性列を説明する場合か、平均集計ルー
ルを持つメトリック列を説明する場合のみです。

セグメント 列値のキー・セグメント(またはグループ)を表示します。Explainは、
データに分類アルゴリズムを実行してデータ値の共通部分を特定し、
属性の指定された結果について最高確率を生成するすべてのディメン
ション全体にわたる値の範囲を識別します。
たとえば、一定の地域に居住する一定の年数教育を受けた一定の年齢
範囲の個人グループは、特定の製品を非常に高い確率で購入するセグ
メントを形成します。
このタブが表示されるのは、属性列を説明する場合のみです。

異常 いずれかの(集計)値が回帰アルゴリズムの予想から大幅に逸脱してい
る一連の値を識別します。

Explainを使用したデータ・インサイトの検出
列を選択して Explain機能を選択すると、Oracle Analyticsは機械学習を使用してデー
タセットのコンテキスト内で列を分析します。たとえば、Explainは、選択されたデー
タでキー・ドライバと異常を検索します。
Explainでは、その検索結果がテキスト説明およびビジュアライゼーションとしてユー
ザーに表示されます。これをワークブックのキャンバスに追加できます。

 チュートリアル
Explainを列上で実行し、相関する高ランクの列が結果に非常に多く含まれる場合(たと
えば、都道府県や市区町村と組み合された郵便番号)、データセットから一部の列を除
外して、Explainがよりわかりやすいドライバを識別できるようにします。列の表示/非
表示を参照してください。
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Explainは、機械学習をローカルの Oracle Analytics Desktopディレクトリにインストールし
た後に使用可能になります。「Desktopの機械学習のインストール方法」を参照してください
1. ホーム・ページで、「作成」、「ワークブック」の順にクリックして、新規ワークブックを
作成します。

2. 「ビジュアル化」をクリックして、「ビジュアル化」ページを開きます。
3. 「データ・パネル」で、列を右クリックして「<データ要素>の説明」を選択します。

 

 

Explainで属性の分析を正常に行うには、その属性に 3から 99個までの個別値が含まれ
る必要があります。
「説明」ダイアログに、選択した列に関する基本ファクトや異常などの情報が表示されま
す。

4. タブをクリックして、他のカテゴリ内の提示されたインサイトを確認します。たとえば、
「<attribute>に関する基本ファクト」や「<attribute>の異常」などです。

5. ワークブックのキャンバスに含めるインサイトごとに、それにカーソルを合せて「キャン
バスについて選択」をクリックします。
選択したアイテムの横に緑色のチェック( )が表示されます。
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いずれのタブからも複数のインサイトを選択できます。
6. 「選択項目の追加」をクリックすると、いずれのタブにも緑色のチェックが付いた
インサイトが追加されます。
Explainインサイトは、キャンバスに手動で作成した他のビジュアライゼーション
と同様に管理できます。

インサイトを微調整するには、「設定」をクリックして分析する列を変更し、そのカテ
ゴリのオプションを構成します。たとえば、セグメントの最小サイズを選択します。
 

 

ビジュアライゼーションのデータの問題に対する
警告について

ビジュアライゼーションに関連付けられたデータのすべてのセットが適切に表示また
は取得されていない場合は、データの警告アイコンが表示されます。
データのすべてのセットを適切にレンダリングまたは取得できない場合、固定の制限
に従って、ビジュアライゼーションにはできるだけ多くのデータが表示され、残りの
データや値は切り捨てられるか、表示されません。

ワークブック・サムネイルの設定
データ作成者は、ホーム・ページで個々のワークブックのサムネイルを表示または非
表示にすることができます。ワークブックのサムネイルを非表示にすると、データ作
成者と同じアクセス権を持たないユーザーに機密データが公開されないよう保護する
のに役立つ可能性があります。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. ワークブックが表示用に開かれている場合は、「編集」をクリックします。
3. ワークブック・ツールバーの「メニュー」をクリックして、「ワークブック・プロ
パティ」を選択します。

4. 「サムネイルの保存」を「オン」に設定してホーム・ページにワークブックのサム
ネイルを表示するか、「オフ」に設定してそれを非表示にします。

5. 「OK」をクリックします。
6. 「保存」をクリックします。
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ビジュアライゼーション・ロード・オーバーレイの
不透明度の設定

データ作成者は、ワークブックでのデータのロード中に表示されるビジュアライゼーション
の周りの白いオーバーレイの不透明度を調整できます。不透明度レベルを低く設定すると、
ビジュアライゼーションのレンダリング中に背景の暗いキャンバスが透けて見えることがあ
ります。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. ワークブックが表示用に開かれている場合は、「編集」をクリックします。
3. ワークブック・ツールバーの「メニュー」をクリックして、「ワークブック・プロパティ」
を選択します。

4. ビジュアライゼーション・ロード・オーバーレイ・スライダを使用して、ビジュアライゼ
ーション・オーバーレイの不透明度を 1から 100の値に設定します(1が透明、100が不
透明になります)。

5. 「OK」をクリックします。
6. 「保存」をクリックします。
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8
データのフィルタ

フィルタを使用すると、関心のあるデータのみにフォーカスできます。たとえば、月でフィ
ルタして、1月、2月、3月のデータのみをビジュアル化できます。
トピック:

• フィルタとフィルタ・タイプについて
• ワークブックのデータのフィルタ
• フィルタの選択値の指定
• フィルタ・バーからの次により制限設定の有効化または無効化
• フィルタ・バーでのフィルタ値の表示または非表示
• ビジュアライゼーションのデータのフィルタ
• ビジュアライゼーション・フィルタのラベルのカスタマイズ
• ビジュアライゼーション・リスト・フィルタの複数選択の無効化
• ダッシュボード・フィルタの使用
• メイン・フィルタ・バーとビジュアライゼーション間のフィルタのスコープの変更
• ビジュアライゼーションのフィルタとしての使用
• 様々なフィルタ・タイプの適用
• フィルタのパーソナライズについて

フィルタとフィルタ・タイプについて
Oracle Analyticsでは、ビジュアライゼーション、キャンバスおよびワークブックで関心のあ
るデータにフォーカスできるように、多くのタイプのフィルタをサポートしています。
「範囲」、「リスト」、「日付」および「式」フィルタ・タイプは、ビジュアライゼーション、キ
ャンバスまたはワークブックに固有です。フィルタ・タイプは、フィルタとして選択したデ
ータ要素に基づいて自動的に決定されますが、別の互換性のあるフィルタ・タイプに切り替
えることもできます。
• 日付フィルタ - カレンダ・コントロールを使用して時間または日付の選択を調整します。

1つの連続的な日付範囲を選択するか、指定範囲内の日付を除外するための日付範囲フィ
ルタを使用できます。

• 式フィルタ - SQL式を使用してより複雑なフィルタを定義できます。
• リスト・フィルタ - テキスト・データ型や日付データ型、および集計できない数値データ
型のデータ要素に適用されます。リスト・フィルタは、キャンバス全体、またはそのキャ
ンバスの特定のビジュアライゼーションに適用されます。

• 範囲フィルタ - 数値データ型であり、「集計ルール」が「なし」以外に設定されているデ
ータ要素に対して生成されます。範囲フィルタは、メジャーであり、$100,000か
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ら$500,000の売上のように連続する値の範囲にデータを限定するデータ要素に適
用されます。あるいは、連続する値の範囲を(含むのではなく)除外する範囲フィル
タを作成できます。こうした排他的フィルタでは、連続しない範囲(例: $100,000
未満または$500,000超の売上)にデータが限定されます。

• 相対時間 - 今日からの相対で指定された期間の値にフォーカスします。たとえば、
過去 3年間、今後 3年間、または年累計にフォーカスします。

• 上位および下位フィルタ - メジャーおよび属性のデータ要素に適用されます。上
位と下位のどちらでフィルタするか、アイテムをいくつ表示するか、どのメジャー
または属性を制限基準にするかを指定できます。

ワークブックでのデータのフィルタ処理について
• データセットにロールベースのフィルタを適用した場合、ワークブック・ユーザー
には、アクセス権が付与されたデータのみが表示されます。たとえば、アプリケー
ション・ロール北米アナリストを持つユーザーの場合、共有のグローバル・セール
ス・ワークブックを開いたときに、北米の売上データのみが表示されます。

• ワークブックに複数のデータセットがあり、一部が結合されていない場合は、フィ
ルタの使用に制限があります。

• アクティブなフィルタのデータ要素が使用されていないビジュアライゼーション
はグレー表示されます。

• データセットが結合されていないかぎり、データセットのデータ要素を別のデータ
セットのフィルタとして指定することはできません。

• 日付または時間のフィルタとは別のフィルタ・タイプを選択するには、対象のフィ
ルタをクリックして、別のタイプを選択します。たとえば、「月」要素の場合、フ
ィルタ・タイプを「日付範囲」から「リスト」に変更すると、個々の月にフォーカ
スできます。

データセットとフィルタの相互作用の方法
ワークブックでは、データセットがフィルタと相互作用できる複数の方法があります。
ワークブックでのデータセットとフィルタの相互作用には、様々なファクタが影響し
ます。
• ワークブック内のデータセットの数。データセットの数がフィルタに与える影響
を参照してください。

• ブレンドされているデータセットまたはブレンドされていないデータセット(複数
のデータセットを含むワークブック)。

• ブレンドされたデータセット間で一致しているデータ要素(列)。
ワークブックの「データ」ページにあるデータ・ダイアグラムを使用して、次のこと
が可能です:

• ブレンドされたデータセットおよびブレンドされていないデータセットの表示。
• データセットのデータ要素の照合による、複数のデータセットのブレンドまたは接
続。

• 一致したデータ要素の除去による、データセットの切断。
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データセットの数がフィルタに与える影響
データセットの数、データセットが結合されているかどうか、フィルタの適用対象に応じて、
フィルタとビジュアライゼーションは異なる方法で相互作用できます。
キャンバス上のビジュアライゼーションは、すべてまたは個別にフィルタできます。「値の限
定」オプションを使用すると、フィルタ・バーのフィルタ同士による制限をなくしたり、制
限したりできます。
 

 

ワークブックのデータセットが 1つの場合

単一のデータセット フィルタの相互作用
フィルタ・バーへの
フィルタの追加

ワークブックのすべてのビジュアライゼーションに適用されます。
ビジュアライゼーシ
ョンへのフィルタの
追加

フィルタ・バーのフィルタが適用された後に適用されます。

複数のフィルタの追
加

デフォルトでは、選択した値に基づいてフィルタにより相互に制限されます。

ワークブックのデータセットが複数の場合

第 8章
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複数のデータセット フィルタの相互作用
フィルタをフィル
タ・バーに追加する
場合。

• フィルタは、結合されたデータセットを使用するすべてのビジュアライゼーションに適
用されます。結合されていないデータセットを使用するビジュアライゼーションには、
各データセットに別個にフィルタを追加する必要があります。

• 2つのデータセットが結合されていない場合、データセットのデータ要素を他方のデー
タセットのフィルタとして指定することはできません。

• データセットのデータ要素がフィルタとして指定されているが、結合されたデータセッ
トと一致しない場合、フィルタはその特定のデータセットのビジュアライゼーションに
のみ適用され、結合されたデータセットまたは結合されていないデータセットの他のビ
ジュアライゼーションには適用されません。

• フィルタの「すべてのキャンバスに固定」を選択して、フィルタをワークブック内のす
べてのキャンバスに適用できます。

フィルタ名にカーソ
ルを合せて、フィル
タが適用されるビジ
ュアライゼーション
を確認する場合。

フィルタのデータ要素が使用されていないビジュアライゼーションはグレー表示されます。

フィルタをビジュア
ライゼーションに追
加する場合。

• 個々のビジュアライゼーションにフィルタを指定すると、そのフィルタは、フィルタ・
バーのフィルタが適用された後にそのビジュアライゼーションに適用されます。

• 「フィルタとして使用」オプションを選択し、ビジュアライゼーションのフィルタとし
て使用されているデータ・ポイントを選択した場合、フィルタは、結合済データセット
および一致したデータ要素の他のビジュアライゼーションで生成されます。

自動的に適用されるフィルタについて
デフォルトでは、フィルタは自動的に適用されます。ただし、フィルタを手動で適用
する場合は、「自動適用フィルタ」オプションを使用して、この動作をオフにできま
す。
「自動適用フィルタ」オプションを表示するには、「フィルタ・バー・メニュー」アイ
コン( )をクリックし、続いて「自動適用フィルタ」をクリックします。「自動適用フ
ィルタ」がオンの場合は、フィルタ・バーまたはフィルタ・ドロップ・ターゲットで
選択した内容がビジュアライゼーションにすぐに適用されます。
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「自動適用フィルタ」がオフの場合は、フィルタ・バーまたはフィルタ・ドロップ・ターゲッ
トで選択した内容は、フィルタ・パネルの「適用」ボタンをクリックするまでキャンバスに
適用されません。
 

 

ワークブックでのデータのフィルタ処理
ワークブックでフィルタを使用すると、関心のあるデータにフォーカスできます。たとえば、
月でフィルタして、1月、2月、3月のデータのみをビジュアル化できます。
フィルタは、1つのビジュアライゼーション、キャンバス内のすべてのビジュアライゼーショ
ン、またはワークブック内のすべてのキャンバスに適用できます。
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1. ホーム・ページでワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックして、
「開く」を選択し、「編集」をクリックします。

2. キャンバスに移動して、「ビジュアル化」ペインを表示します。
3. フィルタ・バーを使用して、既存のフィルタを更新します。

 

 

4. デフォルトのフィルタ・オプションを変更するには、フィルタ・バーの「フィル
タ・バー・メニュー」アイコン( )をクリックし、表示されたオプションを使用
します。

5. 既存のフィルタを変更するには、フィルタ・バーにあるフィルタをクリックしま
す。
 

 
オプションを使用して、そのフィルタを構成します(たとえば、範囲を設定したり、
フィルタを無効化したりします)。
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6. フィルタを追加するには、フィルタ・バーにカーソルを合せ、「フィルタの追加」(+)をク
リックし、フィルタ処理するデータ要素を選択します。
 

 

7. 式(field1 + field 2 > 100など)を使用して複雑なフィルタを追加するには、フィルタ・バー
にカーソルを合せて、「フィルタの追加」(+)をクリックし、「式フィルタの追加」をクリ
ックします。
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8. ワークブック内のすべてのキャンバスにフィルタを適用するには、フィルタにカー
ソルを合せて、「すべてのキャンバスに固定」(ピンのアイコン)をクリックします。
 

 

9. ビジュアライゼーション要素でフィルタするには、その要素を右クリックして、「フ
ィルタとして使用」を選択します。
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「フィルタとして使用」アイコンは、アクティブ化されると緑色に変わります。

フィルタの選択値の指定
ワークブックにフィルタを追加する場合は、フィルタが選択値を取得する方法を指定できま
す。たとえば、フィルタに対してすべての列値を使用したり、別のワークブック・フィルタ
を選択してフィルタの選択値を制限したりできます。
次のオプションから選択できます:

• デフォルト - フィルタの選択値をワークブック内の他のフィルタで制限します。フィル
タをフィルタ・バーに追加すると、フィルタが「デフォルト」に設定されます。

• 自動 - 「フィルタ・バー・メニュー」の「次により値を制限」オプションが「なし」に設
定されている場合に、デフォルトの動作(ワークブック内の他のフィルタでフィルタを制
限)を維持します。

• なし - 他のフィルタによって課されているフィルタの選択値制限を除去します。
• <フィルタ名> - フィルタの選択値を、選択したフィルタに従って制限します。複数のフィ
ルタを選択できます。

「フィルタ・バー・メニュー」の「次により値を制限」オプションと、それが個々のフィルタ
の選択値を制御する方法の詳細は、フィルタ・バーからの次により制限設定の有効化または
無効化を参照してください。
1. ホーム・ページでワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックして、「開
く」を選択し、「編集」をクリックします。

2. キャンバスに移動して、「ビジュアル化」ペインを表示します。
3. 複数のワークブック列をフィルタ・バーにドラッグ・アンド・ドロップして、フィルタ選
択で相互に制限する順序でそれらを配置します。たとえば、「製品名」の前に「製品カテ
ゴリ」を配置します。
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4. フィルタを選択して選択値を設定し、「値の限定」をクリックします。
 

 

5. フィルタの選択値を制限する方法を選択します。
6. 「保存」をクリックしてワークブックを保存します。

フィルタ・バーからの次により制限設定の有効化
または無効化

「次により値を制限」フィルタ・バー・アイコンを使用して、「値の限定」設定が「デ
フォルト」に設定されているすべてのワークブック・フィルタを有効または無効にし
ます。
ワークブックに多くのフィルタが含まれている場合は、フィルタ・バーの「次により
値を制限」設定を使用して時間を節約します。各フィルタの「値の限定」プリファレ
ンスを「デフォルト」と「なし」の間で手動で切り替える代わりに、「フィルタ・バ
ー・メニュー」を使用して、制限されたフィルタ選択値と無制限のフィルタ選択値の
間を切り替えることができます。
フィルタレベル「値の限定」設定の詳細は、フィルタの選択値の指定を参照してくだ
さい。
次のオプションから選択できます:

• 自動 - フィルタ選択値を、各フィルタの「値の限定」設定で指定されたとおりに表
示します。
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• なし - すべてのフィルタについて「デフォルト」に設定された「値の限定」を無視し、す
べての選択値を表示します。「値の限定」プリファレンスが「自動」または「<フィルタ名
>」に設定されたフィルタの選択値の制限を維持します。

1. ホーム・ページでワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックして、「開
く」を選択し、「編集」をクリックします。

2. キャンバスに移動して、「ビジュアル化」ペインを表示します。
3. フィルタ・バーで、「フィルタ・バー・メニュー」をクリックし、「次により値を制限」に
カーソルを合せます。
 

 

4. 「自動」をクリックしてフィルタの制限された選択値を表示するか、「なし」をクリックし
てフィルタのすべての選択値を表示します。
 

 

フィルタ・バーでのフィルタ値の表示または非表示
フィルタ・バーでフィルタ値を表示または非表示にするワークブック・フィルタを構成でき
ます。
ワークブックにフィルタが含まれている場合、「フィルタ・バー・メニュー」の「フィルタ
値」を使用して、フィルタ・バーでフィルタ値を表示または非表示にする方法を構成できま
す。
1. ホーム・ページでワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックして、「開
く」を選択し、「編集」をクリックします。

2. キャンバスに移動して、「ビジュアル化」ペインを表示します。
3. フィルタ・バーで、「フィルタ・バー・メニュー」をクリックして、「フィルタ値」にカー
ソルを合せます。

4. 「フィルタ値」オプションは次のように使用します:

• 「デフォルトで表示」をクリックすると、フィルタ・バーに追加した新しいフィルタ
のフィルタ値が表示されます。
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– 「デフォルトで表示」はデフォルトでオフに設定されています。「デフォル
トで表示」がオフであるため、新しいワークブックを作成し、新しいフィ
ルタを作成して値を選択しても、フィルタ値は表示されません。

– 「デフォルトで表示」をオンに設定し、新しいフィルタを作成して値を選択
すると、その新しいフィルタの値は表示されますが、古いフィルタの値は
表示されません。
ワークブックを保存すると、このプリファレンスも保存されます。その後、
ワークブックを閉じてから再度開くと、フィルタ値は保存したとおりに表
示されます。

• 「すべて表示」をクリックすると、フィルタ・バーですべてのフィルタのフィ
ルタ値が表示されます。
この設定は、「デフォルトで表示」の設定をオーバーライドしません。

• 「すべて非表示」をクリックすると、フィルタ・バーですべてのフィルタのフ
ィルタ値が非表示になります。
この設定は、「デフォルトで表示」の設定をオーバーライドしません。

ビジュアライゼーションのデータのフィルタ
ビジュアライゼーションでフィルタを使用すると、関心のあるデータにフォーカスで
きます。たとえば、月でフィルタして、1月、2月、3月のデータのみをビジュアル化
できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択して「アクション」をクリックし、「開く」
を選択して「編集」をクリックします。

2. フィルタを追加するビジュアライゼーションを選択します。
3. データ・パネルからフィルタ・バーに、データ要素をドラッグ・アンド・ドロップ
します。
 

 

あるデータセットのデータ要素を別のデータセットのビジュアライゼーションで
フィルタとして使用するには、データ要素をフィルタとして使用する前に、データ
セットを結合します。

4. フィルタ処理オプションを表示するフィルタをクリックすると、分析するデータに
フォーカスできます。
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ビジュアライゼーション・フィルタのラベルのカス
タマイズ

ビジュアライゼーション・フィルタのラベルをカスタマイズして、そのデフォルト値のテキ
ストを変更できます。たとえば、デフォルトのフィルタ名 COUNTRYを Countryに変更しま
す。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択して「アクション」をクリックし、「開く」を選
択して「編集」をクリックします。

2. ラベルをカスタマイズするフィルタを含むビジュアライゼーションを選択します。
3. 「文法パネル」で「プロパティ」をクリックします。
4. 「フィルタ」をクリックします。
5. カスタマイズするフィルタを展開します。
6. 「ラベル」フィールドで、「自動」をクリックして、コンテキスト・メニューから「カスタ
ム」を選択します。

7. カスタマイズしたテキストを入力します。
8. [Enter]キーを押します。

ビジュアライゼーション・リスト・フィルタの複数
選択の無効化

ビジュアライゼーション・リスト・フィルタを、単一値のみが選択されるように構成できま
す。たとえば、リスト・フィルタを使用してパラメータをフィルタにバインドするときは、
この設定を「オフ」に構成する必要があります。
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1. ホーム・ページで、ワークブックを選択して「アクション」をクリックし、「開く」
を選択して「編集」をクリックします。

2. 複数値選択を無効にするリスト・フィルタを含むビジュアライゼーションを選択し
ます。

3. 「文法パネル」で「プロパティ」をクリックします。
4. 「フィルタ」をクリックします。
5. 更新するリスト・フィルタを展開します。
6. 「複数選択」フィールドで、「オン」をクリックして値を「オフ」に変更し、このリ
スト・フィルタでの複数値の選択を無効にします。

7. 「保存」をクリックします。

ダッシュボード・フィルタの使用
この項の情報を使用して、ワークブック・キャンバスにダッシュボード・フィルタを
追加する方法を学習します。
トピック:

• ダッシュボード・フィルタについて
• ダッシュボード・フィルタ・ビジュアライゼーションを使用したデータのフィルタ
• スライダ・ダッシュボード・フィルタを使用したビジュアライゼーションのフィル
タおよびアニメーション化の概要

• スライダ・ダッシュボード・フィルタを使用したビジュアライゼーションのフィル
タ処理およびアニメーション化

ダッシュボード・フィルタについて
ダッシュボード・フィルタを使用すると、実行時にユーザーが、ワークブック・キャ
ンバス上にあるすべてのビジュアライゼーションのフィルタ値を指定できるようにな
ります。
設計時に、ワークブックのフィルタ・バーにフィルタを追加することで、ワークブッ
クのすべてのキャンバスに含まれているデータを制限できます。これらのフィルタを
追加したら、フィルタはエンド・ユーザーに表示しないのが一般的です。
ダッシュボードの任意のキャンバスにダッシュボード・フィルタを追加すると、ユー
ザーが独自の値を選択し、そのキャンバスの特定のデータを表示できるようになりま
す。実行時、ユーザーが指定したダッシュボード・フィルタの値は、作成者が設計時
に追加および非表示にしたワークブック・フィルタよりも優先して適用されます。
追加できるダッシュボード・フィルタのタイプは、列のタイプによって異なります:

• リスト - テキスト、集計できない数値および日付をフィルタする場合に使用しま
す。このオプションを使用すると、メンバーを含む/メンバーを除外、NULLを含
む、リストの切替え、上位下位 N件などを指定できます。

• リスト・ボックス - テキスト、集計できない数値および日付をフィルタする場合に
使用します。このオプションを使用すると、データ値の簡単なリストを作成できま
す。「リスト・ボックス」ダッシュボード・フィルタ・タイプは、「リスト」ダッシ
ュボード・フィルタ・タイプと似ており、デフォルトで。フィルタの選択可能値リ
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スト内の「すべて」オプションを含みます。「リスト・ボックス」フィルタ・タイプでは、
ユーザーは値を複数選択できず、「リスト」ダッシュボード・フィルタ・タイプで提供さ
れる追加オプション(上位下位 N件、除外、フィルタの無効化など)を含みません。

• 範囲 - 「集計ルール」が「なし」以外に設定されている数値型のデータ要素をフィルタす
る場合に使用します。

• スライダ - ビジュアライゼーションをアニメーション化し、時間などの特定のディメンシ
ョンでデータがどのように変化するかを動的に表示する場合に使用します。

• 上位下位 N件 - メジャーや属性をフィルタし、最高値または最小値を表示する場合に使
用します。

ダッシュボード・フィルタ・ビジュアライゼーションを使用
したデータのフィルタ

ダッシュボード・フィルタを使用してワークブックのキャンバスに直接フィルタ・バーを作
成すると、エンド・ユーザーが関心のあるデータを選択できるようになります。
デフォルトでは、ダッシュボード・フィルタの値は、その他のフィルタ(ワークブック、キャ
ンバス、ビジュアライゼーションの各フィルタ)によって制限されます。ダッシュボード・フ
ィルタを構成するには、フィルタを選択し、プロパティ・ペインを使用して表示オプション
を指定します。
選択できるダッシュボードのフィルタ・タイプに関する詳細は、「ダッシュボード・フィルタ
について」を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択して「アクション」をクリックし、「開く」を選
択して「編集」をクリックします。

2. 「ビジュアル化」タブをクリックします。
3. 「データ・パネル」で、「ビジュアライゼーション」タブをクリックし、「ダッシュボード・
フィルタ」をキャンバスにドラッグ・アンド・ドロップします。

4. 「データ・パネル」で「データ」タブをクリックし、新しいダッシュボード・フィルタに
列を 1つ以上ドラッグ・アンド・ドロップして、個々のフィルタを作成します。
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5. ダッシュボード・フィルタの「プロパティ」ペインで、「プロパティ」、「フィルタ・
コントロール」の順にクリックします。「フィルタ・タイプ」フィールドに移動し、
ワークブックに組み込むフィルタのタイプを選択します。
 

 

6. 「プロパティ」ペインの「一般」、「フィルタ・コントロール」、「フィルタ」の各タ
ブを使用して、複数選択の許可、値の制限、ラベルのフォント、背景色など、フィ
ルタの表示や動作の仕方を変更します。
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7. 「保存」をクリックします。

スライダ・ダッシュボード・フィルタを使用したビジュアラ
イゼーションのフィルタ処理およびアニメーション化の概要

スライダ・ダッシュボード・フィルタをキャンバスに追加して、ビジュアライゼーションを
アニメーション化し、時間などの特定のディメンションでデータがどのように変化するかを
動的に表示できます。
ワークブック作成者は、ダッシュボード・コンシューマがディメンション値を対話的に選択
したり、タイムラプス・ビデオやアニメーションのようにディメンション値を自動的に再生
したりできるように、スライダ・フィルタを構成できます。
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たとえば、2000年から 2012年までに各国が獲得した金、銀、銅のオリンピック・メ
ダルの数とメダルの総数を分析できます。自動再生がオンに設定されている場合、フ
ィルタが各年を自動的に再生すると、ビジュアライゼーションは動的に変化します。
この例では、最初のビジュアライゼーションには水泳で獲得されたメダル数が表示さ
れ、2番目のビジュアライゼーションには国別の獲得メダル数が表示されています。
 

 

機能:

• スライダに、ディメンションベースの値がアニメーション・コントロール(「再生」、
「速度」および「繰返し」)とともに表示されます。
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• 自動再生が有効になっている場合、コンシューマは「再生」ボタンを使用してアニメーシ
ョンを開始および停止でき、「速度」オプションと「繰返し」を使用して再生を制御でき
ます。
 

 

• この例のビジュアライゼーションでは、上向きの青い三角形は獲得メダルの増加を示し、
下向きの赤い三角形は獲得メダルの減少を示します。
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スライダ・ダッシュボード・フィルタのすべての側面を構成できます:

• 「一般」タブでは、タイトルや、タイトル、ラベル、値のフォント、背景や配置な
どのその他のオプションを変更できます。
 

 

• 「フィルタ・コントロール」タブで、ラベル、値のフォントおよび再生オプション
を変更できます。アニメーションなどの時間値を自動的に再生するには、「再生」
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をオンに設定します。または、ダッシュボード・コンシューマが時間値を対話的に選択で
きるようにするには、「再生」をオフに設定します。
 

 

• 「フィルタ」タブで、フォントを選択でき、どのビジュアライゼーションが更新または"再
生"されるかをダッシュボード・フィルタで指定できます。
 

 

スライダ・ダッシュボード・フィルタを使用したビジュアラ
イゼーションのフィルタ処理およびアニメーション化

ワークブック作成者として、スライダ・ダッシュボード・フィルタをワークブック・キャン
バスに追加して、ビジュアライゼーションをフィルタ処理およびアニメーション化し、時間
などの特定のディメンションでデータがどのように変化するかを動的に表示できるようにし
ます。
たとえば、2000年から 2012年の間に獲得されたオリンピック・メダルの数を分析し、その
年範囲で変動する数値をアニメーションで表示できます。
1. ワークブックの「ビジュアル化」ペインで、ディメンションをフィルタとして使用できる

1つ以上のビジュアライゼーションを追加します。
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各ビジュアライゼーションに同じディメンション・データが含まれていることを確
認します。たとえば、2000年から 2012年の間のデータを分析できるように「年」
のデータをフィルタ処理できます。

2. データ・パネルで、「ビジュアライゼーション」をクリックし、「ダッシュボード・
コントロール」までスクロールしてから、「ダッシュボード・フィルタ」をダブル
クリックします。
 

 

3. データ・パネルの上部にある「データ」をクリックし、ディメンションベースのデ
ータ要素を新しいダッシュボード・フィルタにドラッグします。たとえば、一定期
間の値を分析するには、ダッシュボード・フィルタに「年」を追加できます。
 

 

4. 「データ・パネル」で「プロパティ」をクリックしてから「フィルタ・コントロー
ル」をクリックし、「フィルタ・タイプ」の値(デフォルトは「リスト」)をクリック
して「スライダ」を選択します。ダッシュボード・フィルタに表示されているメジ
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ャーの値が表示されます。たとえば、ダッシュボード・フィルタに「年」を追加した場合
は、2000、2001および 2002が表示されます。
 

 

5. データ・パネルの下部にあるプロパティ・パネルで、フィルタ・コントロールをクリック
し、「再生」オプションを使用して自動再生をオフまたはオンにします。

6. 再生を有効にした場合は、スライダ・ダッシュボード・プロンプトで「再生」をクリック
すると、デフォルト設定でビジュアライゼーションがどのように再生されるかを確認でき
ます。

7. 「プロパティ」ペインの「フィルタ」タブで、次のオプションを使用してデフォルト設定
を変更します:

• 「一般」タブでは、タイトルや、タイトル、ラベル、値のフォント、背景や配置など
のその他のオプションを変更できます。

• 「フィルタ・コントロール」タブで、ラベル、値のフォントおよび再生オプションを
変更できます。アニメーションなどの時間値を自動的に再生するには、「再生」を「オ
ン」に設定します。または、ダッシュボード・コンシューマが時間値を対話的に選択
できるようにするには、「再生」を「オフ」に設定します。

• 「フィルタ」 タブで、フォントを選択し、ダッシュボード・フィルタで再生されるビ
ジュアライゼーションを指定できます。
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メイン・フィルタ・バーとビジュアライゼーショ
ンの間でのフィルタのスコープの変更

フィルタのスコープは、メイン・フィルタ・バーとビジュアライゼーションの間で移
動したり、コピーして変更できます。
1. ホーム・ページでワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックして、
「開く」、「編集」の順に選択します。

2. 「ビジュアル化」タブをクリックします。
3. メイン・フィルタ・バーとビジュアライゼーションの間で移動したり、コピーして
フィルタのスコープを変更します。
• メイン・フィルタをビジュアライゼーションに移動 - ドラッグ・アンド・ドロ
ップしてメイン・フィルタ・バーから文法パネルまたはビジュアライゼーショ
ンにフィルタを移動します。
– 「すべてのキャンバスに固定」が選択されている場合、フィルタはワークブ
ック、ワークブックのすべてのキャンバス、およびキャンバスのすべての
ビジュアライゼーションに適用されます。

– 「すべてのキャンバスに固定」が選択されていない場合、フィルタはキャン
バスおよびキャンバスのすべてのビジュアライゼーションに適用されま
す。

• メイン・フィルタをビジュアライゼーションにコピー  - [Shift]キーを押したま
ま、メイン・フィルタ・バーから文法パネルまたはビジュアライゼーションに
フィルタをドラッグ・アンド・ドロップします。

• ビジュアライゼーション・フィルタをメイン・フィルタ・バーに移動 - ビジュ
アライゼーション・フィルタを文法パネルからメイン・フィルタ・バーにドラ
ッグ・アンド・ドロップします。
これによって、フィルタがメイン・フィルタ・バーに移動され、ビジュアライ
ゼーションから削除されます。

• ビジュアライゼーション間でのフィルタのコピー - ビジュアライゼーション・
フィルタを文法パネルから別のビジュアライゼーションにドラッグ・アンド・
ドロップします。
これによって、選択したビジュアライゼーションにフィルタがコピーされま
す。

• ビジュアライゼーション間でのフィルタの移動 - [Shift]キーを押したまま、文
法パネルから別のビジュアライゼーションにビジュアライゼーション・フィル
タをドラッグ・アンド・ドロップします。

ビジュアライゼーションのフィルタとしての使用
キャンバスの他のビジュアライゼーションをフィルタするようビジュアライゼーショ
ンを構成できます。たとえば、月フィルタで 1月を選択すると、キャンバス上の他の
ビジュアライゼーションで 1月にフォーカスします。
ワークブックに複数のデータセットがあり、一部が結合されていない場合は、フィル
タの使用に制限があります。データセットのデータ要素を別のデータセットのビジュ
アライゼーションにおいてフィルタとして使用するには、データ要素をフィルタとし
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て使用する前に、両方のデータセットを結合する必要があります。フィルタのデータ要素が
使用されていないビジュアライゼーションは淡色表示になります。
1. ホーム・ページでワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックして、「開
く」を選択し、「編集」をクリックします。

2. 「ビジュアル化」タブをクリックします。
3. フィルタとして使用するビジュアライゼーションにカーソルを合せます。
4. 「フィルタとして使用」アイコン をクリックして、アクティブ化します。
「フィルタとして使用」アイコンは、アクティブになると緑色に変わります。

フィルタのパーソナライズについて
Oracle Analyticsでは、エンド・ユーザーのダッシュボードまたはビジュアライゼーションの
フィルタ値の選択内容を保存し、ユーザーがワークブックを再度開いたときに表示できます。
フィルタのパーソナライズにより、エンド・ユーザーの時間が保存されますが、これは、ユ
ーザーがワークブックを中断したところから再開し、ユーザーがワークブックを開くたびに
データのフィルタ値を設定せずにすむようにするためです。ワークブックでは、エンド・ユ
ーザーは「すべての変更を元に戻します」をクリックして、フィルタ値をワークブックの作
成者が設定した値に戻すことができます。
ワークブックの作成者がワークブックのフィルタを変更した場合、その変更がパーソナライ
ズにどのように影響するかを次に示します:

変更 影響
フィルタの追加 ユーザーのパーソナライズは保持されます。
フィルタの非表示 ユーザーのパーソナライズは保持されます。
フィルタの無効化 ユーザーのパーソナライズが削除されます。
フィルタの削除 ユーザーのパーソナライズが削除されます。
デフォルトでは、どのワークブックでもパーソナライズが有効化されています。ワークブッ
クの作成者は、ワークブックのプレゼンテーション・フローを更新して、ユーザーがワーク
ブックを再度開いたときに、フィルタ値を保持するかどうかを指定できます。「「表示」での
パーソナライズ・オプションの指定」および「プレゼンテーション・フローとは」を参照し
てください

ノート:

管理者は、システム設定「ワークブックにおけるパーソナライズの有効化」を使用
して、組織全体のワークブックのパーソナライズをオフにできます。を参照してく
ださい。
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様々なフィルタ・タイプの適用
様々なフィルタ・タイプを使用すると、関心のあるデータにフォーカスできます。
トピック:

• 範囲フィルタの適用
• 上位下位 N件フィルタの適用
• リスト・フィルタの適用
• 日付範囲フィルタの適用
• 相対時間フィルタの適用
• 式フィルタを使用したデータのフィルタ

範囲フィルタの適用
範囲フィルタは、数値データ型であり、「集計ルール」が「なし」以外に設定されてい
るデータ要素に対して使用します。
範囲フィルタはメジャー列にのみ適用され、$100,000から$500,000の売上など、連続
する値の範囲にデータを制限します。あるいは、連続する値の範囲を(含むのではなく)
除外する範囲フィルタを作成できます。このような排他的フィルタでは、2つの連続し
ない範囲(例: $100,000未満または$500,000超の売上)にデータが制限されます。
ワークブックにビジュアライゼーションがない場合は、作成します。ワークブックの
構築およびビジュアライゼーションの作成の開始を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスでフィルタをクリックし、「範囲」をクリックします。
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3. 「基準」をクリックして、選択された「属性」のリストを表示し、フィルタを構成します:

• メンバーをクリックし、選択済リストに対してそのメンバーを削除または追加しま
す。

• プラス(+)アイコンをクリックし、新しいメンバーを選択済リストに追加します。
• ヒストグラムの「最小」と「最大」のスライダを動かして、フィルタ処理する範囲を
設定します。

4. フィルタの外側をクリックしてフィルタ・パネルを閉じます。

上位下位 N件フィルタの適用
上位下位 N件フィルタは、メジャーや属性をフィルタして、最高値や最小値を表示する場合
に使用します。
1. 「上位下位 N件」フィルタをキャンバスおよびワークブック内のすべてのビジュアライゼ
ーションに適用するには:

a. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックして
から「開く」を選択します。

b. ビジュアライゼーションの「データ・パネル」で、フィルタする属性またはメジャー
を選択し、フィルタ・バーにこれをドラッグ・アンド・ドロップします。

c. フィルタ・バーでフィルタをクリックしてから、「上位下位 N件」をクリックします。
範囲フィルタのみを「上位下位 N件」フィルタに変換できます。

2. 上位下位 N件フィルタをワークブック内の特定のビジュアライゼーションに適用するに
は:

a. キャンバスで、フィルタするビジュアライゼーションを選択します。
b. 「データ・パネル」で、フィルタする属性またはメジャーを探し、文法パネルの「フ
ィルタ」ドロップ・ターゲットにドラッグ・アンド・ドロップします。

c. フィルタ・バーでフィルタをクリックして上位下位 N件をクリックします。
3. 「上位下位 N件」フィルタをキャンバス上フィルタに適用するには:

a. 選択したキャンバスで「データ・パネル」に戻り、「ビジュアライゼーション」をク
リックして、「リスト・ボックス」フィルタをクリックします。

b. 「データ・パネル」で、フィルタする属性またはメジャーを見つけ、作成した「リス
ト・ボックス」ビジュアライゼーションにこれをドラッグ・アンド・ドロップしま
す。

4. 上位下位 N件フィルタを構成するには、フィルタをクリックしてから、次を実行します:

• 上位と下位を変更するには、「方法」の値をクリックして、「上位」または「下位」を
クリックします。

• 表示される行数を指定するには、「件数」フィールドをクリックして行数を入力しま
す。

• 制限の基準とする属性またはメジャー列を変更するには、「基準」フィールドをクリ
ックして属性またはメジャーを選択するか、キャンバスにあるカスタム計算を選択し
ます。または、プラス(+)をクリックし、制限の基準とする属性、メジャーまたはメト
リックを探して選択します

5. フィルタの外側をクリックしてフィルタ・パネルを閉じます。
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リスト・フィルタの適用
リスト・フィルタをテキスト、集計できない数値および日付に適用し、フィルタでど
のメンバーを含めるか、除外するかを選択できます。
ワークブックにビジュアライゼーションがない場合は、作成します。ワークブックの
構築およびビジュアライゼーションの作成の開始を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、フィルタ・バーのフィルタまたはキャンバス上フ
ィルタを選択し、「リスト」をクリックします。

3. 含めるメンバーを見つけてクリックし、「選択項目」リストに追加します。あるい
は、「検索」フィールドと「検索オプション・メニュー」を使用して、フィルタに
追加するメンバーを見つけます。検索にはワイルドカード(*および?)を使用しま
す。

4. オプション: 「選択項目」リストに関連する次のアクションを実行します:

• リストから削除するメンバーをクリックします。
• フィルタで除外するがリストからは削除しないメンバーの横にある目のアイ
コンをクリックします。

• 上部の「メニュー」をクリックして、「選択項目を除外する」を選択してリス
トからメンバーを除外します。

• 「NULL」をクリックして、リストの null値のメンバーを含めます。
• 「追加」をクリックして、リストにすべてのメンバーを追加します。
• 「クリア」をクリックして、リストからすべてのメンバーを削除します。

5. フィルタの外側をクリックしてフィルタ・パネルを閉じます。

日付範囲フィルタの適用
日付範囲フィルタでは、カレンダ・コントロールを使用して時間または日付の選択を
調整します。1つの連続的な日付範囲を選択するか、指定範囲内の日付を除外するため
の日付範囲フィルタを使用できます。
ワークブックにビジュアライゼーションがない場合は、作成します。ワークブックの
構築およびビジュアライゼーションの作成の開始を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、フィルタ・バーまたはキャンバス上フィルタにあ
るフィルタを選択し、「日付範囲」をクリックします。

3. ドロップダウン・リストをクリックして、適用する日付範囲のタイプ(「範囲」、「開
始時間」、「終了時間」、「次と等しい」など)を選択します。

4. 日付ピッカーを使用して、範囲を構成します。
5. フィルタの外側をクリックしてフィルタ・パネルを閉じます。
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相対時間フィルタの適用
日付または日時列で相対時間フィルタを使用し、現在の日付および時間に基づいて特定の期
間のデータを表示します。
過去または将来の時間単位(2年など)の明示的な数値として相対期間を指定するか、前の期間
を指定できます。たとえば、当年初めからの累計には今年の 1月 1日から現在の日付までの
データが含まれ、当月初めからの累計には月初から現在の日付までのデータが含まれます。
相対時間フィルタをデータ・ソースにすでに存在する日付列のみに適用でき、「年」または
「四半期」などの派生列には適用できません。相対時間フィルタ・タイプでは、日付(時刻部分
なし)および日時(日付と時刻の両方がある TIMESTAMP)列タイプをサポートしています。
問合せで使用される現在日付と時間は、サーバーのタイムゾーン(ブラウザ・ホストの時間ま
たはタイムゾーンではない)の Oracle Analyticsサーバー・ホストの日付と時間です。
ワークブックにビジュアライゼーションがない場合は、作成します。ワークブックの構築お
よびビジュアライゼーションの作成の開始を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、フィルタ・バーまたはキャンバスのフィルタをクリック
し、「相対時間」をクリックします。

3. フィルタする範囲を定義するタイプを選択します。
• 最後 - 選択した「時間レベル」(年、四半期、月、週、日。列時間が TIMESTAMPの
場合、時間、分および秒を含む)に今日の日付に対応して適用する「期間」を指定し、
その期間の日付値のレコードを表示します。
「日時」列に基づいた、日よりも長い粒度(たとえば、年、四半期、月、週、日など)を
持つ「最後」フィルタは、開始日の同じ時刻からデータを取得します。たとえば、サ
ーバーの日付/時間が現在、木曜日の午後 3:15である場合、「日時」列の最後の 2日間
フィルタは、サーバーのタイムゾーンで火曜日の午後 3:15と木曜日の午後 3:15の間
のタイムスタンプを持つデータを取得します。DATE列タイプに基づいたフィルタ
問合せ(定義時に時刻が関連付けられていない問合せ)は、サーバー・ホストの日付の
みに依存しており、時刻には依存しません。

• 次 - 選択した「時間レベル」(年、四半期、月、週、日。列時間が TIMESTAMPの場
合、時間、分および秒を含む)に今日の日付に対応して適用する将来の「期間」の数
値を指定し、その期間の日付値のレコードを表示します。

• 終了日 - 今日の日付に対応する過去の「時間レベル」(年、四半期、月、週、日。列時
間が TIMESTAMPの場合、時間および分を含む)を指定します。この値は、ビジュア
ライゼーションの日付値に適用されます。
「終了日」フィルタは選択した期間の開始からのデータを取得します。たとえば、「月
累計」では、今月の最初の日の午前 0時から現在の日付と時刻(今日または現在)まで
のデータを取得します。

4. フィルタの外側をクリックしてフィルタ・パネルを閉じます。
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式フィルタを使用したデータのフィルタ
式フィルタを使用すると、SQL式でより複雑なフィルタを定義できます。式フィルタ
では、ゼロ個以上のデータ要素を参照できます。
たとえば、式フィルタ"Sample Sales"."Base Facts"."Revenue" < "Sample Sales"."Base
Facts"."Target Revenue"を作成するとします。フィルタを適用すると、ターゲット売上
を達成しなかった項目が表示されます。
式フィルタ・パネルを使用して、式を作成します。データ要素を式フィルタ・パネル
にドラッグ・アンド・ドロップして、適用する関数を選択します。式は、適用する前
に検証されます。
ワークブックにビジュアライゼーションがない場合は、作成します。ワークブックの
構築およびビジュアライゼーションの作成の開始を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスでフィルタ・バーに移動し、「フィルタの追加」をクリ
ックしてから、「式フィルタの追加」を選択します。

3. 式フィルタ・パネルの「式」フィールドに式を作成します。たとえば、目標収益を
達成しなかった項目にフォーカスするには、"Sample Sales"."Base
Facts"."Revenue" < "Sample Sales"."Base Facts"."Target Revenue"と入力します。

4. 「ラベル」フィールドで、式に名前を指定します。
5. オプション: 説明を入力します。
計算の上にカーソルを合せると、ツールチップに説明が表示されます。

6. 「検証」をクリックして、構文が正しいかどうかを確認します。
7. 式フィルタが有効である場合は、「適用」をクリックします。キャンバスのビジュ
アライゼーションに式が適用されます。

ロールベース・フィルタの使用
このトピックでは、ロールベース・フィルタをワークブックおよびビジュアライゼー
ションに適用するために知っておく必要のあることについて説明します。アプリケー
ション・ロールに基づくフィルタ(ロールベース・フィルタとも呼ばれる)を使用する
と、ビジネス・アナリストおよびユーザーは、必要なデータにのみアクセスできます。
トピック:

• ロールベース・フィルタについて
• アプリケーション・ロールに基づくデータセットのフィルタ
• 例 1 - ワークブックへの単純なロールベース・フィルタの適用
• 例 2 - ワークブックへの複数のロールベース・フィルタの適用

ロールベース・フィルタについて
アプリケーション・ロールに基づくフィルタ(ロールベース・フィルタとも呼ばれる)を
使用すると、Oracle Analyticsのビジネス・アナリストおよびユーザーは、必要なデー
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タにのみアクセスできます。たとえば、一部のユーザーが共有のグローバル・セールス・ワ
ークブックを開いたときに、北米の売上データのみが表示されるようにしたいとします。こ
れを実現するには、「北米アナリスト」というカスタム・アプリケーション・ロールを作成
し、それを使用してワークブック・データをフィルタ処理します。
ロールベース・フィルタの概要
• データセット所有者は、Oracle Analyticsアプリケーション・ロールに基づいてフィルタ
を適用します。これにより、ユーザーには自分のアプリケーション・ロールに適したデー
タのみが表示されます。

• ロールベース・フィルタをデータセットに適用します。
• 同時に複数のロールベース・フィルタをデータセットに適用できます。
• データセット・エディタでロールベース・フィルタを追加する場合、表示されるプレビュ
ー・データはフィルタ処理されず、ワークブック・コンシューマがデータセットにアクセ
スしたときにデータセットがフィルタ処理されます。

• 既存のアプリケーション・ロールを使用することも、独自のアプリケーション・ロールを
作成することもできます。たとえば、ヨーロッパと北米のアナリストのグローバル売上デ
ータセットをフィルタ処理するには、アプリケーション・ロール EuropeanSalesおよび
NorthAmericaSalesを作成できます。
 

 

• 式を使用して、ロールベース・フィルタを指定します。たとえば、North America Sales
アプリケーション・ロールでは、式 COUNTRY_SUBREGION = "Northern America"を使用し
て、COUNTRIES表の COUNTRY_SUBREGION列をフィルタ処理できます。
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• フィルタ式では、Oracle Analyticsシステム変数を参照できます。たとえば、Sales
Repアプリケーション・ロールでは、式 SALESREP_ID = USER()を使用して
SALESREP_ID列をフィルタ処理できます。ここで、USER ()はログイン・ユーザ
ーの IDを提供するシステム変数です。
 

 

• データベース・エディタで、ツールバーのロールベース・フィルタ・バーの非表示
または表示オプションを使用して、ロールベース・フィルタ・パネルを表示しま
す。
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ロールベース・フィルタの使用に関するヒント
• すべてのユーザーおよびロールのデータセットをフィルタ処理するには、Authenticated

Userロールにロールベース・フィルタを追加します。たとえば、ユーザーが EMEAリー
ジョンのデータにのみアクセスできるようにする場合は、フィルタ式 REGION = "EMEA"
を Authenticated Userロールに追加します。
 

 

• データセットにロールベース・フィルタを設定すると、データセット所有者を含め、指定
されたロールを持たないユーザーは、どのデータも参照できなくなります。データセット
所有者がデータを参照する必要がある場合は、指定されたロールの 1つにデータセット所
有者を追加します。さらに、Adminや OrgVPなどのスーパー・ロールを持つユーザーが
すべてのデータを参照する必要がある場合は、ダミー・フィルタを作成します。たとえ
ば、OrgVPがリージョン内のすべてのデータを参照できるようにする場合は、OrgVPの
アプリケーション・ロール用に追加のフィルタを作成し、式 1=1でフィルタを作成しま
す。OrgVPを持つユーザーがログインしてワークブックを作成する場合、すべてのデー
タを参照できます。
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アプリケーション・ロールに基づくデータセットのフィルタ
アプリケーション・ロールに基づくフィルタを使用して、ビジネス・アナリストおよ
びユーザーが必要なデータにのみアクセスできるようにします。たとえば、北米のビ
ジネス・ユーザーが共有ワークブックを開いたときに、北米のデータのみが表示され
るようにできます。
データセットにロールベースのフィルタを適用した場合、それをワークブックに追加
し、他のビジネス・アナリストおよびユーザーとワークブックを共有します。他のユ
ーザーが Oracle Analyticsにログインし、ワークブックを開くと、ロールベース・フィ
ルタを使用して共有したデータのみが表示されます。
1. 「ホーム」ページで、データセットを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
してから「開く」を選択します。

2. データベース・エディタで、「結合ダイアグラム」をクリックします。
3. ツールバーのロールベース・フィルタ・バーの非表示または表示オプションをクリ
ックします。
 

 

4. ロールベース・フィルタ・バーにカーソルを合せ、「ロールの追加」( )をクリッ
クしてアプリケーション・ロールのリストを表示します。
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5. ドロップダウン・リストで、データセットのフィルタ処理に使用するアプリケーション・
ロールを選択します。

6. アプリケーション・ロールを右クリックし、「フィルタの作成」を選択して式フィルタ・
エディタを表示します。

7. オプション: 必要な場合は、「ラベル」フィールドを使用して、フィルタ名をよりわかりや
すい名前に変更します。

8. 「式」ボックスで、データ値を一重引用符で囲んでデータをフィルタ処理する論理式を入
力します。
たとえば、データセットに、地理的地域を特定する列 COUNTRY_SUBREGIONがある場
合は、COUNTRY_SUBREGION = 'Northern America'と入力します。
 

 

9. 「検証」をクリックし、「適用」をクリックします。

例 1 - ワークブックへの単純なロールベース・フィルタの適用
この例では、北米の営業担当者が共有のグローバル・セールス・ワークブックを開いたとき
に北米の売上データのみにアクセスできるようにデータセットをフィルタ処理する方法を示
しています。
サンプル・レポート
北米の営業担当者は、Oracle Analyticsにログインし、共有のグローバル・セールス・ワーク
ブックを開いたときに、北米の売上データのみを参照する必要があります。この例では、営
業担当者 dvauthoruserは北米の国であるカナダと米国の売上のみを参照できます。
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サンプル・データ
サンプル・データセットには売上データが含まれ、COUNTRIES表の
COUNTRY_SUBREGION列に位置情報が格納されています。
 

 

サンプル・ユーザーおよびアプリケーション・ロール
• ユーザー dvauthoruserにはアプリケーション・ロール North America Salesが割り
当てられています。

サンプル・データセット・アクセス構成
データセットの「検査」ダイアログの「アクセス」の下の「ロール」で、認証された
ユーザーに「読取り専用」アクセス権が付与されます。
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サンプル・ロールベース・フィルタ
データセット・エディタで、ワークブック作成者は、式 COUNTRY_SUBREGION = "Northern
America"を使用して、ロールベース・フィルタを North America Salesアプリケーション・ロ
ールに適用します。
 

 

例 2 - ワークブックへの複数のロールベース・フィルタの適用
この例は、営業担当副社長と営業担当者が同じ共有ワークブックを使用して売上データを分
析する方法を示しています。副社長は、チーム内のすべての営業担当者の売上データを参照
できます。営業担当者は、自分の売上データのみを参照できます。
サンプル・レポート
営業担当副社長または営業担当者は、同じ共有ワークブックを開いて、自分のアプリケーシ
ョン・ロールとユーザー IDに適したデータを参照できます。
• 営業担当副社長が Oracle Analyticsにログインし、共有のセールス・ワークブックを開く
と、チーム内の各営業担当者の売上データが表示されます。この例では、営業担当副社長
である dvauthoruserは、チーム内の営業担当者(bitechtest、bitechtest2および bitechtest3)
の売上サマリーを参照できます。
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• 営業担当者が Oracle Analyticsにログインし、共有のセールス・ワークブックを開
くと、自分の売上データのみが表示されます。この例では、営業担当者 bitechtest2
は自分の売上である$33,692.11のみを参照できます。
 

 

サンプル・データ
サンプル・データセットには売上データが含まれ、SALESREP_ID列に営業担当者 IDが
表示されています。
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営業担当副社長から営業担当者までの階層は、RepHierarchy表を使用して実装されています。
 

 

RepHierarchy表は、営業担当副社長をチーム内の営業担当者に関連付けます:
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サンプル・ユーザーおよびアプリケーション・ロール
• ユーザー dvauthoruserおよび dvauthoruser2は、アプリケーション・ロール Sales

VPに割り当てられています。
• ユーザー bitechtestから bitechtest7には、アプリケーション・ロール Sales Rep
が割り当てられています。

サンプル・データセット・アクセス構成
データセットの「検査」ダイアログの「アクセス」の下の「ロール」で、認証された
ユーザーに「読取り専用」アクセス権が付与されます。
 

 

サンプル・ロールベース・フィルタ
ワークブック作成者は、ワークブックによって使用されるデータセットに 2つのロー
ルベース・フィルタを適用します。一方は営業担当副社長用で、もう一方は営業担当
者用です。
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• ワークブック作成者は、式 SALESVP_ID = USER()を使用して、ロールベース・フィルタを
営業担当副社長の'Sales VP'アプリケーション・ロールに適用します。引数 USER()は
Oracle Analyticsのシステム変数で、ログイン・ユーザーの IDを提供します。
 

 

• ワークブック作成者は、式 SALESREP_ID = USER()を使用して、ロールベース・フィルタ
を'Sales Rep'アプリケーション・ロールに適用します。
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9
パラメータの作成および使用

このトピックでは、パラメータを作成して、ワークブックの様々な部分で使用できる値を格
納および管理する方法について説明します。
トピック:

• パラメータの概要
• システム・パラメータについて
• パラメータのプロパティについて
• パラメータの変更および削除について
• パラメータの作成
• パラメータを参照するための構文
• フィルタへのパラメータのバインド
• ワークブックでのパラメータの使用

パラメータの概要
パラメータは、ワークブックの複数の場所で使用する現在の値を格納および管理するユーザ
ー定義変数として機能します。パラメータを使用すると、ワークブックのデータを動的に操
作できます。
パラメータは次のように使用できます:

• ワークブックおよびビジュアライゼーションで列セレクタとして
• ワークブックのタイトルおよびビジュアライゼーションのラベル
• 式フィルタで
• ワークブック、ダッシュボードおよびビジュアライゼーション・フィルタで。
• 計算で
• 論理 SQL式で
• ビジュアライゼーションのプロパティで
• データ・アクションで
パラメータを作成するときは、Oracle Analyticsでパラメータの現在の値の初期化に使用され
る値を指定できます。パラメータに使用可能な値と初期値のリストを指定するには、値を手
動で入力するか、論理 SQL問合せを使用します。
パラメータのスコープは、パラメータを定義したワークブックの中のみです。他のワークブ
ックとパラメータを共有することはできません。
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システム・パラメータについて
各ワークブックにはシステム・パラメータが含まれており、ユーザーのシステム情報
(現在の日付や時刻など)に基づくデータをワークブックに含める場合は、これらのパラ
メータを使用できます。
システム・パラメータはワークブックのデータセットやサブジェクト領域とは無関係
であり、ほとんどの一般的なパラメータ・ユース・ケースをカバーするように設計さ
れているため、ワークブックごとにこれらのパラメータを作成する必要はありません。
ワークブックの「パラメータ」タブで、システム・パラメータにカーソルを合せると、
その定義が表示されます。ワークブックのシステム・パラメータは、追加、変更また
は削除できません。
システム・パラメータは次のとおりです:

• 現在の日付
• 現在の時刻
• 現在の日時
• 表示名
• ユーザー名

パラメータのプロパティについて
ワークブックでのパラメータの使用方法と使用場所によって、それに設定するプロパ
ティが決定されます。たとえば、フィルタ・コントロールとして使用するパラメータ
と、式で使用するパラメータには、異なるプロパティを設定します。
これらは、パラメータを作成または変更するときに設定できるプロパティです:

データ型
パラメータに含まれるデータの種類と、パラメータが受け入れる値または値範囲を指
定します。データ型は、パラメータに互換性があることと、パラメータを使用する場
所に対して式が正しく生成されることを検証するためにも使用されます。
複数選択を許可
パラメータが単一の初期値を受け入れることができるか、または複数の初期値を受け
入れることができるかを決定します。
複数値を許可したら、「初期値」フィールドを使用して、複数の初期値を指定するか、
初期値を指定する SQL式を記述します。パラメータに複数の初期値が含まれている
場合、パラメータをフィルタ・コントロールとして使用すると、ユーザーは 1つ以上
の初期値を選択できます。
別名
パラメータによって渡されたデータ要素またはキー値をオーバーライドする表示値を
指定します。
多くのデータセットでは、データ要素にわかりにくい名前が使用されます。別名を使
用すると、ユーザーがデータ要素の概要を理解しやすくなります。たとえば、
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LST_OR_DTに別名"Last Order Date"を作成すると、データ要素名がわかりやすくなります。
別名を使用すると、ユーザーがフィルタ・コントロールから選択する名前がより馴染みのあ
るわかりやすい名前になります。たとえば、データ値 1には East Sales Regionという別名を
指定し、データ値 2にはWest Sales Regionという別名を指定できます。
データ・アクションの場合、パラメータ内の別名を使用して、キー値および表示値を渡しま
す。次に、ターゲット・ワークブックが受信パラメータ値を適用すると、各受信キー値の受
信表示値も適用します。
数値の書式
パラメータの数値に、桁区切り形式や小数点形式を使用するかどうかを決定します。このオ
プションを使用できるのは、整数と Doubleデータ型です。
「数値の書式」がオンに切り替わると、ブラウザの言語設定で定義された数値の書式設定
(12,500や 12.500など)がパラメータ値に使用されます。
「数値の書式」がオフに切り替わると、パラメータ値には数値の書式設定が使用されなくな
り、12500のようになります。
使用可能な値
パラメータで保持できる値リストを指定します。パラメータの使用可能な値は、「すべて」、
「値」、「列」、「論理 SQL問合せ」および値の範囲です。
• ユーザーがデータ型でサポートされている任意の値を入力できるようにする場合は、「す
べて」を選択します。

• ユーザーが選択できる 1つ以上の値を指定する場合は、「値」を選択します。「複数値の許
可」が有効になっている場合、ユーザーは複数の値を選択できます。

• 値のリストをフェッチする列を選択する場合は、「列」を選択します。このオプションを
選択すると、列の選択フィールドに、ワークブックのすべてのデータセットまたはサブジ
ェクト領域列のツリーと、ワークブックの「マイ計算」フォルダのすべての計算が表示さ
れます。

• 1つ以上の使用可能な値を返す論理 SQL式を入力する場合は、「論理 SQL問合せ」を選
択します。論理 SQL式内で他のパラメータを参照できます。論理 SQL式を入力した後
に、「検証」アイコンをクリックすると式を検証できます。

• 開始値と終了値を指定してユーザーが選択できる値を制限する場合は、「範囲」を選択し
ます。

検証の強制
パラメータの作成や編集を行った場合は、このオプションにより、パラメータの初期値が使
用可能な値のリストに対してチェックされます。
このオプションでは、実行時に、指定されたパラメータ値が、使用可能な値のリストに含ま
れていることが検証されます。
設計時に、「使用可能な値」フィールドに「値」を選択すると、「検証の強制」オプションが
有効化され、「初期値」フィールドに使用可能な値のリストが表示されます。
初期値
初期値は、ユーザーがワークブックを開くと適用および表示されるパラメータのデフォルト
値です。
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• デフォルトの初期パラメータ値を適用しない場合は、「値」を選択し、値フィール
ドを空白のままにします。初期値を指定しない場合は、すべての値が使用されま
す。

• 「値」を選択し、デフォルトの初期パラメータ値として適用する値を指定します。
次の点に注意してください:

– 「複数選択を許可」を選択した場合は、複数の初期値を指定できます。
– 「検証の強制」を選択した場合は、「使用可能な値」フィールドに指定された値
から選択できます。

• パラメータの値リストの最初の値をデフォルトの初期値として適用および表示す
る場合は、「使用可能な最初の値」を選択します。文字を含む属性列を使用してい
る場合、最初の値は、論理 SQL式で返されたリストによって決定されます。返さ
れるリストは、常にアルファベット順になります。

• データ・ソースから値リストを動的にフェッチして論理 SQL文を入力する場合は、
「論理 SQL問合せ」を選択します。論理 SQL式内で他のパラメータを参照できま
す。論理 SQL式を入力した後に、「検証」アイコンをクリックすると式を検証でき
ます。

パラメータの変更および削除について
パラメータを変更または削除する前に、ワークブックをチェックして、パラメータの
使用場所と使用方法を把握しておく必要があります。
たとえば、変更または削除するパラメータが式で参照されているか、または論理 SQL
問合せで参照されているかを確認してください。
パラメータを変更または削除する前にそのパラメータの使用場所と使用方法を理解し
ておくことで、ビジュアライゼーション、問合せおよび計算の破損を未然に回避でき
ます。
編集や削除ができるのは、ワークブックで作成したパラメータのみです。「現在の日
付」や「現在の時刻」など、ワークブックのシステム・パラメータの編集または削除
はできません。

パラメータの作成
ワークブックの複数の場所で使用する現在の値を保持および管理するパラメータを作
成します。
パラメータのプロパティの選択方法の詳細は、パラメータのプロパティについてを参
照してください。
1. ホーム・ページで、パラメータを追加するワークブックを選択し、「アクション」
をクリックして「開く」を選択します。

2. 「データ・パネル」で、「パラメータ」をクリックします。
 

 

3. 「パラメータ」ペインで、「追加」をクリックします。
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4. 「名前」フィールドに、一意の名前を入力します。
5. 「データ型」をクリックし、パラメータで受け入れるデータの型を選択します。

 

 

6. 「使用可能な値」フィールドで、パラメータ値を指定する方法を選択します。
7. 「初期値」フィールドで、パラメータの初期値を決定する方法を選択します。初期値を使
用しない場合は、「値」を選択し、値を空白のままにします。

8. 「OK」をクリックします。
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9. 「保存」をクリックします。

二重列に論理 SQL問合せを使用するパラメータ
の作成

ワークブックに二重列がある場合は、パラメータを作成し、論理 SQLを指定して、表
示列および記述子 ID列を選択できます。
二重列は、ローカル・サブジェクト領域から作成されたデータセットでのみ使用可能
です。二重列では、1つの列はデータ記述子値を表し、エンド・ユーザーに表示されま
す。2番目の列はデータ記述子の識別子を表し、エンド・ユーザーに表示されません。
二重列タイプ・フィルタでパラメータを使用する場合は、パラメータを作成し、フィ
ルタのプロパティからフィルタにバインドできます。パラメータの作成と二重列タイ
プ・フィルタへのパラメータのバインドを参照してください。
1. ホーム・ページで、パラメータを追加するワークブックを選択し、「アクション」
をクリックして「開く」を選択します。

2. 「データ・パネル」で、「パラメータ」をクリックします。
 

 

3. 「パラメータ」ペインで、「追加」をクリックします。
 

 

4. 「名前」フィールドに、一意の名前を入力します。
5. 「使用可能な値」フィールドで、「論理 SQL問合せ」を選択します。
6. テキスト・ボックスに論理 SQLを記述し、表示列と記述子 ID列が含まれているこ
とを確認します。たとえば、
SELECT "A - Sample Sales"."Double Column Products"."P10 Product (Dble
Column)", DESCRIPTOR_IDOF("A - Sample Sales"."Double Column
Products"."P10 Product (Dble Column)") FROM "A - Sample Sales"

7. 「初期値」フィールドに移動し、「値」または「使用可能な最初の値」が選択されて
いることを確認します。

第 9章
二重列に論理 SQL問合せを使用するパラメータの作成

9-6



8. 「保存」をクリックします。

パラメータを参照するための構文
このトピックに示された構文を使用して、ワークブック・ビジュアライゼーションのプロパ
ティ、SQL式または計算からのパラメータを参照します。
パラメータを参照するには、次の構文を使用します:

@parameter("parameter name")('default value')

この表には、式構文の例が含まれています:

パラメータ式 説明
@parameter("Supplier")('Brembo') Supplierパラメータを参照します。Supplierパ

ラメータがデータ・アクションまたは URLパラメ
ータを介してワークブックに渡されないかぎり、
パラメータ値は'Brembo'です。

@parameter("StartDate")(DATE'2021-10-08') デフォルトの日付が 2021年 10月 8日である
StartDateというパラメータを参照します。

@parameter("CurrentTime")(TIME'18:00:00') デフォルトの時刻が 18:00:00である
CurrentTimeというパラメータを参照します。

@parameter("CurrentDateTime")
(TIMESTAMP'2023-02-28T18:00:00')

デフォルトの日付が 2023年 2月 28日で、デフォ
ルトの時刻が 18:00:00である CurrentDateTime
というパラメータを参照します。

@parameter("NumOccurrences")(5) デフォルトが 5である NumOccurrencesという
パラメータを参照します。

@parameter("SelectedColumn")("A - Sample
Sales"."Offices"."D2 Department"')

SelectedColumnというパラメータを参照します。
デフォルトは"A - Sample Sales"."Offices"."D2
Department"です。

@parameter("Supplier", style="delimited",
separator="/")('Brembo','Bosch')

Supplierというパラメータを参照します。使用時
の値のデフォルトは"Brembo/Bosch"です。

@parameter("Supplier", style="individual")
('Brembo','Bosch')

Supplierというパラメータを参照します。デー
タ・アクションでパラメータの区切りに使用され
ます:
&myParam=Brembo&myParam=Bosch

@parameter("Supplier", type="alias")
('Brembo','Bosch')

Supplierというパラメータを参照します。構成済
の別名値があれば、その値を使用します。別名が
構成されていない場合、別名は値を使用します。

@parameter("Supplier", type="value")
('Brembo','Bosch')

Supplierというパラメータを参照します。別名が
構成されているかどうかに関係なく、構成済の値
を使用します。

フィルタへのパラメータのバインド
このトピックでは、パラメータを作成してフィルタにバインドする方法、または既存のパラ
メータを選択してフィルタにバインドする方法について説明します。
トピック:

• フィルタへのパラメータのバインドについて
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• パラメータの作成およびフィルタへのバインド
• パラメータの作成およびリスト・ボックス・ダッシュボード・フィルタへのバイン
ド

• パラメータの作成と二重列タイプ・フィルタへのパラメータのバインド
• フィルタへの既存パラメータのバインド

フィルタへのパラメータのバインドについて
ワークブックのキャンバスから選択したフィルタ値を別のキャンバスに渡す場合や、
フィルタの動作およびユーザーへの公開方法をより詳細に制御する場合は、パラメー
タをフィルタにバインドします。
フィルタへのパラメータのバインドは、1方向バインドであるため、パラメータによっ
て、ユーザーが選択できる使用可能なフィルタ値のリストが制限されることはありま
せん。パラメータのプロパティによって、フィルタから使用できる値が定義されます。
フィルタにバインドされたパラメータは、フィルタの選択をリスニングします。パラ
メータがフィルタ値を受け入れると、ワークブック内のパラメータの使用場所にその
値を渡します。
フィルタへのパラメータのバインドには多くの用途があります。たとえば、デフォル
トでは、ダッシュボード・フィルタ・コントロールをキャンバスに追加すると、フィ
ルタはそのキャンバスにのみ適用されます。フィルタにバインドされたパラメータを
使用して、ワークブック内の複数のキャンバスにわたってダッシュボード・フィルタ
を固定できます。同じフィルタが同じパラメータにバインドされたダッシュボード・
コントロールが複数のキャンバスに含まれている場合、ユーザーが選択したフィルタ
値は各キャンバスに適用されます。

パラメータの作成およびフィルタへのバインド
フィルタの「パラメータの作成」オプションをクリックしてパラメータを作成し、ワ
ンクリックでそれをフィルタにバインドします。
ワークブックのフィルタでのパラメータ・バインディングの使用方法の詳細は、フィ
ルタへのパラメータのバインドについてを参照してください。
フィルタからパラメータを作成すると、パラメータ定義の「使用可能な値」プロパテ
ィ・フィールドが「すべて」に設定され、パラメータにはユーザーが選択したすべて
のフィルタ値が使用されます。フィルタからパラメータを作成した後で、パラメータ
のプロパティを変更できます。たとえば、パラメータで使用する値を追加できます。
フィルタからパラメータを作成する場合、パラメータではフィルタされた列の名前が
使用されます。たとえば、「City」列フィルタにパラメータをバインドすると、そのバ
インドによって「City」という名前のパラメータが作成されます。
1. ホーム・ページで、フィルタの作成と追加、パラメータへのバインドを行うワーク
ブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」を選択します。

2. パラメータを作成およびバインドするフィルタを作成するか、探してクリックしま
す。

3. (x)をクリックしてから「パラメータの作成」をクリックして、パラメータを作成
し、それをフィルタにバインドします。

4. オプション: ワークブックの「データ・パネル」に移動して「パラメータ」をクリ
ックし、フィルタから作成したパラメータを右クリックして「パラメータの編集」
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を選択し、パラメータのプロパティを確認および更新します。「OK」をクリックします。

パラメータの作成およびリスト・ボックス・ダッシュボード・
フィルタへのバインド

リスト・ボックス・フィルタには「パラメータにバインド」オプションが含まれないため、
「パラメータの作成」フィルタ・プロパティを使用して、パラメータを作成し、リスト・ボッ
クス・ダッシュボード・フィルタにバインドします。
パラメータ・バインディングの使用方法の詳細は、フィルタへのパラメータのバインドにつ
いてを参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択して「アクション」をクリックし、「開く」を選
択して「編集」をクリックします。

2. 「データ・パネル」で、「ビジュアライゼーション」タブをクリックし、「ダッシュボード・
フィルタ」をキャンバスにドラッグ・アンド・ドロップします。

3. 「データ・パネル」で、「データ」タブをクリックし、キャンバスのフィルタに使用する列
をドラッグ・アンド・ドロップします。

4. ダッシュボード・フィルタの「プロパティ」ペインで、「プロパティ」、「フィルタ・コン
トロール」の順にクリックします。「フィルタ・タイプ」フィールドに移動し、「リスト・
ボックス」を選択します。

5. 「プロパティ」ペインで、「パラメータ・バインディング」に移動し、「なし」をクリック
します。

6. フィルタにバインドする既存のパラメータを選択するか、「パラメータの作成」をクリッ
クし、選択したフィルタ値を使用して、パラメータを作成しリスト・ボックス・フィルタ
にバインドします。

7. オプション: ユーザーがフィルタ値を選択する必要があるかどうかを指定するには、「プロ
パティ」ペインに移動し、「選択が必要」フィールドをクリックし、「オン」を選択しま
す。

8. 「保存」をクリックします。

パラメータの作成と二重列タイプ・フィルタへのパラメータ
のバインド

二重列タイプ・フィルタの「パラメータの作成」オプションをクリックしてパラメータを作
成し、それをワンクリックでフィルタにバインドします。
このチュートリアルでは、二重列リスト・フィルタのパラメータへのバインド方法を説明す
るユースケースを示します:

 チュートリアル
ワークブックのフィルタでのパラメータ・バインディングの使用方法の詳細は、フィルタへ
のパラメータのバインドについてを参照してください。
二重列は、ローカル・サブジェクト領域から作成されたデータセットでのみ使用可能です。
二重列では、1つの列はデータ記述子値を表し、エンド・ユーザーに表示されます。2番目の
列はデータ記述子の識別子を表し、エンド・ユーザーに表示されません。
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二重列のパラメータを作成する際は、パラメータのプロパティの「別名」フィールド
が、デフォルトでオンになっています。二重列パラメータには別名が必要なため、「別
名」フィールドをオフに切り替えることはできません。
フィルタからパラメータを作成した場合、そのパラメータはフィルタされた列の名前
を使用します。
1. ホーム・ページで、二重列タイプ・フィルタの作成と追加、パラメータへのバイン
ドを行うワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」を選択し
ます。

2. パラメータを作成してバインドする二重列タイプ・フィルタを作成するか、探して
クリックします。フィルタには、二重列の表示値が表示され、その ID値は表示さ
れません。

3. (x)をクリックしてから「パラメータの作成」をクリックして、パラメータを作成
し、それをフィルタにバインドします。

4. オプション: ワークブックの「データ・パネル」に移動して「パラメータ」をクリ
ックし、フィルタから作成したパラメータを右クリックして「パラメータの編集」
を選択し、パラメータのプロパティを確認および更新します。

5. 「OK」をクリックします。

フィルタへの既存パラメータのバインド
フィルタにバインドするシステム・パラメータまたは既存のワークブック・パラメー
タを選択し、選択したフィルタ値をパラメータに渡します。
ワークブックのフィルタでのパラメータ・バインディングの使用方法の詳細は、フィ
ルタへのパラメータのバインドについてを参照してください。
ワンクリックでフィルタからパラメータを作成することもできます。パラメータの作
成およびフィルタへのバインドを参照してください。
「パラメータにバインド」をクリックすると、Oracle Analyticsによって、フィルタに
バインド可能な互換性のあるワークブックのパラメータがリストされます。
パラメータの感嘆符アイコン にカーソルを合せると、パラメータとフィルタの互換
性の情報が表示されます。この情報は単なる警告であり、パラメータをフィルタにバ
インドすることを妨げるものではありません。
「フィルタでは複数値がサポートされますが、パラメータではサポートされません。」
という警告は、フィルタで複数の値を選択できるが、パラメータ定義ではフィルタ値
選択リストで指定された最初の値のみが受け入れられるという意味です。この問題を
修正するには、フィルタのプロパティに移動し、複数選択フィルタ・コントロールが、
パラメータの「複数選択を許可」の設定と一致するように変更します。
1. ホーム・ページで、パラメータのバインド先のフィルタを含むワークブックを選択
し、「アクション」をクリックして「開く」を選択します。

2. パラメータのバインド先のフィルタを作成するか、探してクリックします。
3. (x)をクリックしてから、フィルタにバインドするパラメータをクリックします。
4. 「OK」をクリックします。
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ワークブックでのパラメータの使用
このトピックでは、ビジュアライゼーション・ラベルや式など、ワークブックでのパラメー
タの使用方法について説明します。
トピック:

• フィルタ・バーでのパラメータの使用
• ダッシュボード・フィルタ・コントロールとしてのパラメータの使用
• ビジュアライゼーションのタイトルでのパラメータの使用
• パラメータをビジュアライゼーションの軸ラベルとして使用
• 式フィルタでのパラメータの使用
• ワークブックの計算でのパラメータの使用
• 分析リンク・データ・アクションを使用してパラメータ値を渡す
• URLナビゲーション・データ・アクションを使用してパラメータ値を渡す
• 基準線または範囲へのパラメータのバインド

フィルタ・バーでのパラメータの使用
キャンバスのフィルタ・バーにパラメータを追加すると、ワークブックにパラメータ値を設
定できます。オプションで、「表示」モードでパラメータ・フィルタ・コントロールをユーザ
ーに対して非表示にできます。
このチュートリアルでは、フィルタ・バーでのパラメータの使用方法を説明するユースケー
スを示します:

 チュートリアル

ノート:

パラメータをフィルタ・コントロールとして追加すると、列セレクタとして機能し
ます。パラメータをフィルタ・コントロールとして追加しても、データはフィルタ
されません。

フィルタ・バーでパラメータを使用しても、標準フィルタと同じ機能は提供されません。た
とえば、「上位下位 N件」、「除外」、「Null」および「値の限定」の機能は提供されません。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」を選
択します。

2. 「データ・パネル」で、「パラメータ」をクリックします。
3. パラメータをキャンバスのフィルタ・バーにドラッグ・アンド・ドロップします。
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4. 「保存」をクリックしてワークブックを保存します。

ダッシュボード・フィルタ・コントロールとしてのパラメ
ータの使用

ビジュアル化モードまたは表示モードのワークブックで作業する際は、パラメータを
ダッシュボード・フィルタ・コントロールとして使用し、キャンバスのビジュアライ
ゼーションのディメンションやメジャー列の値を選択したり変更したりできます。
このチュートリアルでは、ダッシュボード・フィルタ・コントロールでのパラメータ
の使用方法を説明するユースケースを示します:

 チュートリアル
 チュートリアル

ノート:

パラメータをフィルタ・コントロールとして追加すると、列セレクタとして
機能します。パラメータをフィルタ・コントロールとして追加しても、デー
タはフィルタされません。

パラメータをダッシュボード・フィルタ・コントロールとして追加しても、標準フィ
ルタと同じ機能は提供されません。たとえば、「上位下位 N件」、「除外」、「Null」およ
び「値の限定」の機能は提供されません。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」
を選択します。

2. 「データ・パネル」で、「ビジュアライゼーション」をクリックします。
3. 「ダッシュボード・コントロール」セクションまでスクロールし、「ダッシュボー
ド・フィルタ」をキャンバスにドラッグ・アンド・ドロップします。

4. 「データ・パネル」で、「パラメータ」をクリックします。
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5. パラメータをダッシュボード・フィルタ・ビジュアライゼーションの「文法」パネルの
「フィルタ・コントロール」にドラッグ・アンド・ドロップします。
 

 

6. 「保存」をクリックしてワークブックを保存します。

ビジュアライゼーションのタイトルでのパラメータの使用
タイトルのコンテキストでパラメータの値を表示する場合は、ビジュアライゼーションのタ
イトルにパラメータを追加します。
たとえば、Yearという名前のパラメータを作成してキャンバスのダッシュボード・フィルタ
に追加できます。これにより、ビジュアライゼーションのタイトルにそのパラメータが表示
され、ユーザーが年の値を選択すると、選択した年が含まれるようにタイトルが更新されま
す。
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1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」
を選択します。

2. ビジュアライゼーションをクリックして選択し、「プロパティ」をクリックすると、
「プロパティ」パネルが表示されます。「一般」をクリックすると、一般プロパティ
が表示されます。

3. 「タイトル」フィールドを見つけて、「自動」をクリックします。「カスタム」を選
択します。

4. デフォルトのタイトルをクリアまたは変更し、次の構文を使用してパラメータをタ
イトルに追加します:

@parameter("parameter name")

例:

Sales by Order Date for @parameter("Year")

5. 「保存」をクリックしてワークブックを保存します。

パラメータをビジュアライゼーションの軸ラベルとして
使用

パラメータ値をビジュアライゼーションの軸ラベルに動的に渡すことができます。パ
ラメータの現在の値が、軸ラベルの名前として使用されます。
たとえば、Yearという名前のパラメータを作成してキャンバスのダッシュボード・フ
ィルタに追加できます。これにより、ビジュアライゼーションの値軸にそのパラメー
タが表示され、ユーザーが年の値を選択すると、選択した年が含まれるように値軸の
タイトルが更新されます。
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1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」を選
択します。

2. キャンバスでビジュアライゼーションを選択して「プロパティ」をクリックすると、「プ
ロパティ」パネルが表示されます。「軸」をクリックすると、軸のプロパティが表示され
ます。

3. パラメータを使用する軸ラベルを見つけます。「タイトル」プロパティに移動し、「自動」、
「カスタム」の順にクリックします。

4. デフォルトのタイトルをクリアまたは変更し、次の構文を使用してパラメータをタイトル
に追加します:

@parameter("<parameter name>")

例:

@parameter("Year")

5. 「保存」をクリックしてワークブックを保存します。

パラメータをタイル・ビジュアライゼーションのメジャー・
ラベルで使用

パラメータ値は、タイル・ビジュアライゼーションのプライマリおよびセカンダリ・メジャ
ー・ラベルに動的に渡すことができます。
たとえば、ワークブックにダッシュボード・フィルタのメジャー・セレクタを含め、ユーザ
ーがメジャー値を選択したときに、選択した値がメジャーのラベルに渡されてタイル・ビジ
ュアライゼーションにさらにコンテキストが与えられるようにするとします。
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1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」
を選択します。

2. タイル・ビジュアライゼーションをクリックして選択し、「プロパティ」をクリッ
クしてから「値」をクリックして「値」パネルを表示します。

3. メジャーのタイル・ラベル・フィールドを見つけて、「自動」をクリックします。
「カスタム」を選択します。

4. デフォルトのタイトルをクリアまたは変更し、次の構文を使用してパラメータをタ
イトルに追加します:

@parameter("parameter name")

例:

@parameter("Measure")

5. 「保存」をクリックしてワークブックを保存します。

式フィルタでのパラメータの使用
式フィルタの SQL式にパラメータを組み込んで、複合ビジュアライゼーション・フィ
ルタを作成できます。
このチュートリアルでは、式フィルタでのパラメータの使用方法を説明するユースケ
ースを示します:

 チュートリアル
パラメータを参照するための構文を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」
を選択します。

2. 式フィルタを追加するビジュアライゼーションをクリックし、そのビジュアライゼ
ーションの「文法」パネルが表示されていることを確認します。

3. 「文法」パネルで、「フィルタ」領域までスクロールし、「ドロップ・ターゲット・
オプション」をクリックして「式フィルタの作成」を選択します。

4. 「ラベル」に、式フィルタの名前を入力します。
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5. 「式」フィールドで、次の構文を使用して式を作成します:

@parameter("parameter name")('default value')

例:

rank(Sales)<=@parameter("Top N")(10)

6. 「検証」、「適用」の順にクリックして、式フィルタを保存します。

ワークブックの計算でのパラメータの使用
パラメータを使用して、ワークブックの「マイ計算」フォルダに作成した計算内の定数を置
換します。
このチュートリアルでは、ワークブックの計算にパラメータを使用する方法を説明するユー
スケースを示します:

 チュートリアル
パラメータを参照するための構文を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」を選
択します。

2. 「データ・パネル」で、「データ」をクリックします。
3. 「マイ計算」フォルダを見つけて右クリックし、「計算の作成」を選択します。
4. 「新規計算」に、計算の名前を入力します。
5. 「計算」フィールドで、次の構文を使用して計算を作成します:

@parameter("parameter name")('default value')

例:

@parameter("Dimensions")('Order Priority')

6. 「検証」をクリックして計算を検証してから、「保存」をクリックして計算を保存します。
7. 「保存」をクリックしてワークブックを保存します。

分析リンク・データ・アクションを使用してパラメータ値を
渡す

選択したパラメータ値を別のワークブックのキャンバスに渡すデータ・アクションを作成で
きます。
このチュートリアルでは、分析リンクでのパラメータの使用方法を説明するユースケースを
示します:

 チュートリアル
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」を選
択します。
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2. ワークブック・ツールバーの「メニュー」をクリックして、「データ・アクション」
をクリックします。

3. 「アクションの追加」をクリックして新しいナビゲーション・リンクの名前を入力
します。

4. 「タイプ」フィールドをクリックし、「分析リンク」を選択します。
5. 「アンカー先」フィールドをクリックし、現在のビジュアライゼーションからこの
データ・アクションに関連付ける列を選択します。メジャー列または非表示の列は
選択しないでください。「アンカー先」フィールドに値を指定しなかった場合、デ
ータ・アクションはビジュアライゼーションのすべてのデータ要素に適用されま
す。

6. 「ターゲット」フィールドで、「このワークブック」フィールドをクリックし、「カ
タログから選択」を選択して、アンカーに使用するワークブックを参照して選択し
ます。

7. 「キャンバス・リンク」フィールドをクリックし、使用するキャンバスを選択しま
す。

8. フィルタ値を渡す場合は、「値を渡す」フィールドをクリックして、データ・アク
ションで渡す値を選択します。
• すべて  - クリックしたセルの共通部分が動的に決定され、選択されているデー
タのすべてのフィルタ値が渡されます。

• アンカー・データ - 「アンカー先」フィールドに指定された必須列がビュー・
コンテキストで使用可能な場合にのみ、実行時にデータ・アクションが表示さ
れるようにします。

• なし - ページ(URLまたはキャンバス)が開きますが、選択されているデータの
フィルタ値は渡されません。

• カスタム - 選択されているデータに対してユーザーが選択したカスタム・フィ
ルタ値のみが渡されます。

9. パラメータ値を渡すフィールドをクリックし、データ・アクションで渡すパラメー
タ値を選択します。
• すべて  - クリックしたセルの共通部分が動的に決定され、選択されているデー
タのすべてのパラメータ値が渡されます。

• なし - ページ(URLまたはキャンバス)が開きますが、選択されているデータの
パラメータ値は渡されません。

• カスタム - 選択されているデータに対してユーザーが選択したカスタム・パラ
メータ値のみが渡されます。

10.「複数の選択をサポート」をクリックして値を設定します。
• オン - データ・アクションは、1つまたは複数のデータ・ポイントが選択され
ている場合に呼び出すことができます。

• オフ - データ・アクションは、単一のデータ・ポイントが選択されている場合
にのみ呼び出すことができます。
この設定は、複数のデータ・ポイントを選択するとエラーになる可能性がある
場合に特に有用です。

11.「OK」をクリックして保存します。
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URLナビゲーション・データ・アクションを使用してパラメ
ータ値を渡す

選択したパラメータ値をワークブックから別のアプリケーションに渡すために URLを使用
するデータ・アクションを作成できます。
たとえば、ユーザーが従業員 ID値を選択できるようにするパラメータがワークブックに含ま
れているとします。従業員 ID値を HCMアプリケーションに渡す URLナビゲーション・デー
タ・アクションを作成できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」を選
択します。

2. 「メニュー」をクリックして、「データ・アクション」を選択します。
3. 「アクションの追加」をクリックして新しいナビゲーション・リンクの名前を入力します。
4. 「タイプ」フィールドをクリックし、「URLのナビゲーション」を選択します。
5. 「アンカー先」フィールドをクリックし、URLを適用する列を選択します。「アンカー先」
フィールドに値を指定しなかった場合、データ・アクションはビジュアライゼーションの
すべてのデータ要素に適用されます。

6. URLを入力し、オプションでセパレータ、スタイル、タイプなどの URLオプションを含
めます。
例: http://www.example.com/search?
q=@parameter("City",separator=",",type="value")('')

7. 「複数の選択をサポート」をクリックして値を設定します。
• オン - データ・アクションは、1つまたは複数のデータ・ポイントが選択されている
場合に呼び出すことができます。

• オフ - データ・アクションは、単一のデータ・ポイントが選択されている場合にのみ
呼び出すことができます。
この設定は、複数のデータ・ポイントを選択するとエラーになる可能性がある場合に
特に有用です(たとえば、一部のサードパーティの REST APIの場合)。

8. 「OK」をクリックして保存します。

基準線または範囲へのパラメータのバインド
パラメータ値を使用して基準線または範囲をビジュアライゼーションに配置する場合、パラ
メータをビジュアライゼーションの基準線または範囲の日付値や日付範囲にバインドできま
す。
パラメータを基準線または範囲にバインドする場合、ダッシュボード・フィルタと同じパラ
メータを追加できるため、ユーザーは日付の値または範囲を入力して、ビジュアライゼーシ
ョンの基準線または範囲の配置を制御できます。
ビジュアライゼーションへの基準線の追加を参照してください。
1. ホーム・ページで、パラメータにバインドする基準線または範囲を含むビジュアライゼー
ションがあるワークブックを選択し、「アクション」をクリックして「開く」を選択しま
す。

2. クリックしてビジュアライゼーションを選択し、「文法」パネルで「プロパティ」をクリ
ックし、次に「分析」をクリックします。
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3. 基準線の場合、「値」フィールドに移動します。基準範囲の場合、「自」および「至」
フィールドに移動して「(x)」(パラメータにバインド)をクリックします。

4. 「パラメータの作成」をクリックし、パラメータを作成して基準線または範囲にバ
インドします。
 

 

新しいパラメータの名前は、列名と一致します。
5. オプション: ワークブックの「データ・パネル」に移動して「パラメータ」をクリ
ックし、日付の値または範囲から作成したパラメータを右クリックして「パラメー
タの編集」を選択し、パラメータのプロパティを確認および更新します。

6. 「保存」をクリックします。
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10
ビジュアライゼーションを強化するためのマップ背景およびマップ・レイヤーの適用

地理情報を使用してデータの分析を強化できます。
トピック:

• マップ背景について
• マップ背景によるビジュアライゼーションの強化
• ワークブックでの異なるマップ背景の使用
• マップ・ビジュアライゼーションで色とサイズを使用したデータ値の解釈
• カスタム・マップ・レイヤーの追加
• カスタム・マップ・レイヤーの更新
• 単一のマップ・ビジュアライゼーションへの複数のデータ・レイヤーの適用
• マップ背景としてのイメージの使用およびイメージ上でのマップ・レイヤー形状の描画
• データ列へのマップ・レイヤーの割当て
• マップ・ビジュアライゼーションのデータへの自動フォーカス
• マップ・ビジュアライゼーションでのズームの構成
• マップ・ビジュアライゼーションの場所の一致の確認
• マップ・ビジュアライゼーションでのヒートマップ・レイヤーの作成
• マップ・ビジュアライゼーションでのクラスタ・レイヤーの作成
• マップ上のカスタム・アイコンでのポイント・データの表現
• マップ上でのポイントまたは領域の選択
• マップ上のサイズおよび色を使用した線データの表現
• マップ・レイヤーおよびマップ背景をユーザーに対して使用可能にする方法
• マップ背景のデフォルトとしての使用
• マップ背景の追加
• マップへのデータ・ラベルの追加

マップ背景について
マップ背景を追加して保守することで、ワークブックのマップ・ビジュアライゼーションを
強化できます。
すぐに使用できるマップの背景をワークブックに適用できます。また、Googleマップや
Baiduマップなど、利用可能なWebマップ・サービス(WMS)プロバイダのリストから背景を
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追加したり、適切なWebマップ・サービスまたはタイルWebマップの詳細を指定し
てマップの背景を追加できます。これらのプロバイダの背景マップは、特定の地域(ア
ジア諸国など)に必要な詳細および言語サポート(市区町村または地域名など)を提供し
ます。
次の方法で背景を変更できます:

• マップ・タイプ、フォーマット、APIキーなど、背景パラメータを変更します。パ
ラメータは、各WMSプロバイダで異なります。

• ワークブックのデフォルトの背景を割当てまたは変更します。
• ワークブックに継承されたデフォルトの背景設定を逆にします。
WMSプロバイダを追加して、次のタイプの機能を実行できます。
• WMSマップ・サーバーを追加し、追加のマップ背景オプションとして使用できる
ようにします。

• WMSプロバイダから入手可能なマップ背景を 1つ以上選択します。
• 追加されたWMSプロバイダのマップをデフォルトのマップ背景として割り当て
ます。

マップ背景によるビジュアライゼーションの強化
マップ背景を使用して、ワークブックのビジュアライゼーションを強化できます。

 LiveLabsスプリント
 チュートリアル

列値に基づいて、ディメンションおよびメトリックの特定のセットがマップ・ビジュ
アライゼーションに表示されます。デフォルトのマップ背景または既存の Oracleマ
ップ背景(デフォルトが設定されていない場合)のいずれかが表示されます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」をクリックします。
3. 列を選択してマップ・ビューでレンダリングするには、次のいずれかを実行しま
す。
• 「データ要素」ペインでマップ関連の列を右クリックし、「ビジュアライゼーシ
ョンの選択」をクリックして「マップ」を選択します。

• 「データ要素」ペインから列を空白のキャンバスに、あるいはキャンバスのビ
ジュアライゼーション間で、マップ関連の列をドラッグ・アンド・ドロップし
ます。ビジュアライゼーション・ツールバーで、「ビジュアライゼーション・
タイプの変更」をクリックして「マップ」を選択します。

4. 「プロパティ」ペインで、「マップ」をクリックし、ビジュアライゼーション・プロ
パティを指定します。

5. 別のマップ背景を使用する場合は、「プロパティ」ペインで「背景マップ」の値を
クリックし、背景を選択します。たとえば、「Googleマップ」を選択すると、ビジ
ュアライゼーションでは Googleマップがマップ背景として表示されます。
• 使用可能なマップ背景のリストを表示する場合または使用できる背景を変更
する場合は、次のいずれかを実行します。
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– 「背景マップ」値をクリックして「マップ背景の管理」を選択し、「マップ背景」
タブを表示します。

– 「コンソール」ページを開き、「マップ」をクリックし、「背景」タブを選択しま
す。

• 「衛星」、「道路」、「混合」、「地形」など、別のマップ背景を選択します。
6. 「保存」をクリックします。

ワークブックでの異なるマップ背景の使用
作成者は、マップ・ビジュアライゼーションで異なるマップ背景を使用できます。
次に、ワークブックでマップ背景を使用する方法の例を示します。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「ワークブック」をクリックします。
2. 「データセットの追加」ダイアログでデータセットを選択します。
3. 「ワークブックに追加」をクリックします。
「ワークブック」ペインおよびデータ要素のリストが表示されます。

4. マップ関連のデータ要素を選択(たとえば、「市区町村」をクリック)し、「ビジュアライゼ
ーションの選択」をクリックします。

5. 使用可能なビジュアライゼーションのリストから「マップ」を選択します。
デフォルトのマップ背景または既存の Oracleマップ背景(デフォルトが設定されていな
い場合)のいずれかが表示されます。

6. ビジュアライゼーションのプロパティ・ペインで、「マップ」タブを選択します。
7. 「背景マップ」値をクリックし、ドロップダウン・リストからマップを選択します。
たとえば、「Googleマップ」を選択すると、Googleマップがマップ背景として表示され
ます。

8. オプション: 別の値をクリックして、マップのタイプを変更します(「衛星」、「道路」、「混
合」、「地形」など)。

9. オプション: 「背景マップ」オプションから「マップ背景の管理」をクリックして、「マッ
プ背景」ペインを表示します。
このオプションを使用して、使用するマップの背景を保守します。

マップ・ビジュアライゼーションで色とサイズを使
用したデータ値の解釈

多角形やバブルなどの図形の色とサイズを使用して、マップ・ビジュアライゼーションの値
を解釈できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 次のいずれかを実行し、列を選択してマップ・ビューでレンダリングします。
• 「データ要素」ペインでマップ関連の列を右クリックし、「ビジュアライゼーションの
選択」をクリックして「マップ」を選択します。
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• 「データ要素」ペインから列を空白のキャンバスに、あるいはキャンバスのビ
ジュアライゼーション間で、マップ関連の列をドラッグ・アンド・ドロップし
ます。ビジュアライゼーション・ツールバーで、「ビジュアライゼーション・
タイプの変更」をクリックして「マップ」を選択します。

3. 「ビジュアライゼーション文法ペイン」にある次のセクションに、列をドラッグ・
アンド・ドロップします。
• 「色」を使用して、値に基づいて、対応するマップ・レイヤーに表示されるジ
オメトリの色(多角形塗りつぶし色、バブルの色など)を変更します。

• サイズ(バブル)を使用して、メジャー列の値に基づいて色のバブル・サイズを
変更します。色のバブル・サイズを変更するには、メジャー列のみをドラッ
グ・アンド・ドロップする必要があります。サイズは、マップ・ビジュアライ
ゼーションでの地理的な特定の位置について集計されたメジャーを示します。

• 「トレリス列」/「行」を使用して、フィルタで列の値に基づいて複数のマップ・
ビジュアライゼーションを比較します。

マップ・ビジュアライゼーションでは、次を使用してメジャー列および属性値を解釈
することもできます。
• 凡例 - メジャー列または属性に複数の値がある場合は、サイズまたは色で値を示す
凡例が表示されます。

• ツールチップ - 色のバブルまたはデータ・ポイントにマウス・ポインタを合せる
と、値がツールチップに表示されます。

カスタム・マップ・レイヤーの追加
マップ・ビジュアライゼーションで使用するカスタム・マップ・レイヤーを追加でき
ます。
ビデオ

GeoJSONスキーマ(https://en.wikipedia.org/wiki/GeoJSON)に準拠する.json拡張子の
ジオメトリック・データ・ファイルを使用して、カスタム・マップ・レイヤーを追加
します。次に、カスタム・マップ・レイヤーを使用して、ワークブック内のジオメト
リック・マップ・データを表示します。たとえば、Mexico_States.jsonファイルを追
加して、メキシコの州のマップ内のジオメトリック・データをビジュアル化できます。
個々の GeoJSONファイルの最大アップロード・サイズは 100MB(圧縮)です。
GeoJSONファイルの全体的な上限は 200MB(圧縮)です。圧縮 GeoJSONファイル
は、未圧縮の GeoJSONより小さくなります(最大で元のサイズの半分)。Oracle
Analyticsは、空白を削除して精度を 6桁までの小数に切り捨てることで、アップロー
ドされたファイルを圧縮します。
• 12桁以上の小数のある多角形を含むマップ・レイヤー・ファイルは、サイズが

50%削減される可能性があります。
• 点ジオメトリを含むマップ・レイヤー・ファイルは、サイズが 15-20%削減される
可能性があります。

必要に応じて、マップ・レイヤー・ファイルを Oracle Analyticsにアップロードする前
に、mapshaper.orgなどのツールを使用して圧縮できます。
カスタム・マップ・レイヤーを作成する場合、マップ・ビジュアライゼーションで分
析するデータ列に対応するレイヤー・キーを選択する必要があります。たとえば、マ
ップ・ビジュアライゼーションでメキシコの州データを分析する場合、メキシコの州
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のカスタム・マップ・レイヤーを追加することから開始して、Mexican_States.jsonファイル
から HASCコード・レイヤー・キーを選択できます。次に、Mexican_States.jsonファイルの
抜粋を示します。ここでは、Baja California州のジオメトリック・データの一部を表していま
す。

Mexican_States.jsonファイルを使用する場合、選択するレイヤー・キーはメキシコの州デー
タの表の、分析対象の列と一致する必要があります。たとえば、メキシコの州の Baja
Californiaのデータ・セルが存在する場合、対応する名前フィールドを JSONファイルで選択
してマップ・ビジュアライゼーションに州名を表示します。ワークブックを作成して列(州や
HASCなど)を選択すると、メキシコの州が地図に表示されます。州にマウス・ポインタをあ
わせると、各州の HASCコード(MX BNなど)が地図上に表示されます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「コンソール」を選択して「コンソー
ル」ページを表示します。

2. 「マップ」をクリックして、「マップ・レイヤー」ページを表示します。
「システム・マップ・レイヤー」を有効および無効にすることはできますが、作成または
削除することはできません。

3. カスタム・マップ・レイヤーを追加するには、カスタム・レイヤーの追加をクリックする
か、ファイル・エクスプローラから JSONファイルをカスタム・マップ領域にドラッグ・
アンド・ドロップします。

4. 「開く」ダイアログを参照して、JSONファイル(Mexico_States.jsonなど)を選択します。
JSONファイルは、https://en.wikipedia.org/wiki/GeoJSONで指定される標準に準拠して
いる GeoJSONファイルである必要があります(許可されている最大ファイル・サイズは
20MBです)。
線文字列ジオメトリ・タイプを使用するカスタム・レイヤーは完全にはサポートされてい
ません。「ビジュアライゼーション文法ペイン」の「色」および「サイズ」セクションは、
線ジオメトリには適用されません。

5. 「開く」をクリックして、「マップ・レイヤー」ダイアログを表示します。
6. 「名前」とオプションの「説明」を入力します。
7. 使用するレイヤー・キーを「レイヤー・キー」リストから選択します。
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レイヤー・キーは、メキシコの州ごとの各種コードなど、マップ機能ごとのプロパ
ティ属性セットです。レイヤー・キーは、元々 JSONファイルにあります。可能
であれば、データに対応するレイヤー・キーのみを選択します。

8. 「追加」をクリックします。プロセスが完了してレイヤーが追加されると、成功メ
ッセージが表示されます。

カスタム・マップ・レイヤーの更新
カスタム・マップ・レイヤーを管理できます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「コンソール」をクリック
します。

2. 「マップ」、「マップ・レイヤー」、「カスタム・マップ・レイヤー」の順にクリック
します。

3. カスタム・マップ・レイヤーを含める、または使用可能なものから除外するには、
レイヤーのチェック記号 をクリックします。たとえば、マップから
us_states_hexagon_geoを除外する場合は、そのチェックをクリックしてこれを
無効にし、検索から除去します。

4. 「オプション」をクリックして、次のいずれかのオプションを選択します:

a. オプション: カスタム・マップ・レイヤーの設定を変更するには、「検査」を選
択します。
「名前」、「説明」、「レイヤー・キー」を指定し、このレイヤーのデフォルトの
背景として使用するイメージまたはマップを選択できます。

b. オプション: JSONファイルを再度アップロードするには、「リロード」を選択
します。

c. オプション: JSONファイルをローカルに保存するには、「ダウンロード」を選
択します。

d. オプション: カスタム・マップ・レイヤーを削除するには、「削除」を選択しま
す。

別のマップ・レイヤーを使用するように切替え
マップ・ビジュアライゼーションで使用するマップ・レイヤーを変更できます。
1. ホーム・ページで、マップ・ビジュアライゼーションを含むワークブックを選択
し、「アクション」メニューをクリックして、「開く」を選択します。

2. 「プロパティ」ペインの「データ・レイヤー」をクリックします。
3. 現在の「マップ・レイヤー」をクリックします(メキシコの州など)。これには、そ
こから選択できる使用可能なマップ・レイヤーのリストが表示されます。

4. データ・ポイントとの照合に使用するマップ・レイヤーをクリックします。
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単一のマップ・ビジュアライゼーションへの複数の
データ・レイヤーの適用

データ・レイヤー機能を使用して、単一のマップ・ビジュアライゼーションに、複数のデー
タ系列(ディメンションおよびメトリックの異なるセット)を表示できます。データ・レイヤー
は、単一のマップ・ビジュアライゼーションで相互にオーバーレイされます。
1. ホーム・ページで、マップ・ビジュアライゼーションを含むワークブックを選択し、「ア
クション・メニュー」をクリックして、「開く」を選択します。

2. 「データ・パネル」からマップ関連データが含まれているメジャーまたは属性列を文法パ
ネルの「カテゴリ」(場所)セクションにドラッグ・アンド・ドロップします。

3. 「グラマー」ペインの「カテゴリ」(場所)セクションで「レイヤー・オプション」をクリ
ックし、「レイヤーの追加」をクリックして新規データ・レイヤー(レイヤー 2など)を追
加します。
レイヤーの順序の設定、レイヤーの非表示およびレイヤーの削除を行うこともできます。

4. 「カテゴリ」(場所)セクションに列をドラッグ・アンド・ドロップします。列値に基づい
て、マップ・ビジュアライゼーションは異なるディメンション・セットで自動的に更新さ
れ、前のレイヤーにオーバーレイされます。

5. オプション: 「プロパティ」ペインの「データ・レイヤー」をクリックします。レイヤー・
タイプに応じて、次を選択できます:

• 名前 - レイヤー名を変更します。
• レイヤー・タイプ - レイヤー・タイプを変更します。たとえば、「Polygon」です。
• 透明度 - レイヤーの可視性を変更します。
• アウトライン - レイヤーのアウトラインを「カスタム」に変更し、「アウトラインの
色」の選択や「アウトラインの幅」の設定を行います。

• サイズ - レイヤーのサイズをマップとの関係で変更します。
• ツールチップ - マップ上のレイヤーにカーソルを合せたときに、ツールチップに表示
されるデータを変更します。

• レイヤーの表示 - レイヤーを表示するか非表示にします。
• 凡例タイトルの表示 - 凡例を表示するか非表示にします
• データ・ラベルの位置 - 選択されたデータ列について、マップ上のデータ・ラベルの
位置を表示および選択します。

• 自動ズーム - マップ・ビジュアライゼーションがレンダリングされるたびに、このレ
イヤーの範囲に自動的にズームします。

• 選択の有効化 - 四角形、円形または多角形選択のトグルを使用するか、左右のマウ
ス・クリックを使用して、このレイヤーのデータの選択を有効化します。

6. 「保存」をクリックします。
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マップ背景としてのイメージの使用およびイメー
ジ上でのマップ・レイヤー形状の描画

イメージをアップロードし、イメージをマップ背景として準備し、マップ・レイヤー
形状をイメージに描画し、データをマップ背景レイヤーに関連付けることができます。

 LiveLabsスプリント
ビデオ

トピック:

• マップ背景としてのイメージのアップロード
• アップロードしたイメージへのカスタム・マップ・レイヤー・スナップの描画
• アップロードされたイメージに描画されたマップ・レイヤー形状とのデータセット
の関連付け

マップ背景としてのイメージのアップロード
イメージをマップ背景としてアップロードし、アップロードしたイメージの一番上に
レイヤーを描画できます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「コンソール」をクリック
します。

2. ホーム・ページで、「マップ」をクリックします。
3. 「マップ」で、「背景」タブをクリックし、「イメージ背景」を展開します。
4. 「イメージの追加」をクリックし、イメージを選択して「開く」をクリックします。
5. アップロードしたイメージの名前と説明を入力し、「保存」をクリックします。

アップロードしたイメージへのカスタム・マップ・レイヤ
ー・スナップの描画

アップロードしたイメージにカスタム・マップ・レイヤー形状を描画して編集し、形
状をマップ・ビジュアライゼーションと関連付けることができます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「コンソール」をクリック
します。

2. ホーム・ページで、「マップ」をクリックします。
3. 「マップ」で、「背景」タブをクリックし、「イメージ背景」を展開します。
4. 「イメージ背景」でイメージを選択し、「オプション」、「マップ・レイヤーの作成」
の順に選択します。

5. 「多角形」、「線」または「点」を選択し、形状をイメージに描画します。
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形状 アクション
多角形 イメージをクリックし、ドラッグおよびクリッ

クして形状が完成するまで多角形の各辺を描画
してから、「終了」をクリックします。

円 イメージをクリックし、円が必要なサイズにな
るまで円のサイズを大きくし、その後クリック
して終了します。

線 イメージをクリックし、ドラッグおよびクリッ
クして線が完成するまで各直線エッジを描画し
ます。

点 データ・ポイントを描画する位置にあるイメー
ジをクリックします。

オートバイのイメージをアップロードした場合は、目に見える各部品の形状の輪郭を描画
できます。たとえば、多角形を描画して、燃料タンクなどの不規則形状を表す多角形、フ
ォークを表す線、タイヤを表す円などを描画できます。
作成する新しい各形状は、「地物」の下にリストされます。

6. データセット内のキー列値に対応する各形状の名前を入力します。
たとえば、ガソリン・タンクの多角形の形状を描画し、データセット内のキー列 PartID
にガソリン・タンクの値 PTがある場合は、形状名として PTを入力する必要があります。
「地物」リストで対応するオブジェクトをクリックして形状名を編集することもできます。

7. オプション: 形状を再配置する場合は、形状をクリックし、ドラッグして新しい位置に移
動します。

8. オプション: 形状をサイズ変更する場合は、形状または辺をクリックしたまま必要なサイ
ズになるまでドラッグしてから、もう一度クリックして終了します。

9. 「保存」をクリックします。

アップロードされたイメージに描画されたマップ・レイヤー
形状とのデータセットの関連付け

データセットを、アップロードされたイメージで描画したマップ背景レイヤー形状と関連付
け、それをワークブックで使用できます。

 LiveLabsスプリント
1. 「ホーム」ページで、「作成」をクリックして、マップ背景に関連付けるデータセット・フ
ァイルに取り込みます。
たとえば、motorbike.xlsを選択して、描画した形状の部品名と一致する値を含む PartID
キー列を使用してオートバイのデータセットを作成できます。

2. データセットのキー列で、「オプション」をクリックし、「場所詳細」、カスタム・マップ・
レイヤーの順に選択し、「OK」をクリックして、選択したマップ・レイヤーにキー列を割
り当てます。

3. ワークブックを作成します。
4. キー列をビジュアライゼーションにドラッグ・アンド・ドロップします。これにより、列
がカテゴリ(場所)に自動的に配置されます。
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マップ・ビジュアライゼーションがキー列に基づいて提示され、関連付けられたマ
ップ背景が表示されます。

5. 列の追加を継続し、必要に応じてビジュアライゼーションを作成します。
6. 「保存」をクリックします。

データ列へのマップ・レイヤーの割当て
マップ・レイヤーをデータ列に割り当て、任意のワークブックで一貫して使用できる
ようにします。
マップ・レイヤーを、テキストまたは数値属性を含む列(空港名、緯度、経度など)に割
当てできます。ビジュアライゼーションのためのマップ・レイヤーが割り当てられた
データ列を選択すると、Oracle Analyticsによりマップ・ビジュアライゼーションが自
動的に作成されます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 「データ」をクリックして、「データ」ページに移動します。
3. データ・ダイアグラムで準備する列を含むデータセットを選択して、データセット
の「編集」アイコンをクリックします。
データセットに複数の表が含まれている場合、データセット・エディタが表示さ
れ、各表のタブを含む結合ダイアグラムが表示されます。準備する列を含む表を選
択して、これを変換エディタで開きます。

4. 変換エディタで、数値またはテキスト属性列の「オプション」をクリックし、「場
所詳細」をクリックします。

5. 「場所詳細」で、関連付けられたマップ・レイヤーを確認し、必要に応じてマップ・
レイヤーを変更して、「OK」をクリックします。
プロパティの変更は、「準備スクリプト」ペインに「プロパティの変更」ステップ
としてリストされます。

6. データセットに応じて、「準備スクリプト」ペインで「適用スクリプト」をクリッ
クするか、ツールバーで「データセットの保存」をクリックします。
更新された列には、場所のプリファレンスが設定されていることを示す場所アイコ
ンが表示されます。

7. 更新された列のプロパティ・パネルで、「場所」アイコンをクリックして、列に関
連付けられているマップ・レイヤーを確認します。

8. 場所詳細を設定したデータ列を使用してビジュアライゼーションを作成します。
ビジュアライゼーション・タイプはマップとして自動的に設定され、マップ・レイ
ヤーが特定の列で使用可能となります。各ビジュアライゼーションに対して場所
詳細を設定する必要はありません。
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マップ・ビジュアライゼーションのデータへの自動
フォーカス

マップ・ビジュアライゼーションの新規データにフォーカスする際、現在の表示領域をオー
バーライドできます。
データへの自動フォーカス機能により、マップで表示していた特定のデータのビジュアライ
ゼーションを表示できます。たとえば、マップ・ビジュアライゼーションに国別の売上げが
表示されていて、オーストラリアの売上げを最初に表示した場合、マップではオーストラリ
アがズームされます。ただし、イタリアの売上げにフォーカスした場合、マップではイタリ
アがズームされます。
1. ホーム・ページで、マップ・ビジュアライゼーションを含むワークブックを選択し、「ア
クション」メニューをクリックしてから「開く」を選択します。

2. 「ビジュアライゼーションのプロパティ」で、「マップ」をクリックし、次にデータに自動
フォーカスを「オン」に設定します。
このプロパティのデフォルト値は「オフ」です。

マップ・ビジュアライゼーションのズームの構成
ズームを構成すると、ユーザーがマップ・ビジュアライゼーションのズーム・インやズーム・
アウトを実行できるようになります。
ズーム制御がオンになっていると、倍率制御が表示され、マップのズーム・インとズーム・
アウトが可能です。ズーム相互作用がオンになっていると、マウス・ホイールやタッチ・ス
クリーンで、選択したマップ領域をズーム・インしたりズーム・アウトしたりできます。ズ
ーム制御とズーム相互作用がオンの場合は、倍率制御、マウス・ホイールまたはタッチ・ス
クリーンで、マップのズーム・インとズーム・アウトを行えます。
1. ホーム・ページで、マップ・ビジュアライゼーションを含むワークブックを選択し、「ア
クション・メニュー」をクリックして、「開く」を選択します。

2. ビジュアライゼーション・プロパティで、「マップ」をクリックします。
3. 「ズーム制御と「ズーム相互作用」を「オン」にします。

マップ・ビジュアライゼーションの場所の一致の確
認

用語間にあいまい一致や部分一致が存在する場合など、マップ・レイヤーのデータと一致結
果の間にある不一致の問題を確認できます。
あいまいな結果が存在する場合、正確な一致を得るためにマップ・ビジュアライゼーション
に別の列を追加することを検討してください。たとえば、マップに市区町村、国および大陸
のレイヤーを割り当てることができます。また、データの行を除外することもできます。
1. ホーム・ページで、マップ・ビジュアライゼーションを含むワークブックを選択し、「ア
クション・メニュー」をクリックして、「開く」を選択します。

2. 「ビジュアライゼーション」タブをクリックします。
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3. マップ・ビジュアライゼーションを右クリックし、メニューから「場所の一致」を
選択して「場所の一致」ダイアログを表示します。

4. 現在のビジュアライゼーションのマップ・レイヤーを表しているタブを選択し、デ
ータがマップ・レイヤーとどれほど正確に一致しているかを検査します。
たとえば、「国」タブを選択すると、データが国のマップ・レイヤーとどれほど正
確に一致しているかを参照できます。

5. オプション: 「マップ・レイヤー」をクリックして別のレイヤーを選択するか、「マ
ップ・レイヤーの管理」をクリックして「コンソール」ページを表示します。

6. データの不一致の確認および解決に列を使用します。
「一致」を使用して、マップ・レイヤー情報と一致しているデータ・アイテムを表
示します。一致は、一致なしや部分一致から 100%一致まで様々です。一致は、当
初、最も不正確な一致から最も正確な一致まで上から下にソートして表示されま
す。
• 一致なし - 赤い警告の三角インジケータが表示されます。
• 問題のある一致 - 黄色い警告の三角インジケータが表示されます。
警告は、不適切な一致ではなく、ユースケースを確認できる不完全な一致を示
しています。

• 完全一致 - 警告の三角インジケータは表示されません。
• 緯度と経度を一致させる場合、一致の値は「有効」または「無効」です。
表の上のサマリー・セクションには、場所と問題の数が表示されます。

7. 「一致」列タイトルのフィルタ・アイコンをクリックして、フィルタ・オプション
を選択します。
• 「すべてのデータ」を使用して、すべてのタイプの一致を表示します。
• 「最適な一致」を使用して、100%の完全一致のみを表示します。
• 「すべての問題」を使用して、部分一致、複数一致および一致なしを表示しま
す。

• 「部分一致」を使用して、照合している文字列間の差分率を示します。例: Paulo
と Sao Pauloのように文字列の一部が完全に同じ。Caiyroと Cairoのように
語の大部分が完全に同じ。

• 「複数の一致あり」を使用して、あいまいな用例で存在する一致の数を示しま
す。たとえば、Barcelona, Spainが Barcelona Argentinaに一致している場
合です。この場合、データを再確認して GEO列に詳細を追加し、正しい列に
のみ一致するよう設定できます。

8. 除外する各データ行の「除外」列をクリックします。
9. 「除外」メニューをクリックします:

• 「すべて選択」または「すべて選択解除」をクリックします。
• 「ワークブック・スコープ」、「キャンバス・スコープ」または「ビジュアル・
スコープ」のいずれかをクリックします。

10. オプション: 一致をより具体的にするために、ビジュアライゼーションの「カテゴ
リ」(場所)エッジに別の列を追加します。たとえば、Barcelona, Spainと Barcelona,
Argentinaのような不一致を除くため、国のデータを追加します。
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11.「場所の一致」ダイアログを表示して残っている不一致のサマリーを確認し、問題なけれ
ば「OK」をクリックします(または、必要に応じて前のステップを繰り返します)。

マップ・ビジュアライゼーションでのヒートマップ・
レイヤーの作成

マップ・ビジュアライゼーションでヒートマップをデータ・レイヤー・タイプとして使用し、
ポイント値またはポイントに関連付けられているメトリック値の密度または高濃度を識別し
ます。たとえば、ヒートマップを使用して、地域または国内の高収益店舗を識別できます。
2つのタイプのヒートマップ・レイヤーを作成できます。
• 密度ヒートマップ - マップ関連の列データのみを使用します(緯度と経度の列など)。密度
ヒートマップ・レイヤーは、ポイントの累積合計を示し、各ポイントには特定の加重があ
ります。ポイントには、周囲に影響を与える半径があり、同じ領域にある他のポイントも
ポイントの累積合計に寄与します。

• メトリック・ヒートマップ - 同じレイヤー内のメジャー列データを使用します。たとえ
ば、文法パネルの「色」セクションにメジャー列を追加すると、ヒートマップが更新さ
れ、補間されたメトリック値が表示されます。

1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 空のマップ・ビジュアライゼーションを作成します。
3. 「データ・パネル」からマップ関連データが含まれている属性列を文法パネルの「カテゴ
リ」(地理)セクションにドラッグ・アンド・ドロップします。
• マップ・ビジュアライゼーションを使用するワークブックを作成する場合は、「デー
タ・パネル」で属性列を右クリックし、「ビジュアライゼーションの選択」をクリッ
クして「マップ」を選択します。

4. 「プロパティ」ペインの「データ・レイヤー」タブに移動します。
• あるいは、「カテゴリ」(地理)セクションの「レイヤー・オプション」をクリックし、
「レイヤーの管理」をクリックします。

5. 密度ヒートマップを作成するには、「レイヤー・タイプ」値をクリックして「ヒートマッ
プ」を選択します。
• あるいは、新規マップ・レイヤーを追加して、レイヤー・タイプを「ヒートマップ」
に変更し、属性列を「カテゴリ」(地理)セクションに追加することもできます。

6. メトリック・ヒートマップを作成するには、「データ・パネル」から「色」セクションに
メトリック列をドラッグ・アンド・ドロップします。ヒートマップ・ビジュアライゼーシ
ョンが密度からメトリックに変わります。

7. 「プロパティ」ペインの「データ・レイヤー」タブで、半径、補間、透明度、色など、ヒ
ートマップ・レイヤーのオプションを指定します。
• デフォルトの補間方法は、レイヤーに対して選択したメトリック列または値の集計ル
ールに基づいて自動的に選択されます。

• 半径の値はピクセル(px)で選択できます。半径の値は、マップ上のポイント値の周囲
でメジャーが影響する範囲です。

ヒートマップは、「データ・レイヤー」タブで選択されたオプションに基づいて自動的に更新
されます。
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マップ・ビジュアライゼーションでのクラスタ・
レイヤーの作成

マップ・ビジュアライゼーションでデータ・レイヤーのタイプとしてクラスタ・レイ
ヤーを使用できます。クラスタ・レイヤーで、相互に近くに位置するポイントは共通
のバブルに一緒にグループ化されます。
グループでクラスタ化されたポイント数はバブルのラベルに示されます。選択された
ポイントが未選択のポイントともにグループ化された場合、円が点線になり、一部選
択されていることが示されます。各ポイントはピン・アイコンで表示され、グループ
化済ポイントと未グループ化ポイント間の区別を強調表示します。ポイントは、マッ
プのズーム・ファクタでピクセルでの近似性に基づいてグループ化されます。
1. ホーム・ページで、「アクション・メニュー」をクリックして、「開く」を選択しま
す。

2. 「データ・パネル」からキャンバスにマップ・ビジュアライゼーションをドラッグ
し、空のマップ・ビジュアライゼーションを作成します。

3. 「データ・パネル」からマップ関連データが含まれている属性列を文法パネルの「カ
テゴリ」(地理)セクションにドラッグ・アンド・ドロップします。
マップ・ビジュアライゼーションを使用するワークブックを作成する場合は、「デ
ータ・パネル」で属性列を右クリックし、「ビジュアライゼーションの選択」をク
リックして「マップ」を選択します。

4. 「プロパティ」ペインの「データ・レイヤー」タブをクリックします。
あるいは、「カテゴリ」(地理)セクションの「レイヤー・オプション」をクリック
し、「レイヤーの管理」をクリックします。

5. ポイント・クラスタを作成するには、「レイヤー・タイプ」値をクリックして「ク
ラスタ」を選択します。
あるいは、新規マップ・レイヤーを追加して、レイヤー・タイプを「クラスタ」に
変更し、属性列を「カテゴリ」(地理)セクションに追加することもできます。

ポイント・クラスタは、ズーム・レベルに基づいて自動的に更新されます。

マップ上のカスタム・アイコンでのポイント・デ
ータの表現

「形状」エッジを使用すると、マップ・ビジュアライゼーション上にカスタム・アイコ
ンでポイント・データを表現できます。
列を「形状」エッジに関連付けると、ポイント・データのカスタム形状を表示できま
す。たとえば、カスタム形状(正方形、三角形、通貨記号など)を使用してこれらを表示
することにより、都市を区別できます。1つ以上のデータ・ポイントに適用するカスタ
ム形状を変更することもできます。
1. ホーム・ページで、ポイント・データが含まれるマップ・ビジュアライゼーション
を含むワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、「開く」
を選択します。
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2. ポイント・データ(都市など)を含む属性列を「データ・パネル」から文法パネルの「カテ
ゴリ」(地理)エッジにドラッグ・アンド・ドロップします。

3. 列を「データ・パネル」から「形状」エッジに、オプションで文法パネルの「色」エッジ
にドラッグ・アンド・ドロップします。
マップ・ビジュアライゼーションは選択内容に基づいて自動的に更新され、前のレイヤー
にオーバーレイされます。

4. オプション: カスタム形状をデータ・ポイントおよびマップ凡例に割り当てる方法を変更
できます。
a. 選択ツールのいずれかを使用してマップ上で 1つ以上のデータ・ポイントを強調表示
するか、[Ctrl]をクリックして 1つ以上のデータ・ポイントを選択します。

b. 複数選択したデータ・ポイントのいずれかを右クリックし、「カスタム形状」を選択
してから、「系列」または「データ・ポイント」を選択します。

c. カスタム形状を選択し、「完了」をクリックします。
カスタム形状は次のように適用されます。
• 「系列」ダイアログ - まだ設定されていないカスタム・データ・ポイントの形状
強調表示されたデータ・ポイントおよび系列項目がカスタム形状で置き換わりま
す。

• 「系列」ダイアログ - 以前に設定されたカスタム・データ・ポイントの形状
対応する系列項目のみがカスタム形状で置き換わります。

• 「データ・ポイント」ダイアログ
強調表示されたデータ・ポイントのみがカスタム形状で置き換わります。

5. データ・ポイントのカスタム形状を再度割り当てる場合、次の手順を実行します。
a. 任意のデータ・ポイントを右クリックし、「形状」を選択して「カスタム形状」をク
リックします。

b. データ・ポイントに割り当てられたカスタム形状を変更するには、変更するデータ・
ポイントに対応する形状をクリックします。

c. 新規カスタム形状を選択し、「完了」をクリックしてから再度「完了」をクリックし
ます。

6. マップ・ビジュアライゼーション上でデータ・ポイントに現在適用されているカスタム形
状をすべてリセットする場合、任意のデータ・ポイントを右クリックし、「形状」を選択
して「カスタム形状のリセット」をクリックします。
これにより、マップ上でデータ・ポイントに適用されている形状がすべてデフォルト設定
にリセットされます。

マップ上でのポイントまたは領域の選択
選択ツールを使用し、定義する特定の領域でマップ上に複数のポイントを選択できます。
1. ホーム・ページで、マップ・ビジュアライゼーションを含むワークブックを選択し、「ア
クション」メニューをクリックしてから「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、マップ・ビジュアライゼーションを選択します。
3. ビジュアライゼーション・ツールバーで次のいずれかの操作を行います。

• 「四角形選択」ツールをクリックし、マップ上の四角形をドラッグして対象のポイン
トまたは領域を選択します。
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• 「円形選択」ツールをクリックし、マップ上のポイントを選択してから外側に
ドラッグして円を作成します。単位には、マップ上で対象となっている距離の
合計が表示されます。

• 「多角形選択」ツールをクリックし、マップ上で選択するポイントまたは領域
にフリーハンドの境界をドラッグします。

選択したポイントまたは領域がマップ上で強調表示されます。

マップ上のサイズおよび色を使用した線データの
表現

マップ・ビジュアライゼーション上で太さおよび色を使用して線データの加重を表現
できます。
メジャーを「サイズ」エッジに関連付けて、線の相対的な加重を示すことができます。
たとえば、航空路線の遅延を比較するには、線の太さを変更してフライトの路線を表
示します。線が太くなり、色が暗くなると遅延時間が長くなることを示します。
1. ホーム・ページで、線データを含むマップ・ビジュアライゼーションを使用するワ
ークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」を選択
します。

2. 「ビジュアル化」キャンバスで、線データを表示するマップ・ビジュアライゼーシ
ョンを選択します。

3. 線データ(航空路線など)を含む列を「データ・パネル」から文法パネルの「カテゴ
リ」(地理)エッジにドラッグ・アンド・ドロップします。

4. 線メジャー列を「データ・パネル」から「サイズ」エッジに、オプションで文法パ
ネルの「色」エッジにドラッグ・アンド・ドロップします。
マップ・ビジュアライゼーションは選択内容に基づいて自動的に更新され、前のレ
イヤーにオーバーレイされます。

マップ・レイヤーと背景をユーザーに対して使用
可能にする方法

ビジュアライゼーション・ワークブックでは、マップ・レイヤーと背景をユーザーに
表示したり、非表示にできます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「コンソール」をクリックしま
す。

2. 「マップ」をクリックし、「背景」または「マップ・レイヤー」をクリックします。
3. 「含める」(青色のチェック)オプションをクリックして、選択した行項目を使用可
能にするか、ユーザーから非表示にします。
マップ背景、イメージ背景、カスタム・マップ・レイヤーおよびシステム・マッ
プ・レイヤーを表示または非表示にできます。
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デフォルトとしてのマップ背景の使用
ビジュアライゼーション・ワークブックでは、マップの背景をユーザーのデフォルトにする
ことができます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「コンソール」をクリックします。
2. 「マップ」をクリックし、「背景」をクリックして「マップ背景」をクリックします。
3. マップの背景の行で「デフォルト」列フィールドをクリックし、これをデフォルトにしま
す。
マップの背景が、新しいビジュアライゼーションでデフォルトで使用されます。

マップの背景の追加
Google、Baidu、他のWebマップ・サービスの背景を追加してビジュアライゼーションで使
用できます。
トピック:

• Googleマップの背景の追加
• Baiduマップの背景の追加
• Webマップ・サービス(WMS)の背景の追加
• タイルWebマップ(XYZ)の背景の追加
• Webマップ背景のトラブルシューティングのヒント

Googleマップの背景の追加
Googleマップの背景を追加してマップ・ビジュアライゼーションで使用できます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「コンソール」をクリックします。
2. 「コンソール」で、「マップ」を選択し、「背景」をクリックして、「マップ背景」をクリッ
クします。

3. 「背景の追加」をクリックし、リストから Googleを選択します。
4. 必要に応じて、役立つ説明を入力します。
5. 「アカウント・タイプ」をクリックしてアカウントを選択します。
6. Googleマップ APIアクセス・キーをコピーして貼り付けます。

Googleマップ・タイルを使用するには、Google社から Googleマップ APIアクセス・キ
ーを取得する必要があります。マップ APIアクセス・キーと、該当する場合は Googleの
クライアント IDの入力を求める Googleのプロンプトが表示されます。タイルの使用
は、Google社が指定した利用規約(Google Developersサイト利用規約)を満たす必要があ
ります。

7. 該当する場合は、「デフォルト・マップ・タイプ」をクリックします。
8. 「保存」をクリックし、使用可能なマップ背景のリストにマップを含めます。
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Baiduマップの背景の追加
Baiduマップの背景を追加してマップ・ビジュアライゼーションで使用できます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「コンソール」をクリックしま
す。

2. コンソールで「マップ」を選択し、「背景」をクリックして「マップ背景」をクリ
ックします。

3. 「背景の追加」をクリックし、リストから Baiduを選択します。
4. 必要に応じて、役立つ説明を入力します。
5. Baiduマップ APIアクセス・キーをコピーして貼り付けます。

Baiduマップ・タイルを使用するには、Baidu社から Baiduマップ APIアクセス・
キーを取得する必要があります。マップ APIアクセス・キーの入力を求める Baidu
のプロンプトが表示されます。タイルの使用は、使用許諾の Baidu社が指定した利
用規約を満たす必要があります。

6. 該当する場合は、「この外部ホストを信頼することに同意します。」をクリックしま
す。

7. 「保存」をクリックし、使用可能なマップ背景のリストにマップを含めます。

Webマップ・サービス(WMS)の背景の追加
Webマップ・サービスの背景を追加してマップ・ビジュアライゼーションで使用でき
ます。
Webマップ・サービスの背景は、Webマップ・サービス(WMS)・プロトコルを使用し
てWebサーバー上で動的にホスティングされます。これらを使用して、エンタープラ
イズ内にない可能性がある情報が含まれるマップを統合し、このマップをデータとと
もに空間的に簡単に提示できます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「コンソール」をクリックしま
す。

2. コンソールで「マップ」を選択し、「背景」をクリックして「マップ背景」をクリ
ックします。

3. 「背景の追加」をクリックし、リストから「Webマップ・サービス」を選択しま
す。

4. 「一般」タブをクリックし、名前と説明を入力します。
5. 「URL」に、Webマップ・サービスの完全な URLを入力します。
正確な URLについては、Webマップ・サービス・プロバイダに問い合せてくださ
い。
たとえば、https://www.gebco.net/data_and_products/gebco_web_services/
web_map_services/mapservです。
「バージョン」には、WMSプロバイダによって使用されるWebマップ・サービ
ス・プロトコルのバージョンが自動的に表示されます。デフォルト値は 1.1.1です
が、ドロップダウン・リストから別のバージョンを選択できます。
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「座標参照系」には、ホスト・プロバイダによって使用される参照システムが自動的に表
示されます。デフォルト値の EPSG:3857は、マップを 2ディメンションでプロジェクト
化するために使用する座標系です。詳細を表示するには、ツールチップ・アイコンにカー
ソルを合せます。

6. 「この外部ホストを信頼することに同意します。」をクリックすると、安全ドメインのリス
トにホストが自動的に追加されます。

7. 「レイヤー」に、使用する各背景マップ・レイヤーの名前を入力します。レイヤーを削除
するには、(x)アイコンをクリックします。

8. イメージ・タイプを変更する必要がある場合は、「フォーマット」をクリックします。
9. 「パラメータ」タブを表示し、「パラメータの追加」をクリックします。
入力したパラメータは URLに含まれ、マップの背景に何を表示するか(たとえば、イメー
ジ・タイプ、レイヤー、マップの地理的範囲、返されるイメージのサイズ)をホスティン
グ・サーバーに指示します。

10. URLに含めてホスト・サーバーに渡すパラメータを key:value形式で入力します。
次の URLを使用して、このWebマップ・サービスに使用できるパラメータを確認しま
す:

http://<url_of_the_map_server>?request=getCapabilities&service=wms
11.「保存」をクリックし、使用可能なマップの背景のリストに背景マップ・レイヤーを追加
します。
変更を確認するには、ページをリフレッシュする必要があります。

12.「プレビュー」をクリックしてマップの背景のプレビューを表示します。
「プレビュー」タブは、ページの保存およびリフレッシュ後にのみ使用可能になります。
これは、リフレッシュによって安全ドメインの認識が可能になるためです。

タイル Webマップ(XYZ)の背景の追加
タイルWebマップ(XYZ)の背景を追加して、これらをマップ・ビジュアライゼーションで使
用できます。
タイルWebマップ(XYZ)の背景は、個々にリクエストされた多数のイメージ、またはWebサ
ーバー経由のインターネット上のベクター・データ・ファイルをシームレスに結合すること
により、ブラウザに表示されます。これらを使用して、企業にない情報および空間的にデー
タに存在する情報を含むマップを統合できます。
ロードするベクター・タイルまたはラスター・タイル・マップ・イメージを指定するように
タイル URL文字列を構成します。ホストは各文字列を評価し、ロードするタイルを決定しま
す。
正確な URLについては、タイルWebマップ・サービス・プロバイダに問い合せてください。
URL内のパラメータは、マップの背景に何を表示するかをホスティング・サーバーに指示し
ます。たとえば、マップ名、バージョンおよび指定したフォーカスで使用するタイルの番号
などです。次に、MapboxタイルWebマップの背景の URLの例を示します:

• https://api.mapbox.com/styles/v1/mapbox/streets-v11/tiles/256/{z}/{x}/{y}
• https://api.mapbox.com/styles/v1/mapbox/satellite-v9/tiles/256/{z}/{x}/{y}
• https://api.mapbox.com/styles/v1/mapbox/light-v10/tiles/256/{z}/{x}/{y}
• https://api.mapbox.com/styles/v1/mapbox/dark-v10/tiles/256/{z}/{x}/{y}
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• https://api.mapbox.com/styles/v1/mapbox/outdoors-v11/
tiles/256/{z}/{x}/{y}

1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「コンソール」をクリックしま
す。

2. コンソールで「マップ」を選択し、「背景」をクリックして「マップ背景」をクリ
ックします。

3. 「背景の追加」をクリックし、リストから「タイルWebマップ」を選択します。
4. 「一般」タブをクリックし、名前と説明を入力します。
5. 「URL」に、ホスト・タイルWebマップ・サービスの完全な URLを入力します。
6. 負荷分散のため、プラス(+)アイコンをクリックして同じドメインの追加のサーバ
ーの URLを入力します。

7. 「この外部ホストを信頼することに同意します。」をクリックすると、安全ドメイン
のリストにホストが自動的に追加されます。

8. 「パラメータ」タブを表示し、「パラメータの追加」をクリックします。
入力したパラメータは URLに含まれ、マップの背景に何を表示するか(たとえば、
イメージ・タイプ、レイヤー、マップの地理的範囲、返されるイメージのサイズ)
をホスティング・サーバーに指示します。
たとえば、exampleaccessTokenXyZ123456789nnnxxxZZzの値を指定して
access_tokenを入力します。
詳細はプロバイダに問い合せてください。

9. URLに含めてホスト・サーバーに渡すパラメータを key:value形式で入力します。
10.「保存」をクリックし、使用可能なマップの背景のリストに指定したタイルWebマ
ップを追加します。
変更を確認するには、ページをリフレッシュする必要があります。

11.「プレビュー」をクリックしてマップの背景のプレビューを表示します。
「プレビュー」タブは、ページの保存およびリフレッシュ後にのみ使用可能になり
ます。これは、リフレッシュによって安全ドメインの認識が可能になるためです。

Webマップ背景のトラブルシューティングのヒント
Webマップ背景を追加する際にエラーが発生する可能性があります。たとえば、Web
マップ背景イメージが、「プレビュー」タブまたはビジュアライゼーションに表示され
ません。
次の方法で、Webマップ背景のエラーを検索して診断します:

• [F12]をクリックしてブラウザの開発ツール・アプリケーションを表示し、ブラウ
ザのコンソール・タブでエラーを検索します。たとえば、errorまたは CORSを検
索します。エラー・メッセージが赤色のテキストで表示されます。

• http://example.comの画像へのアクセスは CORSポリシーによってブロックされまし
た...のようなエラー・メッセージが表示される場合、ホスト・プロバイダに連絡
して問題を解決します。Cross Origin Resource Sharing (CORS)ポリシーに言及
したエラー・メッセージは、ホスト・プロバイダによってのみ解決できます。
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マップでのアウトラインのポイントおよび形状への
追加

アウトラインを追加して、マップ・ビジュアライゼーションでのポイントおよび形状の境界
を強調表示できます。
ユーザーがマップに表示されているビジュアライゼーション情報を迅速に識別できるよう
に、アウトラインはポイントおよび形状の境界を強調表示します。「アウトライン」プロパテ
ィは、「ポイント」レイヤー・タイプを使用するマップでのみ使用可能です。「ヒートマップ」
および「クラスタ」レイヤー・タイプには「アウトライン」プロパティはありません。
1. マップ・ビジュアライゼーションが含まれるワークブックを開き、「アクション」メニュ
ーをクリックして、「開く」を選択します。

2. 「プロパティ」をクリックします。「プロパティ」で「データ・レイヤー」をクリックしま
す。

3. 「アウトライン」行で、「自動」をクリックし、「カスタム」を選択します。
4. 「アウトラインの色」フィールドをクリックして色を選択します。「アウトラインの幅」
で、上向き矢印を使用して幅を広げ、下向き矢印を使用して幅を狭めます。

5. 「保存」をクリックします。

マップへのデータ・ラベルの追加
マップ・ビジュアライゼーションにデータ・ラベルを組み込むと、個々のデータ・ポイント
を説明することができます。
マップにデータ・ラベルがあると、わかりやすくて有益なマップになります。データ・ラベ
ルによって、関心がある特定のデータ・ポイントや地域が強調して表示されるため、ユーザ
ーは、マップに表示された視覚情報をすぐに理解できます。
1. マップ・ビジュアライゼーションが含まれるワークブックを開き、「アクション」メニュ
ーをクリックして、「開く」を選択します。

2. マップ・ビジュアライゼーションで、長方形の選択ツールを使用して、ラベルに使用する
データ要素を選択し、「メニュー」をクリックします。

3. 「プロパティ」をクリックし、「プロパティ」の「データ・レイヤー」をクリックします。
4. 「データ・ラベル」を選択してオンにします。
5. データ・ラベルを構成します。

• データ・ラベルの位置 - ラベルの位置を選択します。
• 列 - データ・ラベルの元となる列を 1つ以上選択します。
列を複数選択した場合は、「複数行」プロパティをオンにすると、新しい行に 2つ目
のラベルが表示されます。

• 重複を許可 - オンにすると、間隔やズーム・レベルに関係なく、すべてのデータ・ラ
ベルが表示されます。

• フォント - データ・ラベルのサイズと色を選択します。
• ハロー - 「自動」または「カスタム」を選択して、データ・ラベル・テキストを強化
するためのハロー効果を追加します。
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「カスタム」を選択した場合、「ハローの色」をクリックして、ハローの色を選
択できます。
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11
データ・アクションの使用

「データ・アクション」リンクでは、コンテキスト値を外部 URLへのパラメータとして、他
のワークブックへのフィルタとして、または外部コンテナに埋め込まれたビジュアライゼー
ションとして渡すことができます。
リンクがワークブックにナビゲートすると、データ・コンテキストがキャンバス・スコープ・
フィルタの形でフィルタ・バーに表示されます。リンクのデータ・コンテキストには、選択
項目に関連付けられた属性またはリンクが開始されたセルが含まれる場合があります。
トピック:

• ビジュアライゼーション・キャンバスに接続するためのデータ・アクションの作成
• ビジュアライゼーション・キャンバスから外部 URLに接続するためのデータ・アクショ
ンの作成

• HTTPデータ・アクションの作成
• Oracle Analytics Publisherレポートに接続するためのデータ・アクションの使用
• ビジュアライゼーション・キャンバスからのデータ・アクションの起動
• データ・アクションがフィルタに与える影響

ビジュアライゼーション・キャンバスに接続するた
めのデータ・アクションの作成

現在のワークブックのキャンバスまたは他のワークブックのキャンバスに移動するデータ・
アクションを作成できます。
ビデオ

データ・アクションを使用して、コンテキスト関連の情報(たとえば注文番号)を転送すること
もでき、この場合、リンクでは他のビジュアライゼーションまたはワークブックの注文番号
に関する詳細が表示されます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. ワークブック・ツールバーの「メニュー」をクリックして、「データ・アクション」をク
リックします。

3. 「アクションの追加」をクリックして新しいナビゲーション・リンクの名前を入力します。
• ナビゲーション・リンクの名前には文字と数字のみ使用できます。
• 複数のナビゲーション・リンクを追加できます。

4. 「タイプ」フィールドをクリックし、「分析リンク」を選択します。
5. 「アンカー先」フィールドをクリックし、現在のビジュアライゼーションからこのデータ・
アクションに関連付ける列を選択します。メジャー列または非表示の列は選択しないで
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ください。「アンカー先」フィールドに値を指定しなかった場合、データ・アクシ
ョンはビジュアライゼーションのすべてのデータ要素に適用されます。

6. 「ワークブック」フィールドをクリックし、アンカーに使用するワークブックを選
択します:

• このワークブックを使用 - アクティブなワークブッックのキャンバスにリン
クする場合に選択します。
選択する列は、現在のビジュアライゼーションに存在している必要がありま
す。

• カタログから選択 - 使用するワークブックを参照して選択する場合に選択し
ます。

7. 「キャンバス・リンク」フィールドをクリックし、使用するキャンバスを選択しま
す。

8. 「値を渡す」フィールドをクリックして、データ・アクションで渡す値を選択しま
す。
たとえば、「アンカー先」フィールドに注文番号列を指定した場合は、「値を渡す」
フィールドで「アンカー・データ」を選択して指定した列の値を渡します。
• すべて  - クリックしたセルの交差を動的に判断し、それらの値をターゲットに
渡します。

• アンカー・データ - 「アンカー先」フィールドに指定された必須列がビュー・
コンテキストで使用可能な場合にのみ、実行時にデータ・アクションが表示さ
れるようにします。

• なし - ページ(URLまたはキャンバス)を開きますが、いずれのデータも渡しま
せん。

• カスタム - カスタム・セットの列を渡すように指定できます。
9. 「複数の選択をサポート」をクリックして、値を設定します。

• オン - データ・アクションは、1つまたは複数のデータ・ポイントが選択され
ている場合に呼び出すことができます。

• オフ - データ・アクションは、単一のデータ・ポイントが選択されている場合
にのみ呼び出すことができます。
この設定は、複数のデータ・ポイントを選択するとエラーが発生する可能性が
ある場合に特に役立ちます(たとえば、一部のサード・パーティの REST APIを
使用する場合)。

10.「OK」をクリックして保存します。

ビジュアライゼーション・キャンバスから外部
URLに接続するためのデータ・アクションの作成

データ・アクションを使用してキャンバスから外部 URLにナビゲートできるため、サ
プライヤ IDなどの列を選択すると特定の外部Webサイトが表示されます。

 LiveLabsスプリント
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 「メニュー」をクリックして、「データ・アクション」を選択します。
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3. 「アクションの追加」をクリックして新しいナビゲーション・リンクの名前を入力します。
複数のナビゲーション・リンクを追加できます。

4. 「タイプ」フィールドをクリックし、「URLのナビゲーション」を選択します。
5. 「アンカー先」フィールドをクリックし、URLを適用する列を選択します。「アンカー先」
フィールドに値を指定しなかった場合、データ・アクションはビジュアライゼーションの
すべてのデータ要素に適用されます。

6. URLアドレスを入力し、オプションで表記法およびパラメータを含めます。
たとえば、http://www.example.com?q=${keyValuesForColumn:"COLUMN"}は、
www.oracle.com?q=${keyValuesForColumn:"Sales"."Products"."Brand"}のように表示
されます。ここで選択した列名は、データ・アクションを起動した場合の値に置き換わり
ます。

7. 「複数の選択をサポート」をクリックして、値を設定します。
• オン - データ・アクションは、1つまたは複数のデータ・ポイントが選択されている
場合に呼び出すことができます。

• オフ - データ・アクションは、単一のデータ・ポイントが選択されている場合にのみ
呼び出すことができます。
この設定は、複数のデータ・ポイントを選択するとエラーが発生する可能性がある場
合に特に役立ちます(たとえば、一部のサード・パーティの REST APIを使用する場
合)。

8. 「OK」をクリックして保存します。
9. 「キャンバス」で、セルをクリックするか、または[Ctrl]を押しながらクリックして複数の
セルを選択します。

10. すでに作成したナビゲーション名を右クリックおよびメニューから選択します。
セルを選択すると、パラメータに渡す値が決定されます(URLトークン)。

HTTP APIデータ・アクションの作成について
ワークブックから REST APIに接続するための HTTP APIデータ・アクションを作成できま
す。
ワークブックから選択された列値を REST APIに渡して、そこからレスポンスが返されるよ
うに、HTTP APIデータ・アクションを構成します。次の点に注意してください:

• 作成可能なデータ・アクションの数に制限はありません。
• URLには、コンテキスト値をデータ・アクション(データ値、ユーザー名、ワークブック・
パス、キャンバス名など)に渡すトークンを含めることができます。
次の REST API URLの例には、Google books APIを表示する Category列トークン値が
含まれています: http://www.googleapis.com/books/v1/volumes?q=$
{valuesForColumn:"Category"}。Category列のセルから選択した値("Books"など)は
REST APIに渡され、それによりリクエストされたページが表示されます。

• POSTメソッドを使用する場合、または HTTPヘッダーをオーバーライドするカスタム
HTTPヘッダーを使用する場合は、次のことが適用されます:

– "="で区切られた名前と値を持つ名前/値ペアとして各パラメータを入力します。
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– 呼び出している APIに応じて、同じ URLトークン構文を名前/値ペアで使用で
きます。例:

* paramName1=paramValue1

* paramName2=${valuesForColumn:"Product"}

– カスタム・ヘッダーは、HTTPリクエストのターゲットが、使用している HTTP
ヘッダーをリクエストに設定することを明確に許可している場合に機能しま
す。ヘッダーが許可されない場合、ブラウザはリクエストをブロックし、エラ
ー・メッセージを表示します。たとえば、Content-Type=application/jsonを
含む Cookieヘッダーはブロックされます。

HTTPデータ・アクションの作成
列を選択すると値が REST APIに送信され、そこからレスポンスが返されるように、
ワークブックで HTTP APIデータ・アクションを使用できます。
HTTP APIデータ・アクションを作成する前に、接続しようとしているドメインを安全
なドメインとして構成する必要があります。安全なドメインの登録を参照してくださ
い。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. ワークブックの「メニュー」をクリックして、「データ・アクション」を選択しま
す。

3. 「アクションの追加」をクリックして新しい HTTP APIデータ・アクションの名前
を入力します。たとえば、HTTP API Exampleと入力します。

4. 「タイプ」フィールドをクリックし、「HTTP API」を選択します。
5. 「アンカー先」フィールドをクリックし、HTTP APIデータ・アクションを適用す
る列を選択します。メジャー列または非表示の列は選択しないでください。「アン
カー先」フィールドに値を指定しなかった場合、データ・アクションはビジュアラ
イゼーションのすべてのデータ要素に適用されます。

6. 「HTTPメソッド」リストで、メソッドを選択します。
7. httpまたは httpsで開始し、オブションで置換トークンを含む REST APIの URL
を入力します。

8. POSTメソッドを選択した場合:

• 「ペイロード・タイプ」の値として「フォーム・データ」を選択した場合は、
各パラメータを別々の行に入力します。

• 「ペイロード・タイプ」の値として「RAWデータ」を選択した場合は、RAW
データを入力します。

9. インタフェースしている APIに合せて HTTPヘッダーを追加またはオーバーライ
ドする場合は、カスタム HTTPヘッダーを入力します。

10.「複数の選択をサポート」をクリックして、値を設定します。
• オン - データ・アクションは、1つまたは複数のデータ・ポイントが選択され
ている場合に呼び出すことができます。
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• オフ - データ・アクションは、単一のデータ・ポイントが選択されている場合にのみ
呼び出すことができます。
この設定は、複数のデータ・ポイントを選択するとエラーが発生する可能性がある場
合に特に役立ちます(たとえば、一部のサード・パーティの REST APIを使用する場
合)。

11.「OK」をクリックして保存します。
12. ビジュアライゼーションのデータ・ポイントをクリックします。
たとえば、トークン「Category」列から"Books"を選択して、特定の REST APIを表示で
きます。

13. 右クリックして HTTP APIの例を選択し、結果を表示します。
選択したデータ・ポイントで、URLトークンに渡す値が決定されます。
成功または失敗メッセージが表示され、選択した値を使用して REST APIが正常に起動さ
れたことを確認します。

Oracle Analytics Publisherレポートに接続するためのデ
ータ・アクションの使用

データ・アクション・リンクは、コンテキスト値を Oracle Analytics Publisherレポートの
URLパラメータとして渡すことができます。
リンクをクリックして Publisherレポートを開いた場合、リンクには、ビジュアライゼーショ
ンで選択した列に関連付けられている属性が含まれる場合があります。
トピック:

• Oracle Analytics Publisherレポートに接続するためのデータ・アクションの作成について
• Oracle Analytics Publisherレポートに接続するためのデータ・アクションの作成
• データ・アクションにカスタム列名を作成して Oracle Analytics Publisherレポート URL
に渡す

Oracle Analytics Publisherレポートに接続するためのデータ・アク
ションの作成について

Oracle Analytics Publisherレポートにリンクするデータ・アクションを作成できます。
ビジュアライゼーションから選択した列値を渡して Publisherレポートに表示するようにデ
ータ・アクションを構成します。
• Publisherレポートはローカル・フォルダに格納する必要があります。
• Publisherレポートがデータ・モデルとして分析を使用する場合、基になる分析のプロン
プトでは、選択した値を Publisherレポートのプロンプトに渡せるようにユーザー入力値
が選択リストに設定されている必要があります。

• 値リストとリスト・フィルタを渡して、Publisherレポートにプロンプトとして表示でき
ます。ただし、数値フィルタ、日付フィルタまたは式フィルタは渡せません。
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Oracle Analytics Publisherレポートに接続するためのデータ・
アクションの作成

分析データ・アクション・リンクを作成して、選択したデータ・ポイントを Oracle
Analyticsワークブックから Oracle Analytics Publisherレポートに転送できます。
Oracle Analyticsワークブック、Publisherレポートおよび分析は異なるフォルダに入れ
ることができます。
1. ホーム・ページで、Publisherレポートで使用されたデータ・モデルを使用するワ
ークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから「開く」を選択
します。

2. 「メニュー」をクリックして、「データ・アクション」を選択します。
3. 「アクションの追加」をクリックして新しいナビゲーション・リンクの名前を入力
します。

4. 「タイプ」フィールドをクリックし、「分析リンク」を選択します。
5. 「名前」フィールドに、データ・アクションの名前を入力します。
6. 「ターゲット」フィールドをクリックし、「カタログから選択」を選択し、データ・
アクションがデータを渡す Publisherレポートを参照して選択し、「OK」をクリッ
クします。

7. 「パラメータ・マッピング」が「デフォルト」に設定されていることを確認します。
8. 「値を渡す」フィールドが「すべて」に設定されていることを確認します。
9. 「複数の選択をサポート」をクリックして値を設定します。

• オン - データ・アクションは、1つまたは複数のデータ・ポイントが選択され
ている場合に呼び出すことができます。

• オフ - データ・アクションは、単一のデータ・ポイントが選択されている場合
にのみ呼び出すことができます。
この設定は、複数のデータ・ポイントを選択するとエラーになる可能性がある
場合に特に有用です(たとえば、一部のサードパーティの REST APIの場合)。

10.「OK」をクリックします。
11. ビジュアライゼーションのデータ・ポイントを選択し、値が Publisherレポートに
渡されることをテストするデータ・アクションを選択します。

データ・アクションにカスタム列名を作成して Oracle
Analytics Publisherレポート URLに渡す

Oracle Analytics Publisherレポートの URLにカスタム列名を渡すデータ・アクショ
ン・リンクを作成できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 「メニュー」をクリックして、「データ・アクション」を選択します。
3. 「アクションの追加」をクリックして新しいナビゲーション・リンクの名前を入力
します。
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4. 「タイプ」フィールドをクリックし、「分析リンク」を選択します。
5. 「名前」フィールドに、データ・アクションの名前を入力します。
6. 「ターゲット」フィールドをクリックし、「カタログから選択」を選択し、データ・アクシ
ョンがデータを渡す Publisherレポートを参照して選択し、「OK」をクリックします。

7. 「パラメータ・マッピング」をクリックし、「カスタム・マッピングの設定」を選択して、
Publisherレポートに URLパラメータとして渡すカスタム列名を指定します。

8. 「行の追加」をクリックし、カスタム名を使用して Publisherレポートに渡す列ごとに「列
の選択」をクリックします。

9. 「パラメータの入力」をクリックし、置換する各列名のカスタム名を入力します。
カスタム名は URLで Publisherレポートに渡されます。

10.「値を渡す」フィールドが「すべて」に設定されていることを確認します。
11.「複数の選択をサポート」をクリックして、値を設定します。

• オン - データ・アクションは、1つまたは複数のデータ・ポイントが選択されている
場合に呼び出すことができます。

• オフ - データ・アクションは、単一のデータ・ポイントが選択されている場合にのみ
呼び出すことができます。
この設定は、複数のデータ・ポイントを選択するとエラーが発生する可能性がある場
合に特に役立ちます(たとえば、一部のサード・パーティの REST APIを使用する場
合)。

12.「OK」をクリックします。
13. ビジュアライゼーションのデータ・ポイントを選択し、カスタム列名が Publisherレポー
トの URLに表示されることを検証するデータ・アクションを選択します。

ビジュアライゼーション・キャンバスからのデータ・
アクションの起動

キャンバスから他のキャンバスおよび URLにデータ・アクションを起動できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 別のキャンバスまたは URLに繋がる「データ・アクション」リンクが含まれるキャンバ
スで、次のステップを実行します。
a. データ要素を右クリックするか、([Ctrl]キーを押しながらクリックして)複数の要素を
選択します。

b. コンテキスト・メニューから、起動するデータ・アクションを選択します。
c. 「ワークブック・プロパティ」ダイアログを完成させます。
現在のビュー・コンテキストに適用されるデータ・アクションの名前がコンテキスト・メ
ニューに表示されます。
データ・アクションがコンテキスト・メニューに表示されるためには、 「アンカー先」
フィールドに定義されているすべての値がビュー・コンテキストで使用可能である必要が
あります。
値として渡されるデータ要素と、ターゲット・キャンバス上のデータ要素の照合には、次
のルールが適用されます。
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• 同じデータ要素がターゲット・ワークブックのキャンバスと一致する場合に、
このデータ要素に対する既存のキャンバス・フィルタがターゲット・キャンバ
スにない場合は、新しいキャンバス・フィルタが追加されます。既存のキャン
バス・フィルタがある場合は、ソース・ワークブックのキャンバスの値で置換
されます。データ・アクションがフィルタに与える影響を参照してください。

• 期待されるデータセットが使用可能ではなく、別のデータセットが使用可能な
場合は、異なるデータセットの列名とデータ型を使用して照合が行われ、その
列にフィルタが追加されます。

• 名前とデータ型による列の一致が複数ある場合は、ターゲット・ワークブック
またはキャンバスのそれらすべての列にフィルタが追加されます。

データ・アクションは、ターゲット・セルまたはマップされた URLにナビゲート
し、「データ・アクション」ダイアログに指定された値に基づいて、表示されたデ
ータをフィルタします。
「値を渡す」フィールドに設定された、「値を渡す」コンテキストは、データ・アク
ションを起動するビジュアライゼーションで使用されるデータ要素で構成されま
す。「値を渡す」コンテキストには、ワークブック、キャンバスまたはビジュアラ
イゼーション・レベルのフィルタのデータ要素は含まれていません。

データ・アクションがフィルタに与える影響
ここで設定したルールを使用して、データ・アクションがターゲット・ワークブック、
キャンバスおよびダッシュボードのフィルタに与える影響を理解します。
選択した列値をワークブックから別のワークブック・フィルタ、キャンバス・フィル
タまたはダッシュボード・フィルタに渡すデータ・アクションを構成します。データ・
アクションでは、ダッシュボード・フィルタおよびワークブック・フィルタを変更で
きます。フィルタ・バージョンが非表示の場合は、ダッシュボードおよびワークブッ
ク・フィルタを変更できません。
データ・アクションからのフィルタ値は、デフォルトではワークブック・レベル、ま
たはキャンバス・レベルで適用されますが、ユーザーに表示される一致するフィルタ
がターゲット・ワークブックに存在する場合は、データ・アクション・フィルタ値で
それをオーバーライドできます。データ・アクションからのフィルタ値でビジュアラ
イゼーション・フィルタをオーバーライドすることはできません。
これらは、データ・アクション・フィルタ値のユース・ケース・シナリオ・ロジック
です:

• データ・アクションからのフィルタ値はダッシュボード・フィルタ・バー列の選択
値を変更します - この状況は、ターゲット・ワークブックが、同じ列を使用するダ
ッシュボード・フィルタ・バーを持ち、一致するフィルタ・タイプを持つ場合に発
生します。

• データ・アクションからのフィルタ値はワークブックまたはキャンバスのフィルタ
値を変更します - この状況は、ダッシュボード・フィルタに対する変更が可能でな
い場合に発生します。システムは最上位レベルのフィルタ・バー(ワークブックま
たはキャンバス・フィルタ)を参照し、受信した列選択との一致がある場合、フィ
ルタ・バーがユーザーに表示される場合、および特定の一致フィルタが表示可能か
つ対話型である(読取り専用ではない)場合に変更を加えます。

• データ・アクションからのフィルタ値はフィルタ・バーにキャンバス・フィルタを
作成します - この状況は、最上位レベルのフィルタ・バーまたは一致するフィルタ
が非表示または読取り専用である場合に発生します。デフォルトの次により制限
動作が維持されます。
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これらのルールを使用して、データ・アクション・フィルタとターゲット・ダッシュボード
およびワークブックの既存のフィルタとの相互作用について理解します:

• データ・アクションは、フィルタをダッシュボード・フィルタ・バーに追加できません。
ダッシュボード・フィルタ・バーの既存のフィルタの再利用のみ行うことができます。

• データ・アクションは、一致するフィルタがターゲット・ワークブックに存在する場合に
のみダッシュボード・フィルタを再利用できます。

• データ・アクションは、ダッシュボード・フィルタ・バーの一致するフィルタを優先しま
す。つまり、データ・アクションがダッシュボード・フィルタ・バーとキャンバス・フィ
ルタ・バーのどちらの一致するフィルタを再利用するかを選択できる場合、データ・アク
ションはキャンバス・フィルタよりもダッシュボード・フィルタを優先して再利用しま
す。

• 互換性のあるダッシュボード・フィルタがターゲット・ワークブックに存在しない場合、
データ・アクションは、ワークブック・フィルタ・バーにキャンバス・フィルタを作成し
ます。

• データ・アクションによってターゲット・ワークブックにワークブック・フィルタが作成
されることはありません。この機能を実現するにはフィルタをパラメータにバインドす
る必要があります。

• データ・アクションはビジュアライゼーション・フィルタを変更できません。これらはデ
ータ・アクションのターゲットではないからです。これには、ダッシュボード・フィル
タ・バーで選択されたビジュアライゼーション・フィルタが含まれます。これらのフィル
タをパラメータにバインドして値を変更する必要があります。

• データ・アクションは式フィルタを再利用せず、かわりにキャンバス式フィルタを作成し
ます。
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12
カスタム・データ・アクション・プラグインの作成

Oracle Analyticsで使用するカスタム・データ・アクション・プラグインを作成できます。
データ・アクション・プラグインは、Oracle Analyticsを拡張し、ユーザーがビジュアライゼ
ーションでデータ・ポイントを選択し特定のアクションを起動できるようにします。Oracle
Analyticsには、多くの一般的なユースケースをカバーするデータ・アクションのコア・セッ
トが用意されていますが、独自のデータ・アクション・プラグインを記述することで、この
機能をさらに拡張できます。
チュートリアルでは、例を使用してカスタム・データ・アクション・プラグインの作成方法
を理解できます。 チュートリアル
カスタム・データ・アクション・プラグインを作成するには、次の要素に関する基本的な理
解が必要です:

• JavaScript

• RequireJS

• JQuery

• KnockoutJS

トピック:

• データ・アクション・プラグインおよびデータ・アクション・フレームワークについて
• 拡張するために最適なデータ・アクション・クラスの選択
• テンプレートからのデータ・アクション・プラグインの生成
• 生成されたフォルダとファイル
• データ・アクション・ベース・クラスの拡張
• オーバーライドするデータ・アクションの継承メソッドの選択
• データ・アクションのテスト、パッケージ化およびインストール
• Knockoutモデル変更のためのアップグレード・ハンドラの使用
• データ・アクション・プラグインのアップグレード
• データ・アクション・プラグイン・ファイルのリファレンス

データ・アクション・プラグインおよびデータ・ア
クション・フレームワークについて

データ・アクション・プラグインは、データ・アクション・フレームワークを活用して、
Oracle Analyticsユーザー・インタフェースに緊密に統合されているカスタムのデータ駆動型
アクションを提供します。
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ユーザーがデータ・アクションを起動すると、データ・アクション・マネージャは、
リクエストの処理を担当するデータ・アクション・プラグインにリクエスト・コンテ
キスト(修飾データ参照、メジャー値、フィルタ、メタデータなど)を渡します。Oracle
では、CanvasDataAction、URLNavigationDataAction、HTTPAPIDataActionおよび
EventDataActionという 4つのタイプのデータ・アクション・プラグインが提供され
ます。これらのデータ・アクション・プラグイン・タイプとその抽象ベース・クラス
を拡張して、独自のデータ・アクションを提供できます。
トピック:

• データ・アクション・カテゴリ
• データ・アクション・コンテキスト
• データ・アクション・コード設計
• データ・アクション・モデル・クラス
• データ・アクション・サービス・クラス
• データ・アクション・コード相互作用
• データ・アクション plugin.xmlファイルの例
• データ・アクション・プラグインのファイルとフォルダ

データ・アクション・カテゴリ
データ・アクション・カテゴリには、URLへのナビゲート、HTTP API、キャンバスへ
のナビゲート、およびイベント・アクションが含まれます:

• URLへのナビゲート: 指定された URLを新しいブラウザ・タブで開きます。
• HTTP API: GET/POST/PUT/DELETE/TRACEコマンドを使用して HTTP APIをターゲ
ット指定し、結果を新しいタブで開きません。かわりに、HTTPステータス・コー
ドが調査され、一時的な成功または失敗メッセージが表示されます。

• キャンバスへのナビゲート: 同じかまたは異なるビジュアライゼーションでユーザ
ーがソース・キャンバスからターゲット・キャンバスにナビゲートできるようにし
ます。ソース・キャンバス内で有効なフィルタは、すべて外部フィルタとしてター
ゲット・キャンバスに渡されます。ターゲット・キャンバスが開かれると、ビジュ
アライゼーションへの外部フィルタの適用が試行されます。外部フィルタが適用
されるメカニズムは、ここでは説明しません。

• イベント・アクション: Oracle Analyticsイベント・ルーターを使用してイベントを
公開します。どの JavaScriptコード(サード・パーティ・プラグインなど)でもこれ
らのイベントにサブスクライブでき、その結果に基づいてカスタム・レスポンスを
処理できます。プラグイン開発者はデータ・アクションの応答方法を選択できるた
め、柔軟性が最大限に高まります。たとえば、ユーザー・インタフェースを表示す
ることも、一度に複数のサービスにデータを渡すこともできます。

URLへのナビゲートと HTTP APIのデータ・アクション・カテゴリ・タイプは、両方
ともトークン構文を使用して、ビジュアライゼーションから URLおよび POSTパラメー
タにデータまたはメタデータを挿入できます。
URLトークンの置換
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HTTPデータ・アクションでは、URL内のトークンを、データ・アクションに渡されるコン
テキストに基づいた値に置換できます。たとえば、修飾データ参照値、フィルタ値、ユーザ
ー名、ワークブック・パスおよびキャンバス名が対象になります。

トークン ノート 置換後の値 例 結果
$
{valuesForColumn
:COLUMN}

NA 修飾データ参照に基
づいた列の表示値。

$
{valuesForColumn
:
"Sales"."Product
s"."Brand"}

BizTech,FunPod

$
{valuesForColumn
:COLUMN,
separator:"/"}

複数の値に置換され
る可能性のあるトー
クンでは、任意のセパ
レータ・オプションが
サポートされます。
separatorは、カン
マ(,)がデフォルトで
すが、任意の文字列に
設定できます。この
文字列内で二重引用
符をエスケープする
には、バックスラッシ
ュ(\)を使用します。

修飾データ参照に基
づいた列の表示値。

$
{valuesForColumn
:
"Sales"."Product
s"."Brand"}

BizTech,FunPod

$
{valuesForColumn
:COLUMN,
separationStyle:
individual}

separationStyle
は、delimitedがデ
フォルトですが、値ご
とに個別の URLパラ
メータを生成する必
要がある場合は
individualに設定
できます。

修飾データ参照に基
づいた列の表示値。

&myParam=$
{valuesForColumn
:
"Sales"."Product
s"."Brand"}

&myParam=BizTech
&myParam=FunPod

$
{keyValuesForCol
umn:COLUMN}

NA 修飾データ参照に基
づいた列のキー値。

$
{keyValuesForCol
umn:COLUMN}

10001,10002

${env:ENV_VAR} サポートされる環境
変数は、
sProjectPath、
sProjectName、
sCanvasName、
sUserIDおよび
sUserNameです。

環境変数。 ${env:'sUserID'} myUserName

データ・アクション・コンテキスト
ユーザーがデータ・アクションを起動したときに渡されるコンテキストを定義できます。
データ・アクションの作成時に、そのデータ・アクションに渡されるコンテキストの分量を
定義します。
修飾データ参照
データ・アクションが起動されると、LogicalFilterTreeオブジェクトの配列を使用して、
マークされたデータ・ポイントごとに修飾データ参照が生成されます。LogicalFilterTree
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は、ツリー構造に編成された複数の LogicalFilterNodeオブジェクトで構成されます。
このオブジェクトには次のものが含まれます:

• データ・レイアウトの行エッジまたは列エッジの属性。
• マークされた各セルに対応するメジャー・エッジの特定のメジャー。
• マークされた各セルの特定のメジャー値。
• キー値と表示値。
環境変数
一部のデータ・アクションでは、マークされた各データ・ポイントを説明するデータ
およびメタデータに加え、データ・アクションが起動される環境を説明するより詳細
なコンテキストが必要になることがあります。このような環境変数には次のものが含
まれます:

• プロジェクト・パス
• プロジェクト名
• キャンバス名
• ユーザー ID

• ユーザー名

データ・アクション・コード設計
APIクラスを使用してデータ・アクションを作成します。
• AbstractDataActionクラスから継承されるデータ・アクションの 4つの具象クラ
スは次のとおりです:

– CanvasDataAction
– URLNavigationDataAction
– HTTPAPIDataAction
– EventDataAction

• データ・アクション・プラグイン APIを使用して、新しいタイプのデータ・アク
ションを作成できます。「Data Visualizer SDKリファレンス」を参照してくださ
い。

• データ・アクション・タイプの登録は、DataActionPluginHandlerによって管理
されます。

• データ・アクションのインスタンスの作成、読取り、編集、削除または起動を行う
コードは、イベントを公開することでそれらを行います。

• イベントは、DataActionManagerによって処理されます。

データ・アクション・モデル・クラス
データ・アクション・モデル・クラスにはいくつかの異なるタイプがあります。
AbstractDataAction

このクラスの役割は次のとおりです:
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• Knockoutモデルの格納(サブクラスは独自のプロパティでこれを自由に拡張できます)。
• サブクラスが実装する必要のある抽象メソッドの定義:

– + invoke(oActionContext: ActionContext,
oDataActionContext:DataActionContext) <<abstract>>
渡されたコンテキストでデータ・アクションを起動します(コール元は常に
DataActionManagerである必要があります)。

– + getGadgetInfos(oReport): AbstractGadgetInfo[] <<abstract>>
このタイプのデータ・アクションを編集するためのユーザー・インタフェース・フィ
ールドをレンダリングする役割を持つ GadgetInfosを構築して返します。

– + validate() : DataActionError
データ・アクションを検証して、有効な場合は nullを、無効な場合は DataActionError
を返します。

• データ・アクションのユーザー・インタフェース・フィールドの一般的な部分をレンダリ
ングするために使用される次のメソッドのデフォルト実装を提供:

– + getSettings():JSON
レポートに含める準備のためにデータ・アクションの Knockoutモデルを JSONにシ
リアライズします(komapping.toJS(_koModel)を使用します)。

– + createNameGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo
データ・アクションの「名前」フィールドをレンダリングできる GadgetInfoを構築
して返します。

– + createAnchorToGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo
データ・アクションの「アンカー先」フィールドをレンダリングできる GadgetInfo
を構築して返します。

– + createPassValuesGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo
データ・アクションの「値を渡す」フィールドをレンダリングできる GadgetInfoを
構築して返します。

サブクラスでは、ベース・クラスによって提供されるすべての GadgetInfoが必要とされるわ
けではないため、状況によってはこれらすべてのメソッドをコールする必要はありません。
この方法で各フィールドのレンダリングを抽出することで、サブクラスは必要なガジェット
を自由に選択できます。一部のサブクラスでは、これらの一般的なデータ・アクション・ガ
ジェットの異なる実装を提供することも可能です。
CanvasDataAction、URLNavigationDataAction、HTTPAPIDataAction、EventDataAction

これらは、データ・アクションの基本タイプの具象クラスです。これらのクラスは、独自に
動作して、これらのタイプのデータ・アクションに対して一般的なユーザー・インタフェー
スを提供します。また、カスタム・データ・アクション・プラグインで拡張できる有益なベ
ース・クラスとしても動作します。
• CanvasDataAction: キャンバスにナビゲートするために使用します。
• URLNavigationDataAction: 新しいブラウザ・ウィンドウでWebページを開くために使
用します。

• HTTPAPIDataAction: HTTP APIに対する GET/POST/PUT/DELETE/TRACEリクエストを作
成して HTTP Responseをプログラムで処理するために使用します。

• EventDataAction: イベント・ルーターを通じて JavaScriptイベントを公開するために使
用します。
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各クラスの役割は次のとおりです:

• ベース・クラスからの抽象メソッドの実装。
– invoke(oActionContext: ActionContext,

oDataActionContext:DataActionContext)
このメソッドは、KOModelで定義されたプロパティと指定された
DataActionContextオブジェクトを結合してデータ・アクションを起動しま
す。

– getGadgetInfos(oReport): AbstractGadgetInfo[]
このメソッドでは次が行われます:

* AbstractGadgetInfosを格納した配列を作成します。
* 各 AbstractGadgetInfoを配列に配置する個々の createXXXGadgetInfo()
メソッドをコールします。

* 配列を返します。
• データ・アクションの特定のサブクラスに固有の個々のガジェットを作成するため
の追加メソッドを提供。

これらの具象クラスのサブクラスでは、カスタム・ユーザー・インタフェースのスー
パークラスによって提供されるすべてのガジェットを使用する必要はありません。こ
の方法で各ガジェットの構築を抽出することで、サブクラスは必要なガジェットを自
由に選択できます。
DataActionKOModel、ValuePassingMode

DataActionKOModelクラスは、AbstractDataActionの異なるサブクラスによって共有
されるベース KOModelを提供します。DataActionKOModelクラスを参照してくださ
い。

データ・アクション・サービス・クラス
いくつかの異なるデータ・アクション・サービス・クラスがあります。
DataActionManager

DataActionManagerとのすべてのやり取りでは、次の操作用のイベント・ハンドラを
実装している ClientEvents.DataActionManagerを使用します:

• 現在のワークブックに定義されたデータ・アクション・セットの管理。
• データ・アクションの起動。
• 現在のワークブックに定義されたすべてのデータ・アクションの取得。
• マークされた現在のデータ・ポイントに適用できるすべてのデータ・アクションの
取得。
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DataActionContext、EnvironmentContext

データ・アクションが起動されると、ターゲットに渡されるコンテキストが
DataActionContextクラスに格納されます。
• getColumnValueMap()
属性列名でキー設定された属性列値のマップを返します。これらは、データ・アクション
の起動元となるデータ・ポイントの修飾データ参照を定義します。

• getLogicalFilterTrees()
データ・アクションの起動元となる特定のデータ・ポイントの修飾データ参照を記述した
LogicalFilterTreesオブジェクトを返します(詳細は InteractionServiceを参照して
ください)。

• getEnvironmentContext()
ソース環境を記述した次のような EnvironmentContextクラスのインスタンス:

– getProjectPath()
– getCanvasName()
– getUserID()
– getUserName()

• getReport()
データ・アクションの起動元のレポートを返します。

DataActionHandler

DataActionHandlerクラスは、様々なデータ・アクション・プラグインを登録します。その
APIは、他のプラグイン・ハンドラ(VisualizationHandlerなど)と広範囲にわたり整合性が
あります。
DataActionHandlerクラスは、次のパブリック・メソッドを提供しています:

• getClassName(sPluginType:String) : String
指定されたデータ・アクション・タイプの完全修飾クラス名を返します。

• getDisplayName(sPluginType:String) : String
指定されたデータ・アクション・タイプの翻訳された表示名を返します。

• getOrder(sPluginType:String) : Number
データ・アクション・タイプのリストを優先順序にソートするために使用される数値を返
します。

DataActionHandlerクラスは、次の静的メソッドを提供しています:

• getDependencies(oPluginRegistry:Object) : Object.<String, Array>
登録されたすべてのデータ・アクション・タイプをカバーする依存性マップを返します。

• getHandler(oPluginRegistry:Object, sExtensionPointName:String,
oConfig:Object) : DataActionPluginHandler
DataActionHandlerクラスの新規インスタンスを構築して返します。

DataActionUpgradeHandler

DataActionUpgradeHandlerクラスは、レポートが開かれたときに UpgradeServiceによって
コールされます。
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DataActionHandlerクラスは、次の 2つのメイン・メソッドを提供しています:

• deferredNeedsUpgrade(sCurrentVersion, sUpgradeTopic, oDataActionJS,
oActionContext) : Promise
指定されたデータ・アクションをアップグレードするか(true)、アップグレードし
ないか(false)を示すブールに解決される Promiseを返します。このメソッドは、
データ・アクション・インスタンスを、データ・アクションのコンストラクタと比
較して、データ・アクションをアップグレードする必要があるかどうかを決定しま
す。

• performUpgrade(sCurrentVersion, sUpgradeTopic, oDataActionJS,
oActionContext, oUpgradeContext) : Promise
指定されたデータ・アクションでアップグレードを実行し、Promiseを解決しま
す。アップグレード自体は、データ・アクションの upgrade()メソッドをコールす
ることで実行されます(アップグレード自体の要件を満たすのは、アップグレード
されるデータ・アクションの特定のサブクラスのみです)。

• getOrder(sPluginType:String) : Number
データ・アクション・タイプのリストを優先順序にソートするために使用される数
値を返します。

データ・アクション・コード相互作用
データ・アクションは、ユーザー・インタフェース・フィールドを作成するとき、お
よびユーザーがデータ・アクションを起動するときに、Oracle Analyticsコードと相互
作用します。
新しいデータ・アクション・インスタンス用のフィールドの作成
この相互作用は、Oracle Analyticsがデータ・アクションのユーザー・インタフェー
ス・フィールドをレンダリングするときに開始します。そのために、次を行います:

1. データ・アクションから返される GadgetInfosの親の GadgetInfoとして動作する
PanelGadgetInfoを作成します。

2. データ・アクションの getGadgetInfos()をコールします。
3. 最初のステップで作成した PanelGadgetInfoの子としてデータ・アクションの

GadgetInfosを追加します。
4. PanelGadgetInfoをレンダリングする PanelGadgetViewを作成します。
5. PanelGadgetViewのコンテナである HTMLElementを設定します。
6. HostedComponentツリーにすでに接続されている HostedComponentの子の

HostedComponentとして PanelGadgetViewを登録します。
これにより、getGadgetInfos()から返される配列の表示順序でパネル・ガジェッ
ト内にデータ・アクションのガジェットがレンダリングされます。

データ・アクションの起動
ユーザーが、Oracle Analyticsユーザー・インタフェースを通じて(たとえば、ビジュア
ライゼーションのデータ・ポイント上のコンテキスト・メニューから)データ・アクシ
ョンを起動すると、この相互作用が開始します。
ユーザー相互作用に応答して、コードにより次の操作が行われます:
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1. データ・アクションの ID、データ・アクションの起動元である DataVisualization、お
よび TransientVizContextオブジェクトが含まれる INVOKE_DATA_ACTIONイベントを公
開します。

2. DataActionManagerは、次の操作によってこのイベントを処理します:

a. データ・アクション・インスタンスをその IDから取得します。
b. 指定された DataVisualizationでマークされたデータ・ポイントの

LogicalFilterTreesを取得します。
c. データ・アクションのターゲットに渡されるすべての情報が含まれた

DataActionContextを構築します。
d. データ・アクションの invoke(oDataActionContext)をコールします。

データ・アクション plugin.xmlファイルの例
このトピックでは、CanvasDataActionデータ・アクションの plugin.xmlファイルの例を示し
ます。
plugin.xmlの例
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<tns:obiplugin xmlns:tns="http://plugin.frameworks.tech.bi.oracle"
               xmlns:viz="http://plugin.frameworks.tech.bi.oracle/extension-
points/visualization"
               xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
               id="obitech-currencyconversion"
               name="Oracle BI Currency Conversion"
               version="0.1.0.@qualifier@"
               optimizable="true"
               optimized="false">
 
 
   <tns:resources>
      <tns:resource id="currencyconversion" path="scripts/
currencyconversion.js" type="script" optimizedGroup="base"/>
      <tns:resource-folder id="nls" path="resources/nls" optimizable="true">
         <tns:extensions>
            <tns:extension name="js" resource-type="script"/>
         </tns:extensions>
      </tns:resource-folder>
   </tns:resources>
 
 
   <tns:extensions>
      <tns:extension id="oracle.bi.tech.currencyconversiondataaction" point-
id="oracle.bi.tech.plugin.dataaction" version="1.0.0">
         <tns:configuration>
         {
            "resourceBundle": "obitech-currencyconversion/nls/messages",
            "properties":
            {
               "className": "obitech-currencyconversion/
currencyconversion.CurrencyConversionDataAction",
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               "displayName": { "key" : "CURRENCY_CONVERSION", 
"default" : "Currency Conversion" },
               "order": 100
            }
         }
         </tns:configuration>
      </tns:extension>
   </tns:extensions>
 
 
</tns:obiplugin>

データ・アクション・プラグインのファイルとフォルダ
データ・アクション・プラグインの実装には次のファイルとフォルダが使用されます。
bitech/client/plugins/src/
• report

– obitech-report
* scripts

* dataaction
* dataaction.js
* dataactiongadgets.js
* dataactionpanel.js
* dataactionupgradehandler.js

• obitech-reportservice
– scripts

* dataaction
* dataactionmanager.js
* dataactionhandler.js

拡張するために最適なデータ・アクション・クラ
スの選択

カスタム・データ・アクション・プラグインの記述を開始する前に、拡張する既存の
データ・アクション・クラスを決定します。データ・アクションで実行しようとする
操作に最も近い機能を提供するデータ・アクション・クラスを選択してください。
各データ・アクションは、クラス図に示すように、AbstractDataActionクラスから継
承されます。このクラス図は、拡張可能な 2つの抽象データ・アクション・クラス
(AbstractDataActionと AbstractHTTPDataAction)および 4つの具象データ・アクショ
ン・クラス(CanvasDataAction、URLNavigationDataAction、HTTPAPIDataActionおよ
び EventDataAction)を示しています。提供する各データ・アクションは、これらのク
ラスのいずれかを拡張する必要があります。どのクラスを拡張するかは、データ・ア
クションの起動時に実装する動作によります。ほとんどのサード・パーティ・データ・
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アクションは、URLNavigationDataAction、HTTPAPIDataActionまたは EventDataActionの
いずれかを拡張することになります。

拡張するクラスとは関係なく、データ・アクションを起動すると、データ・アクションの起
動元であるデータ・ポイントの完全なコンテキストを説明したメタデータが提供されます。
データ・アクション・コンテキストを参照してください。

AbstractDataActionクラス
AbstractDataActionは、すべてのタイプのデータ・アクションの継承元となる抽象ベース・
クラスです。これは、サブクラスで使用できる共通機能およびデフォルト動作を提供する役
割を果たします。
AbstractDataAction

すべてのタイプのデータ・アクションは、AbstractDataActionベース・クラスのサブクラス
です。これは、すべてのデータ・アクションに共通する機能のコア・セットを提供します。
起動時に複数のタイプのアクションを実行する複雑なデータ・アクションを作成する場合や
具象クラスでサポートされない操作を実行する場合を除き、このクラスを直接拡張しないで
ください。複雑なデータ・アクションを作成する必要がある場合は、必要な機能に最も近い
機能を提供する具象クラスを拡張することを検討してください。
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AbstractDataActionの構文
+ AbstractDataAction(oKOModel)

+ getKOViewModel():DataActionKOModel

+ createFromJS(fDataActionConstructor, sClassName, 
oDataActionKOModelUS) : AbstractDataAction

+ invoke(oActionContext, oDataActionContext)
+ getGadgetInfos(oReport) : AbstractGadgetInfo[]
+ validate() : DataActionError

+ getSettings() : Object
+ requiresActionContextToInvoke() : Boolean
+ isAllowedHere() : Boolean

# createNameGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo
# createAnchorToGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo
# createPassValuesGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo

DataActionKOModelクラス
AbstractDataActionの各サブクラスは、その独自のサブクラスである
DataActionKOModelを作成することが多くあります。DataActionKOModelベース・ク
ラスには、次のプロパティがあります:

DataActionKOModel、ValuePassingMode

• sID:String
データ・アクション・インスタンスに割り当てられる一意の ID。

• sClass:String
この特定タイプのデータ・アクションのクラス名。

• sName:String
データ・アクション・インスタンスに割り当てられる表示名。

• sVersion
• sScopeID
• eValuePassingMode:ValuePassingMode
コンテキスト値を渡すときに使用されるモード。モードは、ValuePassingMode値
(ALL、ANCHOR_DATA、NONE、CUSTOM)のいずれかです。

• aAnchorToColumns: ColumnKOViewModel[]
このデータ・アクションのアンカー先の列。これはオプションです。指定しない場
合、データ・アクションはすべての列で使用できます。
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• aContextColumns : ColumnKOViewModel[]
このデータ・アクションが、その起動時にデータ・アクション・ターゲットに渡されるコ
ンテキストに含める列。指定しない場合、マークされたすべての列がコンテキストに含ま
れます。

CanvasDataActionクラス
CanvasDataActionは、AbstractDataActionベース・クラスのサブクラスです。この具象ク
ラスを拡張して、必要な機能を提供できます。
CanvasDataAction

CanvasDataActionクラスを使用して、ビジュアライゼーションのデータ・ポイントから別の
キャンバスにナビゲートします。ナビゲート先のキャンバスは、同じワークブック内でも別
のワークブック内でもかまいません。ソース・ビジュアライゼーションのすべてのアクティ
ブ・フィルタは、データ・ポイント自体の修飾データ参照を説明する新しいフィルタととも
にターゲット・キャンバスに渡されます。データ・アクションを別のキャンバスにナビゲー
トする必要がある場合、それはデータ・アクションで拡張する必要のあるクラスです。
+ CanvasDataAction(oKOModel)

+ create(s)ID_sName) : CanvasDataAction
+ upgrade(oOldDataActionJS) : Object

+ invoke(oActionContext: ActionContext, oDataActionContext:DataActionContext)
+ getGadgetInfos(oReport) : AbstractGadgetInfo[]
+ validate() : DataActionError

# createProjectGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo
# createCanvasGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo

EventDataActionクラス
EventDataActionは、AbstractDataActionベース・クラスのサブクラスです。この具象クラ
スを拡張して、必要な機能を提供できます。
EventDataAction

EventDataActionクラスを使用してクライアント側イベントを公開します。その後、そのイ
ベントをリスニングして独自のアクションを実行する 1つ以上のサブスクライバを登録でき
ます。このタイプのデータ・アクションは、大量のコードがあって、データ・アクションの
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起動時に必要なアクションを実行するコードと疎結合されたデータ・アクション・コ
ードを維持することでメリットを得ることのできる複雑なユースケースで使用してく
ださい。
+ EventDataAction(oKOModel)

+ create(sID_sName) : EventDataAction
+ upgrade(oOldDataActionJS) : Object

+ invoke(oActionContext: ActionContext, 
oDataActionContext:DataActionContext)
+ getGadgetInfos(oReport) : AbstractGadgetInfo[]
+ validate() : DataActionError

# createEventGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo

AbstractHTTPDataActionクラス
AbstractHTTPDataActionは、URLNavigationDataActionおよび HTTPAPIDataAction
サブクラスが共通機能とデフォルト動作を継承する抽象ベース・クラスです。
AbstractHTTPDataAction

AbstractHTTPDataAction抽象ベース・クラスは、URLNavigationDataActionクラスと
HTTPAPIDataActionクラスの両方で共有されます。データ・アクションで Webページ
を新しいブラウザ・タブで開く場合、URLNavigationDataActionを拡張する必要があ
ります。データ・アクションで HTTP APIを起動する場合、HTTPAPIDataActionを拡
張する必要があります。状況によっては、AbstractHTTPDataActionを直接拡張するこ
とも可能です。
+ HTTPDataAction(oKOModel)

+ validate() : DataActionError

# createURLGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo

URLNavigationDataActionクラス
URLNavigationDataActionは、AbstractHTTPDataActionベース・クラスのサブクラス
です。
URLNavigationDataAction

URLNavigationDataActionクラスを使用して、特定の URLを新しいブラウザ・タブで
開きます。データ・アクションの起動時にユーザーが選択したデータ・ポイントから
導出される値に置き換えられるトークンを使用して、URLを構成します。データ・ポ
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イント値は、データ・アクション・コンテキストの一部として外部Webページに渡されま
す。たとえば、Oracle Sales Cloudなどのカスタマ・リレーションシップ・マネジメント・ア
プリケーションで顧客のWebページが表示されるように、CustomerID列を使用して起動さ
れるデータ・アクションを作成します。
+ URLNavigationDataAction(oKOModel)

+ create(sID_sName) : URLNavigationDataAction
+ upgrade(oOldDataActionJS) : Object

+ invoke(oActionContext: ActionContext, oDataActionContext:DataActionContext)
+ getGadgetInfos(oReport) : AbstractGadgetInfo[]

HTTPAPIDataActionクラス
HTTPAPIDataActionは、AbstractHTTPDataActionベース・クラスのサブクラスです。この具
象クラスを拡張して、必要な機能を提供できます。
HTTPAPIDataAction

HTTPAPIDataActionクラスを使用し、非同期 XMLHTTPRequest (XHR)を作成してそれを指定し
た URLに送信することで、HTTP APIを起動します。HTTPレスポンス・コードによって、
キャンバスにメッセージが簡潔に表示されます。たとえば、JSONまたは XMLペイロードを
RESTまたは SOAPサーバーに送信するようにリクエストをカスタマイズしたり、カスタ
ム・ユーザー・インタフェースを表示するようにレスポンス・ハンドラをカスタマイズでき
ます。
HTTPAPIDataActionデータ・アクションを動作させるには、アクセスする HTTP APIの URL
を「安全ドメイン」のリストに追加し、「接続」アクセス権を付与する必要があります。安全
ドメインの登録を参照してください。
+ HTTPAPIDataAction(oKOModel)

+ create(sID_sName) : HTTPAPIDataAction
+ upgrade(oOldDataActionJS) : Object

+ invoke(oActionContext: ActionContext, oDataActionContext:DataActionContext)
+ getGadgetInfos(oReport) : AbstractGadgetInfo[]

# createHTTPMethodGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo
# createPostParamGadgetInfo(oReport) : AbstractGadgetInfo
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テンプレートからのデータ・アクション・プラグ
インの生成

一連のコマンドを使用して開発環境を生成し、カスタム・データ・アクション・プラ
グインを作成するために必要なフォルダとファイル付きで HTTP APIデータ・アクシ
ョンを移入します。
プラグイン・ファイルはすべて、同じ基本構造に従います。ファイルとフォルダを手
動で作成することも、それらをテンプレートから生成することもできます。これを行
うためのツールは、Oracle Analytics Desktop Software Development Kit (SDK)に含ま
れており、Oracle Analytics Desktopに付属しています。「Oracle Analytics Desktop
SDKリファレンス」を参照してください。
次のコマンドを使用して開発環境を生成し、それに HTTP APIデータ・アクションを
移入します。
1. コマンド・プロンプトで、Oracle Analytics Desktopインストールのルート・フォ
ルダを指定します:

set DVDESKTOP_SDK_HOME=C:\Program Files\Oracle Analytics Desktop
2. カスタム・プラグインを格納する場所を指定します:

set PLUGIN_DEV_DIR=C:\temp\dv-custom-plugins

3. 次を使用して SDKコマンドライン・ツールを追加します:

set PATH=%DVDESKTOP_SDK_HOME%\tools\bin;%PATH%
4. 次を使用してカスタム・プラグインの格納に使用するディレクトリのフォルダを作
成します:

mkdir %PLUGIN_DEV_DIR%
5. ディレクトリを変更してカスタム・プラグインを格納するためのフォルダに移動し
ます:

cd %PLUGIN_DEV_DIR%
6. 環境変数を作成します:

bicreateenv
7. 次のように、カスタム HTTP APIデータ・アクションの開発を開始するために必要
なテンプレート・ファイルを作成します:

bicreateplugin -pluginxml dataaction -id company.mydataaction -subType
httpapi
-subTypeオプションを使用して、作成元となるデータ・アクション・タイプ
(httpapi、urlNavigation、canvasNavigation、eventまたは advanced)を指定し
ます。advancedオプションは、AbstractDataActionベース・クラスからの拡張で
す。
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生成されたフォルダとファイル
新しく生成されたデータ・アクション開発環境には、次のフォルダとファイルが含まれます:

1    %PLUGIN_DEV_DIR%\src\customdataaction
2       company-mydataaction\
3          extensions\
4             oracle.bi.tech.plugin.dataaction\
5                company.mydataaction.json
6          nls\
7             root\
8                messages.js
9             messages.js
10          mydataaction.js
11          mydataactionstyles.css
12          plugin.xml

• 行 2: company-mydataactionフォルダは、指定した IDです。
• 行 6: nlsフォルダには、プラグインでネイティブ言語サポートを提供できるようにする
外部化文字列のファイルが含まれます。

• 行 7: nls\rootフォルダ以下のファイルの文字列は、リクエストされた言語の翻訳が使用
できない場合に使用されるデフォルト文字列です。

• 行 8: messages.jsファイルには、追加可能なプラグイン用の外部化文字列が含まれます。
• 行 9: messages.jsファイルには、ローカライズされた文字列を提供する追加言語ごとに
追加したエントリが含まれる必要があります。翻訳を追加する各ロケールの nlsフォル
ダ以下に、対応するフォルダを追加する必要があります。各フォルダには、nls\rootフ
ォルダ以下に追加されたファイルと同じファイル名で、同じファイル・セットが含まれる
必要があります。

• 行 10: mydataaction.jsファイルは、カスタム・データ・アクションを開発するための開
始ポイントを提供する、新しく生成された JavaScriptモジュール・テンプレートです。

• 行 11: mydataactionstyles.cssファイルには、追加する予定があり、データ・アクショ
ンのユーザー・インタフェースで使用できる任意の CSSスタイルを含めることができま
す。

• 行 12: plugin.xmlファイルは、プラグインとそのファイルを Oracle Analyticsに登録しま
す。

データ・アクション・ベース・クラスの拡張
拡張するデータ・アクションのサブクラスを選択し、必要なフォルダとファイルを生成した
ら、新しいデータ・アクションに固有のコードの記述を開始できます。
新しく生成されたデータ・アクション・コードは、%PLUGIN_DEV_DIR%\src\dataaction
以下にあります。ファイルおよびフォルダ構造の説明は、生成されたフォルダとファイルを
参照してください。編集する必要のあるメイン・ファイルは、JavaScriptファイルです。た
とえば、カスタム・データ・アクション IDが company.MyDataactionである場合、検索する
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ファイルは%PLUGIN_DEV_DIR%\src\dataaction\company-
mydataaction\mydataaction.jsです。
データ・アクションの Knockoutモデルの拡張
格納する必要のある追加プロパティがデータ・アクションに含まれる場合、それらを
監視可能プロパティとして Knockoutモデルに追加する必要があります。データ・アク
ションの IDが company.MyDataactionである場合、Knockoutモデルは
mydataaction.MyDataActionKOModelと呼ばれ、mydataaction.jsの最上位付近にあり
ます。デフォルトで、この Knockoutモデルはデータ・アクションのスーパークラスで
使用される Knockoutモデルを拡張するように構成されるため、モデルに追加プロパテ
ィを追加するだけで済みます。
HTTPAPIDataActionベース・クラスを拡張しているデータ・アクションでは、次のよ
うなコードを使用します:

1 - mydataaction.MydataactionKOModel = function (sClass, sID, sName, 
sVersion, sScopeID, aAnchorToColumns, eValuePassingMode, sURL,
        eHTTPMethod, sPOSTParams)
2 - {   
3 - mydataaction.MydataactionKOModel.baseConstructor.call(this, 
sClass, sID, sName, sVersion, sScopeID, aAnchorToColumns, 
eValuePassingMode, sURL, eHTTPMethod, sPOSTParams);
4 - };
5 - jsx.extend(mydataaction.MydataactionKOModel, 
dataaction.HTTPAPIDataActionKOModel);

• 行 1: これは、Knockoutモデルのコンストラクタです。モデルが格納する必要のあ
るプロパティを受け入れます。

• 行 3: これは、スーパークラスのコンストラクタであり、Knockoutモデルのスーパ
ークラスのいずれかによって処理されるすべてのプロパティに対する値の受渡し
先となる baseConstructorでもあります。

• 行 5: これは、この Knockoutモデル・クラスのスーパークラスを設定します。
次のようなコードを使用して文字列と配列を追加し、データ・アクションによって永
続化されるプロパティを設定します。
1   mydataaction.MydataactionKOModel = function (sClass, sID, sName, 
sVersion, sScopeID, aAnchorToColumns, eValuePassingMode, sURL, 
eHTTPMethod, sPOSTParams)
2   {   
3   mydataaction.MydataactionKOModel.baseConstructor.call(this, 
sClass, sID, sName, sVersion, sScopeID, aAnchorToColumns, 
eValuePassingMode, sURL, eHTTPMethod, sPOSTParams);
4   
5  
6   // Set Defaults   
7   sMyString = sMyString || "My default string value";   
8   aMyArray = aMyArray || [];     
9  
10
11  // Asserts   
12  jsx.assertString(sMyString, "sMyString");   
13  jsx.assertArray(aMyArray, "aMyArray");
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14 
15
16  // Add observable properties   
17  this.sMyString = ko.observable(sMyString);   
18  this.aMyArray = ko.observableArray(aMyArray);
19  };
20  jsx.extend(mydataaction.MydataactionKOModel, 
dataaction.HTTPAPIDataActionKOModel);

オーバーライドするデータ・アクションの継承メソ
ッドの選択

各データ・アクションは、適切に動作するために様々なメソッドを実装する必要があるため、
変更して使用できる動作を実装しているメソッドをオーバーライドすることになります。
HTTPAPIDataActionなどの具象データ・アクション・クラスのいずれかを拡張する場合、必
要なメソッドのほとんどはすでに実装されており、変更して使用できる動作を実装している
メソッドをオーバーライドするだけで済みます。
汎用メソッド
この項では、様々なメソッドとその予期される動作について説明します。
すべてのタイプのデータ・アクションは、ここで説明されているメソッドを実装する必要が
あります。
create(sID, sName)

create()静的メソッドは、新しいデータ・アクションを作成してドロップダウン・メニュー
からデータ・アクション・タイプを選択したときにコールされます。このメソッドの役割は
次のとおりです:

• データ・アクションで使用する Knockoutモデル・クラスの構築。
Knockoutモデル・クラスには、他のすべてのプロパティにとって意味のあるデフォルト
値とともに create()メソッドに渡される IDと名前が含まれる必要があります。たとえ
ば、通貨換算データ・アクションでは、ドルに換算するデフォルト通貨を設定できます。
Knockoutモデルは、デフォルト値を提供するための適切な場所です。

• Knockoutモデルからのデータ・アクションのインスタンスの構築。
• データ・アクションのインスタンスの返却。
invoke(oActionContext, oDataActionContext)

invoke()メソッドは、ビジュアライゼーションのデータ・ポイントのコンテキスト・メニュ
ーからユーザーがデータ・アクションを起動したときにコールされます。このメソッドは、
選択されたデータ・ポイント、ビジュアライゼーション、フィルタ、ワークブックおよびセ
ッションを記述したメタデータを含む DataActionContext引数を渡します。データ・アクシ
ョン・サービス・クラスを参照してください。
validate()

validate()メソッドは、「データ・アクション」ダイアログでユーザーが「OK」をクリック
したときに各データ・アクションでコールされます。validate()メソッドは、すべてが有効
であることを示す場合は nullを返し、何かが無効である場合は DataActionErrorを返しま
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す。ダイアログでいずれかのデータ・アクションにエラーが発生した場合、ダイアロ
グは閉じられず、ユーザーにエラー・メッセージが表示されます。このメソッドは、
this.validateName()メソッドを使用してデータ・アクションの名前を検証します。
getGadgetInfos(oReport)

getGadgetInfos()メソッドは、ユーザー・インタフェースでデータ・アクション・プ
ロパティ・フィールドを表示できるようにするためにコールされます。このメソッド
は、ユーザーが希望するユーザー・インタフェースへの表示順序で GadgetInfosの配
列を返します。ガジェットは、最も一般的なタイプのすべてのフィールドに対して提
供されますが(たとえば、テキスト、ドロップダウン、パスワード、複数選択、ラジオ・
ボタン、チェック・ボックスなど)、より複雑なフィールドが必要な場合はカスタム・
ガジェットを作成できます(たとえば、複数のガジェットをまとめてグループ化する場
合や、ユーザーの選択したオプションに応じて異なるガジェット・フィールドを表示
する場合など)。配列で必要な各 GadgetInfoを構築するメソッドを作成する方が、後
でサブクラスがその提供された GadgetInfoから選択しやすくなるため、ベスト・プラ
クティスです。このベスト・プラクティスに従う場合、ユーザー・インタフェースで
使用されるフィールドごとに GadgetInfoを返すことができる各種データ・アクショ
ン・ベース・クラスによって実装された様々なメソッドがすでに用意されています。
また、これらの GadgetInfoのいずれかが必要な場合、対応する
create****GadgetInfo()メソッドをコールして、その戻り値をガジェットの配列に配
置します。
isAllowedHere(oReport)

isAllowedHere()メソッドは、ユーザーがビジュアライゼーションのデータ・ポイント
を右クリックし、ユーザー・インタフェースがコンテキスト・メニューの生成を開始
したときにコールされます。選択されたデータ・ポイントに関連するデータ・アクシ
ョンが存在する場合、メソッドは trueを返し、そのデータ・アクションがコンテキス
ト・メニューに表示されます。メソッドが falseを返した場合、データ・アクション
はコンテキスト・メニューに表示されません。スーパークラスから継承したデフォル
ト動作を受け入れることを検討してください。
upgrade(oOldDataActionJS)

最初のデータ・アクションを作成する場合、upgrade(oOldDataActionJS)メソッドを
使用しないでください。このメソッドは、最初の Knockoutモデルの作成後に、第 2バ
ージョンの Knockoutモデルのプロパティを大幅に変更する場合にのみ使用してくだ
さい。たとえば、最初のバージョンのデータ・アクションではその Knockoutモデルに
URLを格納するが、次のバージョンでは別個のプロパティに URLコンポーネント部分
を格納する予定の場合です(たとえば、protocol、hostname、port、path、queryString、
bookmarkなど)。
第 2バージョンの Knockoutモデル・コードは、問題が発生する可能性のある最初のバ
ージョンの Knockoutモデル・コードに保存されているデータ・アクションを開こうと
する場合があります。この問題を解決するため、システムでは、現在のデータ・アク
ション・コードのバージョンが、開かれようとしているデータ・アクションのバージ
ョンより新しいことを認識すると、新しいデータ・アクション・クラスの upgrade()メ
ソッドをコールして、古いデータ・アクションの Knockoutモデル(JSONオブジェク
トにシリアライズ済)を渡します。その後、古い JSONオブジェクトを使用して新しい
Knockoutモデルに移入し、JSONオブジェクトのアップグレード・バージョンを返す
ことができます。これにより、データ・アクション・コードを改善しても、古いデー
タ・アクション・メタデータは動作し続けることが保証されます。
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HTTPAPIDataActionメソッド
HTTPAPIDataActionクラスを拡張する場合、オーバーライドできる次の追加メソッドが用意
されています:

getAJAXOptions(oDataActionContext)

getAJAXOptions()メソッドは、データ・アクションの invoke()メソッドによってコールされ
ます。getAJAXOptions()メソッドは、データ・アクションで作成される HTTPリクエストを
記述した AJAX Optionsオブジェクトを作成します。getAJAXOptions()メソッドには、選択
されたデータ・ポイント、ビジュアライゼーション、フィルタ、ワークブックおよびセッシ
ョンを記述したメタデータを含む oDataActionContextオブジェクトが渡されます。統合し
ようとしている HTTP APIの要件どおりに AJAX Optionsを設定し、HTTPRequestが成功する
かエラーで終了した場合にコールする関数を指定します。jQuery.ajaxオブジェクトとその
プロパティの説明は、JQueryのWebサイトを参照してください。
次の実装は、HTTPAPIDataActionクラスから継承されています。継承メソッドをリライトし
て要件を指定する必要があります。たとえば、HTTPリクエストと、HTTPレスポンスを処理
するコードを構成します。この実装は、getAJAXOptions()関数に渡されるパラメータ、返さ
れることが予期されるオブジェクト、およびメソッド内でコードを構成する方法の明確な例
を示しているため、役に立ちます。
1 /**
2  * This method returns an object containing the AJAX settings used when 
the data action is invoked. 
3  * Subclasses may wish to override this method to provide their own 
behavior. 
4  * @param {module:obitech-reportservices/
dataactionmanager.DataActionContext} oDataActionContext The context metadata 
describing where the data action was invoked from.  
5  * @returns {?object} A JQuery AJAX settings object (see http://
api.jquery.com/jQuery.ajax/ for details) - returns null if there is a 
problem. 
6  */
7 dataaction.HTTPAPIDataAction.prototype.getAJAXOptions = function 
(oDataActionContext)
8 {
9    jsx.assertInstanceOfModule(oDataActionContext, "oDataActionContext", 
"obitech-reportservices/dataactionmanager", "DataActionContext");
10   
11   var oAJAXOptions = null;   
12   var oKOViewModel = this.getKOViewModel();
13   var sURL = oKOViewModel.sURL();
14   if (sURL)
15   {
16      // Parse the URL
17      var sResultURL = this._parseURL(sURL, oDataActionContext);
18      if (sResultURL)
19      {
20         // Parse the POST parameters (if required)
21         var eHTTPMethod = oKOViewModel.eHTTPMethod()[0];
22         var sData = null;
23         if (eHTTPMethod === 
dataaction.HTTPDataActionKOModel.HTTPMethod.POST)
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24         {
25            var sPOSTParams = oKOViewModel.sPOSTParams();
26            sData = 
sPOSTParams.replace(dataaction.AbstractHTTPDataAction.RegularExpression
s.LINE_END, "&");
27            sData = this._parseURL(sData, oDataActionContext, false);
28         }
29         oAJAXOptions = {
30            type: eHTTPMethod,
31            url: sResultURL,
32            async: true,
33            cache: false,
34            success: function (/*oData, sTextStatus, oJQXHR*/)
35            {
36               
oDataActionContext.getReport().displaySuccessMessage(messages.HTTP_API_
DATA_ACTION_INVOCATION_SUCCESSFUL.format(oKOViewModel.sName()));
37            },
38            error: function (oJQXHR/*, sTextStatus, sError*/)
39            {
40               
oDataActionContext.getReport().displayErrorMessage(messages.HTTP_API_DA
TA_ACTION_INVOCATION_FAILED.format(oKOViewModel.sName(), 
oJQXHR.statusText, oJQXHR.status));
41            }
42         };
43         if (sData)
44         {
45            oAJAXOptions.data = sData;
46         }
47      }
48   }
49   return oAJAXOptions;
50 };

データ・アクションのテスト、パッケージ化およ
びインストール

Oracle Analytics Desktopを使用して、データ・アクションをインストールする前にそ
のソースの場所でテストします。
1. Oracle Analytics Desktopが現在実行中である場合は、閉じます。
2. プロキシの裏で作業している場合、プロキシ設定を%PLUGIN_DEV_DIR%

\gradle.propertiesで設定します。HTTPプロキシを通じたWebへのアクセス
の詳細は、Gradleユーザー・マニュアルを参照してください。

3. オーバーライドするデータ・アクションの継承メソッドの選択で開始したコマン
ド・プロンプトを使用して、SDKモードで Oracle Analytics Desktopを実行し、次
のコマンドを入力します:

cd %PLUGIN_DEV_DIR%
.\gradlew run
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Oracle Analytics Desktopが SDKモードで起動します。「コンソール | 拡張機能」ページ
にデータ・アクション・プラグインが表示されます。
ワークブックを作成してデータ・アクションをテストします。問題が発生した場合、ブラ
ウザの組込み開発者ツールを使用してコードをデバッグできます。

4. HTTP APIデータ・アクションを作成した場合:

a. コンソールに移動して「安全ドメイン」ページを表示します。
b. アクセスする各ドメインを追加します。
たとえば、apilayer.comの APIにアクセスする必要がある場合、安全なドメインのリ
ストに apilayer.netを追加します。

c. 選択したドメインの「接続」列のチェック・ボックスを選択します。
d. ブラウザで「安全ドメイン」ページをリロードして変更を反映します。

5. データ・アクション・プラグインを準備して、他のユーザーに配布する、または Oracle
Analyticsでインストールする場合:

• %PLUGIN_DEV_DIR%\src\customdataactionフォルダとその内容を含む 1つの ZIPフ
ァイルにすべてのファイルをパッケージ化します。

• データ・アクション・プラグインの作成時に指定したものと同じ IDを使用して zipに
名前を付けます。

6. データ・アクション・プラグインをインストールします。カスタム・プラグインの管理を
参照してください。

Knockoutモデル変更のためのアップグレード・ハンド
ラの使用

一部の Knockoutモデル変更では、アップグレード・ハンドラを使用してデータ・アクショ
ン・プラグインをアップグレードする必要があります。
Knockoutモデルを変更せずにデータ・アクション・プラグインを改善する場合、通常どおり
JavaScriptまたは CSSファイルを編集し、新しい ZIPファイルを作成して、既存のデータ・
アクション・プラグインを新しい ZIPファイルに置き換えます。ただし、データ・アクショ
ンの Knockoutモデルを変更した場合、データ・アクションの VERSIONプロパティを変更して
アップグレード・ハンドラを指定する必要があります。
アップグレード・ハンドラを使用する必要があるかどうかを決定します:

アップグレード・ハンドラが必要な場合
• Knockoutモデルのプロパティ名を変更する場合。
• Knockoutモデルの複数のプロパティを単一のプロパティに結合する場合。
• Knockoutモデルの単一のプロパティを複数のプロパティに分割する場合。
• Knockoutモデルに新しいプロパティを追加する際に、その正しいデフォルト値が

Knockoutモデルの他の値に依存する場合。
アップグレード・ハンドラが不要な場合
• Knockoutモデルに新しいプロパティを追加する際に、データ・アクションのすべての既
存の使用方法に対して正しいデフォルト値を指定できる場合。
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• データ・アクション・コードで使用しなくなったために Knockoutモデルからプロ
パティを除去する場合。

データ・アクション・プラグインのアップグレー
ド

データ・アクション・プラグインをアップグレードしてデータ・アクション・コード
を改善するか、メタデータをアップグレードして既存のデータ・アクションで新しい
データ・アクション・コードを操作できるようにします。
データ・アクション・プラグインをアップグレードするには、アップグレード・ハン
ドラを使用します。
1. データ・アクションのバージョン番号を増やします。
たとえば、データ・アクション名が company.MyDataActionである場合、
mydataaction.jsで mydataaction.MyDataAction.VERSIONプロパティを検索しま
す。これが現在 1.0.0に設定されている場合、1.0.1に変更します。

2. static upgrade(oOldDataActionJS)メソッドをデータ・アクション・クラスに追
加します。
VERSIONプロパティがデータ・アクション・メタデータに格納されている sVersion
値と異なる場合、データ・アクション・マネージャは、データ・アクション・クラ
スの static upgrade()メソッドをコールします。

3. スーパークラスの upgrade()メソッドをコールすることで upgrade()メソッドを
実行し、そのレスポンスを取得します。

4. 最新の Knockoutモデルで必要とされる適切なプロパティ・セットにオブジェクト
が一致するまで、スーパークラスから返される部分的にアップグレードされたデー
タ・アクション JSONに編集を加えることで upgrade()メソッドを実行し続けま
す。

5. var oUpgradedDataAction =
dataaction.AbstractDataAction.createFromJS(fDataActionClass,
sFullyQualifiedDataActionClassName, oUpgradedDataActionJS)をコールして
終了します。
このコマンドは、アップグレードされたデータ・アクション JSONからデータ・
アクションの新しいインスタンスを構築し、oUpgradedDataAction.getSettings()
を返します。

データ・アクション・プラグイン・ファイルのリ
ファレンス

データ・アクション・プラグインごとに 1つの plugin.xmlファイルが必要で、各
plugin.xmlファイルには任意の数のデータ・アクションを含めることができます。
トピック:

• データ・アクション plugin.xmlファイルの例
• データ・アクション plugin.xmlファイルのプロパティ・セクション - tns:obiplugin
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• データ・アクション plugin.xmlファイルのリソース・セクション - tns:resources

• データ・アクション plugin.xmlファイルの拡張機能セクション - tns:extension

データ・アクション plugin.xmlファイルの例
plugin.xmlファイルには、tns:obiplugin、tns:resourcesおよび tns:extensionという 3つ
のメイン・セクションがあります。
plugin.xmlの例
この例は、1つのデータ・アクションに対する一般的な plugin.xmlファイルを示しています。
1 <?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
2 <tns:obiplugin xmlns:tns="http://plugin.frameworks.tech.bi.oracle"
3                id="obitech-currencyconversion"
4                name="Oracle BI Currency Conversion"
5                version="0.1.0.@qualifier@"
6                optimizable="true"
7                optimized="false">
8 
9 
10   <tns:resources>
11      <tns:resource id="currencyconversion" path="scripts/
currencyconversion.js" type="script" optimizedGroup="base"/>
12      <tns:resource-folder id="nls" path="resources/nls" 
optimizable="true">
13         <tns:extensions>
14            <tns:extension name="js" resource-type="script"/>
15         </tns:extensions>
16      </tns:resource-folder>
17   </tns:resources>
18  
19 
20   <tns:extensions>
21      <tns:extension id="oracle.bi.tech.currencyconversiondataaction" 
point-id="oracle.bi.tech.plugin.dataaction" version="1.0.0">
22         <tns:configuration>
23         {
24            "host": { "module": "obitech-currencyconversion/
currencyconversion" },
25            "resourceBundle": "obitech-currencyconversion/nls/messages",
26            "properties":
27            {
28               "className": "obitech-currencyconversion/
currencyconversion.CurrencyConversionDataAction",
29               "displayName": { "key" : "CURRENCY_CONVERSION", "default" : 
"Currency Conversion" },
30               "order": 100
31            }
32         }
33         </tns:configuration>
34      </tns:extension>
35   </tns:extensions>

第 12章
データ・アクション・プラグイン・ファイルのリファレンス

12-25



36 
37 </tns:obiplugin>

データ・アクション plugin.xmlファイルのプロパティ・セ
クション - tns:obiplugin

tns:obipluginセクションでは、すべてのタイプのプラグインに共通のプロパティを
定義します。

プラグインのプロパティ
tns:obipluginセクションでは、すべてのタイプのプラグインに共通のプロパティを
定義します。
1 <?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
2 <tns:obiplugin xmlns:tns="http://plugin.frameworks.tech.bi.oracle"
3                id="obitech-currencyconversion"
4                name="Oracle BI Currency Conversion"
5                version="0.1.0.@qualifier@"
6                optimizable="true"
7                optimized="false">

• 行 1: XML宣言。
• 行 2: プラグインのルート XMLElementの開始タグと、plugin.xmlファイル全体で
使用される tnsネームスペースの宣言。

• 行 3: プラグインの一意の ID。
• 行 4: プラグインのデフォルトの表示名(ローカライズされたバージョンが使用で
きない場合に使用されます)。

• 行 5: プラグインのバージョン番号。
• 行 6: JS/CSSが最適化(圧縮)可能であるかどうかを示すブール。
• 行 7: JS/CSSが最適化(圧縮)済であるかどうかを示すブール。

データ・アクション plugin.xmlファイルのリソース・セク
ション - tns:resources

tns:resourcesセクションでは、プラグインに提供するファイルをすべて登録します。

リソース

1 <tns:resources>
2    <tns:resource id="currencyconversion" path="scripts/
currencyconversion.js" type="script" optimizedGroup="base"/>
3    <tns:resource-folder id="nls" path="resources/nls" 
optimizable="true">
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4       <tns:extensions>
5          <tns:extension name="js" resource-type="script"/>
6       </tns:extensions>
7    </tns:resource-folder>
8 </tns:resources>

各 JavaScript、CSS、イメージおよび翻訳リソース・ファイルをここで登録する必要があり
ます。このセクションは、<tns:resources>要素内に含まれ、次の要素を任意の数だけ含みま
す:

• <tns:resource>
これらの要素は、単一のファイルを登録するために使用します(たとえば、JavaScriptま
たは CSSファイル)。

• <tns:resource-folder>
これらの要素は、指定したフォルダ内のすべてのファイルを同時に登録するために使用し
ます。たとえば、イメージ・フォルダまたはネイティブ言語サポートのリソース・ファイ
ルを含むフォルダです。

各タイプのファイルを登録する方法の詳細は、次の各項を参照してください。
JavaScriptファイル
プラグインの各 JavaScriptファイルは、次に示すような行に登録する必要があります。
<tns:resource id="currencyconversion" path="scripts/currencyconversion.js" 
type="script" optimizedGroup="base"/>

ここで:

• idは、ファイルに割り当てられる IDです。
IDは、JavaScriptファイル名(.js拡張子なし)に一致するよう設定します。

• pathは、plugin.xmlファイルから JavaScriptファイルへの相対パスです。JavaScriptフ
ァイルは、プラグインの scriptsディレクトリに格納する必要があります。
JavaScriptファイルには、アンダースコアやハイフンなどの特殊文字なしで、すべて小文
字を使用してください。

• typeは、登録するファイルのタイプです。JavaScriptファイルの場合、これは scriptに
設定する必要があります。

• optimizedGroupは、複数の JavaScriptファイルを 1つの圧縮ファイルにグループ化し
ます。サード・パーティ・プラグインでは、この設定を baseのままにする必要がありま
す。

CSSファイル
プラグインの各 CSSファイルは、次に示すような行に登録する必要があります。
<tns:resource id="currencyconversionstyles" path="resources/
currencyconversion.css" type="css"/>

ここで:

• idは、ファイルに割り当てられる IDです。
IDは、CSSファイル名(.css拡張子なし)に一致するよう設定します。
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• pathは、plugin.xmlファイルから CSSファイルへの相対パスです。CSSファイル
は、プラグインの resourcesディレクトリに格納する必要があります。
CSSファイルには、アンダースコアやハイフンなどの特殊文字なしで、すべて小
文字を使用してください。

• typeは、登録するファイルのタイプです。CSSファイルの場合、これは常に css
に設定する必要があります。

イメージ・フォルダ
JavaScriptコード内から参照するために必要なイメージがプラグインに含まれる場
合、プラグインのディレクトリ構造内の resources/imagesディレクトリにそれら
を配置し、次のように<tns:resource-folder>要素を plugin.xmlに追加します:

<tns:resource-folder id="images" path="resources/images" 
optimizable="false"/>

イメージが CSSファイルからのみ参照される場合、この<tns:resource-folder>要素
を plugin.xmlファイルに追加する必要はありません。この場合は、resources/
imagesディレクトリにそれらを追加して、CSSファイルからの相対パスを使用して
参照できるようにする必要があります。
ネイティブ言語サポートのリソース・フォルダ
Oracle Analyticsは、ネイティブ言語サポートを実装しています。そのため、開発者
は、ユーザー・インタフェースに表示する文字列を、個別の JSONリソース・ファイ
ルに外部化する必要があります。その後、所定のディレクトリ構造にこれらのファイ
ルの様々なローカライズ・バージョンを提供することで、Oracle Analyticsでは、ユー
ザーの選択した言語にとって適切なファイルが自動的に使用されます。リソース・フ
ァイルの翻訳バージョンは、必要な数だけ提供できます。ネイティブ言語サポートの
リソース・フォルダによって、Oracle Analyticsに対し、プラグインで使用される所定
のネイティブ言語サポート・ディレクトリ構造のルートが指示されます。ネイティブ
言語サポートのリソース・ファイルを使用するすべてのプラグインには、次の例とま
ったく同じ<tns:resource-folder>エントリが含まれる必要があります。

1 <tns:resource-folder id="nls" path="resources/nls" 
optimizable="true">
2    <tns:extensions>
3       <tns:extension name="js" resource-type="script"/>
4    </tns:extensions>
5 </tns:resource-folder>

ファイルの内容および準拠する必要のある所定のディレクトリ構造の詳細は、生成さ
れたフォルダとファイルを参照してください。
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データ・アクション plugin.xmlファイルの拡張機能セクション
- tns:extension

プラグインで提供するデータ・アクションごとに、次のような<tns:extension>要素を使用し
てデータ・アクションの拡張機能を登録する必要があります:

<tns:extension id="oracle.bi.tech.currencyconversiondataaction" point-
id="oracle.bi.tech.plugin.dataaction" version="1.0.0">
   <tns:configuration>
   {
      "host": { "module": "obitech-currencyconversion/currencyconversion" },
      "resourceBundle": "obitech-currencyconversion/nls/messages",
      "properties":
      {
         "className": "obitech-currencyconversion/
currencyconversion.CurrencyConversionDataAction",
         "displayName": { "key" : "CURRENCY_CONVERSION", "default" : 
"Currency Conversion" },
         "order": 100
      }
   }
   </tns:configuration>
</tns:extension>

ここで:

• idは、データ・アクションに割り当てる一意の IDです。
• point-idは、登録する拡張機能のタイプです。データ・アクションの拡張機能では、これ
を oracle.bi.tech.plugin.dataactionに設定する必要があります。

• versionは、拡張機能定義で使用する拡張機能の APIバージョンです(この設定は 1.0.0の
ままにします)。

<tns:configuration>要素には、次を定義する JSON文字列が含まれます:

• host.module - これは、データ・アクションが含まれるモジュールの完全修飾名です。こ
の完全修飾モジュール名は、%PluginID%/%ModuleName%という書式で示されます。ここ
で:

– %PluginID%は、<tns:obiplugin>要素の id属性で指定したプラグイン IDに置き換え
る必要があります。

– %ModuleName%は、データ・アクションが含まれる JavaScriptファイルの
<tns:resource>要素の id属性で指定したリソース IDに置き換える必要があります。

• resourceBundle - これは、このデータ・アクションのローカライズされたリソースが含
まれるリソース・ファイルへのネイティブ言語サポート・パスです。リソース・ファイル
が messages.jsという名前で所定の nlsディレクトリ構造に正しく格納されている場
合、このプロパティを%PluginID%/nls/messagesに設定します(ここで、%PluginID%
は、plugin.xmlファイルの先頭にある<tns:obiplugin>要素の id属性で指定したプラ
グイン IDに置き換える必要があります)。
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• properties.className - これは、登録するデータ・アクションに割り当てられる
完全修飾クラス名です。この完全修飾クラス名は、%PluginID%/
%ModuleName%.%ClassName%という書式で示されます。ここで:

– %PluginID%は、<tns:obiplugin>要素の id属性で指定したプラグイン IDに置
き換える必要があります。

– %ModuleName%は、データ・アクションが含まれる JavaScriptファイルの
<tns:resource>要素の id属性で指定したリソース IDに置き換える必要があ
ります。

– %ClassName%は、JavaScriptファイルでデータ・アクション・クラスに割り当
てた名前に置き換える必要があります。

• properties.displayName - このプロパティには、1つのオブジェクトと 2つの追加
プロパティが含まれます:

– keyは、指定された resourceBundle内からデータ・アクションのローカライ
ズされた表示名を検索するために使用できるネイティブ言語サポートのメッ
セージ・キーです。

– defaultは、なんらかの理由でローカライズされたバージョンの表示名を検出
できない場合に使用されるデフォルトの表示名です。

• properties.order - このプロパティによって、データ・アクションのリストが表示
されるときに、データ・アクションの表示位置を決定するためのヒントを提供でき
ます。orderプロパティで小さい数値を持つデータ・アクションは、大きい数値を
持つデータ・アクションより前に表示されます。同じ数値の場合、データ・アクシ
ョンは、システムにロードされた順序で表示されます。
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13
その他の機能を使用したデータのビジュアル化

このトピックでは、データをビジュアル化するために使用できるその他の機能について説明
します。
トピック:

• ツールチップによる内容の識別
• カスタム・プラグインの管理
• 式の作成
• 検索バーを使用したホーム・ページのデータのビジュアル化
• 変更内容の自動保存
• ページでの項目のソート

ツールチップによる内容の識別
ツールチップを使用すると、過剰な情報による混乱をなくして、ビジュアライゼーションを
よりインタラクティブにすることができます。
ビジュアライゼーション・デザイナ・ページの「ツールチップ」ペインを使用すると、ユー
ザーがメジャーをクリックするか、ビジュアライゼーションにカーソルを合せたときにメジ
ャーやラベルが表示されるようにすることができます。
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カスタム・プラグインの管理
カスタム・プラグインをアップロード、ダウンロード、検索および削除できます。プ
ラグインは、外部で作成してからシステムにインポートするカスタム・ビジュアライ
ゼーション・タイプまたはカスタム・データ・アクションです。

 LiveLabsスプリント
たとえば、ワークブックで使用可能なビジュアライゼーション・タイプを指定するカ
スタム・プラグインをアップロードできます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「コンソール」をクリック
します。

2. 「拡張機能」をクリックします。
このページを使用して、カスタム・プラグインをアップロード、検索、削除または
ダウンロードします。

3. カスタム・プラグインをアップロードするには、「拡張機能」をクリックして、次
のアクションのいずれかを実行します。
• ファイル・システムで必要なプラグイン・ファイルを参照し、「開く」をクリ
ックしてプラグインを選択します。

• 必要なプラグイン・ファイルを「カスタム・プラグインのアップロード」オブ
ジェクトにドラッグします。

アップロードされるカスタム・プラグイン・ファイルの名前が既存のカスタム・プ
ラグインと同じ場合、アップロードされるファイルが既存のファイルと置き換わ
り、ビジュアライゼーションに表示されます。

4. 次のタスクのいずれかを実行します。
• プラグインでビジュアライゼーション・タイプを指定する場合、ビジュアライ
ゼーションのタイプを作成または切り替えるときに使用可能なタイプのリス
トからタイプを選択できます。

• カスタム・プラグインを検索するには、「検索」フィールドに検索基準を入力
し、「戻る」をクリックして検索結果を表示します。

• カスタム・プラグインを削除するには、カスタム・プラグインで「オプショ
ン」をクリックし、「削除」を選択し、「はい」をクリックしてカスタム・プラ
グインを削除します。
ワークブックで使用されているカスタム・ビジュアライゼーション・タイプを
削除すると、そのワークブックではビジュアライゼーションの場所にエラー・
メッセージが表示されます。「削除」をクリックしてビジュアライゼーション
を除去するか、ビジュアライゼーションが正しく表示されるように同じカスタ
ム・プラグインをアップロードします。

• カスタム・プラグインをダウンロードするには、カスタム・プラグインで「オ
プション」をクリックして「ダウンロード」を選択します。

式の作成
「式」ウィンドウを使用して、式フィルタまたは計算に使用する式を作成できます。式
フィルタに対して作成する式はブール(つまり、trueまたは falseに評価される式)であ
る必要があります。

第 13章
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式フィルタと計算の両方に対して式を作成しますが、最終結果は異なります。計算は、ビジ
ュアライゼーションに追加できる新規データ要素となります。他方で、式フィルタはフィル
タ・バー内にのみ表示され、データ要素としてビジュアライゼーションに追加することはで
きません。式フィルタは計算から作成できますが、計算を式フィルタから作成することはで
きません。計算済データ要素の作成および式フィルタの作成を参照してください。
式は様々な方法で作成できます。
• 「式」ウィンドウにテキストと関数を直接入力できます。
• 「データ要素」ペインからデータ要素を追加(ドラッグ・アンド・ドロップまたはダブルク
リック)します。

• 関数パネルから関数を追加(ドラッグ・アンド・ドロップまたはダブルクリック)します。
式エディタのリファレンスを参照してください。

検索バーを使用したホーム・ページのデータのビジ
ュアル化

ホーム・ページの検索バーを使用して、データの検索とその迅速なビジュアル化を行います。
その後、結果に対して適切なアクションを実行できます。
1. ホーム・ページで、検索バーをクリックします。
2. 検索語("Goals"など)を入力して[Shift] + [Enter]を押すか、ドロップダウン・リストに表示
された特定の結果を選択します。結果が表示されます。
 

 

3. いずれかの結果をさらに調べるには、「アクション」メニューをクリックして、オプショ
ンの 1つを選択します。

データ、ワークブックおよびビジュアライゼーショ
ンの検索

このトピックでは、オブジェクト、ワークブックおよび列などの項目の検索方法について説
明します。

 LiveLabsスプリント
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トピック:

• データはどのように索引付けされますか。
• コンテンツの検索
• 検索オプション
• 検索のヒント

データはどのように索引付けされますか。
ホーム・ページからデータを検索またはビジュアライズするときは、索引付けされて
いる情報の内容によって検索結果が決まります。
システムでプロセスが実行され、保存されたオブジェクト、ワークブック・コンテン
ツおよびデータセット列情報が索引付けされます。索引付けプロセスでは索引ファイ
ルも更新され、システムから削除したオブジェクト、ワークブックまたはデータセッ
トが反映されて検索結果に表示されなくなります。
すべてのデータセットに対して、列メタデータが索引付けされます。たとえば、列名、
列で使用されるデータ型、集計タイプなどです。1,000行以内の Excelスプレッドシー
ト、CSVおよび TXTデータセットの列に対して、列データが索引付けされます。デー
タベースの列データは索引付けされないため、そのデータは検索結果で使用できない
ことに注意してください。

コンテンツの検索
ホーム・ページ上の検索バーを使用して、データセット、ワークブックおよび機械学
習スクリプトなどの項目を検索します。
1. 「ホーム」ページで、検索バーを見つけます。
2. 検索基準を入力します。次のオプションに注意してください:

• 検索バー内をクリックすると、すべてのコンテンツ・タイプ(ワークブック、
レポート、データセットなど)のドロップダウン・リストが表示されます。コ
ンテンツ・タイプをクリックして、これを検索バーに追加します。または、検
索バーの下で、検索タグのいずれかをクリックして、これを検索バーに追加し
ます。

• 他の項目を追加または除去して、検索タグを作成または変更します。
• 検索している内容の名前または名前の一部を指定します。検索では大/小文字
が区別されません。

• 検索語をクリアするには、検索バーで「X」をクリックするか、検索タグを選
択して削除します。

3. 検索結果で、オブジェクトをクリックして表示します。
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検索オプション
拡張検索コマンドを検索バーに入力して、完全一致、複数語の一致およびフィールドレベル
の一致の検索結果を調整できます。
複数の検索語をコマンドと組み合せて、検索を絞り込んだり広げることができます。たとえ
ば、name:(revenue AND Analysis)です。検索コマンドと検索語は大文字/小文字を区別しませ
ん。

検索コマンド 説明 例
AND 検索語の間に ANDを入力して、すべての検索語を

含むコンテンツのみを表示します。and、&&など、
すべての形式の ANDや、2つの検索語を一緒に入
力すると、同じ結果が返されます。

Revenue AND Forecast

Revenue and Forecast

Revenue && Forecast

Revenue Forecast

OR 検索語の間に ORを入力して、検索語のいずれかを
含むコンテンツを表示します。

Revenue OR Profit

Revenue or Profit

Revenue || Profit

NOT 検索語を入力した後に、NOTを入力し、その後に
さらに検索語を入力して、NOTコマンドの後に入
力した検索語と一致したコンテンツを結果から除
外します。

Revenue NOT Product

Revenue not Product

? 不明な 1文字を示ためにワイルドカードとして、
疑問符(?)文字を検索語に入力します。これによっ
て、検索結果には検索語の既知の文字と一致する
単語を含むコンテンツが含まれます。たとえば、
st?rを検索すると、結果に starと stirが含まれま
す。

st?r

* アスタリスク(*)文字を検索語の一部または語根の
最後にワイルドカードとして入力して、検索語の
一部を含むすべてのコンテンツ、および同じ語根
のバリエーションを含むコンテンツを見つけま
す。たとえば、employ*を検索すると、結果には
employee、employmentまたは employerが含ま
れます。

Employ*

name: name:の後に検索語を入力して、検索語が「名前」
フィールドの一部であるコンテンツを検索しま
す。

name:Revenue Analysis

description: description:の後に検索語を入力して、検索語が
コンテンツの「説明」フィールドに含まれている
コンテンツを検索します。

description:template

desc:template

owner: owner:の後に検索語を入力して、検索語がコンテ
ンツの「所有者」フィールドに含まれているコン
テンツを検索します。

owner:Admin

columns: columns:の後に検索語を入力して、検索語と一致
する列を参照するオブジェクトを検索します。

columns:product

text: 検索の最初に text:を入力して、その後に検索語
を入力し、検索語がコンテンツのフィールドのい
ずれかに含まれているコンテンツを検索します。

text:Revenue
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検索コマンド 説明 例
"" 検索語を二重引用符で囲み、検索語と一致する語

句またはストップ・ワードを含むコンテンツを検
索します。

"Balance Letter"
"Research by analysis"

検索のヒント
これらのヒントを使用すると、コンテンツの検索に役立ちます。
• 英語以外のロケールでの検索 - 検索フィールドに基準を入力したとき、候補のドロ
ップダウン・リストの表示内容がロケール設定によって異なる可能性があります。
たとえば、英語ロケールを使用して salesと入力した場合、候補のドロップダウ
ン・リストには sale および salesという項目が含められます。しかし、英語以外
のロケール(韓国語など)を使用して salesと入力した場合、候補のドロップダウ
ン・リストには salesという項目のみが含まれ、saleなどの項目は候補のドロップ
ダウン・リストに含まれません。

• 新しいオブジェクトおよびデータの検索 - ワークブックの作成や保存、またはデー
タセットの作成を行った直後にその検索を行うと、一致する検索結果が表示されな
い場合があります。これが発生した場合、ブラウザをリフレッシュしてください。
それでも新しいオブジェクトまたはデータを検索できない場合は、索引付けプロセ
スが実行されるのを数分待ってから、検索を再試行してください。ユーザーは、ア
クセスする権限を付与されているデータにのみアクセスできます。

変更内容の自動保存
自動保存オプションを使用して、ビジュアライゼーション・ワークブックに更新内容
をリアルタイムで自動的に保存できます。
ワークブックが特定の場所にすでに保存されている場合は、「自動保存」をクリックし
た後に「ワークブックの保存」ダイアログは表示されません。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 「保存」メニューから「自動保存」を選択します。
3. 「ワークブックの保存」ダイアログで、ワークブックを識別する「名前」およびオ
プションの「説明」を入力します。

4. ワークブックを保存するフォルダを選択します。
5. 「保存」をクリックします。ワークブックの更新内容はリアルタイムで保存されま
す。

2人のユーザーが同じワークブックを更新し、「自動保存」が有効になっていると仮定
します。ワークブックに対して異なるタイプの更新が行われると、「自動保存」オプシ
ョンは自動的に無効になります。別のユーザーがワークブックを更新したことを示す
メッセージが表示されます。
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ページでの項目のソート
属性に基づいて項目をソートすると、「カタログ」、「データ」および「機械学習」ページで項
目をすばやく再編成できます。
さらにデータまたはワークブックを追加すると、項目のソートはリストされる順序の制御に
役立ちます。たとえば、変更日時に基づいて、「データ」ページでデータセットを再編成でき
ます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「コンソール」をクリックします。
2. ソートする項目に応じて、「カタログ」、「データ」または「機械学習」のいずれかをクリ
ックします。

3. ページのツールバーで「ソート基準」メニューをクリックし、「変更」または「逆順」な
どのソート・オプションを選択します。

4. 「リスト・ビュー」アイコンをクリックしてリスト・ビューに切り替えます。表で列ヘッ
ダーをクリックし、昇順または降順にその列の項目をソートします。

選択したソートおよび列オプションは、ユーザー・プリファレンスとして保存されます。
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14
プレゼンテーション・フローの作成

この章では、「表示」を使用して、ワークブックのキャンバスからプレゼンテーション・フロ
ーを作成する方法について説明します。プレゼンテーション・フローでは、エンド・ユーザ
ーのワークブックを決定します。
トピック:

• プレゼンテーション・フローとは
• 「表示」の自動モードと手動モードとは
• 「表示」の自動モードと手動モードの切り替え
• プレゼンテーション・フローを開く
• 「表示」でのキャンバス・レイアウトの指定
• 「表示」での「ワークブック」プロパティの設定
• 「表示」での「キャンバス」プロパティの設定
• プレゼンテーション・フローのプレビュー

プレゼンテーション・フローとは
プレゼンテーション・フローの設計では、エンド・ユーザーが操作するワークブックを決定
します。ベースとなるのは設計時のワークブックですが、変更が可能で、設計側の複雑さを
隠すために非表示にしたり、エンド・ユーザーがデータの操作に必要とするワークブックの
操作性を実現したりできます。
Oracle Analyticsでは、デフォルトで、「ビジュアル化」で設計されたワークブックに基づい
てプレゼンテーション・フローが作成されます。「表示」でワークブックに初めてアクセスす
ると、デフォルトのプレゼンテーション・フローが表示され、これは「ビジュアル化」で設
計したワークブックと同じです。たとえば、プレゼンテーション・フローには、ワークブッ
クのすべてのキャンバス、ビジュアライゼーション、フィルタなどが含まれます。
「ビジュアル化」からワークブックをプレビューして、設計と機能に問題がない場合は、何も
する必要はありません。ただし、エンド・ユーザーのワークブックを微調整する必要がある
場合は、「表示」を使用して、よりエンド・ユーザーに合ったプレゼンテーション・フローに
変更できます。作成者として「表示」を使用すると、適切な相互作用を柔軟に探すことがで
き、エンド・ユーザーが使用しやすい最適なワークブックを作成できます。
「表示」を使用すると、次のようなワークブックの変更が可能です:

• 作成途中のキャンバスの非表示。
• ビジュアライゼーションの非表示。
• ビジュアライゼーションのツールバーまたはメニューへのさらなるオプションの追加。
• ワークブックのフィルタ・バーの非表示。
• キャンバスの順序の変更。
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新しいビジュアライゼーションの追加など、キャンバスのコンテンツを変更する場合
は、「ビジュアル化」を使用します。「ビジュアル化」で行った変更は、「表示」のプレ
ゼンテーション・フローにも組み込まれます。ただし、「表示」を使用してエンド・ユ
ーザーの使用感を改善した場合、行った変更は、「ビジュアル化」のワークブックの設
計には適用されません。

「表示」の自動モードと手動モードとは
自動モードと手動モードによって、プレゼンテーション・フローを設計する際に行え
る変更のタイプが決まります。
プレゼンテーション・フローとはを参照してください
ワークブックのプレゼンテーション・フローを「表示」で初めて開いたとき、プレゼ
ンテーション・フローのプロパティと設定は、デフォルトで、「ビジュアル化」のワー
クブックの設計のものと同一になります。ワークブックのプレゼンテーション・フロ
ーを初めて開いたときは、自動モードが有効です。
自動モードでは、キャンバスを非表示にすることを選択できる他、ワークブックのヘ
ッダー・バーの表示/非表示、キャンバスのフィルタ選択の維持など、数多くのプレゼ
ンテーション・フロー・プロパティをワークブック・レベルまたはキャンバス・レベ
ルで変更できます。これらの変更は、「ビジュアル化」のワークブックやキャンバスに
は適用されないので注意してください。
手動モードに切り替えると、次のオプションが追加されます:

• キャンバス名の変更。
• キャンバスの複製。
• キャンバスの削除。
• キャンバスの位置の変更
• 「ビジュアル化」に追加された新しいキャンバスの表示の選択。
• キャンバス上のビジュアライゼーションの非表示。
手動モードから自動モードに切り替えると、上にリストされている、プレゼンテーシ
ョン・フローに行った手動での変更がすべてリセットされ、「ビジュアル化」のワーク
ブックの設定と同一になります。手動モードから自動モードに切り替えた場合は、ワ
ークブック・レベルまたはキャンバス・レベルで行われたその他すべてのプロパティ
の設定が保持されます。
自動モードから手動モードに切り替えると、上にリストされた追加の変更を行えるよ
うになります。ユーザーが行うこれらの変更は、「ビジュアル化」のワークブックの設
定とは別のものです。

「表示」の自動モードと手動モードの切り替え
「表示」で設定した自動モードまたは手動モードによって、プレゼンテーション・フロ
ーのキャンバスやビジュアライゼーションに行える変更のタイプが決まります。
このチュートリアルでは、自動モードでのプレゼンテーション・フローの作成方法を
説明するユースケースを示します:

 チュートリアル
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このチュートリアルでは、手動モードでのプレゼンテーション・フローの作成方法を説明す
るユースケースを示します:

 チュートリアル
「表示」の自動モードと手動モードとはを参照してください
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックして、「表示」ページの下部に移動し、「モード」ボタン を見
つけます。

3. どちらのモードを使用しているかに応じて、次のいずれかを実行します:

• 手動モードから自動モードに切り替えるには、「手動モードがアクティブです」 
をクリックします。

• 自動モードから手動モードに切り替えるには、「自動モードがアクティブです」 
をクリックします。

4. 「保存」をクリックします。

プレゼンテーション・フローを開く
ワークブックのプレゼンテーション・フローを開いて、ワークブックとそのキャンバスの表
示方法とエンド・ユーザー用の機能を微調整します。
プレゼンテーション・フローに行った変更は、「表示」に保存され、エンド・ユーザーのワー
クブックに表示されます。変更内容は、「ビジュアル化」のワークブックの設計には保存され
ません。たとえば、「表示」でワークブックの名前をカスタマイズし、フィルタ・バーを非表
示にした場合、この変更は「ビジュアル化」のワークブックには反映されません。
「表示」での「ワークブック」プロパティの設定および「表示」での「キャンバス」プロパテ
ィの設定を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックしてから
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
 

 

「表示」でのキャンバス・レイアウトの指定
プレゼンテーション・フロー・ワークブックは、「ビジュアル化」で指定したレイアウトを継
承します。「表示」を使用して、プレゼンテーション・フローやエンド・ユーザーのワークブ
ックに、キャンバスをどのように表示するかを指定できます。
トピック:

• 「表示」でのキャンバスの再配置
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• 「表示」でのキャンバスの複製
• 「表示」での重複しているキャンバスの削除
• 「表示」でのキャンバスの非表示
• 非表示になっているキャンバスの「表示」での表示
• 「表示」のキャンバス上のビジュアライゼーションの移動または非表示について
• 「表示」のキャンバスにおけるビジュアライゼーションの配置の変更
• 「表示」でのキャンバスのリセット

「表示」でのキャンバスの再配置
手動モードでプレゼンテーション・フローで作業している際は、ワークブックのキャ
ンバスの順序を変更できます。
「表示」でキャンバスの順序に行った変更は、プレゼンテーション・フローに保存され
ますが、「ビジュアル化」のワークブックの設計には保存されません。
「表示」の自動モードと手動モードの切り替えを参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページの下部に移動し、「キャンバス」パネルを探します。

 

 

4. 「キャンバス」パネルで、キャンバスの表示順序の新しい位置にキャンバスをドラ
ッグ・アンド・ドロップします。

5. オプション: キャンバスをさらにドラッグ・アンド・ドロップして、キャンバスの
表示順序の中で再配置します。

6. 「保存」をクリックします。

「表示」でのキャンバスの複製
手動モードでプレゼンテーション・フローで作業している際は、同じキャンバスをプ
レゼンテーション・フローに複数回追加できます。複製したキャンバスのバージョン
ごとに、ユーザーに異なるフィルタ値を表示する場合に、キャンバスを複数回追加し
ます。
「表示」で複製したキャンバスは、プレゼンテーション・フローに保存されますが、「ビ
ジュアル化」のワークブックの設計には保存されません。
「表示」の自動モードと手動モードの切り替えを参照してください。
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1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページの下部に移動し、「キャンバス」パネルを探します。
4. 「キャンバス」パネルで、キャンバスにカーソルを合せて下矢印をクリックし、「キャンバ
スの複製」を選択します。
 

 

5. 「キャンバスの複製」をクリックして、変更します。
6. 「保存」をクリックします。

「表示」での重複しているキャンバスの削除
手動モードでプレゼンテーション・フローで作業している際は、プレゼンテーション・フロ
ーから重複しているキャンバスを削除できます。
「キャンバスの削除」オプションを使用できるのは、複製したキャンバスのみです。「表示」
で、その他のキャンバスは非表示にはできますが削除はできません。
プレゼンテーション・フローでキャンバスの表示に行った変更は、「表示」に保存されます
が、「ビジュアル化」のワークブックの設計には保存されません。
「表示」の自動モードと手動モードの切り替えを参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページの下部に移動し、「キャンバス」パネルを探します。
4. 「キャンバス」パネルで、キャンバスにカーソルを合せて下矢印アイコンをクリックし、
「キャンバスの削除」を選択します。
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5. 「保存」をクリックします。

「表示」でのキャンバスの非表示
プレゼンテーション・フローで作業している際は、手動モードと自動モードのどちら
であっても、ワークブックでエンド・ユーザーに表示しないキャンバスを非表示にで
きます。
「表示」でキャンバスの表示に行った変更は、プレゼンテーション・フローに保存され
ますが、「ビジュアル化」のワークブックの設計には保存されません。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページの下部に移動し、「キャンバス」パネルを探します。
4. 「キャンバス」パネルで、キャンバスの上にカーソルを合せて、「キャンバスの非表
示」を選択してキャンバスを非表示にします。
 

 

5. 「保存」をクリックします。
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非表示になっているキャンバスの「表示」での表示
プレゼンテーション・フローで作業している際は、手動モードと自動モードのどちらであっ
ても、非表示になっているキャンバスを表示できます。
手動モードで「表示」で作業している場合、「ビジュアル化」で追加されたキャンバスは、プ
レゼンテーション・フローに非表示の状態で表示されます。キャンバスを非表示のままにす
ることも、「表示」に表示することもできます。
プレゼンテーション・フローでキャンバスの表示に行った変更は、「表示」に保存されます
が、「ビジュアル化」のワークブックの設計には保存されません。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページの下部に移動し、「キャンバス」パネルを探します。
4. 「キャンバス」パネルで、キャンバスの上にカーソルを合せて下矢印アイコンをクリック
し、「キャンバスの表示」を選択してキャンバスを表示します。
 

 

5. 「保存」をクリックします。

「表示」のキャンバス上のビジュアライゼーションの移動また
は非表示について

手動モードでプレゼンテーション・フローで作業すると、「ビジュアル化」内のベース・キャ
ンバスの「レイアウト」プロパティにより、「表示」でのキャンバス・レイアウトの調節時に
キャンバスに空白または重複が含まれるかどうかが決定されます。
キャンバス・レイアウト・プロパティについておよびキャンバス・プロパティの更新を参照
してください。
ベース・キャンバスの「レイアウト」プロパティが「ビジュアル化」で「自動調整」に設定
されている場合、「表示」のキャンバス・レイアウトは、ユーザーが移動する、または非表示
にするビジュアライゼーションに対応するように自動的に調整されます。キャンバスをプレ
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ビューする際、または「調整のリセット」を選択してキャンバスのレイアウト変更を
削除する際、空白および重複は表示されません。
ベース・キャンバスの「レイアウト」プロパティが「ビジュアル化」で「自由書式」
に設定されている場合、キャンバス・レイアウトは、「表示」でユーザーが移動する、
または非表示にするビジュアライゼーションに対応するように自動的に調整されませ
ん。キャンバスをプレビューする際、または「調整のリセット」を選択してキャンバ
スのレイアウト変更を削除する際、空白および重複が表示されます。
キャンバスが「自由書式」に設定されていて、「表示」でビジュアライゼーションを移
動するまたは非表示にする、あるいはキャンバスをリセットする場合、空白または重
複がないようにビジュアライゼーションを再配置するようにしてください。「表示」で
のキャンバス・ビジュアライゼーションの表示または非表示および「表示」でのキャ
ンバスのリセットを参照してください。

「表示」のキャンバスにおけるビジュアライゼーションの
配置の変更

キャンバスの別の場所にビジュアライゼーションをドラッグ・アンド・ドロップでき
ます。
「ビジュアル化」内のキャンバスの「レイアウト」プロパティにより、ビジュアライゼ
ーションの再配置時にキャンバスに空白および重複が含まれるかどうかが決定されま
す。「表示」のキャンバス上のビジュアライゼーションの移動または非表示についてを
参照してください。
「表示」でキャンバスの表示に行った変更は、プレゼンテーション・フローに保存され
ますが、「ビジュアル化」のワークブックの設計には保存されません。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. プレゼンテーション・フローに複数のキャンバスがある場合は、「表示」ページの
下部に移動して、再配置するビジュアライゼーションを含むキャンバスをクリック
します。

4. キャンバスで、ビジュアライゼーションをドラッグ・アンド・ドロップして、それ
らを再配置します。

5. 「保存」をクリックします。

「表示」でのキャンバスのリセット
手動モードで作業している際、「調整のリセット」キャンバス・オプションを使用する
と、「表示」内のキャンバスと「ビジュアル化」内のそのベース・キャンバスを同期で
きます。
リセットできるのは、アスタリスクが表示されているすべてのキャンバスです。アス
タリスクは、そのキャンバスのレイアウトが、「ビジュアル化」のベース・キャンバス
と同期していないことを示しています。
「ビジュアル化」内のキャンバスの「レイアウト」プロパティにより、キャンバスのリ
セット時にキャンバスに空白および重複が含まれるかどうかが決定されます。「表示」
のキャンバス上のビジュアライゼーションの移動または非表示についてを参照してく
ださい。
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「表示」の自動モードと手動モードの切り替えを参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページの下部に移動し、「キャンバス」パネルを探します。
4. 「キャンバス」パネルで、アスタリスクが表示されているキャンバスの上にカーソルを合
せて下矢印アイコンをクリックし、「調整のリセット」を選択してキャンバスをリセット
します。
 

 

5. 「保存」をクリックします。

「表示」での「ワークブック」プロパティの設定
ワークブックは、「ビジュアル化」で設定したプロパティを継承します。「表示」を使用して、
エンド・ユーザーにワークブックをどのように表示するかや、エンド・ユーザーがワークブ
ックを移動したり操作したりする方法を指定できます。
トピック:

• 「表示」でのワークブック・キャンバス・ナビゲーションの指定
• 「表示」でのワークブックのヘッダー・バーの表示または非表示
• 「表示」でのワークブック・ヘッダー・タイトルの変更
• 「表示」でのワークブックのヘッダーの色の変更
• 「表示」でのワークブック・ヘッダーへのイメージの追加
• 「表示」でのズーム・コントロールの表示または非表示
• 「表示」でのワークブック・ズーム・コントロール・オプションの指定
• 「表示」でのワークブックのツールバーの表示または非表示
• 「表示」でのワークブック・ツールバー・オプションの選択
• 「表示」でのワークブックのフィルタ・バーの表示または非表示
• 「表示」でのワークブック・フィルタ・オプションの指定
• 「表示」でのワークブックのフィルタの表示または非表示
• 「表示」でのワークブック・ビジュアライゼーション・アクションの指定
• 「表示」でのワークブック・キャンバスのビジュアライゼーションの配置の変更
• 「表示」でワークブックおよびキャンバスのアクションをすべてオンまたはオフ
• 「表示」でのパーソナライズ・オプションの指定
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「表示」でのワークブック・キャンバス・ナビゲーション
の指定

プレゼンテーション・フローを設計する際は、エンド・ユーザーがワークブックのキ
ャンバスを移動する方法として最も適したナビゲーション・オプションを選択できま
す。
ワークブックのキャンバス・ナビゲーション・バーを常に表示するか、ユーザーがワ
ークブックの下部にカーソルを合せたときにのみ表示するかを選択できます。また、
ワークブックのナビゲーション・バーでのキャンバスの表示方法に対応するナビゲー
ション・コントロールを選択することもできます。
ナビゲーション・コントロールのオプションは次のとおりです:

• 下部タブ - 各キャンバスを、キャンバスのタイトルを含むタブとしてワークブック
の下部に表示します。ユーザーは、タブをクリックしてキャンバス間をナビゲート
します。

• 上部タブ - 各キャンバスを、キャンバスのタイトルを含むタブとしてワークブック
の上部に表示します。ユーザーは、タブをクリックしてキャンバス間をナビゲート
します。

• ナビゲーション・バー - 各キャンバスをワークブックの下部に円として表示しま
す。ユーザーは、円をクリックしてキャンバス間をナビゲートします。

• フィルムストリップ - 各キャンバスをサムネイルとしてワークブックの下部に表
示します。ユーザーは、サムネイルをクリックしてキャンバス間をナビゲートしま
す。

• なし - ワークブックからナビゲーション・コントロールを除去します。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「キャンバスのナビゲーション」セクションで、「スタイル」フィールドをクリック
し、ユーザーがワークブック・キャンバス間を移動する方法を選択します。
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5. オプション: ユーザーがワークブックの下部にマウスを置いたときにナビゲーション・パ
ネルを表示する場合は、「自動非表示」フィールドをクリックし、「オン」を選択します。

6. 「保存」をクリックします。

「表示」でのワークブックのヘッダー・バーの表示または非表
示

プレゼンテーション・フローを設計すると、ワークブックのヘッダー・バーは、デフォルト
で表示に設定されます。ヘッダー・バーを表示するか非表示にするかは選択できます。
ヘッダー・バーには、指定したワークブック・タイトルが表示されます。たとえば、キャン
バス名、ワークブック名またはカスタム名などです。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「ヘッダー」セクションで、「ヘッダー」をクリックして「オフ」に切り替えてヘッダー・
バーを非表示にするか、クリックして「オン」に切り替えてヘッダー・バーを表示しま
す。
 

 

5. 「保存」をクリックします。

「表示」でのワークブック・ヘッダー・タイトルの変更
プレゼンテーション・フローを設計する際、ワークブックのヘッダーとして表示する名前や、
ヘッダーのテキストを書式設定する方法を指定できます。
ワークブック・ヘッダーにイメージを追加することもできます。「表示」でのワークブック・
ヘッダーへのイメージの追加を参照してください。
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1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「ヘッダー」セクションで、「タイトル」フィールドをクリックし、タイトルとして
使用する名前を選択するか、「カスタム」を選択してタイトルを入力します。
 

 

5. オプション: 「フォント」フィールドをクリックし、フォント・スタイル、フォン
ト・サイズ、およびタイトルに使用する書式設定(太字やイタリックなど)を指定し
ます。

6. 「保存」をクリックします。

「表示」でのワークブックのヘッダーの色の変更
プレゼンテーション・フローの設計時、ワークブックのヘッダーの背景色や透明度を
カスタマイズできます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「ヘッダー」セクションで、「背景」フィールドをクリックし、「カスタム」を選択
します。
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5. 「ヘッダー」セクションで、「塗りつぶしの色」と「色の透明度」のフィールドを使用し
て、ヘッダーの背景の表示方法を指定します。

6. 「保存」をクリックします。

「表示」でのワークブック・ヘッダーへのイメージの追加
プレゼンテーション・フローの設計時、ファイルまたは URLからワークブック・ヘッダーに
イメージを追加し、イメージの表示方法を指定できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「ヘッダー」セクションで、「背景」フィールドをクリックし、「カスタム」を選択します。
5. 「ヘッダー」セクションで、「イメージ・ソース」フィールドをクリックし、イメージの取
得場所を選択します。
• 「URL」を選択した場合は、イメージ・ソースの URLをテキスト・フィールドに貼り
付けます。

• 「ファイル」を選択した場合は、ファイル・アップロード・アイコン をクリック
し、使用するファイルを参照して選択します。

6. 「ヘッダー」セクションで、イメージの幅や高さなど、イメージの表示プロパティを指定
します。
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7. 「保存」をクリックします。

「表示」でのズーム・コントロールの表示または非表示
プレゼンテーション・フローを設計すると、ワークブックのヘッダー・バーのズーム・
コントロールは、デフォルトで非表示に設定されます。すべてのキャンバスに対する
ズーム・コントロールの表示または非表示を選択できます。
ズーム・コントロールが表示に設定されると、ズーム・コントロールは、「幅」および
「高さ」プロパティが「固定」に設定されたキャンバスに対してワークブックのヘッダ
ー・バーに表示されます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
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4. 「ズーム」セクションで、「ズーム」をクリックして「オン」に切り替え、ヘッダー・バー
のズーム・コントロールを表示するか、クリックして「オフ」に切り替え、ヘッダー・バ
ーのズーム・コントロールを非表示にします。

5. 「保存」をクリックします。

「表示」でのワークブック・ズーム・コントロール・オプショ
ンの指定

プレゼンテーション・フローの設計時、ユーザーがキャンバスを開いたときに使用されるデ
フォルトのズーム設定を選択できます。
「ズーム」/「レイアウト」コントロール・ボタンを使用すると、コンシューマは、画面に最も
合うようにアクティブ・キャンバス全体をズーム・インまたはズーム・アウトできます。コ
ントロールはワークブックに設定しますが、ズーム・コントロールは、「幅」および「高さ」
プロパティが「固定」に設定されたキャンバスに対してのみ表示されます。
「ワークブック」タブで設定したズーム・コントロール・プロパティは、アクティブ・キャン
バスのズーム・プロパティに持ち越されます。個々のキャンバスの「ワークブック」タブの
ズーム・プロパティをオーバーライドできます。
「ズーム」セクションのトグルは、「スケール」プロパティを更新する前に「オン」に設定す
る必要があります。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「ズーム」セクションで、「スケール」をクリックし、ユーザーがキャンバスを開いたとき
の表示に使用するズーム・サイズを選択します。

5. 「ズーム」セクションで、「コントロール」をクリックして「オフ」に設定し、すべてのキ
ャンバスに対してワークブックのヘッダー・バーのズーム・コントロールを非表示にする
か、クリックして「オン」に設定し、すべてのキャンバスに対してワークブックのヘッダ
ー・バーのズーム・コントロールを表示します。
ワークブックに多くのキャンバスが含まれており、「アクティブ・キャンバス」オプショ
ンを使用していくつかのキャンバスでのみズーム・コントロールを表示する場合は、この
オプションを「オフ」に設定します。

6. 「保存」をクリックします。

「表示」でのワークブックのツールバーの表示または非表示
プレゼンテーション・フローを設計すると、ワークブックのツールバーはデフォルトで表示
されます。ワークブックのツールバーをユーザーに表示するか非表示にするかを選択できま
す。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」で、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「ツールバー」セクションで、「ツールバー」をクリックして「オフ」に切り替えてツール
バーを非表示にするか、クリックして「オン」に切り替えてツールバーを表示します。
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5. 「保存」をクリックします。

「表示」でのワークブック・ツールバー・オプションの選
択

ユーザーにどのワークブック・ツールバー・オプションを表示するかを指定できます。
ユーザーに表示するツールバー・プロパティを「表示」で選択できます。ツールバー・
プロパティには、変更の取消しとやり直し、ワークブック・データのリフレッシュ、
ノートの表示およびエクスポートが含まれます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「ツールバー」セクションで、非表示にするツールバー・オプションの選択を解除
するか、表示するツールバー・オプションを選択します。

5. 「保存」をクリックします。

「表示」でのワークブックのフィルタ・バーの表示または
非表示

プレゼンテーション・フローの設計時、ワークブックのフィルタ・バーを表示または
非表示にできます。
フィルタ・バーを表示すると、ユーザーはワークブックのフィルタ値を表示、設定お
よび変更できます。ワークブックに特定のデータが含まれるように、フィルタ値を設
定した後、フィルタ・バーを非表示にできます。フィルタ・バーを非表示にすると、
ユーザーはフィルタ値を変更できなくなります。
「ワークブック」タブで設定したフィルタ・バー・プロパティは、アクティブ・キャン
バスの「フィルタ・アクション」プロパティに継承されます。個々のキャンバスの「ワ
ークブック」タブのフィルタ・バー・プロパティをオーバーライドできます。
「完全な双方向性」オプションが「オフ」に設定されている場合、すべてのフィルタ・
アクション・オプションはグレー表示されます。「表示」でワークブックおよびキャン
バスのアクションをすべてオンまたはオフを参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」で、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「フィルタ・バー」セクションで、「フィルタ・バー」をクリックして「オフ」に切
り替えてフィルタ・バーを非表示にするか、クリックして「オン」に切り替えてフ
ィルタ・バーを表示します。

5. 「保存」をクリックします。
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「表示」でのワークブック・フィルタ・オプションの指定
プレゼンテーション・フローを設計する際、フィルタの追加またはフィルタ値の変更など、
ユーザーに提供するワークブック・フィルタ・オプションを指定できます。
「ワークブック」タブで設定したオプションは、アクティブ・キャンバスの「フィルタ・アク
ション」プロパティに継承されます。個々のキャンバスの「ワークブック」タブのフィルタ・
バー・プロパティをオーバーライドできます。
「完全な双方向性」オプションが「オフ」に設定されている場合、すべてのフィルタ・アクシ
ョン・オプションはグレー表示されます。「表示」でワークブックおよびキャンバスのアクシ
ョンをすべてオンまたはオフを参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「フィルタ・バー」セクションで、非表示にするフィルタ・アクション・オプションの選
択を解除するか、表示するフィルタ・アクション・オプションを選択します。

5. 「保存」をクリックします。

「表示」でのワークブックのフィルタの表示または非表示
プレゼンテーション・フローの設計時、個別のワークブック・フィルタを表示または非表示
にできます。
プレゼンテーション・フローでフィルタを操作すると、表示または非表示にしたフィルタは
「表示」に保存されますが、「ビジュアル化」には保存されません。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「ワークブック・フィルタ」セクションで、非表示にするフィルタ・アクション・オプシ
ョンの選択を解除するか、表示するフィルタ・アクション・オプションを選択します。

5. 「保存」をクリックします。

「表示」でのワークブック・ビジュアライゼーション・アクシ
ョンの指定

プレゼンテーション・フローの設計時、ワークブックでどのビジュアライゼーション・アク
ションをユーザーに対して使用可能にするかを選択できます。たとえば、ワークブックが、
ビジュアライゼーション・ツールバー・アイテム (ソート、最大化またはウォッチリストへの
追加など)、およびビジュアライゼーション・メニュー・アイテム (ドリル、ファイルへのエク
スポート、電子メールまたは印刷、あるいはデータのコピーなど)を提供するように指定でき
ます。
「ワークブック」タブで設定したビジュアライゼーション・プロパティは、アクティブ・キャ
ンバスの「ビジュアライゼーション・アクション」プロパティに継承されます。個々のキャ
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ンバスの「ワークブック」タブのビジュアライゼーション・プロパティをオーバーラ
イドできます。「表示」でのキャンバス・ビジュアライゼーション・ツールバー・オプ
ションの選択を参照してください。
「完全な双方向性」オプションが「オフ」に設定されている場合、すべてのビジュアラ
イゼーション・アクション・オプションはグレー表示されます。「表示」でワークブッ
クおよびキャンバスのアクションをすべてオンまたはオフを参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「ビジュアライゼーション・アクション」セクションで、ユーザーが実行できない
ようにするアクションの選択を解除するか、ユーザーが実行できるようにするアク
ションを選択します。

5. 「保存」をクリックします。

「表示」でのワークブック・キャンバスのビジュアライゼ
ーションの配置の変更

プレゼンテーション・フローの設計時、ビジュアライゼーションを、ワークブックの
キャンバスのどこに表示するかを制御できます。このため、エンド・ユーザーの画面
サイズや解像度に基づいて、ビジュアライゼーションの最適な配置を選択できます。
たとえば、ワークブックのキャンバスのそれぞれにビジュアライゼーションが 1つあ
る場合、「中央」を選択すると、ビジュアライゼーションの周りに空白を入れて、キャ
ンバスの中央に配置することができます。
「配置」オプションは次のとおりです:

• 左上 - キャンバス上でビジュアライゼーションの右側には空白を入れますが、キャ
ンバスの上部と左側には入れません。これがデフォルト値です。

• 中央上 - キャンバス上でビジュアライゼーションの左側と右側には空白を入れま
すが、キャンバスの上部には入れません。

• 中央 - キャンバス上でビジュアライゼーションの上部と左側、右側に空白を入れま
す。

キャンバス上のビジュアライゼーションの位置も変更できます。「表示」のキャンバス
におけるビジュアライゼーションの配置の変更を参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「プレゼンテーション・レイアウト」セクションで、「文字スペースの位置合せ」フ
ィールドに移動し、配置を選択します。

5. 「保存」をクリックします。
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「表示」でワークブックおよびキャンバスのアクションをすべ
てオンまたはオフ

プレゼンテーション・フローを設計すると、すべてのフィルタ・バーおよびビジュアライゼ
ーション・アクションがデフォルトでオンになります。アクションのオンとオフを個別に切
り替えることも、「完全な双方向性」オプションを使用して、ワークブックのキャンバスのす
べてのアクションを 1回のクリックで切り替えることもできます。
フィルタ・アクションの例として、フィルタの追加、フィルタの削除およびフィルタ値選択
の変更があります。ビジュアライゼーションの例として、ドリル、エクスポートおよびソー
ト基準などがあります。
ユーザーが実行できるすべてのフィルタおよびビジュアライゼーション・アクションをすべ
てのキャンバスでオフにするには、「完全な双方向性」フィールドを「オフ」に設定します。
「完全な双方向性」フィールドを「オン」にすると、個別のフィルタおよびビジュアライゼー
ション・アクションを設定して、ユーザーがどのようにワークブックおよびキャンバスを操
作するかを指定できます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
4. 「双方向性」セクションで、「完全な双方向性」フィールドに移動します。

• 「オフ」を選択すると、すべてのキャンバス上のすべてのフィルタおよびビジュアラ
イゼーション・アクションが無効になります。

• 「オン」を選択すると、すべてのキャンバス上のすべてのフィルタおよびビジュアラ
イゼーション・アクションが有効になります。

5. 「保存」をクリックします。

「表示」でのパーソナライズ・オプションの指定
プレゼンテーション・フローを設計する際は、ユーザーがワークブックを再度開いたときに、
エンド・ユーザーが選択したフィルタ値を自動的に再適用するどうかを指定できます。
パーソナライズ・オプションは、次のとおりです:

• フィルタ - ユーザーがワークブックを再度開いたときに、ダッシュボード・フィルタの選
択内容、ビジュアライゼーション・フィルタの選択内容、「フィルタとして使用」が有効
化されている任意のビジュアライゼーションを再適用する場合に選択します。

• パラメータ - ユーザーがワークブックを再度開いたときに、ダッシュボード・フィルタの
選択内容と、パラメータがフィルタ・コントロールとして使用されているビジュアライゼ
ーション・フィルタの選択内容を再適用する場合に選択します。ダッシュボード・フィル
タ・コントロールとしてのパラメータの使用を参照してください。

1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「表示」ページで、「ワークブック」タブをクリックします。
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4. 「パーソナライズ」セクションで、ユーザーがワークブックを再度開いたときに、
ユーザーが選択したフィルタの内容で適用しないものの選択を解除するか、ユーザ
ーが選択したフィルタで適用するものを選択します。
管理者は、システム設定を使用して組織全体のワークブックのパーソナライズを無
効にできます。この場合は、ワークブックのパーソナライズ・オプションを設定で
きません。を参照してください。

5. 「保存」をクリックします。

「表示」での「キャンバス」プロパティの設定
プレゼンテーション・フローで、各キャンバスは、「表示」の「ワークブック」タブで
設定したワークブック・プロパティを継承します。キャンバスの継承されたプロパテ
ィは変更できます。
トピック:

• 「表示」でのキャンバス・フィルタ・アクションの指定
• 「表示」でのキャンバス・フィルタの表示または非表示
• 「表示」でのキャンバス・ビジュアライゼーション・ツールバー・オプションの選
択

• 「表示」でのキャンバス・ビジュアライゼーション・メニュー・オプションの指定
• 「表示」でのキャンバス・ビジュアライゼーションの表示または非表示
• 「表示」でのキャンバス・ズーム・コントロール・オプションの指定
• 「表示」でのキャンバス・ノートの表示または非表示

「表示」でのキャンバス・フィルタ・アクションの指定
プレゼンテーション・フローの設計時、各キャンバスは、「ワークブック」タブで設定
したフィルタ・アクションを継承します。「アクティブ・キャンバス」タブを使用する
と、フィルタの追加またはフィルタ値の変更など、個々のキャンバスのフィルタ・ア
クションをカスタマイズできます
フィルタ・バーを表示すると、ユーザーはキャンバスのフィルタ値を表示、設定およ
び変更できます。キャンバスに特定のデータが含まれるように、フィルタ値を設定し
た後、フィルタ・バーを非表示にできます。フィルタ・バーを非表示にすると、ユー
ザーはフィルタ値を変更できなくなります。
「表示」で変更したフィルタ設定あるいは追加または削除したフィルタ値は、プレゼン
テーション・フローのキャンバスに保存されますが、「ビジュアル化」のキャンバスに
は保存されません。
「完全な双方向性」オプションが「ワークブック」タブで「オフ」に設定されている場
合、すべてのフィルタ・アクション・オプションはグレー表示されます。「表示」でワ
ークブックおよびキャンバスのアクションをすべてオンまたはオフを参照してくださ
い。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
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3. プレゼンテーション・フローに複数のキャンバスがある場合は、「表示」ページの下部に
移動して、フィルタを更新するキャンバスをクリックします。

4. 「表示」ページで、「アクティブ・キャンバス」タブをクリックします。
5. 「フィルタ・バー」セクションまでスクロールし、「フィルタ・アクション」領域で非表示
にするフィルタ・バー・オプションの選択を解除するか、表示するオプションを選択しま
す。

6. オプション: 「カスタム」をクリックしてから「自動」をクリックし、「ワークブック」タ
ブで指定したすべてのビジュアライゼーション・アクションをデフォルト設定にリセット
します。

7. 「保存」をクリックします。

「表示」でのキャンバス・フィルタの表示または非表示
プレゼンテーション・フローの設計時、個別のキャンバス・フィルタを表示または非表示に
できます。
「表示」で表示または非表示にしたフィルタは、プレゼンテーション・フローのキャンバスに
保存されますが、「ビジュアル化」のキャンバスには保存されません。
「完全な双方向性」オプションが「ワークブック」タブで「オフ」に設定されている場合、す
べてのキャンバス・フィルタ・オプションはグレー表示されます。「表示」でワークブックお
よびキャンバスのアクションをすべてオンまたはオフを参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. プレゼンテーション・フローに複数のキャンバスがある場合は、「表示」ページの下部に
移動して、フィルタを更新するキャンバスをクリックします。

4. 「表示」ページで、「アクティブ・キャンバス」タブをクリックします。
5. 「キャンバス・フィルタ」領域で、キャンバスで非表示にするフィルタの選択を解除する
か、表示するフィルタを選択します。

6. 「保存」をクリックします。

「表示」でのキャンバス・ビジュアライゼーション・ツールバ
ー・オプションの選択

プレゼンテーション・フローの設計時、各キャンバスは、「ワークブック」タブで設定したビ
ジュアライゼーション・ツールバー・オプションを継承します。「アクティブ・キャンバス」
タブを使用すると、「マップ・アクション」または「ウォッチリストに追加」など、ワークブ
ックに設定されているビジュアライゼーション・ツールバー・オプションをオーバーライド
できます
「表示」で変更したビジュアライゼーション設定は、プレゼンテーション・フローのキャンバ
スに保存されますが、「ビジュアル化」のキャンバスには保存されません。
「完全な双方向性」オプションが「ワークブック」タブで「オフ」に設定されている場合、す
べてのビジュアライゼーション・アクション・オプションはグレー表示されます。「表示」で
ワークブックおよびキャンバスのアクションをすべてオンまたはオフを参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。
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2. 「表示」をクリックします。
3. プレゼンテーション・フローに複数のキャンバスがある場合は、「表示」ページの
下部に移動して、フィルタを更新するキャンバスをクリックします。

4. 「表示」ページで、「アクティブ・キャンバス」タブをクリックします。
5. 「ビジュアライゼーション・ツールバー」セクションまでスクロールし、ビジュア
ライゼーション・ツールバーからユーザーが実行できないようにするアクションを
クリックして非表示にするか、ビジュアライゼーション・ツールバーからユーザー
が実行できるようにするアクションをクリックして追加します。

6. オプション: 「カスタム」をクリックしてから「自動」をクリックし、「ワークブッ
ク」タブで指定したすべてのビジュアライゼーション・アクションをデフォルト設
定にリセットします。

7. 「保存」をクリックします。

「表示」でのキャンバス・ビジュアライゼーション・メニ
ュー・オプションの指定

プレゼンテーション・フローの設計時、各キャンバスは、「ワークブック」タブで設定
したビジュアライゼーション・メニュー・オプションを継承します。「アクティブ・キ
ャンバス」タブを使用すると、ドリルまたはエクスポートなど、ユーザーに提供する
ビジュアライゼーション・メニュー・オプションを指定できます
「表示」で変更したビジュアライゼーション設定は、プレゼンテーション・フローのキ
ャンバスに保存されますが、「ビジュアル化」のキャンバスには保存されません。
「完全な双方向性」オプションが「ワークブック」タブで「オフ」に設定されている場
合、すべてのビジュアライゼーション・アクション・オプションはグレー表示されま
す。「表示」でワークブックおよびキャンバスのアクションをすべてオンまたはオフを
参照してください。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. プレゼンテーション・フローに複数のキャンバスが含まれている場合は、「表示」
ページの下部に移動して、ユーザー・アクションを変更するキャンバスをクリック
します。

4. 「表示」ページで、「アクティブ・キャンバス」タブをクリックします。
5. 「ビジュアライゼーション・メニュー」セクションまでスクロールし、ビジュアラ
イゼーションからユーザーが実行できないようにするアクションをクリックして
非表示にするか、ビジュアライゼーション・メニューからユーザーが実行できるよ
うにするアクションをクリックして追加します。

6. オプション: 「カスタム」をクリックしてから「自動」をクリックし、「ワークブッ
ク」タブで指定したすべてのビジュアライゼーション・アクションをデフォルト設
定にリセットします。

7. 「保存」をクリックします。
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「表示」でのキャンバス・ビジュアライゼーションの表示また
は非表示

手動モードで作業している際は、キャンバス上の個々のビジュアライゼーションを非表示に
したり表示したりすることができます。
「ビジュアル化」内のキャンバスの「レイアウト」プロパティにより、ビジュアライゼーショ
ンの非表示または表示時にキャンバスに空白および重複が含まれるかどうかが決定されま
す。「表示」のキャンバス上のビジュアライゼーションの移動または非表示についてを参照し
てください。
「表示」の自動モードと手動モードの切り替えを参照してください。
「表示」でビジュアライゼーションを表示または非表示にすると、変更はプレゼンテーショ
ン・フローのキャンバスに保存されますが、「ビジュアル化」には保存されません。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. プレゼンテーション・フローに複数のキャンバスが含まれている場合は、「表示」ページ
の下部に移動して、ビジュアライゼーションを表示または非表示にするキャンバスをクリ
ックします。

4. 「表示」ページで、「アクティブ・キャンバス」タブをクリックします。
5. 「ビジュアライゼーション」セクションまでスクロールし、キャンバスで非表示にするビ
ジュアライゼーションの選択を解除するか、表示するビジュアライゼーションを選択しま
す。

6. 「保存」をクリックします。

「表示」でのキャンバス・ズーム・コントロール・オプション
の指定

プレゼンテーション・フローの設計時、各キャンバスは、「ワークブック」タブで設定したズ
ーム・コントロール・オプションを継承します。「アクティブ・キャンバス」タブを使用し
て、個々のキャンバスのズーム・コントロール・オプションをカスタマイズできます。
「ズーム」/「レイアウト」コントロール・ボタンを使用すると、コンシューマは、画面に最も
合うようにアクティブ・キャンバス全体をズーム・インまたはズーム・アウトできます。ズ
ーム・コントロールは、「幅」および「高さ」プロパティが「固定」に設定されたキャンバス
に対してのみ表示されます。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、
「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. プレゼンテーション・フローに複数のキャンバスがある場合は、「表示」ページの下部に
移動して、ズーム・コントロールを更新するキャンバスをクリックします。

4. 「表示」ページで、「アクティブ・キャンバス」タブをクリックします。
5. 「ズーム」セクションまでスクロールして、「スケール」をクリックし、ユーザーがキャン
バスを開いたときの表示に使用するズーム・サイズを選択します。
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6. 「ズーム」セクションで、「コントロール」をクリックして「オフ」に設定し、キャ
ンバスに対してワークブックのヘッダー・バーのズーム・コントロールを非表示に
するか、クリックして「オン」に設定し、キャンバスに対してワークブックのヘッ
ダー・バーのズーム・コントロールを表示します。

7. オプション: 「カスタム」、「自動」の順にクリックし、「ワークブック」タブで指定
したデフォルト設定をリセットします。

8. 「保存」をクリックします。

「表示」でのキャンバス・ノートの表示または非表示
プレゼンテーション・フローを設計すると、デフォルトですべてのキャンバス・ノー
トが表示されます。「アクティブ・キャンバス」タブを使用すると、表示または非表示
にするキャンバス・ノートを指定できます
ノートの一部または全部をキャンバスに表示されたままにした場合は、ワークブック
をプレビューするときに、「ノートの非表示」ワークブック・ヘッダー・ボタンをクリ
ックして、非表示になっていないすべてのノートをオフまたはオンに切り替えること
ができます。また、ユーザーがワークブックを表示するときに、「ノートの非表示」ヘ
ッダー・ボタンをクリックして、非表示になっていないすべてのノートをオフまたは
オンに切り替えることもできます。ビジュアライゼーションのノートの表示または非
表示を参照してください。
「表示」で表示または非表示にしたノートは、プレゼンテーション・フローのキャンバ
スに保存されますが、「ビジュアル化」のキャンバスには保存されません。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリック
して、「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. プレゼンテーション・フローに複数のキャンバスが含まれている場合は、「表示」
ページの下部に移動して、ノートを表示または非表示にするキャンバスをクリック
します。

4. 「表示」ページで、「アクティブ・キャンバス」タブをクリックします。
5. 「ノート」セクションまでスクロールし、キャンバスで非表示にするノートの選択
を解除するか、表示するノートを選択します。

6. 「保存」をクリックします。

プレゼンテーション・フローのプレビュー
作成者として「表示」ページを使用してプレゼンテーション・フローを設計すると、
ユーザーにどのように表示されるかをプレビュー・モードでテストし、設計している
ワークブックを操作できます。プレビュー・モードに切り替えると、プレゼンテーシ
ョン・フローのワークブックとキャンバスのオプション、キャンバス・パネルがなく
なります。
1. ホーム・ページで、ワークブックを選択し、「アクション」メニューをクリックし
てから「開く」を選択します。

2. 「表示」をクリックします。
3. 「プレビュー」 をクリックして、ユーザーに表示されるワークブックを確認しま
す。
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4. 「編集」 をクリックしてワークブックのプレビュー・モードを終了し、「表示」ページ
のプレゼンテーション・フローに戻ります。
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15
Oracle Analytics予測モデルおよび Oracle機械学習モデルの使用

Oracle Analyticsでは、Oracle Databaseまたは Oracle Autonomous Data Warehouseに存在
する予測モデルまたは機械学習モデルを使用できます。予測モデルをデータに適用すると、
機械学習(ML)や人工知能(AI)の専門知識がなくても、MLおよび AIをアプリケーションに組み
込むことができます。
トピック:

• Oracle Analytics予測モデルの作成および使用
• Oracle Analyticsでの Oracle機械学習モデルの使用
• データセットへの予測モデルまたは登録済 Oracle機械学習モデルの適用

Oracle Analytics予測モデルの作成および使用
Oracle Analytics予測モデルは、いくつかの埋込み Oracle Machine Learningアルゴリズムを
使用して、データセットのマイニング、ターゲット値の予測、またはレコードのクラスの識
別を行います。予測モデルの作成やトレーニング、データへの適用には、データ・フロー・
エディタを使用します。
トピック:

• Oracle Analytics予測モデルとは
• 予測モデル・アルゴリズムの選択方法
• Oracle Autonomous Data Warehouseの AutoMLを使用した予測モデルのトレーニング
• 予測モデルの作成およびトレーニング
• 予測モデルの検査
• ワークブックへの予測モデルの追加
• リフト・チャートおよびゲイン・チャートを使用した機械学習モデルの評価

Oracle Analytics予測モデルとは
Oracle Analytics予測モデルは、特定のアルゴリズムをデータセットに適用して、値の予測、
クラスの予測またはデータ内のグループの識別を行います。
Oracle機械学習モデルは、データの予測にも使用できます。
Oracle Analyticsには、様々な目的のための予測モデルのトレーニングに役立つアルゴリズム
が含まれます。アルゴリズムの例として、分類、回帰ツリー(CART)、ロジスティック回帰お
よび K平均法があります。
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まず、データ・フロー・エディタを使用して、トレーニング・データセットでモデル
をトレーニングします。予測モデルをトレーニングしたら、予測するデータセットに
適用します。
トレーニングされたモデルは、他のユーザーに対して使用可能にでき、そのユーザー
はこれをデータに適用し値を予測できます。場合によっては、特定のユーザーがモデ
ルをトレーニングし、他のユーザーがモデルを適用します。

ノート:

データ内で何を検索するか不明な場合、機械学習を使用してトレンドおよび
パターンを特定する Explainを使用することで操作を開始できます。次に、
データ・フロー・エディタを使用して、予測モデルを作成およびトレーニン
グし、Explainによって検出されたトレンドおよびパターンをドリルできま
す。

データ・フロー・エディタを使用して、モデルをトレーニングします:

• 最初に、データ・フローを作成して、モデルのトレーニングに使用するデータセッ
トを追加します。このトレーニング・データセットには、予測するデータが含まれ
ます(たとえば、売上または年齢などの値、あるいは信用リスク・バケットなどの
変数)。

• 必要な場合、データ・フロー・エディタを使用して、列の追加、列の選択、結合な
どを行い、データセットを編集できます。

• データが、モデルをトレーニングする対象であることを確認したら、トレーニン
グ・ステップをデータ・フローに追加して、モデルをトレーニングするための分類
(二項または多項)、回帰またはクラスタ・アルゴリズムを選択します。次に、結果
として作成されるモデルに名前を付け、データ・フローを保存して実行し、モデル
をトレーニングし作成します。

• 機械言語オブジェクト内のプロパティを調査し、モデルの品質を判断します。必要
な場合、モデルの品質が必要なレベルに到達するまで、トレーニング・プロセスを
繰り返します。

終了したモデルを使用して、未知、つまりラベル付けされていないデータをスコアリ
ングしてデータ・フロー内でデータセットを生成したり、予測ビジュアライゼーショ
ンをワークブックに追加したりできます。
例
多項分類モデルを作成しトレーニングして、どの患者に心臓病の発症リスクが高いか
を予測すると仮定します。
1. 年齢、性別、および胸痛の症状が過去にあったかなどの各患者の属性、ならびに血
圧、空腹時血糖、コレステロールおよび最大心拍数などのメトリックを含むトレー
ニング・データセットを指定します。トレーニング・データセットには、"尤度"と
いう名前の列も含まれ、これには次のいずれかの値が割り当てられます: なし、起
こり得る可能性が低い、起こり得る可能性がある、起こり得る可能性が高い、あ
り。

2. CART (ディシジョン・ツリー)アルゴリズムでは、予測に値が追加されない重複列
は無視され、ターゲットの予測に有用な列のみが使用されるため、これを選択しま
す。アルゴリズムをデータ・フローに追加する際、モデルをトレーニングするため
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の尤度列を選択します。アルゴリズムは、機械学習により、予測および関連データセット
の実行および出力に必要なドライバ列を選択します。

3. 結果を検査し、トレーニング・モデルを微調整した後、モデルをより大きいデータセット
に適用し、どの患者が心臓病を発症するリスクが高いかを予測します。

予測モデル・アルゴリズムの選択方法
Oracle Analyticsは、機械言語のあらゆるモデリング・ニーズに対するアルゴリズム(数値、予
測、多項分類子、二項分類子、クラスタリング)を提供しています。
オラクルの機械言語は、データ内で何を探しているかについてのアイデアを持ち、予測分析
の慣習に精通し、アルゴリズム間の相違を理解している上級データ・アナリストを対象にし
ています。

ノート:

Oracle Autonomous Data Warehouseをソースとするデータを使用している場合
は、機械学習のスキルがなくても、AutoML機能を使用して、予測モデルを簡単に
トレーニングできます。「Autonomous Data Warehouseの AutoMLを使用した予測
モデルのトレーニング」を参照してください。

通常、ユーザーは、複数の予測モデルを作成し、それらを比較して、基準および要件を満た
す結果を出す可能性が最も高いモデルを選択します。この基準は様々です。たとえば、正確
性が全体的に高いモデルを選択する、最低限タイプ I (偽陽性)およびタイプ II (偽陰性)エラー
があるモデルを選択する、または理想的ではないが結果が迅速に返され、その正確性が許容
範囲であるモデルを選択する場合などがあります。
Oracle Analyticsには、予測または分類各種に対する複数の機械言語アルゴリズムがありま
す。これらのアルゴリズムを使用して、複数のモデルを作成する、微調整された様々なパラ
メータを使用する、または様々な入力トレーニング・データ・セットを使用するなどして、
最適なモデルを選択します。ユーザーは、独自の基準に対してモデルを比較および検討し、
最適なモデルを選択できます。ユーザーは、最適なモデルを選択するために、モデリングお
よびビジュアル化の計算結果を適用して正確性を判断したり、Oracle Analyticsがモデルを使
用して出力した関連データセットを開き探索したりできます。
この表を参照して、提供されているアルゴリズムについて学習します。

名前 タイプ カテゴリ 関数 説明
CART 分類

回帰
二項分類子
多項分類子
数値型

- ディシジョン・ツリー
を使用して、個別の値
と連続的な値の両方
を予測します。
より大きいデータセ
ットで使用します。
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名前 タイプ カテゴリ 関数 説明
Elastic Net線形回帰 回帰 数値型 ElasticNet 詳細回帰モデル。追

加情報(正則化)を提供
し、変数選択を実行し
て、線形結合を実行し
ます。Lasso回帰法
およびリッジ回帰法
のペナルティ。
共線性(複数の属性が
完全に相関する)およ
び過剰適合を回避す
るために多数の属性
とともに使用します。

階層 クラスタリング クラスタリング AgglomerativeClust
ering

ボトムアップ(各観測
がそれ独自のクラス
タであり、マージされ
ます)またはトップ・
ダウン(すべての観測
が 1つのクラスタと
して開始されます)の
いずれか、および距離
メトリックを使用し
てクラスタリングの
階層を構築します。
データセットが大き
くなく、クラスタ数が
事前にわからない場
合に使用します。

K平均法 クラスタリング クラスタリング k-means 最も近い平均値のク
ラスタに各観察が属
するように、レコード
を Kクラスタに繰り
返しパーティション
化します。
クラスタリング・メト
リック列に対して、必
要なクラスタ数の一
連の期待値とともに
使用します。大規模
なデータセットで適
切に機能します。結
果は実行ごとに異な
ります。

線形回帰 回帰 数値型 最小二乗法
リッジ
Lasso

ターゲット変数およ
びデータセット内の
その他の属性間のモ
デリング関係に対す
る線形アプローチ。
属性が完全に相関し
ていない場合に数値
の予測に使用します。

ロジスティック回帰 回帰 二項分類子 LogisticRegressionC
V

カテゴリ従属変数の
値の予測に使用しま
す。従属変数は、1ま
たは 0にコーディン
グされるデータを含
む二項変数です。
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名前 タイプ カテゴリ 関数 説明
Naive Bayes 分類 二項分類子

多項分類子
GaussianNB 特徴間に従属がない

と見なす Bayesの定
理に基づく確率的な
分類。
入力ディメンション
が多数ある場合に使
用します。

ニューラル・ネットワ
ーク

分類 二項分類子
多項分類子

MLPClassifier 分類結果を実際の値
と比較して学習し、そ
れをネットワークに
返し、さらなる反復の
ためにアルゴリズム
を変更する反復分類
アルゴリズム。
テキスト分析に使用
します。

ランダム・フォレスト 分類 二項分類子
多項分類子
数値型

- 複数のディシジョ
ン・ツリーを構築し、
すべてのディシジョ
ン・ツリーを集合的に
表す値を出力するア
ンサンブル学習法で
す。
数値およびカテゴリ
変数の予測に使用し
ます。

SVM 分類 二項分類子
多項分類子

LinearSVC、SVC レコードを空間にマ
ッピングし、分類に使
用できる超平面を構
築することでレコー
ドを分類します。新
規レコード(スコアリ
ング・データ)は空間
にマップされ、それが
あてはまる超平面の
面に基づくカテゴリ
に属することが予測
されます。

Oracle Autonomous Data Warehouseの AutoMLを使用した予測モデ
ルのトレーニング

Oracle Autonomous Data Warehouseのデータを使用する場合、その AutoML機能を使用して
予測モデルの推奨およびトレーニングを行うことができます。AutoMLによってデータが分
析され、使用する最善のアルゴリズムが計算され、データに関する予測を実行できるように
予測モデルが Oracle Analyticsに登録されます。
AutoMLを使用すると、困難な作業が Oracle Autonomous Data Warehouseによってすべて自
動で行われるため、機械学習や人工知能のスキルがなくても予測モデルをデプロイできます。
生成された予測モデルは、「機械学習」ページの「モデル」領域に保存されます。新しいモデ
ルに基づいてデータを予測するには、データ・フローを作成し、「モデルの適用」ステップを
使用します。
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開始する前に:

• 予測の対象となる Oracle Autonomous Data Warehouseのデータに基づいて、デー
タセットを作成します。たとえば、従業員減少に関するデータに、減少の'Yes'また
は'No'を示す ATTRITIONというフィールドを含めることができます。

• Oracle Analyticsから Oracle Autonomous Data Warehouseへの接続で指定されて
いるデータベース・ユーザーが OML_Developerロールを持っていること、および
'admin'スーパーユーザーではないことを確認してください。そうしない場合、デ
ータ・フローを保存または実行しようとすると失敗します。

1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「データ・フロー」をクリックします。
2. 「データセットの追加」で、分析するデータが含まれる Oracle Autonomous Data

Warehouseに基づいてデータセットを選択します。
3. 「ステップの追加」をクリックし、「AutoML」をクリックします。
4. 「ターゲット」で、「列の選択」をクリックし、予測しようとする値が含まれるデー
タ列を選択します。
たとえば、従業員減少を予測する場合は、従業員が退社したかどうかを'TRUE'ま
たは'FALSE'で示す ATTRITIONというフィールドを選択します。
 

 

5. Oracle Analyticsにより推奨されたタスク・タイプおよびモデル・ランキング・メ
トリックを受け入れるか、別のアルゴリズムを選択します。

6. 「モデルの保存」をクリックし、生成された予測モデルの名前を指定します。
7. 「保存」をクリックし、データ・フローの名前を指定します。
8. 「実行」をクリックして、データを分析し、予測モデルを生成します。
9. ホーム・ページから「ナビゲート」、「機械学習」の順にクリックし、生成されたモ
デルを右クリックして「検査」を選択します。

Oracle Analyticsによって生成されたモデルは、「機械学習」ページの「モデル」タブ
で検索できます。モデルを検査してその品質を評価します。予測モデルの質の評価を
参照してください。
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予測モデルの作成およびトレーニング
上級データ・アナリストは、解決する必要がある問題に基づいて適切なアルゴリズムを選択
し、予測モデルをトレーニングしてモデルの結果を評価します。

 LiveLabsスプリント
正確なモデルへの到達とは反復的なプロセスであり、上級データ・アナリストは、様々なモ
デルを試し、その結果を比較して、試行の繰返しに基づきパラメータを微調整します。デー
タ・アナリストは、最終決定された正確な予測モデルを使用して、他のデータセット内のト
レンドを予測したり、ワークブックにモデルを追加したりできます。

ノート:

Oracle Autonomous Data Warehouseがソースのデータを使用している場合は、
AutoML機能を使用すると、機械学習のスキルがなくても予測モデルをすばやく簡
単に自動でトレーニングできます。Autonomous Data Warehouseの AutoMLを使
用した予測モデルのトレーニングに関する項を参照してください。

Oracle Analyticsは、数値予測、多項分類、二項分類およびクラスタリングのためのアルゴリ
ズムを提供しています。
アルゴリズムは、Oracle Machine Learningをローカルの Oracle Analytics Desktopディレク
トリにインストールするまで使用できません。Desktopの機械学習のインストール方法を参
照してください
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「データ・フロー」を選択します。
2. モデルのトレーニングに使用するデータセットを選択します。「追加」をクリックします。
3. データ・フロー・エディタで、「ステップの追加」(+)をクリックします。
データセットを追加したら、データセットのすべての列を使用してモデルを作成する、ま
たは関連する列のみを選択することができます。関連する列を選択するには、データセッ
トを理解している必要があります。結果動作に影響しないことがわかっている列または
重複する情報を含む列は無視します。「列の選択」ステップを追加することで、関連する
列のみを選択できます。関連する列が不明な場合、すべての列を使用します。

4. モデルのトレーニング・ステップのいずれかを選択します(「数値予測のトレーニング」ま
たは 「クラスタリングのトレーニング」など)。

5. アルゴリズムを選択して「OK」をクリックします。
6. 予測または分類などの監視対象モデルを操作している場合、「ターゲット」をクリックし
て、予測しようとしている列を選択します。たとえば、個人の所得を予測するモデルを作
成している場合、所得列を選択します。
クラスタリングなどの監視対象外モデルを操作している場合、ターゲット列は必要ありま
せん。

7. モデルのデフォルト設定を変更して、予測された結果の正確性を微調整し改善します。操
作しているモデルにより、これらの設定が決定されます。

8. 「モデルの保存」ステップをクリックして、名前と説明を指定します。
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9. 「保存」をクリックして、データ・フローの名前および説明を入力し、「OK」をク
リックしてデータ・フローを保存します。

10.「データ・フローの実行」をクリックして、指定した入力データセットおよびモデ
ル設定に基づいて予測モデルを作成します。

予測モデルの検査
予測モデルを作成し、データ・フローを実行すると、モデルに関する情報を確認して、
その正確性を判断できます。この情報を使用して、モデルの設定を繰り返し調整する
ことで、その正確性を向上させ、より質の高い結果を予測します。
トピック:

• 予測モデルの詳細の表示
• 予測モデルの質の評価
• 予測モデルの関連データセットとは
• 予測モデルの関連データセットの検出

予測モデルの詳細の表示
予測モデルの詳細情報は、モデルの理解およびデータの予測に適しているかどうかの
判断に役立ちます。モデルの詳細には、そのモデル・クラス、アルゴリズム、入力列
および出力列が含まれます
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「機械学習」をクリックします。
2. 「モデル」タブをクリックします。
3. トレーニング・モデルのメニュー・アイコンをクリックして「検査」を選択しま
す。

4. 「詳細」をクリックしてモデルの情報を表示します。

予測モデルの質の評価
予測モデルの質の理解に役立つ情報を表示します。たとえば、モデル精度、適合率、
再現率、F1値、偽陽性比率などの正確性のメトリックを確認できます。
Oracle Analyticsは、モデルの作成に使用されたアルゴリズムに関係なく、同様のメト
リックを提供するため、様々なモデル間の比較を容易にします。モデル作成のプロセ
ス中、入力データセットは、トレイン・パーティション率パラメータに基づいて、モ
デルをトレーニングおよびテストする 2つの部分に分割されます。このモデルでは、
データセットのテスト部分を使用して、作成されたモデルの正確性をテストします。
「品質」タブの知見に基づいて、モデル・パラメータを調整して再トレーニングする必
要がある場合があります。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「機械学習」をクリックします。
2. 「モデル」タブをクリックします。
3. トレーニング・モデルのメニュー・アイコンをクリックして「検査」を選択しま
す。

4. 「品質」タブをクリックし、モデルの質のメトリックを確認してモデルを評価しま
す。たとえば、「モデル精度」のスコアを確認します。
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ヒント: 「詳細」をクリックして、モデルに生成されたビューの詳細を確認します。

予測モデルの関連データセットとは
データ・フローを実行して Oracle Analytics予測モデルのトレーニング・モデルを作成する
と、Oracle Analyticsによって一連の関連データセットが作成されます。これらのデータセッ
トについてワークブックを開き作成すると、モデルの正確性を確認できます。

 LiveLabsスプリント
関連データセットには、モデルに選択したアルゴリズムに応じて、予測ルール、正確性メト
リック、混同マトリックス、予測のキー・ドライバなどのモデルに関する詳細が含まれます。
この情報を使用して、より質の高い結果を得られるようにモデルを微調整したり、関連デー
タセットを使用してモデルを比較し、どのモデルがより正確かを決定したりできます。
たとえば、ドライバ・データセットを開いて、どの列に、モデルに対するプラスまたはマイ
ナスの強い影響があるかを検出できます。これらの列を確認することで、一部の列が、現実
的な入力ではないためモデル変数として扱われないこと、またはそれらが予測に対して細分
化されすぎていることがわかります。データ・フロー・エディタを使用してモデルを開き、
検出した情報に基づいて、関係のない、または細分化されすぎている列を除去し、モデルを
再生成します。「品質」および「結果」タブを確認して、モデルの正確性が向上しているかど
うかを確認します。デルの正確性に満足し、新しいデータセットのスコアリングの準備が完
了するまで、このプロセスを続行します。
様々なアルゴリズムにより、類似の関連データセットが生成されます。個々のパラメータお
よび列名は、アルゴリズムのタイプに応じてデータセット内で変わる場合がありますが、デ
ータセットの機能は変わりません。たとえば、統計データセット内の列名は、線形回帰から
ロジスティック回帰に変更される場合がありますが、統計データセットには、モデルの正確
性メトリックが含まれます。
これらは、関連データセットです:

CARTree

このデータセットは、ターゲット列の値の予測を算出する CART (ディシジョン・ツリー)の表
形式表現です。ディシジョン・ツリーの条件および条件の基準、各グループの予測、および
予測の信頼度を表す列が含まれます。組込みツリー・ダイアグラム・ビジュアライゼーショ
ンを使用して、このディシジョン・ツリーをビジュアル化できます。
CARTreeデータセットは、これらのモデルとアルゴリズムの組合せを選択したときに出力さ
れます。
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モデル アルゴリズム
数値 数値予測の CART
二項分類 CART (ディシジョン・ツリー)
多項分類 CART (ディシジョン・ツリー)

分類レポート
このデータセットは、ターゲット列の各個別の値の正確性メトリックの表形式表現で
す。たとえば、ターゲット列に 2つの個別の値(「はい」と「いいえ」)を指定できる場
合、このデータセットは、ターゲット列の各個別の値に対する、F1、適合率
(Precision)、再現率(Recall)、サポート(この値を含むトレーニング・データセット内の
行数)などの正確性メトリックを表示します。
分類データセットは、これらのモデルとアルゴリズムの組合せを選択したときに出力
されます。

モデル アルゴリズム
二項分類 Naive Bayes

ニューラル・ネットワーク
サポート・ベクター・マシン

多項分類 Naive Bayes
ニューラル・ネットワーク
サポート・ベクター・マシン

混同マトリックス
エラー・マトリックスとも呼ばれるこのデータセットは、ピボット表レイアウトです。
各行は予測されたクラスのインスタンスを表し、各列は実際のクラス内のインスタン
スを表します。この表は、偽陽性、偽陰性、真陽性および真陰性の数を示しており、
これらは適合率(precision)、再現率(recall)および F1の正確性メトリックの算出に使用
されます。
混同マトリックス・データセットは、これらのモデルとアルゴリズムの組合せを選択
したときに出力されます。

モデル アルゴリズム
二項分類 ロジスティック回帰

CART (ディシジョン・ツリー)
Naive Bayes
ニューラル・ネットワーク
ランダム・フォレスト
サポート・ベクター・マシン

多項分類 CART (ディシジョン・ツリー)
Naive Bayes
ニューラル・ネットワーク
ランダム・フォレスト
サポート・ベクター・マシン
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ドライバ
このデータセットは、ターゲット列の値を決定する列の情報を提供します。これらの列の識
別には、線形回帰が使用されます。各列には、係数および相関値が割り当てられます。係数
値は、ターゲット列の値を決定するために使用される列の加重時間を表しています。相関値
は、ターゲット列と依存列の間の関係の方向を示しています。たとえば、ターゲット列の値
は、依存列に基づいて増加または減少する場合などがあります。
ドライバ・データセットは、これらのモデルとアルゴリズムの組合せを選択したときに出力
されます。

モデル アルゴリズム
数値 線形回帰

Elastic Net線形回帰
二項分類 ロジスティック回帰

サポート・ベクター・マシン
多項分類 サポート・ベクター・マシン

Hitmap

このデータセットには、ディシジョン・ツリーのリーフ・ノードに関する情報が含まれてい
ます。表の各行はリーフ・ノードを表しており、セグメント・サイズ、信頼度および予測さ
れる行数など、リーフ・ノードが表す内容を説明する情報を含んでいます。たとえば、予期
される正しい予測数 = セグメント・サイズ * 信頼度などがあります。
Hitmapデータセットは、これらのモデルとアルゴリズムの組合せを選択したときに出力され
ます。

モデル アルゴリズム
数値 数値予測の CART

残差
このデータセットは、残差予測の品質に関する情報を提供します。残差とは、測定値と回帰
モデルの予測値の差分です。このデータセットには、データセット内のすべての列に対する
実際値と予測値の絶対差分の集計合計値が含まれます。
残差データセットは、これらのモデルとアルゴリズムの組合せを選択したときに出力されま
す。

モデル アルゴリズム
数値 線形回帰

Elastic Net線形回帰
数値予測の CART

二項分類 CART (ディシジョン・ツリー)
多項分類 CART (ディシジョン・ツリー)

統計
このデータセットのメトリックは、その生成に使用されたアルゴリズムによって異なります。
アルゴリズムに基づくメトリックの次のリストを参照してください。
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• 線形回帰、数値予測の CART、Elastic Net線形回帰 - これらのアルゴリズムには、
R2乗、調整済 R2乗、平均絶対誤差(MAE)、2乗平均誤差(MSE)、 相対絶対誤差
(RAE)、関連 2乗誤差(RSE)、2乗平均平方根誤差(RMSE)が含まれます。

• CART(分類および回帰ツリー)、Naive Bayes分類、ニューラル・ネットワーク、
サポート・ベクター・マシン(SVM)、ランダム・フォレスト、ロジスティック回帰
- これらのアルゴリズムには、正確性、F1合計が含まれます。

このデータセットは、これらのモデルとアルゴリズムの組合せを選択したときに出力
されます。

モデル アルゴリズム
数値 線形回帰

Elastic Net線形回帰
数値予測の CART

二項分類 ロジスティック回帰
CART (ディシジョン・ツリー)
Naive Bayes
ニューラル・ネットワーク
ランダム・フォレスト
サポート・ベクター・マシン

多項分類 Naive Bayes
ニューラル・ネットワーク
ランダム・フォレスト
サポート・ベクター・マシン

サマリー
このデータセットには、ターゲット名およびモデル名などの情報が含まれます。
サマリー・データセットは、これらのモデルとアルゴリズムの組合せを選択したとき
に出力されます。

モデル アルゴリズム
二項分類 Naive Bayes

ニューラル・ネットワーク
サポート・ベクター・マシン

多項分類 Naive Bayes
ニューラル・ネットワーク
サポート・ベクター・マシン

予測モデルの関連データセットの検出
関連データセットは、予測モデルをトレーニングすると生成されます。
関連データセットには、アルゴリズムに応じて、予測ルール、正確性メトリック、混
同マトリックス、予測のキー・ドライバなどのモデルに関する詳細が含まれます。こ
れらのパラメータは、予測および分類を決定するためにモデルで使用されるルールを
理解するのに役立ちます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「機械学習」をクリックします。
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2. 「モデル」タブをクリックします。
3. トレーニング・モデルのメニュー・アイコンをクリックして「検査」を選択します。
4. 「関連」タブをクリックして、モデルの関連データセットにアクセスします。
5. 関連データセットをダブルクリックして、表示したり、ワークブックで使用します。

ワークブックへの予測モデルの追加
ワークブックでシナリオを作成する際に、予測モデルをワークブックのデータセットに適用
し、設計されたモデルによって検出されるトレンドおよびパターンを明らかにします。

ノート:

Oracle機械学習モデルをワークブックのデータに適用することはできません。

モデルをワークブックに追加し、モデルの入力をデータセットの列にマップすると、「デー
タ・パネル」に、キャンバスにドラッグ・アンド・ドロップできるモデルのオブジェクトが
表示されます。機械学習によって、ビジュアライゼーションの対応するデータ列に基づきモ
デルの値が生成されます。
1. ホーム・ページで、「作成」、「ワークブック」の順にクリックします。
2. ワークブックの作成に使用するデータセットを選択し、「ワークブックに追加」をクリッ
クします。

3. 「データ」ペインで、「追加」をクリックし、「シナリオの作成」を選択します。
4. 「シナリオの作成 - モデルの選択」ダイアログで、モデルを選択して「OK」をクリックし
ます。
適用できるのは予測モデルのみです。Oracle機械学習モデルは適用できません。
各モデルの入力がデータ要素に一致しない場合、「モデルへのデータのマップ」ダイアロ
グが表示されます。

5. 「モデルへのデータのマップ」ダイアログが表示された場合、「データセット」フィールド
で、モデルで使用するデータセットを選択します。

6. 必要に応じて、モデル入力とデータ要素を照合します。「完了」をクリックします。
シナリオが、「データ要素」ペインにデータセットとして表示されます。

7. 要素をデータセットおよびモデルから「ビジュアル化」キャンバスにドラッグ・アンド・
ドロップします。

8. シナリオを調整するには、「データ要素」ペインでシナリオを右クリックし、「シナリオの
編集」を選択します。

9. 必要に応じて、データセットを変更し、モデル入力およびデータ要素マッピングを更新し
ます。

10.「保存」をクリックしてワークブックを保存します。
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リフトおよびゲイン・チャートを使用した機械学習モデル
の評価

リフトおよびゲイン・チャートを使用すると、様々な機械学習モデルを比較して、最
も正確なモデルを判別できます。
トピック:

• リフトおよびゲイン・チャートの使用の概要
• リフトおよびゲイン・チャートの予測データの生成
• リフトおよびゲイン・チャートを使用した機械学習モデルの評価

リフトおよびゲイン・チャートの使用の概要
リフトおよびゲイン・チャートにより、Oracle Analytics内のビジュアライゼーション
のモデリング統計をグラフ化することで、予測機械学習モデルを評価できます。
データ・フローを使用して分類モデルをデータセットに適用する場合、Oracle Analytics
により、リフトおよびゲインの値を計算できます。そして、このデータをチャートで
ビジュアル化すると、予測モデルの正確性を評価し、使用に最適なモデルを決定する
のに役立ちます。

前提条件
• Oracle Databaseまたは Oracle Autonomous Data Warehouse

• 予測確率(たとえば、Naive Bayesトレーニング・スクリプトを使用して作成され
た多項分類子モデルなど)を含む分類モデル。
Oracle Analyticsの機械学習領域で、既存の予測モデルにアクセスします。

リフトおよびゲインの分析のために生成された統計
予測分類モデルをデータセットに適用し、リフトおよびゲインの統計を生成すると、
次の列を含む<データ・フロー名>_LIFTという名前のデータセットが作成されます:
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• PopulationPercentile - 100等分したグループに分割されたデータセットの母集団です。
• CumulativeGain - ポジティブ・ターゲットの総数に対する、そのパーセンタイルまでのポ
ジティブ・ターゲットの累積数の比率です。累積ゲインの線がチャートの左上隅に近いほ
ど、ゲインは大きくなります。連絡を受けた顧客の割合が低いほど、到達した応答者の割
合が高くなります。

• GainChartBaseline - 全体的な応答率: この線は、レコードをランダムに選択した場合に得
られると予想されるポジティブ・レコードの割合を表します。たとえば、マーケティン
グ・キャンペーンで、X%の顧客にランダムに連絡すると、全体の X%のポジティブな応
答を得ることができます。

• LiftChartBaseline - 値は 1で、リフト比較のベースラインとして使用されます。
• LiftValue - パーセンタイルの累積リフトです。リフトは、すべてのテスト・データのポジ
ティブ密度に対する、選択したデータの累積ポジティブ・レコード密度の比率です。

• IdealModelLine - ポジティブ・ターゲットの総数に対する、ポジティブ・ターゲットの累
積数の比率です。

• OptimalGain - これは、連絡を取る最適な顧客数を示しています。累積ゲイン曲線は、こ
のポイントを超えると平坦になります。

これで、<データ・フロー名>_LIFTデータセットを Oracle Analyticsのチャートでビジュアル化
できます。たとえば、ゲインを分析するには、X軸に PopulationPercentileを配置し、Y軸に
CumulativeGain、GainChartBaseline、IdealModelLineおよび OptimalGainを配置します。

リフトおよびゲイン・チャートの予測データの生成
データ・フローを使用して分類モデルをデータセットに適用する場合、Oracle Analyticsによ
り、リフトおよびゲイン・チャートでビジュアル化できる統計を計算できます。
開始する前に、予測確率(たとえば、Naive Bayesトレーニング・スクリプトを使用して作成
された多項分類子モデルなど)を含む分類モデルを作成します。Oracle Analyticsでは、機械学
習ページ(ホーム・ページから「機械学習」をクリック)の「モデル」タブに使用可能なモデル
が表示されます。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「データ・フロー」をクリックします。
2. データ・ソースを選択し、「追加」をクリックします。
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3. 「ステップの追加」をクリックし、「モデルの適用」を選択します。
4. 「モデルの選択」で、予測確率を含む分類モデルを選択し、「OK」をクリックしま
す。

5. 「モデルの適用」の「パラメータ」セクションで、次を行います:

• リフトおよびゲインの計算で、「はい」をクリックします。
• リフトを計算するターゲット列で、予測している値の列名を選択します。たと
えば、SIGNUPという名前の列を使用して顧客がメンバーシップにサインアッ
プするかどうかを予測するモデルの場合は、SIGNUPを選択します。

• 計算するポジティブ・クラスで、予測におけるポジティブ・クラス(または優
先結果)を表す、大/小文字を区別するデータ値を指定します。たとえば、値が
YESまたは NOの SIGNUPという名前の列を使用して顧客がメンバーシップ
にサインアップするかどうかを予測するモデルの場合は、YESを指定します。

6. 「データの保存」ノードをデータ・フローに追加します。
7. このデータ・フローを実行します。
データ・フローでは、<データ・フロー名>_LIFTという名前のデータセットが作成され、
このデータセットには、評価可能なリフトおよびゲインの統計が含まれています。

リフトおよびゲイン・チャートを使用した機械学習モデルの評価
チャートを使用して、機械学習分類モデルによって生成された統計を分析し、使用す
る最適なモデルを決定します。
開始する前に、予測モデルをデータに適用して、データセットにリフトおよびゲイン
統計を生成します。
1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「ワークブック」をクリックします。
2. 「データセットの追加」で、前のタスク生成した<Data flow name>_LIFTデータセ
ットを選択して、「ワークブックに追加」をクリックします。

3. 「ビジュアル化」パネルで、分析する統計を選択し、右クリックして「ビジュアラ
イゼーションの選択」を選択し、「折れ線グラフ」を選択します。
たとえば、ゲインを分析するには、PopulationPercentileを x軸に配置し、
CumulativeGain、GainChartBaseline、IdealModelLineおよび OptimalGainを
y軸に配置します。
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リフトを分析するには、PopulationPercentileを x軸に配置し、LiftChartBaselineおよ
び LiftValueを y軸に配置します。

Oracle Analyticsでの Oracle機械学習モデルの使用
Oracle Databaseまたは Oracle Autonomous Data Warehouseの Oracle機械学習モデルを登
録して使用すると、Oracle Analyticsのデータをスコアリングできます。データに機械学習モ
デルを適用するには、データ・フロー・エディタを使用します。
Oracle Analyticsを使用すると、データ・サイエンティストの専門知識がなくてもアプリケー
ションに機械学習を構築できます。
トピック:

• Oracle Analyticsでは Oracle機械学習モデルをどのように使用できますか。
• Oracle Analyticsへの Oracle機械学習モデルの登録
• 登録されている Oracle機械学習モデルの検査
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• 登録されている Oracle機械学習モデルのビューのビジュアル化

Oracle Analyticsでは Oracle機械学習モデルをどのように使
用できますか。

Oracle Analyticsでは、Oracle Databaseまたは Oracle Autonomous Data Warehouse
から Oracle機械学習モデルを登録して使用できます。
Oracle Analyticsで Oracle機械学習モデルを使用すると、データセットで実行できる
予測分析のレベルが大幅に向上しますが、これは、データとモデルがデータベースに
存在し、データのスコアリングも結果のデータセットの格納もデータベースで行われ
るためです。これにより、Oracle機械学習の実行エンジンを使用して、大規模なデー
タセットをスコアリングできます。
次のデータベースのデータ・ソースにある Oracle機械学習モデルを登録して使用でき
ます:

• Oracle Autonomous Data Warehouse

• Oracle Database

Oracle Analyticsで、Oracle Machine Learning for SQL API (OML 4SQL)を使用して作
成された分類、回帰、クラスタリング、異常、または特徴抽出マイニング・クラスの
データベースの Oracle機械学習モデルを登録できます。登録して使用できる Oracle
機械学習モデルは、データベース権限によって決まります。
Oracle Analyticsでは、予測モデルも作成できます。

Oracle Analyticsへの Oracle機械学習モデルの登録
Oracle機械学習モデルをデータの予測に使用するには、Oracle Analyticsに登録されて
いる必要があります。Oracle Databaseまたは Oracle Autonomous Data Warehouse
データ・ソースに存在するモデルを登録して使用できます。
1. ホーム・ページで、「ページ・メニュー」、「モデル/関数の登録」、「マシン学習モデ
ル」の順にクリックします。

2. 「MLモデルの登録」ダイアログで、接続を選択します。
「登録するモデルの選択」ダイアログに、Oracle Machine Learning for SQL API
(OML 4SQL)を使用して作成された分類、回帰、クラスタリング、異常、または特
徴抽出マイニング・クラスのデータベースの Oracle機械学習モデルが表示されま
す。
必要な場合は、「接続の作成」をクリックして、使用する Oracle機械学習モデルが
含まれている Oracle Databaseまたは Oracle Autonomous Data Warehouseのデ
ータ・ソースへの接続を作成します。

3. 「登録するモデルの選択」ダイアログで、登録するモデルをクリックし、モデルの
情報を確認します。たとえば、そのモデルの作成に使用されたモデル・クラスとア
ルゴリズム、モデルの予測ターゲット、モデルがトレーニングされた列、モデルの
予測、パラメータです。

4. 「登録」をクリックします。
5. ホーム・ページで「ナビゲータ」をクリックし、「機械学習」をクリックして、モ
デルが正常にインポートされたことを確認します。
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登録されている Oracle機械学習モデルの検査
Oracle Analyticsに登録した Oracle機械学習モデルに関する情報にアクセスし、確認できま
す。
トピック:

• 登録されているモデルの詳細の表示
• 登録されているモデルのビューとは
• 登録されているモデルのビュー・リストの表示

登録されているモデルの詳細の表示
Oracle機械学習モデルの詳細情報を表示すると、モデルの理解およびデータの予測に適して
いるかどうかの判断に役立ちます。モデルの詳細には、モデル・クラス、アルゴリズム、入
力列、出力列およびパラメータが含まれます。
モデルを登録すると、その詳細情報が含まれます。この情報は、Oracle Databaseまたは
Oracle Autonomous Data Warehouseから取得されます。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「機械学習」をクリックします。
2. 「モデル」タブをクリックします。

 

 

3. 表示するモデルにカーソルを合せ、その「アクション」メニュー
 

 
をクリックして「検査」を選択します。

4. 「詳細」をクリックしてモデルの情報を表示します。

登録されているモデルのビューとは
Oracle機械学習モデルを作成すると、モデルに関する特定の情報を含むビューが生成され、
データベースに格納されます。Oracle Analyticsを使用してモデルのビューのリストにアク
セスし、ビューに含まれる情報のビジュアル化に使用できるデータセットを作成します。
ビューには、モデルの統計、ターゲット値分布、アルゴリズム設定などの登録されているモ
デルに関する情報が含まれます。作成されるビューの数および種類は、モデルのアルゴリズ
ムによって決定されます。そのため、Naive Bayesアルゴリズムから作成されたモデルには 1
セットのビューがあり、ディシジョン・ツリー・アルゴリズムから作成されたモデルには、
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異なるセットのビューがあります。たとえば、ディシジョン・ツリー・モデル用に生
成されるビューは次のとおりです:

• スコアリング・コスト・マトリックス - 分類モデルのスコアリング・マトリックス
を示します。ビューには、actual_target_value、predicted_target_valueおよ
び costが含まれます。

• グローバル名/値ペア - モデルに関連するグローバル統計(モデルの作成で使用され
る行の数や収束ステータスなど)を示します。

• ディシジョン・ツリー統計 - ディシジョン・ツリー内の個々のノードに関連付けら
れている統計を示します。統計には、ノード内のデータのターゲット・ヒストグラ
ムが含まれます。ツリー内の各ノードについて、このビューには
predicted_target_value、actual_target_valueおよび nodeサポートに関する情
報が含まれます。

各ビューの名前は一意です(DM$VCDT_TESTなど)。ビュー名の生成に使用される書
式は DM$VAlphabet_Model Nameです:

• DM$V - 登録されているモデルから生成されるビューの接頭辞を表します。
• Alphabet - 出力モデルのタイプを示す値を表します。たとえば、Cは、ビュー・タ
イプがスコアリング・コスト・マトリックスであることを示し、Gは、ビュー・タ
イプがグローバル名/値ペアであることを示します。

• Model Name - 登録されている Oracle機械学習モデルとそのビューの名前が入り
ます。たとえば、DT_TESTです。

ビューの詳細は、Oracleデータベース・バージョンのドキュメントを参照してくださ
い。
Oracle Analyticsは、登録されているモデルのビューのリストを提供します。ただし、
ビューにアクセスしたり、ビジュアル化できるのは、Oracle Database 12cリリース 2
以降の場合のみです。それより前のバージョンの Oracle Databaseを使用している場
合、Oracle Analyticsを使用してビューにアクセスしたり、ビジュアル化できません。

登録されているモデルのビュー・リストの表示
登録されているモデルのビューはデータベースに格納されていますが、Oracle
Analyticsを使用してモデルのビューのリストを表示できます。
ビューには、モデルのサイズ、設定およびモデルで使用されている属性などの情報が
含まれています。この情報は、モデルをよりよく理解して利用するのに役立ちます。

ノート:

Oracle Database 12cリリース 2以降の場合、ビューにアクセスしたり、ビ
ジュアル化できます。それより前のバージョンの Oracle Databaseを使用し
ている場合、これらのビューはデータベースに存在せず、Oracle Analyticsを
使用してアクセスしたり、ビジュアル化できません。

1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「機械学習」をクリックします。
2. 「モデル」タブをクリックします。
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3. 表示するモデルにカーソルを合せ、その「アクション」メニュー
 

 
をクリックして「検査」を選択します。

4. 「関連」タブをクリックしてモデルのビューのリストを表示します。

登録されている Oracle機械学習モデルのビューのビジュアル
化

登録されているモデルのビューをビジュアル化すると、モデルをよりよく理解して利用する
のに役立つ情報が得られます。

ノート:

Oracle Database 12cリリース 2以降の場合、ビューにアクセスしたり、ビジュア
ル化できます。それより前のバージョンの Oracle Databaseを使用している場合、
これらのビューはデータベースに存在せず、Oracle Analyticsを使用してアクセスし
たり、ビジュアル化できません。

データセットを作成する際、モデルのビュー名とデータベース・スキーマ名がわかっている
必要があります。次のタスクを使用して名前を確認し、データセットを作成してビューの情
報をビジュアル化します。
1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックし、「機械学習」をクリックします。
2. 登録されている機械学習モデルを特定し、そのアクション・メニューをクリックします。
「検査」をクリックします。

3. 「詳細」をクリックし、「モデル情報」セクションが展開されていることを確認します。
「DBモデル所有者」フィールドに移動し、データベース・スキーマ名を書き留めます。

4. 「関連」をクリックしてビューの名前を特定し、書き留めます。「閉じる」をクリックしま
す。

5. ホーム・ページで、「作成」、「データセット」の順にクリックします。
6. 機械学習モデルとそのビューを含む接続を選択します。
7. データセット・エディタで、「詳細」タブで特定したデータベース・スキーマ名を参照し、
クリックします。

8. 「関連」タブで特定したビューを選択し、列をダブルクリックしてデータセットに追加し
ます。「追加」をクリックします。

第 15章
Oracle Analyticsでの Oracle機械学習モデルの使用

15-21



9. 「ワークブックの作成」をクリックしてビジュアライゼーションを作成します。

予測モデルまたは登録されている Oracle機械学習
モデルのデータセットへの適用

任意のデータセットに対して予測モデルをスコアリングする場合や、対応するデータ
ベースのデータセットに対して登録されている Oracle機械学習モデルをスコアリン
グする場合は、データ・フロー・エディタを使用します。
予測モデルをデータに適用すると、機械学習(ML)や人工知能(AI)の専門知識がなくて
も、MLおよび AIをアプリケーションに組み込むことができます。
モデルを実行すると、分析やビジュアライゼーションに使用できる予測値が列に格納
された新規データセットが出力されます。
予測モデルを実行すると、データは Oracle Analyticsに移動されて処理されます。登録
されている Oracle機械学習モデルを実行する場合は、データがデータベースから
Oracle Analyticsに移動されることはありません。かわりに、モデルは常にデータベー
スに存在し、処理が行われるのも、出力データセットが格納されるのもデータベース
です。
次の情報を使用して、データ・フロー・エディタおよび「モデルの適用」ステップの
オプションについて理解します:

• 登録されているモデルを表示して、レビューや分析に使用できます。登録されてい
ないモデルは表示されません。

• 使用可能な出力列は、モデル・タイプに固有です。たとえば、数値予測の場合、出
力列には PredictedValueおよび PredictedConfidenceが含まれ、クラスタリングの
場合は clusterIdが含まれます。

• 使用可能なパラメータは、モデル・タイプに固有です。たとえば、スコアリングに
クラスタリング・モデルを使用する場合、最大 null値は、スコアリング・プロセス
に指定できるパラメータです。このパラメータは欠落している値の補完で使用さ
れます。

• Oracle機械学習モデルを使用する場合は、モデルとマップされた入力データ型が
一致している必要があります。「登録されているモデルの詳細の表示」を参照して
ください。

1. ホーム・ページで、「作成」をクリックし、「データ・フロー」をクリックします。
2. モデルを適用するデータセットを選択します。「追加」をクリックします。
3. データ・フロー・エディタで、「ステップの追加」(+)をクリックします。
4. 「データ・フロー・ステップ」ペインで「モデルの適用」をダブルクリックし、使
用するモデルを選択します。

5. 「モデルの適用」で「入力」セクションに移動し、入力とする列を選択します。
6. 「モデルの適用」で「出力」セクションに移動し、データセットを使用して作成す
る列を選択し、必要に応じて「列名」フィールドを更新します。

7. データ・フロー・エディタで、「ステップの追加」(+)をクリックし、「データの保
存」を選択します。

8. 名前を入力します。「データ保存先」フィールドで、出力データを保存するための
場所を指定します。
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Oracle機械学習モデルを使用する場合、入力データセットの接続には、データセットの
接続情報がデフォルトで設定されます。

9. 「処理形式」および「デフォルト集計」フィールドで、必要に応じてデータ・プリファレ
ンスを設定します。
データを保存する際、モデルの適用により、入力データセットに選択したモデルの出力列
が追加されます。

10.「保存」をクリックして、データ・フローの名前と説明を入力し、「OK」をクリックして
データ・フローを保存します。

11.「データ・フローの実行」をクリックして、データセットを作成します。
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16
インポート、エクスポートおよび共有

このトピックでは、ワークブックやビジュアライゼーション、ストーリをインポートおよび
エクスポートし、他のユーザーと共有する方法について説明します。
トピック:

• ワークブック・ファイルのインポート
• ワークブックまたはフォルダのファイルとしてのエクスポート
• 選択した特定のキャンバスとのワークブック URLの共有
• 「ビジュアル化」または「表示」ページからのビジュアライゼーションのエクスポート
• ビジュアライゼーションから Excelへの書式設定されたデータのエクスポート
• ビジュアライゼーション・データの CSVファイルへのエクスポート
• ワークブックおよびフォルダの電子メール送信
• ビジュアライゼーション、キャンバスまたはダッシュボードのファイルの電子メール送信
• ビジュアライゼーション、キャンバスまたはダッシュボードの印刷

ワークブック・ファイルのインポート
Analytics Cloudまたは Oracle Analytics Desktopからエクスポートされたワークブック・ファ
イル(.dva file)をインポートできます。Oracle Fusion Cloud Applications Suiteからエクスポ
ートされたワークブックもインポートできます。
Oracle Analyticsによって、ワークブックのエディタにアクセスするためのパスワードを求め
られる場合があります。
インポートには、関連付けられているデータセット、接続文字列、接続資格証明および保存
されたデータなど、ワークブックの使用に必要なすべてのものが含まれています。

ノート:

Oracle Analytics環境と同じバージョン(またはそれより前のバージョン)からエク
スポートされたワークブック・ファイルをインポートできます。たとえば、2022年
5月の更新を含む Oracle Analytics環境からワークブックをエクスポートした場合、
2022年 5月以降の更新(2022年 7月など)を含む他の Oracle Analytics環境にそれ
をインポートできます。
ただし、Oracle Analyticsのより新しい更新からエクスポートされたワークブックを
インポートした場合、予期しない結果が発生することがあります。たとえば、2022
年 9月の更新を含む Oracle Analytics環境からワークブックをエクスポートした場
合は、より古い更新(2022年 6月など)を含む Oracle Analytics環境にこのワークブ
ックをインポートすることはお薦めしません。
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1. ホーム・ページで、「ページ・メニュー」アイコンをクリックし、「ワークブック/
フローのインポート」を選択します。

2. 「ワークブック/フローのインポート」ダイアログで「ファイルの選択」をクリック
するか、ワークブック・ファイルをダイアログにドラッグして、「インポート」を
クリックします。
インポートが成功したら、インポートした接続を開いて保存し、有効であることを
確認します。データ・ソース接続の編集を参照してください。

ワークブックまたはフォルダのファイルとしての
エクスポート

バックアップの目的で、または別のユーザーに提供して Analytics Cloudまたは Oracle
Analytics Desktopのインスタンスにインポートできるようにするために、ワークブッ
クまたはフォルダをアーカイブ・ファイル(.DVA)としてエクスポートできます。
エクスポートは、ワークブックとファイルを他のユーザーと共有したり、ワークブッ
クとファイルを Analytics Cloudと Oracle Analytics Desktopの間で移動したりするた
めの方法です。.DVAファイルはエクスポートおよびインポートのためのもので、
Analytics Cloudまたは Oracle Analytics Desktop以外のアプリケーションで開くこと
はできません。
.DVAファイルには、関連付けられているデータセット、接続文字列、接続資格証明お
よび保存されたデータなど、指定する項目が含まれます。
1. 「ホーム」ページで、「ナビゲータ」をクリックし、次に「カタログ」をクリックし
ます。

2. 「カタログ」ページで、共有するワークブックまたはフォルダを強調表示して「ア
クション・メニュー」をクリックし、「エクスポート」を選択して「エクスポート」
ダイアログを開きます。

3. 「ファイル」をクリックします。
4. 「名前」では、デフォルト名を維持するか、エクスポート・ファイル(.DVAファイ
ル)の新規名を入力します。

5. 「データを含める」オプションを有効にし、ワークブックまたはフォルダを共有す
るときにデータを含めます。

6. 「接続資格証明を含める」オプションを有効にし、ユーザーがサインインせずにワ
ークブックを開くことができるようにします。このフィールドを設定するには、次
のガイドラインを使用してください:

• Excel、CSVまたは TXTデータ・ソース - これらのデータ・ソースはデータ接
続を使用しないため、「接続資格証明を含める」オプションをクリアできます。

• データベース・データ・ソース - 「接続資格証明を含める」オプションを有効
にする場合、インポートしたワークブックにデータをロードするために、有効
なユーザー名およびパスワードを指定する必要があります。

• - 「接続の作成」ダイアログの「認証」フィールドで「常にこれらの資格証明
を使用」オプションも必ず選択します。
「接続資格証明を含める」オプションをクリアするか、「認証」フィールドで
「ユーザーは自分の資格証明の入力が必要」オプションを指定する場合、イン
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ポートしたワークブックにデータをロードするために、有効なユーザー名およびパス
ワードを指定する必要があります。

7. 「データを含める」または「接続資格証明を含める」を有効にした場合、ワークブックま
たはフォルダをインポートし、接続資格証明およびデータを復号化するために指定する必
要のあるパスワードを入力し確認します。

8. 「保存」をクリックして.DVAファイルにエクスポートします。
9. 「OK」をクリックして、ブラウザ内で開くのではなく、.DVAファイルを保存することを
指定します。

10. .DVAファイルを保存する場所を参照します。
11.「保存」をクリックして、指定したフォルダに.DVAファイルを保存します。

選択した特定のキャンバスとのワークブック URLの
共有

特定のワークブック・キャンバスを表示する URLを作成し、その URLを共有することで、
他のユーザーはユーザー・インタフェースを使用して特定のワークブック・キャンバスに移
動する必要なく、ワークブック・キャンバスを表示できます。
1. ホーム・ページで、共有するキャンバスを含むワークブックを選択し、「アクション・メ
ニュー」をクリックして、「開く」を選択します

2. 「ビジュアル化」または「表示」のキャンバスで、ワークブック・ツールバーの「エクス
ポート」アイコンをクリックします。

3. 「開始」リストから、キャンバスを選択します。
• ワークブックの保存方法に基づいて、ワークブックを開くキャンバスを選択する場合
は、「デフォルト・キャンバス」を使用します。

• 現在表示しているキャンバスを選択する場合は、「選択済キャンバス」を使用します。
4. 「リンクのコピー」をクリックして、URLを他のユーザーと共有します。
5. オプション: QRコードを共有してスキャンすると、モバイル・デバイスでワークブック
の URLを開くことができます。
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「ビジュアル化」または「表示」ページからのビジ
ュアライゼーションのエクスポート

ビジュアライゼーションは、DVA (ビジュアライゼーション・ワークブック・ファイ
ル)、Powerpoint (PPTX)、Adobe Acrobat (PDF)、PNGまたは CSV (データのみ)など
の様々な形式でエクスポートできます。
1. ホーム・ページで、エクスポートするビジュアライゼーションを含むワークブック
を選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」または「表示」キャンバスに移動して、エクスポートするビジュ
アライゼーションをクリックします。

3. ビジュアライゼーションのツールバーで「メニュー」、「エクスポート」の順にクリ
ックして、「ファイル」をクリックします。

4. 「フォーマットフィールドで必要な出力フォーマットを選択し、出力オプションを
指定します:

• 「Powerpoint (pptx)」、「Acrobat (pdf)」および「イメージ(png)」の場合 — フ
ァイル名、用紙のサイズおよび向きを指定します。
これらのビジュアル形式のいずれかを共有する場合、ビジュアライゼーション
は選択したサイズと向きに基づいて再レンダリングされます。このため、表を
共有している場合、出力ファイルにはビジュアライゼーションに表示される表
の列と行の一部が含まれない可能性があります。

• 「データ(csv)」の場合 — 出力ファイル名を指定します。このオプションには、
ワークブックで使用されるデータのみが含まれます。出力ファイルでは、コン
ピュータのロケールのデータ・デリミタが使用されます。たとえば、ロケール
がブラジルに設定されている場合、小数値のデリミタは、ロケールが米国に設
定されている場合に使用されるピリオドではなくカンマとなります。

• パッケージ(dva) — ワークブック・データおよび接続資格証明を含めるかどう
かを指定します。パスワードを入力する必要なくワークブック DVAファイル
を開けるようにするには、「接続資格証明を含める」をクリックして、パスワ
ードを指定します。

5. 「含める」フィールドで「アクティブ・ビジュアル」を選択します。
6. 「保存」をクリックします。

ビジュアライゼーションから Excelへの書式設定
されたデータのエクスポート

書式設定されたデータを表およびピボット表のビジュアライゼーションから Microsoft
Excel (XLSX)形式にエクスポートできます。
ワークブックのデータに適用されているフィルタは、エクスポートしたファイルのデ
ータにも適用されます。25,000行以下のビジュアライゼーションをエクスポートでき
ます。
1. ホーム・ページで、エクスポートする表またはピボット表ビジュアライゼーション
を含むワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、「開く」
を選択します。
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2. ビジュアライゼーション・キャンバスで、データをエクスポートする表またはピボット表
ビジュアライゼーションを右クリックします。

3. 「エクスポート」を選択してから、「ファイル」を選択します。
4. 「ファイル」ダイアログで、「書式」フィールドに移動し、「Excel」を選択します。
5. 「含める」フィールドで「アクティブ・ビジュアル」を選択します。
6. 「保存」をクリックします。
7. ローカル・ファイル・システム内で、Excelファイルを保存する場所を選択します。
8. 「保存」をクリックします。

ビジュアライゼーション・データの CSVファイルへ
のエクスポート

ビジュアライゼーションから CSVファイルにデータをエクスポートできます。これにより、
ファイルを開いて Excelなどのアプリケーションでデータを操作できます。
1. データをエクスポートするビジュアライゼーションを含むワークブックを開きます。
2. 「ビジュアル化」または「表示」キャンバスで、データをエクスポートするビジュアライ
ゼーションをクリックして選択します。

3. ワークブック・ツールバーに移動し、「エクスポート」をクリックします。
4. 「ファイル」ダイアログで「フォーマット」フィールドに移動し、「データ(csv)」を選択
します。

5. 「保存」をクリックします。
エクスポートされたファイルでは、コンピュータのロケールのデータ・デリミタが使用さ
れます。たとえば、ロケールがブラジルに設定されている場合、数値の小数の区切り文字
はカンマです。

ワークブックおよびフォルダの電子メール送信
ワークブックまたはフォルダの.DVAファイルを他のユーザーに電子メールで送信できます。
ワークブックまたはフォルダを電子メール送信するオプションを選択すると、.DVAファイル
を生成するエクスポート・プロセスが開始されます。.DVAファイルには、ワークブックまた
はフォルダを使用するために必要なすべてのものが含まれます(関連付けられているデータセ
ット、接続文字列、接続資格証明、保存されたデータなど)

1. ホーム・ページで、「ナビゲータ」をクリックしてから「カタログ」をクリックします。
2. 「カタログ」ページで、共有するワークブックまたはフォルダを選択して「アクション・
メニュー」をクリックし、「エクスポート」を選択して「エクスポート」ダイアログを開
きます。

3. 「メール送信」をクリックして、「メール送信」ダイアログを開きます。
4. Excelデータ・ソースを使用するワークブックまたはフォルダを共有し、エクスポートに
データを含める場合は、「データを含める」オプションを有効にします。

5. データの取得に接続資格証明が必要な場合は、「接続資格証明」オプションを有効にしま
す。次に、パスワードを入力して確認します。
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Oracle Applicationsまたはデータベースからのデータがワークブックまたはフォ
ルダに含まれており、「データを含める」オプションを選択した場合は、ユーザー
がアプリケーションを開いてデータにアクセスする際の認証用にデータベースに
送信するパスワードを入力します。ユーザーがアプリケーションを開いてデータ
にアクセスする際にパスワードを入力させる場合は、「データを含める」オプショ
ンを無効にします。

6. 「電子メール」をクリックします。
電子メール・クライアントで、.DVAファイルが添付された一部作成済の新規電子
メールが開きます。

ビジュアライゼーション、キャンバスまたはダッ
シュボードのファイルの電子メール送信

ビジュアライゼーション、キャンバスまたはダッシュボードは、Powerpoint (PPTX)、
Acrobat (PDF)、イメージ(PNG)、CSV (データのみ)、パッケージ(接続資格証明を含む
ワークブック全体)などの形式で電子メール送信できます。
1. ホーム・ページで、エクスポートするビジュアライゼーション、キャンバスまたは
ダッシュボードを含むワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリッ
クして、「開く」を選択します。

2. 「ビジュアル化」または「表示」のキャンバスで、ワークブック・ツールバーの「エ
クスポート」アイコンをクリックして、「メール送信」をクリックします。

3. 「フォーマット」オプションを使用して、必要な出力フォーマットを選択し、出力
オプションを指定します:

• 「Powerpoint (pptx)」、「Acrobat (pdf)」および「イメージ(png)」の場合 - フ
ァイル名、用紙のサイズおよび向きを指定します。
これらのビジュアル形式のいずれかを電子メールで送信する場合、ビジュアラ
イゼーションまたはページは選択したサイズと向きに基づいて再レンダリン
グされます。このため、表を電子メールで送信している場合、出力ファイルに
はビジュアライゼーション、キャンバスまたはダッシュボードに含まれる表の
列と行の一部が含まれない可能性があります。

• 「データ(csv)」の場合 - 出力ファイル名を指定します。このオプションには、
ワークブックで使用されるデータのみが含まれます。出力ファイルでは、コン
ピュータのロケールのデータ・デリミタが使用されます。たとえば、ロケール
がブラジルに設定されている場合、小数値のデリミタは、ロケールが米国に設
定されている場合に使用されるピリオドではなくカンマとなります。

• パッケージ(dva) - ワークブック・データおよび接続資格証明を含めるかどうか
を指定します。パスワードを入力する必要なくワークブック DVAファイルを
開けるようにするには、「接続資格証明を含める」をクリックして、パスワー
ドを指定します。

4. 「電子メール」をクリックします。
電子メール・クライアントで、.DVAファイルが添付された一部作成済の新規電子
メールが開きます。

第 16章
ビジュアライゼーション、キャンバスまたはダッシュボードのファイルの電子メール送信

16-6



ビジュアライゼーション、キャンバスまたはダッシ
ュボードの印刷

ワークブックのビジュアライゼーション、キャンバスまたはダッシュボードを印刷できます。
印刷時に、ビジュアライゼーションまたはページは選択したサイズと向きに基づいて再レン
ダリングされます。このため、表を出力する場合に、印刷コピーにはビジュアライゼーショ
ン、キャンバスまたはダッシュボードに含まれる表の列と行の一部が含まれない可能性があ
ります。
1. ホーム・ページで、印刷するビジュアライゼーション、キャンバスまたはダッシュボード
を含むワークブックを選択し、「アクション・メニュー」をクリックして、「開く」を選択
します。

2. 「ビジュアル化」または「表示」のキャンバスで、「メニュー」および「エクスポート」を
クリックして、「印刷」をクリックします。

3. 名前を指定し、包含リストからオプションを選択します。
• 名前 - 必要に応じて名前を更新できます。
• 含める - アクティブなビジュアライゼーション、アクティブなキャンバスまたはすべ
てのキャンバスを印刷するように選択できます。また、「フィルタを含める」(フィル
タがある場合)および「タイトルを含める」をクリックして、印刷される出力にそれ
らを含めることもできます。

• サイズ - 「カスタム」設定(デフォルト・サイズ)を使用して画面に表示される高さと
幅で印刷したり、オプションで「比率調整」を選択することが可能であり、また別の
サイズ・オプション(US Letter、A4など)を選択することもできます。

• 向き - 横または縦のいずれの書式で印刷するかを選択できます。
4. オプション: ビジュアライゼーション、ワークブックまたはダッシュボードにフィルタが
あり、それらを含める場合は、「フィルタを含める」をクリックします。

5. オプション: タイトルを含める場合は、「タイトルを含める」をクリックします。
6. オプション: 「サイズ」リストから、使用する用紙を選択します。「カスタム」を使用する
場合は、幅と高さをインチ、(in)、ピクセル(px)または mmで指定します。

7. オプション: 印刷の向きの書式を選択します。
8. 「印刷」をクリックします。
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A
よくある質問

このリファレンスでは、Oracle Analytics Desktop対してよくある質問の答えを示します。
トピック:

• Oracle Analytics Desktopのインストールに関する FAQ

• Oracle Analytics Desktopのワークブックおよびデータ・ソースに関する FAQ

• Oracle Analytics Desktopの印刷およびエクスポートに関する FAQ

Oracle Analytics Desktopのインストールに関する FAQ
このトピックでは、インストールに関する一般的な質問に回答します。
機械学習および詳細分析はどのようにインストールするのですか。
機械学習および詳細分析は、Oracle Analytics Desktopインストールに含まれないオプション
のコンポーネントです。Diagnostics Analytics (Explain)、Machine Learning Studioまたは詳
細分析を使用するには、機械学習をインストールする必要があります。
Windowsへの機械学習および詳細分析のインストールおよび Macへの機械学習および詳細
分析のインストールを参照してください。
なぜ Oracle Analytics Desktopをインストールできないのでしょうか。
インストールを実行するには、管理者権限が必要です。管理者権限を持たずにインストール
しようとすると、エラー・メッセージ「レジストリ・キーの作成中にエラーが発生しました。
権限は拒否されました。」が表示されます。
必要な管理者権限があるかどうかを確認するには、Windowsの「コントロール パネル」に移
動し、ユーザー・アカウントを確認します。管理者権限がない場合、管理者に連絡し、必要
な権限を設定してください。
なぜ正常にアップグレードできないのでしょうか。
アップグレードに問題がある場合、既存のインストールを削除し、インストールを再試行し
てください。
いつアップグレードするかをどのように知ることができますか。
更新が使用可能になるとメッセージが表示されます。メッセージにより、最新のインストー
ラをダウンロードできる Oracle Technology Networkへのアクセス手順が示されます。
Oracle Analytics Desktopのインストールのダウンロードを参照してください。
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Oracle Analytics Desktopのワークブックおよびデー
タ・ソースに関する FAQ

このトピックでは、ワークブックおよびデータ・ソースに関する一般的な質問に回答
します。
どのようなデータ・ソースがサポートされていますか。
特定のタイプおよびバージョンのソースのデータのみを使用できます。サポートされ
るデータ・ソースを参照してください。
サポートされていない Teradataバージョンを使用するとどうなりますか。
サポートされていない Teradataバージョンを使用している場合、Teradataへの接続を
正常に構築するには、extdriver.paths構成ファイルを更新する必要があります。この構
成ファイルは次の場所にあります: C:\<your
directory>\AppData\Local\OracleAnalyticsDesktop\extdrvier.paths。
たとえば、
C:\Users\jsmith\AppData\Local\OracleAnalyticsDesktop\extdriver.
pathsなどです。
extdriver.paths構成ファイルを更新する際に、デフォルトの Teradataバージョン番号
を削除し、使用している Teradataバージョン番号と置き換えます。必ずパスに\bin
を含めてください。たとえば、Teradata 14.10を使用している場合、C:\Program
Files\Teradata\Client\15.10\binを C:\Program
Files\Teradata\Client\14.10\binに変更します。

Oracle Analytics Desktopの印刷およびエクスポート
に関する FAQ

このトピックでは、印刷およびエクスポートに関する一般的な質問に回答します。
ページを印刷する場合、または PDF、PPTおよび PNGなどの形式でイメージをエク
スポートする場合、ワークブックのイメージまたは背景マップからのイメージが表示
されないのはなぜですか。
ユーザーまたはビジュアライゼーション・ビルダーが、イメージを URLで参照してワ
ークブックまたは背景マップにイメージを追加した可能性があります。様々な形式で
印刷またはエクスポートされるイメージの場合、適切なセキュリティを確保するため
に、イメージをホストする外部Webサイトはホスト・サーバーの Access-Control-
Allow-Originヘッダーが必要です。マップの背景に、このヘッダーを含まない外部
Webサイトから取得されたイメージ参照が含まれる場合、イメージは表示されません。
このヘッダーの詳細は、https://www.w3.org/wiki/CORS_Enabledを参照してくださ
い。
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B
ビジュアライゼーションの問題のトラブルシューティング

このトピックでは、ビジュアライゼーションの操作時に発生する可能性がある一般的な問題
と、その解決方法について説明します。
ワークブックをインポートするときに、ワークブック、データ・ソースまたは接続がすでに
存在するというエラーが表示されます
ワークブックをインポートしようとするときに、次のエラー・メッセージが表示される場合
があります:

「インポートしようとしている対象と同じ名前を持つワークブック、データ・ソースまたは接
続がすでにあります。インポートを続行し、既存のコンテンツを置き換えますか。」
このエラー・メッセージが表示されるのは、ワークブックとともにエクスポートされた 1つ
以上のコンポーネントがすでにシステムにあるためです。ワークブックがエクスポートされ
ると、出力される.DVAファイルには、ワークブックに関連付けられているデータ・ソースお
よび接続文字列が格納されます。このエラーを解決するには、「OK」をクリックしてシステ
ム・コンポーネントを置換するか、「取消」をクリックしてシステムに移動し、コンポーネン
トを手動で削除します。
このエラー・メッセージは、インポートしようとしているワークブックにデータが含まれて
いない場合にも表示されます。データなしでワークブックをエクスポートする場合は、ワー
クブックとデータ・ソースの両方のメタデータが.DVAに格納されます。この問題を解決する
には、「OK」をクリックしてシステム・コンポーネントを置換するか、「取消」をクリックし
てシステムに移動し、エラーの原因となっているデータ・ソースまたは接続を手動で削除し
ます。
Teradataへの接続を構築しようとすると、エラーが表示され、接続が保存されません
Teradataへの接続を作成しようとするときに、次のエラー・メッセージが表示される場合が
あります:

「接続の保存に失敗しました。エラーがあるため、接続を作成できません。これらを修正して
再試行してください。」
使用している Teradataのバージョンが Oracle Analytics Desktopでサポートされているバー
ジョンと異なるため、このエラー・メッセージが表示されます。この問題を解決するには、
extdriver.paths構成ファイルを更新します。この構成ファイルは次の場所にあります:
C:\<your
directory>\AppData\Local\OracleAnalyticsDesktop\extdrvier.paths。たと
えば、
C:\Users\jsmith\AppData\Local\OracleAnalyticsDesktop\extdriver.paths
などです。
extdriver.paths構成ファイルを更新するには、デフォルトの Teradataバージョン番号を除去
し、使用している Teradataバージョン番号と置き換えます。必ずパスに\binを含めてくださ
い。たとえば、Teradata 14.10を使用している場合、C:\Program
Files\Teradata\Client\15.10\binを C:\Program
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Files\Teradata\Client\14.10\binに変更します。Oracle Analytics Desktopで
サポートされているバージョンと異なる Teradataを使用している場合はどうします
か。を参照してください
ファイルベースのデータ・ソースのデータをリフレッシュしようとすると問題が発生
します
Microsoft Excel、CSVまたは TXTデータ・ソースのデータをリフレッシュする場合、
次の要件に留意します。
• Excelファイルをリフレッシュするには、新しいスプレッドシート・ファイルに、
アップロードした元のファイルと同じ名前のシートが含まれていることを確認し
てください。シートが見つからない場合は、元のアップロード済ファイルのシート
と一致するように、ファイルを修正する必要があります。

• リロードする Excel、CSVまたは TXTファイルに列が欠落している場合、データ
のリロードが失敗したことを示すエラーを受信します。この場合、アップロードし
た元のファイルの列と一致するようにファイルを修正する必要があります。

• データ・ソースの作成に使用した Excel、CSVまたは TXTファイルを移動または
削除した場合、接続パスが「データ・ソース」ダイアログから削除されます。デー
タ・ソースを元のソース・ファイルに再接続したり、「表示」ペインでデータ・ソ
ースを右クリックしてこれを置換ファイルに接続したり、「オプション」メニュー
で「データのリロード」を選択できます。次に、ロードするファイルを参照して選
択できます。

• 新規列が含まれる Excel、CSVまたは TXTファイルをリロードした場合、その新
規列は非表示としてマークされ、データセットを使用している既存のワークブック
の「データ・パネル」には表示されません。これらの列を表示するには、「非表示」
オプションをクリックします。

Excelスプレッドシートには特定の構造が必要です。データセットのファイルについ
てを参照してください。
MongoDBデータ・ソースのデータをリフレッシュできません
最初に MongoDBに接続すると、MongoDBドライバはキャッシュ・ファイルを作成し
ます。MongoDBスキーマの名前が変更され、MongoDBデータ・ソースのリロードま
たはワークブックでのデータ・ソースの使用を試みた場合、エラーが発生するか、
Oracle Analyticsが応答しないことがあります。
このエラーを修正するには、MongoDBキャッシュをクリアする必要があります。キャ
ッシュをクリアするには、ディレクトリ C:\<your
directory>\AppData\Local\Progress\DataDirect\MongoDB_Schemaの内
容を削除します。たとえば、
C:\Users\jsmith\AppData\Local\Progress\DataDirect\MongoDB_Schem
aです
技術的問題の診断に役立つファイルはどこにありますか。
特定の問題の解決に役立つ診断ダンプ・ファイルを生成できます。このファイルには
次の情報が含まれます:

• 更新情報
• インストーラ・ログ

付録 B
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• Oracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サーバー、Oracle Business Intelligence
サーバー、およびその他のクリティカルなコンポーネントのステータス情報を含むアプリ
ケーション・コンポーネント・ログ

• Jettyログ
• データ・セキュリティ基準(DSS)ログ
• Webcatメタデータ・プラグイン・ログ
• Derbyログ
• サーバー管理ワークベンチ(SAW)サーバー・ログ
• Oracle Business Intelligenceプレゼンテーション・サーバー・ログ
• Oracle Business Intelligenceサーバー・ログ
1. コマンド・プロンプトで Oracle Analytics Desktopのインストール・ディレクトリ

(C:\Program Files\Oracle Analytics Desktopなど)に移動します。
2. diagnostic_dump.cmdと入力して、.zip出力ファイルの名前(output.zipなど)を入力しま
す。

3. [Enter]を押してコマンドを実行します。
診断出力.zipファイルはインストール・ディレクトリにあります。

特定の問題に関する詳細情報が必要です
発生している問題に関する詳細情報を入手するために使用できる、もう 1つの便利なリソー
スは、コミュニティ・フォーラムです。
フォーラムはここにあります: Oracleコミュニティ・フォーラム

付録 B
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C
アクセシビリティの機能およびヒント

このトピックでは、Oracle Analytics Desktopのアクセシビリティ機能および情報について説
明します。
トピック:

• アクセシビリティ機能を有効にした Oracle Analytics Desktopの起動
• ビジュアライゼーションのキーボード・ショートカット
• データ・フローのキーボード・ショートカット

アクセシビリティ機能を有効にした Oracle Analytics
Desktopの起動

ナビゲーションを改善し、インタフェースのアクセシビリティを高める機能を有効にできま
す。
アクセシビリティ機能を有効にするには、Oracle Analytics Desktopをコマンドラインから起
動する必要があります。コマンド・ウィンドウを開いて次のように入力します。
Windowsの場合:

dvdesktop.exe - sdk

Macの場合:

open /Applications/dvdesktop.app --args -sdk

コマンドを実行すると、Oracle Analytics DesktopがWebブラウザで開きます。

ビジュアライゼーションのキーボード・ショートカ
ット

ビジュアライゼーションでの移動やアクションの実行には、キーボード・ショートカットを
使用できます。
次のキーボード・ショートカットは、「ビジュアル化」キャンバスで作業するために使用しま
す。

タスク キーボード・ショートカット
コンテキスト・メニューを表示します。コンテキスト・メニューから、
「エクスポート・ファイル」オプションにアクセスして、ワークブック
に列を追加できます。

[Shift]+[F10]
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タスク キーボード・ショートカット
コンテンツの印刷。 [Ctrl]+[P] (Windows)

[Command]+[Shift]+[P]
(Mac)

直前の元に戻すを取り消します。 [Ctrl]+[Y]
新しく作成したワークブックに名前を付けて保存します。 [Ctrl]+[Shift]+[S]
変更したワークブックを保存します。 [Ctrl]+[S]
直前の変更を元に戻します。 [Ctrl]+[Z]

これらのキーボード・ショートカットは、「ビジュアル化」キャンバスで表とピボット
表を操作するために使用します。
スクリーン・リーダー・ユーザー向けの情報: 表およびピボット表のビジュアライゼー
ションは、対話型データ・グリッドです。これらのデータのビジュアライゼーション
は静的な表ビューではないため、スクリーン・リーダーではこれらのビジュアライゼ
ーションは表オブジェクトとして認識されません。

タスク キーボード・ショートカッ
ト

コンテキスト・メニューを表示します。 [Shift]+[F10]
アクセシビリティのフォーカスを左のセルに移動します。 [←]
アクセシビリティのフォーカスを右のセルに移動します。 [→]
フォーカスを最初の行に移動します。 [Home]
フォーカスを最後の行に移動します。 [End]
フォーカスを列ヘッダーに移動します。 [Ctrl]+[↑]
フォーカスを次の行に移動します。 [↓]
フォーカスを前の行に移動します。最初のデータ行にある場合
は、列ヘッダーに移動します。

[↑]

フォーカスを表に移動します。最初の[Shift]+[Tab]で表に入る
と、フォーカスが最初の列ヘッダーに移動します。再度[Shift]+
[Tab]を押すと、フォーカスが表データのビジュアライゼーション
の外部にある前のフォーカス対象要素に移動します。

[Shift]+[Tab]

フォーカスを表またはピボット表に移動します。最初の[Tab]で
表またはピボット表に入ると、フォーカスが最初の列ヘッダーに
移動します。再度[Tab]を押すと、フォーカスが表データのビジュ
アライゼーションの外部にある次のフォーカス対象要素に移動し
ます。

[Tab]

フォーカスを選択し、次の行またはデータ・セルに移動します。 [Shift]+[↓]
フォーカスを選択し、前の行に移動します。 [Shift]+[↑]

次のキーボード・ショートカットは、「ビジュアル化」キャンバスでのビジュアライゼ
ーションの操作中に使用します。

タスク キーボード・ショートカッ
ト

ビジュアライゼーションをコピーして、ワークブック内の別のキ
ャンバスまたは別のワークブック内のキャンバスに貼り付けま
す。

[Ctrl]+[C]

ビジュアライゼーションを削除します。 [Del]キー
ビジュアライゼーションを複製します。 [Ctrl]+[D]

付録 C
ビジュアライゼーションのキーボード・ショートカット
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タスク キーボード・ショートカッ
ト

ビジュアライゼーションを、ワークブック内のキャンバスまたは
別のワークブック内のキャンバスに貼り付けます。

[Ctrl]+[V]

次のキーボード・ショートカットは、フィルタ・バーのフィルタ・パネルでのフィルタの操
作中に使用します。

タスク キーボード・ショートカット
選択リストに検索文字列を追加します。 [Ctrl]+[Enter]

次のキーボード・ショートカットは、新規タブまたはウィンドウでデータセット、ワークブ
ック、データ・フロー、シーケンスなどのアーティファクトを開いたり、作成したり、編集
する場合に使用します。

タスク キーボード・ショートカット
新規ブラウザ・タブでアーティファクトを開きます。 [Ctrl]+アーティファクトをク

リック
新規ブラウザ・ウィンドウでアーティファクトを開きます。 [Shift]+アーティファクトを

クリック
文法パネルでの作業には、次のキーボード・ショートカットを使用します。

タスク キーボード・ショートカット
コピー [Ctrl]/[Cmd]+[C]
切取り [Ctrl]/[Cmd]+[X]
戻る [Shift]+[Tab]
進む [Tab]
貼付け [Ctrl]/[Cmd]+[V]

データ・フローのキーボード・ショートカット
これらのキーボード・ショートカットを使用してデータ・フロー・エディタでアクションを
実行します。

タスク キーボード・ショートカット
直前の変更を元に戻します。 [Ctrl] + [Z] / [Command] +

[Z]
直前の元に戻すを取り消します。 [Ctrl] + [Y] / [Command] +

[Y]

付録 C
データ・フローのキーボード・ショートカット
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D
データ・ソースおよびデータ型のリファレンス

サポートされているデータ・ソース、データベースおよびデータ型について説明します。
トピック
• サポートされるデータ・ソース
• Oracle Applications Connectorについて
• 証明書 - サポートされているデータ型

サポートされるデータ・ソース
Oracle Analytics Desktopでは、多くの様々なデータ・ソースに接続できます。データ・ソー
スは、まず Oracleデータベースによって、次にその他のデータベースによってアルファベッ
ト順にソートされます。

データ・ソース/接続タイ
プ

バージョン Oracle
Analytics
Desktop
for
Windows

Oracle
Analytics
Desktop
for Mac

詳細情報

Oracle Applications Oracle
Applicatio
ns接続タ
イプを使用
して、
Oracle
Fusion
Cloud
Applicatio
ns Suiteお
よびオンプ
レミスの
Oracle BI
Enterprise
Editionデ
プロイメン
トに接続し
ます。

はい はい コネクタは複数の Oracle SaaSアプ
リケーションをサポートしていま
す。Oracle Applications Connector
についてを参照してください。
Oracle Fusion Cloud Applications
Suiteのアプリケーションへの接続も
参照してください。
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データ・ソース/接続タイ
プ

バージョン Oracle
Analytics
Desktop
for
Windows

Oracle
Analytics
Desktop
for Mac

詳細情報

Oracle Autonomous
Data Warehouse

- はい はい パブリック IPアドレスのみへの接続
です。
複数の Oracle Autonomous Data
Warehouseデータ・ソースに接続で
きます。接続ごとにウォレットをア
ップロードします。
データ・フローからの出力の保存をサ
ポートします。
Oracle Autonomous Data Warehouse
への接続を参照してください。
かわりに、デルタ共有を使用して
Oracle Autonomous Data
Warehouseに接続することもできま
す。「デルタ共有」接続タイプを使用
します。デルタ共有を使用したデー
タベースへの接続を参照してくださ
い。

Oracle Database 11.2.0.4+
12.1+
12.2+
18+
19+

はい はい Oracle Database Classic Cloud
Serviceに接続するには、Oracle
Database接続タイプを使用します。
複数のデータベース・サービスに接続
できます。接続ごとにウォレットを
アップロードします。
データ・フローからの出力の保存をサ
ポートします。
適切なセキュリティ・アクセス・ルー
ルが設定され、データベース・リスニ
ング・ポートのデータベース・サービ
スへのネットワーク接続が許可され
ていることを確認します。
Oracleデータベースへの接続を参照
してください。

Oracle Essbase 11.1.2.4.0+
21c

はい はい Oracle Essbaseへの接続の作成を参
照してください。
Oracle Essbaseデータセットはデー
タ・フローで使用できません。
Oracle Essbaseデータ・ソースを使
用するデータセットはブレンドでき
ません。

Oracle Netsuite Netsuiteリ
リース
2019.2
(JDBCドラ
イバ
8.10.85.0)

はい はい -

Oracle Fusion Cloud
B2C Service

1.2 はい いいえ -

付録 D
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データ・ソース/接続タイ
プ

バージョン Oracle
Analytics
Desktop
for
Windows

Oracle
Analytics
Desktop
for Mac

詳細情報

Oracle Talent
Acquisition

- はい はい -

Actian Ingres 5.0+ はい いいえ -
Actian Matrix 5.0+ はい いいえ -
Actian Vector 5.0+ はい いいえ -
Amazon Aurora - はい いいえ -
Amazon EMR Amazon

Hadoop
2.7.2およ
び Hive
1.0.0が実
行されてい
る
Amazon
EMR 4.7.2
Amazon
EMR
(MapR) -
MapR
Hadoop
M3および
Hive
0.13.1が実
行されてい
る
Amazon
Machine
Image
(AMI) 3.3.2

はい いいえ 複合データ型はサポートされていま
せん。

Amazon Redshift 1.0.1036 + はい いいえ -
Apache Drill 1.7+ はい いいえ -
Apache Hive 2.3.0+

3.0+
はい いいえ Kerberosをサポートします。

データ・フローからの出力の保存をサ
ポートします。

Cassandra 3.10 はい いいえ -
Centrica TBD はい はい -
CSVファイル - はい はい -
DB2 10.1+

10.5+
はい いいえ -

DataBricks - はい いいえ 「デルタ共有」接続タイプを使用しま
す。デルタ共有を使用したデータベ
ースへの接続を参照してください。

デルタ共有 - はい いいえ デルタ共有を使用したデータベース
への接続を参照してください。

DropBox - はい いいえ -
Elastic Search 5.6.4+ はい - -
Googleアナリティクス V4 はい いいえ -

付録 D
サポートされるデータ・ソース
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データ・ソース/接続タイ
プ

バージョン Oracle
Analytics
Desktop
for
Windows

Oracle
Analytics
Desktop
for Mac

詳細情報

Google Universal
Analytics (レガシー)

ユニバーサ
ル・アナリ
ティクス

はい いいえ -

Google Cloud - はい いいえ -
Googleドライブ - はい いいえ -
GreenPlum 4.3.8+ はい いいえ -
HortonWorks Hive 1.2+ はい いいえ Kerberosをサポートします。

データ・フローからの出力の保存をサ
ポートします。

HP Vertica 7+ はい いいえ -
IBM BigInsights Hive 1.2+ はい いいえ Kerberosをサポートします。
Impala 2.7+ はい いいえ
Informix 12.1+ はい いいえ -
JDBC 汎用 JDBC

ドライバ・
サポート

はい いいえ JDBCを使用したデータへの接続を
参照してください。

MapR Hive 1.2+ - - Kerberosをサポートします。
データ・フローからの出力の保存をサ
ポートします。

Microsoft Access 2013
2016

はい いいえ -

Microsoft Azure SQL
Database

- はい* TBD * 「接続の作成」ページで、「SQLサ
ーバー」接続タイプを使用します。

Microsoft Azure
Synapse Analytics

- はい はい -

Microsoft Excel - はい はい XLSXファイル(およびピボット・デー
タのない XLS)のみ。

MonetDB 5+ はい いいえ -
MongoDB 3.2.5 はい いいえ -
MySQL 5.6+

5.7+
はい いいえ MySQL Community Editionへの接

続はサポートされていません。
MySQL Heatwave 8.0.31+ 注

意: (クラウ
ド・オファ
リング – 現
在サポート
されている
最新のクラ
ウド・バー
ジョン)

はい はい -

Netezza 7 はい いいえ -
OData 4.0+ はい いいえ -
ODBC 汎用 ODBC

ドライバ・
サポート

- - -

付録 D
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データ・ソース/接続タイ
プ

バージョン Oracle
Analytics
Desktop
for
Windows

Oracle
Analytics
Desktop
for Mac

詳細情報

Pivotal HD Hive - はい いいえ Kerberosをサポートします。
PostgreSQL 9.0+ はい いいえ -
Presto - はい いいえ -
Salesforce - はい いいえ -
Snowflakeデータ・ウェ
アハウス

現在のバー
ジョン

はい はい スノーフレーク・データ・ウェアハウ
スへの接続を参照してください。

Spark 1.6+ はい いいえ データ・フローからの出力の保存をサ
ポートします。

SQL Server 2014
2016

はい いいえ -

Sybase ASE 15.7+ はい いいえ -
Sybase IQ 16+ はい いいえ -
Teradata 14

15
16
16.10

はい いいえ -

Teradata Aster 6.10+ はい いいえ -

Oracle Applications Connectorについて
"Oracle Applications"接続タイプ( )によって、Oracle Analyticsを使用して Oracle Fusion
Cloud Applications Suiteのアプリケーションからのデータをビジュアル化できるようになり
ます。たとえば、Oracle Fusion Cloud Financialsなどです。"Oracle Applications"接続タイプ
を使用して、オンプレミスの Oracle BI Enterprise Editionデプロイメント(適切なレベルにパ
ッチが適用されている場合)または別の Oracle Analyticsサービスに接続することもできま
す。
Fusion Applications Suiteで、次のアプリケーションに接続できます:

• Oracle Fusion Cloud Financials

• Oracle Fusion Cloud Human Capital Management

• Oracle Fusion Cloud Loyalty

• Oracle Fusion Cloud Procurement

• Oracle Fusion Cloud Project

• Oracle Fusion Cloud Supply Chain Planning

• Oracle Sales Automation

付録 D
Oracle Applications Connectorについて
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ノート:

Fusion Applications Suiteのアプリケーションに接続する場合、Oracle
Transactional Business Intelligenceレポートからデータにアクセスします。
これらのレポートは Oracle Transactional Business Intelligenceでのキャッ
シュに依存し、Oracle Analyticsで使用可能なデータはキャッシュされたデー
タに基づいています。Oracle Analyticsから Oracle Transactional Business
Intelligenceのキャッシュ動作を制御することはできません。

動作保証 - サポートされているデータ型
ここでは、Oracle Analyticsでサポートされているデータ型について説明します。
トピック:

• サポートされる基本データ型
• データベースでサポートされるデータ型

サポートされる基本データ型
データ・ソースから読み取る際は、Oracle Analyticsにより、受信したデータ型からサ
ポートされているデータ型へのマップが試みられます。
たとえば、日付値のみが格納されたデータベース列は DATE、数値と文字列値の組合せ
が格納されたスプレッドシート列は VARCHAR、小数値がある数値データが格納され
たデータ列は DOUBLEまたは FLOATに設定されます。
場合によっては、Oracle Analyticsがソース・データ型を変換できないことがありま
す。このデータ型の問題を回避するには、SQLコマンドを入力して、データ列をサポ
ートされているデータ型に手動で変換できます。別の状況として Oracle Analyticsで
は、BLOB、JSON、XMLなど、バイナリや複合データ型を表現できません。
一部のデータ型はサポートされないことに注意してください。サポートされないデー
タ型がデータ・ソースに含まれていると、エラー・メッセージが表示されます。
Oracle Analyticsは、次のベース・データ型をサポートしています:

• 数値型 - SMALLINT、SMALLUNIT、TINYINT、TINYUINT、UINT、BIT、FLOAT、
INT、NUMERIC、DOUBLE

• 日付型 - DATE、DATETIME、TIMESTAMP、TIME

• 文字列型 - LONGVARCHAR、CHAR、VARCHAR

付録 D
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データベースでサポートされるデータ型
Oracle Analyticsは、次のデータ型をサポートしています。

データ
ベース・
タイプ

サポートされているデータ型

Oracle BINARY DOUBLE、BINARY FLOAT
CHAR、NCHAR
CLOB、NCLOB
DATE
FLOAT
NUMBER、NUMBER (p,s)、
NVARCHAR2、VARCHAR2
ROWID
TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH LOCAL TIMEZONE、TIMESTAMP WITH TIMEZONE

DB2 BIGINT
CHAR、CLOB
DATE、DECFLOAT、DECIMAL、DOUBLE
FLOAT
INTEGER
LONGVAR
NUMERIC
REAL
SMALLINT
TIME、TIMESTAMP
VARCHAR

SQL
Server

BIGINT、BIT
CHAR
DATE、DATETIME、DATETIME2、DATETIMEOFFSET、DECIMAL
FLOAT
INT
MONEY
NCHAR、NTEXT、NUMERIC、NVARCHAR、NVARCHAR(MAX)
REAL
SMALLDATETIME、SMALLINT、SMALLMONEY
TEXT、TIME、TINYINT
VARCHAR、VARCHAR(MAX)
XML

付録 D
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データ
ベース・
タイプ

サポートされているデータ型

MySQL BIGINT、BIGINT UNSIGNED
CHAR
DATE、DATETIME、DECIMAL、DECIMAL UNSIGNED、DOUBLE、DOUBLE UNSIGNED
FLOAT、FLOAT UNSIGNED
INTEGER、INTEGER UNSIGNED
LONGTEXT
MEDIUMINT、MEDIUMINT UNSIGNED、MEDIUMTEXT
SMALLINT、SMALLINT UNSIGNED
TEXT、TIME、TIMESTAMP、TINYINT、TINYINT UNSIGNED、TINYTEXT
VARCHAR
YEAR

Apache
Spark

BIGINT、BOOLEAN
DATE、DECIMAL、DOUBLE
FLOAT
INT
SMALLINT、STRING
TIMESTAMP、TINYINT
VARCHAR

Teradat
a

BIGINT、BYTE、BYTEINT
CHAR、CLOB
DATE、DECIMAL、DOUBLE
FLOAT
INTEGER
NUMERIC
REAL
SMALLINT
TIME、TIMESTAMP
VARCHAR 

付録 D
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E
データ準備のリファレンス

このトピックでは、データセットに対するデータ変換の変更を実行する場合に使用できる、
推奨事項およびオプションのセットとタイプについて説明します。
トピック:

• 変換リファレンス
• クイック・データ変換の列メニュー・オプション

変換リファレンス
変換エディタでデータセット列を右クリックしてアクセスできるデータ変換オプションにつ
いて説明します。たとえば、レースのラップ・タイムをデータセット列に分類するには、「Lap
Time」列を右クリックして、「ビン」を選択する必要があります。

オプション 説明
ビン 数値範囲に対して独自のカスタム・グループを作成します。たとえば、カスタ

ム要件に基づいて、13歳未満、若年成人、成人または高齢者にビン化した年
齢範囲を使用して、年齢列のビンを作成できます。

日付に変換 列のデータ型を日付に変更し、日付ではないすべての値を列から削除します。
数値に変換 列のデータ型を数値に変更することで、数値ではないすべての値を列から削除

します。
テキストに変換 列のデータ型をテキストに変更します。
作成 関数に基づいて列を作成します。
複製 選択した列と同じコンテンツで列を作成します。
編集 列を編集します。たとえば、名前の変更、別の列の選択または関数の更新が可

能です。
グループ、条件付きグループ 「グループ」を選択して、独自のカスタム・グループを作成します。たとえば、

都道府県をカスタム地域とグループ化したり、ドルの金額を小、中、大を示す
グループに分類できます。

非表示 「データ・パネル」およびビジュアライゼーションで列を非表示にします。非
表示の列を表示する必要がある場合は、ページ・フッターで「非表示列」 (ゴ
ースト・アイコン)をクリックします。その後、個々の列を表示するか、一度
にすべての非表示列を表示できます。

対数 式の自然対数を計算します。
小文字 列のコンテンツをすべて小文字の値に更新します。
累乗 列の値を指定した指数で累乗します。デフォルトの指数は 2です。
名前変更 任意の列の名前を変更できます。
置換 選択した列内の特定のテキストを、指定した任意の値に変更します。たとえ

ば、列内のMisterのすべてのインスタンスを Mr.に変更できます。
文の先頭大文字 列のコンテンツを、文の最初の語の最初の文字が大文字になるように更新しま

す。
分割 特定の列値をいくつかの部分に分割します。たとえば、名前という列を名と姓

に分割できます。
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オプション 説明
平方根 選択した列内の値の平方根が移入された列を作成します。
大文字 列のコンテンツをすべて大文字の値に更新します。

クイック・データ変換の列メニュー・オプション
変換エディタでは、列オプションを使用すると、データを簡単に変換できます。たと
えば、レースのラップ・タイムをデータセット列に分類するには、「Lap Time」列を右
クリックして、「ビン」を選択する必要があります。

オプション 説明
ビン 数値範囲に対してカスタム・グループを作成します。
数値に変換 列のデータ型を数値に変更し、数値ではないすべての値を削除します。
テキストに変換 列のデータ型をテキストに変更します。
削除 データセットから列を選択して除去します。
複製 選択した列と同じデータを含む列を作成します。
グループ 列グループを作成して関連する値を結合します。たとえば、都道府県をカス

タム地域とグループ化したり、ドルの金額を小、中、大を示すグループに分
類できます。

小文字 列のすべてのテキストを小文字に変換します。
列のマージ 2つ以上の列を結合して 1つの列として表示します。
名前変更 列名を変更します。
文の先頭大文字 列内の各行の最初の単語の最初の文字を大文字にします。
変換 式を使用し、列データを変更します。
トリミング テキスト・データから先頭および末尾のスペースを削除します。Oracle

Analyticsでは、データ・プレビューに先頭または末尾のスペースは表示さ
れませんが、元のデータ・ソースに先頭または末尾のスペースが含まれてい
る場合、これによって問合せが影響を受ける可能性があります。

大文字 列のすべてのテキストを大文字に変換します。

付録 E
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F
式エディタのリファレンス

この項では、式エディタで使用できる式要素について説明します。
トピック:

• SQL演算子
• 条件式
• 関数
• 定数
• 型

SQL演算子
SQL演算子を使用して、式間の比較および算術演算を指定します。
様々なタイプの SQL演算子を使用できます。

演算子 例 説明 構文
BETWEEN "COSTS"."UNIT_C

OST" BETWEEN
100.0 AND
5000.0

値が 2つの境界値の間(境界値は含まな
い)にあるかどうかを判断します。
条件を否定する場合は、BETWEENの前に
NOTを付けることができます。

BETWEEN
[LowerBound] AND
[UpperBound]

IN "COSTS"."UNIT_C
OST" IN(200,
600, 'A')

値が値のセット内に存在するかどうか
を判断します。

IN ([Comma
Separated List])

IS NULL "PRODUCTS"."PRO
D_NAME" IS NULL

値が nullかどうかを判断します。 IS NULL

LIKE "PRODUCTS"."PRO
D_NAME" LIKE
'prod%'

値が文字列のすべてまたは一部と一致
するかどうかを判断します。通常、ゼロ
文字以上の任意の文字列と一致するこ
とを示すワイルドカード文字(%)、また
は任意の単一の文字と一致することを
示すワイルドカード文字(_)とともに使
用します。

LIKE

+ (FEDERAL_REVENU
E +
LOCAL_REVENUE)
-
TOTAL_EXPENDITU
RE

加算用のプラス記号。 +

F-1



演算子 例 説明 構文
- (FEDERAL_REVENU

E +
LOCAL_REVENUE)
-
TOTAL_EXPENDITU
RE

減算用のマイナス記号。 -

*または X SUPPORT_SERVICE
S_EXPENDITURE *
1.5

乗算用の乗算記号。 *
X

/ CAPITAL_OUTLAY_
EXPENDITURE/
1.05

除算用の除算記号。 /

% パーセンテージ %
|| STATE||

CAST(YEAR AS
CHAR(4))

文字列の連結。 ||

( (FEDERAL_REVENU
E +
LOCAL_REVENUE)
-
TOTAL_EXPENDITU
RE

左カッコ。 (

) (FEDERAL_REVENU
E +
LOCAL_REVENUE)
-
TOTAL_EXPENDITU
RE

右カッコ。 )

> YEAR > 2000 and
YEAR < 2016 and
YEAR <> 2013

大なり記号は、値が比較対象より大きい
ことを示します。

>

< YEAR > 2000 and
YEAR < 2016 and
YEAR <> 2013

小なり記号は、値が比較対象より小さい
ことを示します。

<

= 等号は、同じ値であることを示します。 =
>= 以上記号は、値が比較対象と同じか、比

較対象より大きいことを示します。
>=

<= 以下記号は、値が比較対象と同じか、比
較対象より小さいことを示します。

<=

<> YEAR > 2000 and
YEAR < 2016 and
YEAR <> 2013

等しくありませんは、値が比較対象より
大きいか小さいが、異なることを示しま
す。

<>

付録 F
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演算子 例 説明 構文
, STATE in

('ALABAMA','CAL
IFORNIA')

カンマは、リスト内の要素を区切るため
に使用されます。

,

関数
式で使用できる関数には様々なタイプがあります。
トピック:

• 集計関数
• 分析関数
• 変換関数
• 日付と時間関数
• 日付抽出関数
• 表示関数
• 評価関数
• 算術関数
• 集計実行関数
• 文字列関数
• システム関数
• 時系列関数

集計関数
集計関数は、複数の値に対して操作を実行しサマリー結果を作成します。
次のリストに、列およびメジャー列で使用できる集計ルールを示します。リストには、分析
の計算項目の作成時に使用できる関数も含まれています。
• デフォルト - セマンティック・モデルと同様に、もしくは分析の最初の作成者によって、
デフォルトの集計ルールが適用されます。分析の計算項目には使用できません。

• サーバーの設定を適用 — Oracle Analyticsによって決定された集計ルール(セマンティッ
ク・モデルで定義されたルールなど)が適用されます。集計は、合計、最小および最大な
どの単純なルールの場合は、Oracle Analytics内で実行されます。「レイアウト」ペインの
メジャー列または分析の計算項目には使用できません。

• SUM - 結果セットに含まれるすべての値を加算して取得した合計が計算されます。数値
を含む項目に使用します。

• MIN - 結果セットに含まれる行の最小値(最も低い数値)が計算されます。数値を含む項目
に使用します。

• MAX - 結果セットに含まれる行の最大値(最も高い数値)が計算されます。数値を含む項
目に使用します。

付録 F
関数
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• AVG - 結果セットに含まれる項目の平均値が計算されます。数値を含む項目に使
用します。表およびピボット表の平均が、近似の整数値に丸められます。

• FIRST - メジャーに関して、結果セットに含まれるその項目のうち、最初に出現す
るものが選択されます。計算項目の場合は、「選択済」リストの表示に準じて最初
のメンバーが選択されます。「列式の編集」ダイアログ・ボックスでは使用できま
せん。

• LAST - 結果セットに含まれるその項目のうち、最後に出現するものが選択されま
す。計算項目の場合は、「選択済」リストの表示に準じて最後のメンバーが選択さ
れます。「列式の編集」ダイアログ・ボックスでは使用できません。

• COUNT - その項目に関して、結果セットに含まれる nullでない値を持つ行の数が
計算されます。通常、項目は列名であり、その場合はその列に対して null以外の値
を持つ行の数が返されます。

• COUNT DISTINCT - COUNT関数に個別処理を追加します。つまり、項目の個別
の出現が 1回のみカウントされるようになります。

• なし - 集計は適用されません。分析の計算項目には使用できません。
• レポートを基準にした合計(適用可能な場合) — 選択解除すると、メジャーにフィ
ルタが適用される前に、結果セット全体に基づいて、Oracle Analyticsによって合
計が計算されます。「列式の編集」ダイアログ・ボックスまたは分析の計算項目に
は使用できません。属性列のみに使用できます。

関数 例 説明 構文
AGGREGATE
AT

AGGREGATE(sales
AT year)

指定したデータ・モデル階層内のレベルに基
づいて列を集計します。
• measureは、メジャー列の名前です。
• levelは、集計するレベルです。
オプションで、複数のレベルを指定できま
す。1番目の引数で指定したメジャーのメジ
ャー・レベルとして使用されるレベルを含む
ディメンションのレベルを指定できません。
たとえば、monthが yearly_salesのメジャ
ー・レベルとして使用される同じ時間ディメ
ンションからのものである場合、この関数を
AGGREGATE(yearly_sales AT month)と
して記述することはできません。

AGGREGATE(measure AT
level [, level1,
levelN])

AGGREGATE
BY

AGGREGATE(sales
BY month,
region)

1つ以上のディメンション列に基づいてメジ
ャーを集計します。
• measureは、集計するメジャー列の名前
です。

• columnは、集計するディメンション列
です。

複数の列に基づいてメジャーを集計できま
す。

AGGREGATE(measure BY
column [, column1,
columnN])

AVG Avg(Sales) 数値のセットの平均(平均値)を計算します。 AVG(expr)
AVGDISTINCT 式のすべての値の平均(平均値)を個別に計算

します。
AVG(DISTINCT expr)

付録 F
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関数 例 説明 構文
BIN BIN(revenue BY

productid, year
WHERE productid
> 2 INTO 4 BINS
RETURNING
RANGE_LOW)

指定された数式を、指定された数の等幅のバ
ケットに分類します。この関数は、ビン番
号、またはビン間隔の 2つのエンドポイント
のいずれかを返すことができます。
numeric_exprはビンに対するメジャーまた
は数値属性です。BY grain_expr1,…,
grain_exprNは、numeric_exprが計算され
るグレインを定義する式のリストです。BY
はメジャー式では必須ですが、属性式ではオ
プションです。WHEREは数値がビンに割
り当てられる前に numeric_exprに適用さ
れるフィルタです。INTO number_of_bins
BINSは、返すビンの数です。BETWEEN
min_value AND max_valueは、最も外側の
ビンのエンドポイントに使用する最小値と
最大値です。RETURNING NUMBERは、戻
り値をビン番号(1、2、3、4など)にすること
を示しています。これがデフォルト値です。
RETURNING RANGE_LOWは、ビン間隔の
最低値を示します。RETURNING
RANGE_HIGHは、ビン間隔の最高値を示し
ます

BIN(numeric_expr [BY
grain_expr1, ...,
grain_exprN] [WHERE
condition] INTO
number_of_bins BINS
[BETWEEN min_value
AND max_value]
[RETURNING {NUMBER |
RANGE_LOW |
RANGE_HIGH}])

BottomN 式引数の下位 n件の値を 1から n番目まで
ランク付けします。1が最下位の数値です。
exprは、数値に評価される任意の式です。
integerは、任意の正の整数です。結果セッ
トに表示されるランキングの下位数を表し、
1が最低ランクです。

BottomN(expr,
integer)

COUNT COUNT(Products) null以外の値を含む項目の数を判別します。 COUNT(expr)
COUNTDISTIN
CT

個別の処理を COUNT関数に追加します。
exprは任意の式です。

COUNT(DISTINCT expr)

COUNT* SELECT COUNT(*)
FROM Facts

行数をカウントします。 COUNT(*)

First First(Sales) 式引数の null以外の最初の戻り値を選択し
ます。First関数は、明示的に定義されたデ
ィメンションで指定される最も詳細なレベ
ルで動作します。

First([NumericExpress
ion)]

Last Last(Sales) 式の null以外の最後の戻り値を選択します。Last([NumericExpressi
on)]

MAVG 現在の行を含めて、結果セットのデータの最
後の n行の移動平均を計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。
integerは、任意の正の整数です。最後の n
行のデータ平均を表します。

MAVG(expr, integer)

MAX MAX(Revenue) 数値式引数に一致する行の最大値(最も高い
数値)を計算します。

MAX(expr)

MEDIAN MEDIAN(Sales) 数値式引数に一致する行のメジアン(中央)値
を計算します。偶数行がある場合、メジアン
は 2つの中央行の平均値です。通常、この関
数は double値を返します。

MEDIAN(expr)

付録 F
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関数 例 説明 構文
MIN MIN(Revenue) 数値式引数に一致する行の最小値(最も低い

数値)を計算します。
MIN(expr)

NTILE ユーザー指定範囲内での値のランクを判別
します。範囲内のランクを示す整数が返さ
れます。numTiles=100を指定した NTILE
は、一般に「パーセンタイル」(1から 100ま
での範囲の数値で、100がこの分割の最高値)
と呼ばれる値を返します。
exprは、数値に評価される任意の式です。
numTilesは、タイルの数を表す、nullでは
ない正の整数です。

NTILE(expr, numTiles)

PERCENTILE 数値式引数に一致する各値のパーセンタイ
ル・ランクを計算します。パーセンタイル・
ランクの範囲は、0 (0番目のパーセンタイル)
から 1 (100番目のパーセンタイル)です。
exprは、数値に評価される任意の式です。

PERCENTILE(expr)

RANK RANK(chronologic
al_key, null,
year_key_columns
)

数値式引数に一致する各値のランクを計算
します。最も高い数にはランク 1が割り当
てられ、次に続くランクには 2、3、4などの
連続した整数が割り当てられます。ある値
が等しい場合、同じランクが割り当てられま
す(例: 1、1、1、4、5、5、7...)。
exprは、数値に評価される任意の式です。

RANK(expr)

STDDEV STDDEV(Sales)
STDDEV(DISTINCT
Sales)

値のセットの標準偏差を返します。通常、戻
り型は doubleです。

STDDEV(expr)

STDDEV_POP STDDEV_POP(Sales
)
STDDEV_POP(DISTI
NCT Sales)

母分散と標準偏差の計算式を使用して、値の
セットの標準偏差を返します。

STDDEV_POP([NumericEx
pression])

SUM SUM(Revenue) 数値式引数に一致するすべての値を加算し
て得られる合計を計算します。

SUM(expr)

SUMDISTINCT 数値式引数に一致するすべての値を個別に
加算して得られる合計を計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

SUM(DISTINCT expr)

TOPN 式引数の上位 n件の値を 1から n番目まで
ランク付けします。1が最上位の数値です。
exprは、数値に評価される任意の式です。
integerは、任意の正の整数です。結果セッ
トに表示されるランキングの上位数を表し、
1が最高ランクです。

TOPN(expr, integer)

分析関数
分析関数では、トレンド線やクラスタなどのモデルを使用してデータを調査できます。

付録 F
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関数 例 説明 構文
TRENDLINE TRENDLINE(revenue,

(calendar_year,
calendar_quarter,
calendar_month) BY
(product), 'LINEAR',
'VALUE')

ビジュアライゼーションを
表示する際に、「統計の追
加」プロパティを使用して
トレンド線を適用すること
をお薦めします。ビジュア
ライゼーション・プロパテ
ィの調整を参照してくださ
い。
線形、多項式または指数モ
デルに適合させて、適合し
た値またはモデルを返しま
す。numeric_exprはトレ
ンドの Y値を表し、series
(時間列)は X値を表しま
す。

TRENDLINE(numeric_expr,
([series]) BY
([partitionBy]),
model_type, result_type)

CLUSTER CLUSTER((product,
company),
(billed_quantity,
revenue), 'clusterName',
'algorithm=k-
means;numClusters=%1;maxI
ter=%2;useRandomSeed=FALS
E;enablePartitioning=TRUE
', 5, 10)

K平均法または階層的クラ
スタリングを使用する 1つ
以上の入力式に基づいてレ
コード・セットをグループ
に集めます。

CLUSTER((dimension_expr1
, ... dimension_exprN),
(expr1, ... exprN),
output_column_name,
options,
[runtime_binded_options])

OUTLIER OUTLIER((product,
company),
(billed_quantity,
revenue), 'isOutlier',
'algorithm=kmeans')

K平均法、階層的クラスタ
リングまたは多変量外れ値
検出アリゴリズムを使用す
る 1つ以上の入力式に基づ
いて、レコードを外れ値と
して分類します。

OUTLIER((dimension_expr1
, ... dimension_exprN),
(expr1, ... exprN),
output_column_name,
options,
[runtime_binded_options])

REGR REGR(revenue,
(discount_amount),
(product_type, brand),
'fitted', '')

線形モデルに適合させて、
適合した値またはモデルを
返します。この関数は、2
つのメジャーに線形曲線を
適合するために使用できま
す。

REGR(y_axis_measure_expr,
(x_axis_expr),
(category_expr1, ...,
category_exprN),
output_column_name,
options,
[runtime_binded_options])

EVALUATE_SC
RIPT

EVALUATE_SCRIPT('filerepo
://obiee.Outliers.xml',
'isOutlier',
'algorithm=kmeans;id=%1;a
rg1=%2;arg2=%3;useRandomS
eed=False;',
customer_number,
expected_revenue,
customer_age)

1つ以上の列またはリテラ
ル式を入力として渡して、
script_file_pathに指定さ
れた Pythonスクリプトを
実行します。関数の出力は
output_column_nameに
よって決まります。

EVALUATE_SCRIPT(script_fi
le_path,
output_column_name,
options,
[runtime_binded_options])

付録 F
関数

F-7



変換関数
変換関数は、ある形式から別の形式に値を変換します。

関数 例 説明 構文
CAST CAST(hiredate AS

CHAR(40)) FROM
employee

式または nullリテラルのデータ型を別
のデータ型に変更します。たとえば、
customer_name (CHARまたは
VARCHARのデータ型)または birthdate
(日時リテラル)をキャストできます。

CAST(expr AS type)

IFNULL IFNULL(Sales, 0) ある式が null値と評価されるかどうか
をテストし、評価された場合は、指定
された値をその式に割り当てます。

IFNULL(expr, value)

INDEXCOL SELECT
INDEXCOL(VALUEOF
(NQ_SESSION.GEOGRAPHY
_LEVEL), Country,
State, City), Revenue
FROM Sales

外部情報を使用して、サインイン・ユ
ーザーが表示するのに適切な列を戻し
ます。

INDEXCOL([integer
literal], [expr1] [,
[expr2], ?-])

NULLIF SELECT e.last_name,
NULLIF(e.job_id,
j.job_id) "Old Job
ID" FROM employees e,
job_history j WHERE
e.employee_id =
j.employee_id ORDER
BY last_name, "Old
Job ID";

2つの式を比較します。それらが等し
い場合、関数により NULLが戻されま
す。それらが等しくない場合、関数に
より最初の式が戻されます。最初の式
には、リテラルの NULLを指定できま
せん。

NULLIF([expression],
[expression])

To_DateTime SELECT To_DateTime
('2009-03-0301:01:00'
, 'yyyy-mm-dd
hh:mi:ss') FROM sales

DateTime書式の文字列リテラルを
DateTimeデータ型に変換します。

To_DateTime([expressi
on], [literal])

VALUEOF SalesSubjectArea.Cust
omer.Region =
VALUEOF("Region
Security"."REGION")

フィルタでセマンティック・モデル変
数の値を参照します。
expr変数を VALUEOF関数の引数とし
て使用します。静的モデル変数は名前
で参照します。

VALUEOF(expr)

日付と時間関数
日付と時間関数は、DATEおよび DATETIMEに基づいてデータを操作します。

関数 例 説明 構文
CURRENT_Dat
e

CURRENT_DATE 現在の日付を返します。
日付は Oracle BIを実行しているシステムに
よって決定されます。

CURRENT_DATE

付録 F
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関数 例 説明 構文
CURRENT_TIM
E

CURRENT_TIME(3) たとえば、HH:MM:SS.SSSなど、指定された
精度の桁数で現在の時刻を返します。
引数の指定がない場合は、デフォルトの精度
を返します。

CURRENT_TIME(expr)

CURRENT_TIM
ESTAMP

CURRENT_TIMESTAM
P(3)

指定された精度の桁数で現在の日付/タイム
スタンプを返します。

CURRENT_TIMESTAMP(exp
r)

DAYNAME DAYNAME(Order_Da
te)

指定された日付式について、どの曜日かを示
す名前を返します。

DAYNAME(expr)

DAYOFMONTH DAYOFMONTH(Order
_Date)

指定された日付式について、1か月のうちの
どの日付かを示す数値を返します。

DAYOFMONTH(expr)

DAYOFWEEK DAYOFWEEK(Order_
Date)

指定された日付式について、どの曜日かを示
す 1から 7の数値を返します。たとえば、1
は常に日曜に対応し、2は月曜に対応し、同
様の要領で 7を返す土曜まであります。

DAYOFWEEK(expr)

DAYOFYEAR DAYOFYEAR(Order_
Date)

指定された日付式について、年の通算日に対
応する数字(1から 366)を返します。

DAYOFYEAR(expr)

DAY_OF_QUAR
TER

DAY_OF_QUARTER(O
rder_Date)

指定された日付式について、四半期の通算日
に対応する数字(1から 92)を返します。

DAY_OF_QUARTER(expr)

HOUR HOUR(Order_Time) 指定された時刻式について、時に対応する数
字(0から 23)を返します。たとえば、0は午
前 12時に対応し、23は午後 11時に対応し
ます。

HOUR(expr)

MINUTE MINUTE(Order_Tim
e)

指定された時刻式について、分に対応する数
字(0から 59)を返します。

MINUTE(expr)

MONTH MONTH(Order_Time
)

指定された日付式について、月に対応する数
字(1から 12)を返します。

MONTH(expr)

MONTHNAME MONTHNAME(Order_
Time)

指定された日付式について、月の名前を返し
ます。

MONTHNAME(expr)

MONTH_OF_Q
UARTER

MONTH_OF_QUARTE
R(Order_Date)

指定された日付式について、四半期の通算月
に対応する数字(1から 3)を返します。

MONTH_OF_QUARTER(expr
)

NOW NOW() 現在のタイムスタンプを返します。NOW関数
は、CURRENT_TIMESTAMP関数と同じです。

NOW()

QUARTER_OF_
YEAR

QUARTER_OF_YEAR(
Order_Date)

指定された日付式について、年の四半期に対
応する数字(1から 4)を返します。

QUARTER_OF_YEAR(expr)

SECOND SECOND(Order_Tim
e)

指定された時刻式について、秒に対応する数
字(0から 59)を返します。

SECOND(expr)

TIMESTAMPA
DD

TIMESTAMPADD(SQL
_TSI_MONTH,
12,Time."Order
Date")

指定された間隔の数をタイムスタンプに加
算して、単一のタイムスタンプを返します。
間隔のオプションは、SQL_TSI_SECOND、
SQL_TSI_MINUTE、SQL_TSI_HOUR、
SQL_TSI_DAY、SQL_TSI_WEEK、
SQL_TSI_MONTH、SQL_TSI_QUARTER、
SQL_TSI_YEARです

TIMESTAMPADD(interval
, expr, timestamp)
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関数 例 説明 構文
TIMESTAMPDI
FF

TIMESTAMPDIFF(SQ
L_TSI_MONTH,
Time."Order
Date",CURRENT_DA
TE)

2つのタイムスタンプ間の指定された間隔の
合計数を返します。
TIMESTAMPADDと同じ間隔を使用します。

TIMESTAMPDIFF(interva
l, expr, timestamp2)

WEEK_OF_QU
ARTER

WEEK_OF_QUARTER(
Order_Date)

指定された日付式について、四半期の通算週
に対応する数字(1から 13)を返します。

WEEK_OF_QUARTER(expr)

WEEK_OF_YE
AR

WEEK_OF_YEAR(Ord
er_Date)

指定された日付式について、年の通算週に対
応する数字(1から 53)を返します。

WEEK_OF_YEAR(expr)

YEAR YEAR(Order_Date) 指定された日付式の年を返します。 YEAR(expr)

日付抽出関数
これらの関数は、タイムスタンプ値の計算または切捨てを行って、最も近い指定した
期間(時間、日、週、月、四半期など)にします。
計算されたタイムスタンプを使用して、異なるグレインを使用してデータを集計でき
ます。たとえば、EXTRACTDAY()関数を受注日に適用して、注文が発生した日の午前 0
時のタイムスタンプを計算すると、データを日別に集計できます。

関数 例 説明 構文
日を抽出 EXTRACTDAY("Order Date")

• 2/22/1967 3:02:01 AM
は、2/22/1967 12:00:00
AMを返します。

• 9/2/2022 10:38:21 AM
は、9/2/2022 12:00:00
AMを返します。

入力値が発生した日の午前 0時
(午前 12時)のタイムスタンプを
返します。たとえば、入力タイム
スタンプが 2月 22日午前 3時
02分 01秒の場合、関数は 2月
22日午前 12時 00分 00秒のタ
イムスタンプを返します。

EXTRACTDAY(expr)

時間を抽出 EXTRACTHOUR("Order Date")
• 2/22/1967 3:02:01 AM
は、2/22/1967 3:00:00
AMを返します。

• 6/17/1999 11:18:30 PM
は、6/17/1999 11:00:00
PMを返します。

入力値が発生した時刻の時間の
開始のタイムスタンプを返しま
す。たとえば、入力タイムスタン
プが午後 11時 18分 30秒の場
合、関数は午後 11時 00分 00秒
のタイムスタンプを返します。

EXTRACTHOUR (expr)

日の時間を抽出 EXTRACTHOUROFDAY("Order
Date")
• 2014/09/24 10:58:00は、

2000/01/01 10:00:00を
返します。

• 2014/08/13 11:10:00は、
2000/01/01 11:00:00を
返します

年、月、日、分および秒のデフォ
ルト値を使用して、時間が入力値
の時間と等しいタイムスタンプ
を返します。

EXTRACTHOUROFDAY(expr
)
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関数 例 説明 構文
ミリ秒を抽出 EXTRACTMILLISECOND("Order

Date")
• 1997/01/07

15:32:02.150は、
1997/01/07
15:32:02.150を返します。

• 1997/01/07
18:42:01.265は、
1997/01/07
18:42:01.265を返します。

入力値のミリ秒を含むタイムス
タンプを返します。たとえば、入
力タイムスタンプが 15時 32分
02.150秒の場合、関数は 15時 32
分 02.150秒のタイムスタンプを
返します。

EXTRACTMILLISECOND(ex
pr)

分を抽出 EXTRACTMINUTE("Order
Date")
• 6/17/1999 11:18:00 PM

は、6/17/1999 11:18:00
PMを返します。

• 9/2/2022 10:38:21 AM
は、9/2/2022 10:38:00
AMを返します。

入力値が発生した時刻の分の開
始のタイムスタンプを返します。
たとえば、入力タイムスタンプが
午前 11時 38分 21秒の場合、関
数は午前 11時 38分 00秒のタ
イムスタンプを返します。

EXTRACTMINUTE (expr)

月を抽出 EXTRACTMONTH("Order
Date")
• 2/22/1967 3:02:01 AM

は、2/1/1967 12:00:00
AMを返します。

• 6/17/1999 11:18:00 PM
は、6/1/1999 12:00:00
AMを返します。

入力値が発生した月の最初の日
のタイムスタンプを返します。
たとえば、入力タイムスタンプが
2月 22日の場合、関数は 2月 1
日のタイムスタンプを返します。

EXTRACTMONTH(expr)

四半期を抽出 EXTRACTQUARTER("Order
Date")
• 2/22/1967 3:02:01 AM

は、第 1会計四半期の初日で
ある 1/1/1967 12:00:00
AMを返します。

• 6/17/1999 11:18:00 PM
は、第 2会計四半期の初日で
ある 4/1/1999 12:00:00
AMを返します。

• 9/2/2022 10:38:21 AM
は、第 3会計四半期の初日で
ある 7/1/2022 12:00:00
AMを返します。
ヒント: QUARTER (expr)
は、返されたタイムスタンプ
から四半期の序数のみを計
算する場合に使用します。

入力値が発生した四半期の最初
の日のタイムスタンプを返しま
す。たとえば、入力タイムスタン
プが第 3会計四半期に発生した
場合、関数は 7月 1日のタイムス
タンプを返します。

EXTRACTQUARTER(expr)
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関数 例 説明 構文
秒を抽出 EXTRACTSECOND("Order

Date")
• 1997/01/07

15:32:02.150は、
1997/01/07 15:32:02を
返します。

• 1997/01/07
20:44:18.163は、
1997/01/07 20:44:18を
返します。

入力値のタイムスタンプを返し
ます。たとえば、入力タイムスタ
ンプが 15時 32分 02.150秒の場
合、関数は 15時 32分 02秒のタ
イムスタンプを返します。

EXTRACTSECOND(expr)

週を抽出 EXTRACTWEEK("Order Date")
• 2014/09/24 10:58:00は、

2014/09/21を返します。
• 2014/08/13 11:10:00は、

2014/08/10を返します。

入力値が発生した週の最初の曜
日(日曜日)の日付を返します。た
とえば、入力タイムスタンプが 9
月 24日水曜日の場合、関数は 9
月 21日日曜日のタイムスタンプ
を返します。

EXTRACTWEEK(expr)

年を抽出 EXTRACTYEAR("Order Date")
• 1967/02/22 03:02:01は、

1967/01/01 00:00:00を
返します。

• 1999/06/17 23:18:00は、
1999/01/01 00:00:00を
返します。

入力値が発生した年の 1月 1日
のタイムスタンプを返します。
たとえば、入力タイムスタンプが
1967年に発生した場合、関数は
1967年 1月 1日のタイムスタン
プを返します。

EXTRACTYEAR (expr)

表示関数
表示関数は、問合せの結果セットを操作します。

関数 例 説明 構文
BottomN BottomN(Sales,

10)
式の下位 n件の値を、最低から最高の順にラ
ンク付けして返します。

BottomN([NumericExpre
ssion], [integer])

FILTER FILTER(Sales
USING Product =
'widget')

特定の事前集計済フィルタを使用して式を
計算します。

FILTER(measure USING
filter_expr)

MAVG MAVG(Sales, 10) 現在の行を含めて、結果セットのデータの最
後の n行の移動平均を計算します。

MAVG([NumericExpressi
on], [integer])

MSUM SELECT Month,
Revenue,
MSUM(Revenue, 3)
as 3_MO_SUM FROM
Sales

現在の行を含めて、データの最後の n行の移
動合計を計算します。
最初の行の合計は、最初の行の数値式と同じ
です。2番目の行の合計は、最初の 2つの行
のデータ合計を取得することで計算され、同
様に続いて実行されます。n 番目の行に到達
すると、合計は最後の n行のデータに基づい
て計算されます。

MSUM([NumericExpressi
on], [integer])
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関数 例 説明 構文
NTILE NTILE(Sales,

100)
ユーザー指定範囲内での値のランクを判別
します。範囲内のランクを示す整数が返さ
れます。この例では、1から 100までの範囲
(最低が sale = 1で最高が sale = 100)を示し
ています。

NTILE([NumericExpress
sion], [integer])

PERCENTILE PERCENTILE(Sales
)

数値式引数に一致する各値のパーセント・ラ
ンクを計算します。パーセンタイル・ランク
の範囲は、0(1番目のパーセンタイル)から
1(100番目のパーセンタイル)です。

PERCENTILE([NumericEx
pression])

RANK RANK(Sales) 数値式引数に一致する各値のランクを計算
します。最も高い数にはランク 1が割り当
てられ、次に続くランクには 2、3、4などの
連続した整数が割り当てられます。ある値
が等しい場合、同じランクが割り当てられま
す(例: 1、1、1、4、5、5、7...)。

RANK([NumericExpressi
on])

RCOUNT SELECT month,
profit,
RCOUNT(profit)
FROM sales WHERE
profit > 200

入力として一連のレコードを取得して、見つ
かったレコード数をカウントします。

RCOUNT([NumericExpres
sion])

RMAX SELECT month,
profit,
RMAX(profit)
FROM sales

入力として一連のレコードを取得して、そこ
までに処理されたレコードに基づいて最大
値を表示します。指定するデータ型はソー
トできるデータ型である必要があります。

RMAX([NumericExpressi
on])

RMIN SELECT month,
profit,
RMIN(profit)
FROM sales

入力として一連のレコードを取得して、そこ
までに処理されたレコードに基づいて最小
値を表示します。指定するデータ型はソー
トできるデータ型である必要があります。

RMIN([NumericExpressi
on])

RSUM SELECT month,
revenue,
RSUM(revenue) as
RUNNING_SUM FROM
sales

そこまでに処理されたレコードに基づいて
累計を計算します。
最初の行の合計は、最初の行の数値式と同じ
です。2番目の行の合計は、最初の 2つの行
のデータ合計を取得することで計算され、同
様に続いて実行されます。

RSUM([NumericExpressi
on])

TOPN TOPN(Sales, 10) 式の上位 n件の値を、最高から最低の順にラ
ンク付けして返します。

TOPN([NumericExpressi
on], [integer])

評価関数
評価関数は、式を渡して高度な計算を取得するために使用できるデータベース関数です。
埋込みデータベース関数には、1つ以上の列が必要になる場合があります。これらの列は、関
数内で%1 ... %Nによって参照されます。実際の列は、関数の後にリストする必要がありま
す。
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関数 例 説明 構文
EVALUATE SELECT

EVALUATE('instr(
%1, %2)',
address, 'Foster
City') FROM
employees

パラメータとして(オプションで)参照列を使
用する、指定されたデータベース関数をデー
タベースに渡して評価します。

EVALUATE([string
expression], [comma
separated
expressions])

EVALUATE_AG
GR

EVALUATE_AGGR('R
EGR_SLOPE(%1,
%2)',
sales.quantity,
market.marketkey
)

パラメータとして(オプションで)参照列を使
用する、指定されたデータベース関数をデー
タベースに渡して評価します。この関数は、
GROUP BY句を使用する集計関数を対象とし
ています。

EVALUATE_AGGR('db_agg
_function(%1...%N)'
[AS datatype] [,
column1, columnN])

算術関数
ここで説明する算術関数では、数学的な操作を実行します。

関数 例 説明 構文
ABS ABS(Profit) 数値式の絶対値を計算します。

exprは、数値に評価される任意の式です。
ABS(expr)

ACOS ACOS(1) 数値式のアークコサインを計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

ACOS(expr)

ASIN ASIN(1) 数値式のアークサインを計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

ASIN(expr)

ATAN ATAN(1) 数値式のアークタンジェントを計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

ATAN(expr)

ATAN2 ATAN2(1, 2) y/xのアークタンジェントを計算します。こ
こで yは最初の数値式、xは 2番目の数値式
です。

ATAN2(expr1, expr2)

CEILING CEILING(Profit) 整数以外の数値式を最も近い整数に切り上
げます。数式が整数に評価される場合、
CEILING関数はその整数を返します。

CEILING(expr)

COS COS(1) 数値式のコサインを計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

COS(expr)

COT COT(1) 数値式のコタンジェントを計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

COT(expr)

DEGREES DEGREES(1) 式をラジアンから次数に変換します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

DEGREES(expr)

EXP EXP(4) 値を指定された値でべき乗します。eの n乗
を計算します。ここで eは自然対数の底で
す。

EXP(expr)

ExtractBit Int
ExtractBit(1, 5)

整数内の特定の位置にあるビットを取得し
ます。そのビットに対応する 0か 1の整数
が返されます。

ExtractBit([Source
Number], [Digits])
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関数 例 説明 構文
FLOOR FLOOR(Profit) 整数以外の数値式を最も近い整数に切り下

げます。数式が整数に評価される場合、
FLOOR関数はその整数を返します。

FLOOR(expr)

LOG LOG(1) 式の自然対数を計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

LOG(expr)

LOG10 LOG10(1) 式の十進法の対数を計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

LOG10(expr)

MOD MOD(10, 3) 最初の数値式を 2番目の数値式で除算し、商
の剰余を返します。

MOD(expr1, expr2)

PI PI() PIの定数値を戻します。 PI()
POWER POWER(Profit, 2) 最初の数値式を使用して、これを 2番目の数

値式で指定された累乗にします。
POWER(expr1, expr2)

RADIANS RADIANS(30) 式を次数からラジアンに変換します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

RADIANS(expr)

RAND RAND() 0から 1の擬似乱数を返します。 RAND()
RANDFromSee
d

RAND(2) シード値に基づいた擬似乱数を返します。
特定のシード値に対して、乱数の同一のセッ
トが生成されます。

RAND(expr)

ROUND ROUND(2.166000,
2)

数値式を n桁の精度で丸めます。
exprは、数値に評価される任意の式です。
integerは、丸める精度の桁数を表す任意の
正の整数です。

ROUND(expr, integer)

SIGN SIGN(Profit) 次が返されます。
• 数値式が正数に評価される場合は、1
• 数値式が負数に評価される場合は、-1
• 数値式がゼロに評価される場合は、0

SIGN(expr)

SIN SIN(1) 数値式のサインを計算します。 SIN(expr)
SQRT SQRT(7) 数値式引数の平方根を計算します。数式は、

負数でない数値に評価される必要がありま
す。

SQRT(expr)

TAN TAN(1) 数値式のタンジェントを計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

TAN(expr)

TRUNCATE TRUNCATE(45.1234
5, 2)

小数部分を切り捨て、小数点から指定した数
の桁数を返します。
exprは、数値に評価される任意の式です。
integerは、小数位の右側から返す文字数を
表す任意の正の整数です。

TRUNCATE(expr,
integer)

集計実行関数
集計実行関数は、複数の値に対して操作を実行しサマリー結果を作成します。
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関数 例 説明 構文
MAVG 現在の行を含めて、結果セットのデータの最

後の n行の移動平均を計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。
integerは、任意の正の整数です。最後の n
行のデータ平均を表します。

MAVG(expr, integer)

MSUM select month,
revenue,
MSUM(revenue, 3)
as 3_MO_SUM from
sales_subject_ar
ea

現在の行を含めて、データの最後の n行の移
動合計を計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。
integerは、任意の正の整数です。データの
最後の n行の合計を表します。

MSUM(expr, integer)

RSUM SELECT month,
revenue,
RSUM(revenue) as
RUNNING_SUM from
sales_subject_ar
ea

そこまでに処理されたレコードに基づいて
累計を計算します。
exprは、数値に評価される任意の式です。

RSUM(expr)

RCOUNT select month,
profit,
RCOUNT(profit)
from
sales_subject_ar
ea where profit
> 200

入力として一連のレコードを取得して、見つ
かったレコード数をカウントします。
exprは、任意のデータ型の式です。

RCOUNT(expr)

RMAX SELECT month,
profit,RMAX(prof
it) from
sales_subject_ar
ea

入力として一連のレコードを取得して、そこ
までに処理されたレコードに基づいて最大
値を表示します。
exprは、任意のデータ型の式です。

RMAX(expr)

RMIN select month,
profit,RMIN(prof
it) from
sales_subject_ar
ea

入力として一連のレコードを取得して、そこ
までに処理されたレコードに基づいて最小
値を表示します。
exprは、任意のデータ型の式です。

RMIN(expr)

文字列関数
文字列関数は様々な文字操作を実行します。これらは文字列に対して動作します。

関数 例 説明 構文
ASCII ASCII('a') シングル・キャラクタ文字列を、0から 255

までの対応する ASCIIコードに変換します。
文字式が複数の文字に評価される場合は、式
の最初の文字に対応する ASCIIコードが返
されます。
exprは、文字列に評価される任意の式です。

ASCII(expr)
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関数 例 説明 構文
BIT_LENGTH BIT_LENGTH('abcd

ef')
指定した文字列の長さをビット単位で返し
ます。各 Unicode文字の長さは 2バイトで
す(16ビットに相当)。
exprは、文字列に評価される任意の式です。

BIT_LENGTH(expr)

CHAR CHAR(35) 0から 255の間の数値を対応する ASCIIコ
ードの文字値に変換します。
exprは、0から 255までの数値に評価される
任意の式です。

CHAR(expr)

CHAR_LENGT
H

CHAR_LENGTH(Cust
omer_Name)

指定した文字列の長さを文字数で返します。
先頭と末尾の空白は、文字列の長さとして計
算されません。
exprは、文字列に評価される任意の式です。

CHAR_LENGTH(expr)

CONCAT SELECT DISTINCT
CONCAT ('abc',
'def') FROM
employee

2つの文字列を連結します。
exprsは、カンマで区切られた文字列に評価
される式です。
CONCATでは、フォーマットされたデータで
はなく RAWデータを使用する必要がありま
す。

CONCAT(expr1, expr2)

INSERT SELECT
INSERT('123456',
2, 3, 'abcd')
FROM table

指定した文字列を別の文字列の指定した場
所に挿入します。
expr1は、文字列に評価される任意の式です。
ターゲットの文字列を示します。
integer1は、2番目の文字列が挿入される、
ターゲットの文字列の先頭からの文字数を
表す任意の正の整数です。
integer2は、2番目の文字列によって置換さ
れる、ターゲットの文字数を表す任意の正の
整数です。
expr2は、文字列に評価される任意の式です。
ターゲットの文字列に挿入される文字列を
示します。

INSERT(expr1,
integer1, integer2,
expr2)

LEFT SELECT
LEFT('123456',
3) FROM table

文字列の左側から、指定された文字数を返し
ます。
exprは、文字列に評価される任意の式です
integerは、文字列の左側から返す文字数を
表す任意の正の整数です。

LEFT(expr, integer)

LENGTH LENGTH(Customer_
Name)

指定した文字列の長さを文字数で返します。
末尾の空白文字を除いた長さが返されます。
exprは、文字列に評価される任意の式です。

LENGTH(expr)

LOCATE LOCATE('d'
'abcdef')

別の文字列での文字列の数値位置を返しま
す。文字列が検索される文字列で見つから
ない場合、関数は値 0を返します。
expr1は、文字列に評価される任意の式です。
検索する文字列を示します。
expr2は、文字列に評価される任意の式です。
検索される文字列を示します。

LOCATE(expr1, expr2)
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関数 例 説明 構文
LOCATEN LOCATEN('d'

'abcdef', 3)
LOCATEと同様に、別の文字列での文字列の
数値位置を返します。LOCATENには、検索
の開始位置を指定できる整数の引数が含ま
れます。
expr1は、文字列に評価される任意の式です。
検索する文字列を示します。
expr2は、文字列に評価される任意の式です。
検索される文字列を示します。
integerは、文字列の検索を開始する位置を
表す任意の正(ゼロ以外)の整数です。

LOCATEN(expr1, expr2,
integer)

LOWER LOWER(Customer_N
ame)

文字列を小文字に変換します。
exprは、文字列に評価される任意の式です。

LOWER(expr)

OCTET_LENGT
H

OCTET_LENGTH('ab
cdef')

指定した文字列のバイト数を返します。
exprは、文字列に評価される任意の式です。

OCTET_LENGTH(expr)

POSITION POSITION('d',
'abcdef')

文字式での strExpr1の数値位置を返しま
す。strExpr1が見つからない場合、関数は 0
を返します。
expr1は、文字列に評価される任意の式です。
ターゲット文字列で検索する文字列を示し
ます。たとえば、"d"などです。
expr2は、文字列に評価される任意の式です。
検索されるターゲット文字列を示します。
たとえば、"abcdef"などです。

POSITION(expr1,
expr2)

REPEAT REPEAT('abc', 4) 指定した式を n回繰り返します。
exprは、文字列に評価される任意の式です
integerは、文字列を繰り返す回数を表す任
意の正の整数です。

REPEAT(expr, integer)

REPLACE REPLACE('abcd123
4', '123', 'zz')

指定した文字式の 1つ以上の文字を、別の 1
つ以上の文字で置換します。
expr1は、文字列に評価される任意の式です。
これは、文字が置換される文字列です。
expr2は、文字列に評価される任意の式です。
この 2番目の文字列は、1番目の文字列で置
換される文字を示します。
expr3は、文字列に評価される任意の式です。
この 3番目の文字列は、1番目の文字列内に
代入する文字を指定します。

REPLACE(expr1, expr2,
expr3)

RIGHT SELECT
RIGHT('123456',
3) FROM table

文字列の右側から、指定した数の文字を返し
ます。
exprは、文字列に評価される任意の式です。
integerは、文字列の右側から返す文字数を
表す任意の正の整数です。

RIGHT(expr, integer)

SPACE SPACE(2) 空白を挿入します。
integerは、挿入するスペースの数を示す任
意の正の整数です。

SPACE(expr)
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関数 例 説明 構文
SUBSTRING SUBSTRING('abcde

f' FROM 2)
固定文字数から元の文字列の新しい文字列
を作成します。
exprは、文字列に評価される任意の式です。
startPosは、文字列の左の先頭(結果の先頭)
からの文字数を表す任意の正の整数です。

SUBSTRING([SourceStri
ng] FROM
[StartPostition])

SUBSTRINGN SUBSTRING('abcde
f' FROM 2 FOR 3)

SUBSTRINGと同様に、固定文字数から元の
文字列の新しい文字列を作成します。
SUBSTRINGNには、新しい文字列の長さを
文字数で指定できる整数の引数が含まれま
す。
exprは、文字列に評価される任意の式です。
startPosは、文字列の左の先頭(結果の先頭)
からの文字数を表す任意の正の整数です。

SUBSTRING(expr FROM
startPos FOR length)

TrimBoth Trim(BOTH '_'
FROM '_abcdef_')

文字列から指定した先頭および末尾の文字
列を削除します。
charは、任意の単一文字です。文字の指定
(および必須の一重引用符)を省略すると、空
白文字がデフォルトで使用されます。
exprは、文字列に評価される任意の式です。

TRIM(BOTH char FROM
expr)

TRIMLEADING TRIM(LEADING '_'
FROM '_abcdef')

文字列から指定した先頭の文字列を削除し
ます。
charは、任意の単一文字です。文字の指定
(および必須の一重引用符)を省略すると、空
白文字がデフォルトで使用されます。
exprは、文字列に評価される任意の式です。

TRIM(LEADING char
FROM expr)

TRIMTRAILIN
G

TRIM(TRAILING
'_' FROM
'abcdef_')

文字列から指定した末尾の文字列を削除し
ます。
charは、任意の単一文字です。文字の指定
(および必須の一重引用符)を省略すると、空
白文字がデフォルトで使用されます。
exprは、文字列に評価される任意の式です。

TRIM(TRAILING char
FROM expr)

UPPER UPPER(Customer_N
ame)

文字列を大文字に変換します。
exprは、文字列に評価される任意の式です。

UPPER(expr)

システム関数
USERシステム関数は、セッションに関連する値を返します。たとえば、サインインしたユー
ザーのユーザー名です。

関数 例 説明 構文
DATABASE ログオンしているサブジェクト領域の名前

を返します。
DATABASE()

USER ログオンしているセマンティック・モデルの
ユーザー名を返します。

USER()
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時系列関数
時系列関数では、時間ディメンションに基づいてデータを集計および予測できます。
たとえば、AGO関数を使用して、1年前からの収益を計算できます。
時間ディメンションのメンバーは、関数のレベル以下である必要があります。そのた
め、指定されたレベル以下のメンバーを一意に識別する 1つ以上の列が、問合せに計
画されている必要があります。
これらの関数は、サブジェクト領域の定義済の時間レベル階層を使用してサブジェク
ト領域データに適用することもできます。ワークブックの計算済データ要素の作成を
参照してください。
• これらの関数は、ワークブック・デザイナの「マイ計算」領域で適用できます。ワ
ークブックの計算済データ要素の作成を参照してください。

• これらの関数は、サブジェクト領域の定義済の時間レベル階層を使用してサブジェ
クト領域データに適用することもできます。

関数 例 説明 構文
AGO SELECT Year_ID,

AGO(sales, year,
1)

過去の指定された期間のメジャーの集計値
を計算します。たとえば、1年前の月次収益
を計算するには、AGO(Revenue, Year, 1,
SHIP_MONTH)を使用します。前四半期の四
半期収益を計算するには、AGO(Revenue,
Quarter, 1)を使用します。

AGO(MEASURE, TIME_LEVEL,
OFFSET)
ここで:
• MEASUREは、計算するメジ
ャー(たとえば、収益)を表し
ます。

• TIME_LEVELは、期間を表
しており、年、四半期、月、
週、または日である必要があ
ります。

• OFFSETは、さかのぼって計
算する期間の数(たとえば、1
年の場合は 1)を表します。

PERIODR
OLLING

SELECT Month_ID,
PERIODROLLING
(monthly_sales,
-1, 1)

x単位の時間から始まり、現在の時刻から y
単位の時間で終わる期間のメジャーの合計
を計算します。たとえば、PERIODROLLING
を使用して、現在の四半期前の四半期で始ま
り、現在の四半期後の四半期で終わる期間の
売上を計算できます。

PERIODROLLING(measure, x
[,y])
ここで:
• measureは、メジャー列の名
前を表します。

• xは、現在の時刻からのオフ
セットを表す整数です。

• yは、この関数が計算する時
間単位の数を表す整数です。

• hierarchyは、yr、mon、day
など、時間ウィンドウの計算
に使用する時間ディメンシ
ョン内の階層の名前を表す
オプションの引数です。
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関数 例 説明 構文
TODATE SELECT Year_ID,

Month_ID, TODATE
(sales, year)

期間の開始から最新の期間までのメジャー
の集計値を計算します。たとえば、年度開始
から現在の計算。
たとえば、過去 1年間の売上を計算するに
は、TODATE(sales, year)を使用します。

TODATE(MEASURE,
TIME_LEVEL)
ここで:
• MEASUREは、少なくとも 1
つのメジャー列(たとえば、
売上)を参照する式を表しま
す。

• TIME_LEVELは、期間を表
しており、年、四半期、月、
週、または日である必要があ
ります。

FORECAST関数
指数平滑法(ETS)または季節性 ARMIAや ARIMAを使用して、seriesに対して指定されたメジ
ャーの時系列モデルを作成します。この関数は、numPeriods引数で指定された一連の期間の
予測を出力します。
構文 FORECAST(measure, ([series]), output_column_name, options,
[runtime_binded_options])])

ここで:

• measureは、収益データなど、予測するメジャーを表します。
• seriesは、予測モデルの作成に使用される時間粒度を表します。seriesは 1つ以上の時間
ディメンション列のリストです。seriesを省略すると、問合せから時間粒度が決定されま
す。

• output_column_nameは、forecast、low、highおよび predictionIntervalの有効な列名を
表します。

• optionsは、セミコロン(;)で区切られた名前/値のペアの文字列リストを表します。
runtime_binded_optionsに指定される%1 ... %Nを値に含めることができます。

• runtime_binded_optionsは、列およびオプションのカンマ区切りリストを表します。これ
らの列およびオプションの値は、個別の問合せ実行時に評価および解決されます。

FORECAST関数のオプション 次の表は、FORECAST関数とともに使用できるオプションを示
しています。

オプション名 値 説明
numPeriods 整数 予測する期間の数
predictionInterval 0から 100。高い値で高い信頼度を

指定します。
予測の信頼度レベル。

modelType ETS (指数平滑法)
SeasonalArima
ARIMA

予測に使用するモデル。

useBoxCox TRUE
FALSE

TRUEの場合は、Box-Cox変換を使用
します。
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オプション名 値 説明
lambdaValue 該当なし Box-Cox変換パラメータ。

NULLの場合または useBoxCoxが
FALSEの場合は無視されます。
それ以外の場合は、モデルが評価され
る前にデータが変換されます。

trendDamp TRUE
FALSE

これは、指数平滑法モデルに固有で
す。
TRUEの場合は、減衰トレンドを使用
します。FALSEまたは NULLの場合
は、非減衰トレンドを使用します。

errorType 該当なし これは、指数平滑法モデルに固有で
す。

trendType N (なし)
A (加算)
M (乗算)
Z (自動選択)

これは、指数平滑法モデルに固有です

seasonType N (なし)
A (加算)
M (乗算)
Z (自動選択)

これは、指数平滑法モデルに固有です

modelParamIC ic_auto
ic_aicc
ic_bic
ic_auto (デフォルト)

モデル選択で使用される情報基準
(IC)。

日ごとの収益予測の例
この例では、日ごとの収益予測を選択しています。
FORECAST("A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue" Target,
("A - Sample Sales"."Time"."T00 Calendar Date"),'forecast', 
'numPeriods=30;predictionInterval=70;') ForecastedRevenue

年および四半期ごとの収益予測の例
この例では、年および四半期ごとの収益予測を選択しています。
FORECAST("A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue",
("A - Sample Sales"."Time"."T01 Year" timeYear, "A - Sample Sales"."Time"."T02 
Quarter" TimeQuarter),'forecast', 'numPeriods=30;predictionInterval=70;') 
ForecastedRevenue

定数
定数を使用して特定の固定日時をワークブックおよびレポートに含めることができま
す。
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定数 例 説明 構文
DATE DATE

'2026-04-09'
計算または式で特定の日付を作成します。 DATE 'yyyy-mm-dd'

TIME TIME '12:00:00' 計算または式で特定の時間を作成します。 TIME 'hh:mi:ss'
TIMESTAMP TIMESTAMP

'2026-04-09
12:00:00'

計算または式で特定のタイムスタンプを作成し
ます。

TIMESTAMP 'yyyy-mm-
dd hh:mi:ss'

型
式では、CHAR、INT、NUMERICなどのデータ型を使用できます。
たとえば、式または nullリテラルのデータ型を別のデータ型に変更する CAST式を作成する場
合は、型を使用します。

条件式
条件式を使用して、値を変換する式を作成します。
ここで説明する条件式は、ある形式から別の形式に値を変換する式を作成するための構築ブ
ロックです。
これらのルールに従ってください。
• CASE文では、ANDの優先度が ORよりも高くなります
• 文字列は一重引用符で囲む必要があります。

式 例 説明 構文
CASE (If) CASE

WHEN score-par < 0 THEN
'Under Par'
WHEN score-par = 0 THEN
'Par'
WHEN score-par = 1 THEN
'Bogey'
WHEN score-par = 2 THEN
'Double Bogey'
ELSE 'Triple Bogey or
Worse'
END

各 WHEN条件を評価し、条件
を満たす場合は対応する
THEN式の値が割り当てられ
ます。
一致する WHEN条件がない場
合は、ELSE式に指定されてい
るデフォルト値が割り当てら
れます。ELSE式が指定され
ていない場合は、ELSE NULL
が自動的に追加されます。
ノート: 分析およびビジュアライゼーションで CASE文を使用するためのベスト・プラクティスを参照してくださ
い。

CASE WHEN
request_condition1
THEN expr1 ELSE
expr2 END
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式 例 説明 構文
CASE
(Switch)

CASE Score-par
WHEN -5 THEN 'Birdie on
Par 6'
WHEN -4 THEN 'Must be
Tiger'
WHEN -3 THEN 'Three
under par'
WHEN -2 THEN 'Two under
par'
WHEN -1 THEN 'Birdie'
WHEN 0 THEN 'Par'
WHEN 1 THEN 'Bogey'
WHEN 2 THEN 'Double
Bogey'
ELSE 'Triple Bogey or
Worse'
END

CASE (Lookup)とも呼ばれ
ます。最初の式の値が確認さ
れ、次に WHEN式が評価され
ます。最初の式がいずれかの
WHEN式と一致する場合は、対
応する THEN式の値が割り当
てられます。
どの WHEN式とも値が一致し
ない場合は、ELSE式に指定さ
れているデフォルト値が割り
当てられます。ELSE式が指
定されていない場合は、ELSE
NULLが自動的に追加されま
す。
最初の式が複数の WHEN句の
式と一致する場合は、最初に
一致した式のみが割り当てら
れます。
ノート 分析およびビジュアライゼーションで CASE文を使用するためのベスト・プラクティスを参照してくださ
い。

CASE expr1 WHEN
expr2 THEN expr3
ELSE expr4 END

IfCase >
ELSE

- - ELSE [expr]

IfCase >
IFNULL

- - IFNULL([expr],
[value])

IfCase >
NULLIF

- - NULLIF([expr],
[expr])

IfCase >
WHEN

- - WHEN [Condition]
THEN [expr]

IfCase >
CASE

- - CASE WHEN
[Condition] THEN
[expr] END

SwitchCase >
ELSE

- - ELSE [expr]

SwitchCase
>IFNULL

- - IFNULL([expr],
[value])

SwitchCase >
NULLIF

- - NULLIF([expr],
[expr])

SwitchCase >
WHEN

- - WHEN [Condition]
THEN [expr]
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分析およびビジュアライゼーションで CASE文を使用するた
めのベスト・プラクティス

レポートおよびワークブックで CASE文を使用する際には、レポートの列と集計の順序を考
慮してください。これらは、式および小計の計算方法に影響を与えるためです。
• 一般的に、CASE式を使用する場合は、式で使用されるすべての列がレポートに含まれて
いることを確認してください。

• 集計の順序が重要な場合は、レポート集計ルールを Defaultから Sumに変更します。
• 集計の計算を行う前に条件を評価する必要がある場合(たとえば、フィルタ処理された列
がレポートに表示されない場合)は、FILTER関数を使用します。

例
この例では、「Brand」、「Product Type」および「Revenue」のデータを使用しています。
 

 

Cameraの収益を 0に設定する条件を適用するには、次の条件式を作成します: CASE WHEN
Product_Type = ‘Camera’ THEN 0 ELSE Revenue END。
Product_Typeがレポートから除外されている場合、式には Product_Typeが含まれているた
め、データは式を評価するために使用できず、結果は次のようになります:
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レポートに PRODUCT_TYPEを追加し、レポート集計を SUMに設定すると、ベース・
レベルの値が計算された後に結果が集計されます:
 

 

CASEを使用するかわりに、フィルタ式 FILTER(Revenue using Product_Type !=
‘Camera’)を使用することもできます。式はレポートの列とは別に計算され、集計は計
算後に適用されます:
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G
Oracle Analytics Desktop SDKのリファレンス

このトピックでは、ソフトウェア開発キット(SDK)について説明します。これを使用すると、
Oracle Analytics Desktopインストールにビジュアライゼーションのプラグインを開発およ
びデプロイできます。
トピック:

• Oracle Analytics Desktop SDK

• ビジュアライゼーション・プラグイン開発環境の作成
• スケルトン・ビジュアライゼーション・プラグインの作成
• スケルトン・スキンまたは未分類のプラグインの作成
• ビジュアライゼーション・プラグインの開発
• SDKモードでの実行およびプラグインのテスト
• ビジュアライゼーション・プラグインの検証
• ビジュアライゼーション・プラグインの構築、パッケージ化およびデプロイ
• 開発環境からのプラグインの削除

Oracle Analytics Desktop SDK
SDKに用意されている開発環境では、カスタムのビジュアライゼーション・プラグインを作
成および開発し、Oracle Analytics Desktopインストールにデプロイできます。
トピック:

• スクリプト
• その他のリソース

スクリプト
インストールには、開発環境の作成およびスケルトン・ビジュアライゼーション・プラグイ
ンの作成に使用するスクリプトが含まれます。
スクリプトは、ディレクトリ<your_installation_directory>\Oracle Analytics
Desktop\tools\binにあります。
例: C:\Program Files\Oracle Analytics Desktop\tools\bin
次のスクリプト名および説明に注意してください:

• bicreateenv - このスクリプトを実行して、プラグインを開発する開発環境を作成します。
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• bicreateplugin - このスクリプトを実行して、カスタム・プラグインの開発をすば
やく開始するためのスケルトン・ビジュアライゼーションを作成します。

• bideleteplugin - このスクリプトを実行して、開発環境からプラグインを削除しま
す。

• bivalidate - gradlew validateコマンドが含まれるこのスクリプトを実行し
て、bivalidateスクリプトを呼び出します。bivalidateスクリプトでは、JSON構成
ファイルの形式が正しいか、適切なビジュアライゼーション構成が含まれているか
が検証されます。

その他のリソース
スクリプト以外のリソースを使用して、カスタムのビジュアライゼーション・プラグ
インを開発できます。
使用可能なリソースを次に示します。
• circlePackサンプル - circlePackサンプルは開発環境に含まれています。このサ
ンプルはすぐにデプロイおよび使用できます。ただし、このサンプルは、ビジュア
ライゼーション・プラグインの開発方法を学習するために提供されているチュート
リアルで使用するよう設計されています。サンプルをコピーして、作成するビジュ
アライゼーション・プラグインのテンプレートとして使用することもできます。
circlePackサンプルの場所は、
<your_development_directory>\src\sampleviz\sample-circlepack
です
例: C:\OracleDVDev\src\sampleviz\sample-circlepack

• その他のビジュアライゼーション・プラグインのサンプル - プラグインのサンプル
は、Oracle Analyticsライブラリからダウンロードできます。

• チュートリアル - チュートリアルには、堅牢なビジュアライゼーション・プラグイ
ンの作成方法を理解するための情報および手順が含まれています。このチュート
リアルでは、プラグイン開発環境に含まれる circlePackサンプルを変更するための
段階的なステップが示されます。

 チュートリアル
• JS APIドキュメント - このドキュメントには、ビジュアライゼーション・プラグ
インの開発に必要な JavaScriptリファレンス情報が含まれています。Oracle
Analytics Desktop SDK JavaScriptのリファレンスを参照してください。

ビジュアライゼーション・プラグイン開発環境の
作成

ビジュアライゼーション・プラグインを作成する前に、PATH環境変数を設定し、開発
環境を作成しておく必要があります。
1. コマンド・プロンプトを使用して、空の開発ディレクトリを作成します。たとえ
ば、C:\OracleAnalyticsDevとなります。
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2. PATH環境変数を設定します。たとえば、
set ANALYTICSDESKTOP_SDK_HOME="C:\Program Files\Oracle Analytics Desktop"
set PLUGIN_DEV_DIR=C:\OracleAnalyticsDev
REM add tools\bin to path: 
set PATH=%ANALYTICSDESKTOP_SDK_HOME%\tools\bin;%PATH% 

3. インストールに含まれる bicreateenvスクリプトを実行し、空のディレクトリに開発環境
を作成します。たとえば、
cd C:\OracleAnalyticsDev
bicreateenv

このスクリプトの実行について使用可能なオプションの詳細は、スクリプトのコマンドラ
イン・ヘルプを参照してください。たとえば、
C:\OracleAnalyticsDev>bicreateenv -help
build.gradleおよび gradlewを含む完全な開発環境が、指定したディレクトリに作成され
ます。

4. オプション: Webプロキシの裏で作業している場合は、gradle.propertiesを設定してプロ
キシを指定する必要があります。gradle.propertiesは開発環境にあります。例:
C:\OracleAnalyticsDev\gradle.properties。
次の例を使用して、gradle.propertiesを設定します:

systemProp.https.proxyHost=www-proxy.somecompany.com
systemProp.https.proxyPort=80
systemProp.https.nonProxyHosts=*.somecompany.com|*.companyaltname.com

スケルトン・ビジュアライゼーション・プラグイン
の作成

開発環境においてスケルトン・ビジュアライゼーション・プラグインを作成した後、このプ
ラグインを開発して堅牢なビジュアライゼーション・プラグインにし、Oracle Analytics
Desktop環境にデプロイします。
1. スケルトン・ビジュアライゼーションを作成するには、インストールに含まれる

bicreatepluginスクリプトを実行します。次の構文を使用します:

bicreateplugin viz -<subType> -<id> -<name>
• <subType>は、作成するビジュアライゼーションのタイプです。選択肢は次のとおり
です:

– basic - Oracle Analytics Desktopのデータを使用しない、またはデータ・モデル・
マッピングを使用しないビジュアライゼーションを作成するには、このオプショ
ンを使用します。これは、Oracle Analytics Desktopで提供されているイメージお
よびテキストのビジュアライゼーション・タイプと似ています。たとえば、この
ビジュアライゼーション・タイプを使用して、プラグインに記述された、または
構成から取得されたイメージまたはテキストを表示できます。このタイプのビジ
ュアライゼーションを使用して、書式設定を改善できます。
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– dataviz -このタイプでは、Oracle Analytics Desktopに登録されたデータ・
ソースのデータが、グラフ、表または他の形式で画面上に表示されます。
また、同じキャンバスの他のビジュアライゼーションからのマーキング・
イベントに応答し、相互作用イベントを公開して同じキャンバスの他のビ
ジュアライゼーションに影響を与えることもあります。

– embeddableDataviz - このタイプでは、Oracle Analytics Desktopに登録
されたデータ・ソースのデータが、トレリスのビジュアライゼーションの
セルに表示されます。また、同じキャンバスの他のビジュアライゼーショ
ンからのマーキング・イベントに応答し、相互作用イベントを公開して同
じキャンバスの他のビジュアライゼーションに影響を与えることもありま
す。

• <id>は、開発環境でビジュアライゼーション・ディレクトリおよびコンポーネ
ントに設定するドメインおよび名前です。例: com-company.basicviz。

• <name>は、ワークブックでテスト、デプロイおよび使用するビジュアライゼー
ション・プラグインの名前です。

たとえば、基本的なビジュアライゼーションを作成するには、開発ディレクトリの
名前を com-company-basicvizに、ビジュアライゼーション・プラグインの名前を
helloVizにして、次のコマンドを実行します。
C:\OracleDevDir>bicreateplugin viz –subType basic –id
com.company.basicviz —name helloViz

2. オプション: このスクリプトの実行で使用可能なオプションの詳細は、スクリプト
のコマンドライン・ヘルプを開いてください。例: C:\OracleDVDev>
bicreateplugin -help

bicreateplugin -vizコマンドの初回実行時には、次の場所に customvizディレクト
リが作成されます。<your_development_environment>\src\customviz
作成したカスタムのビジュアライゼーション開発ディレクトリはすべてこのディレク
トリに追加されます。
例: C:\OracleDVDev\src\customviz\com-company-basicviz

スケルトン・スキンまたは未分類のプラグインの
作成

bicreateplugin -unclassifiedコマンドでは、plugin.xml、ローカリゼーション・バ
ンドルにより空のプラグインが作成されます。bicreateplugin -skinコマンドでは、
スケルトン・スキン・プラグインが作成されます。
• スケルトン・プラグインを作成するには、インストールに含まれる createplugin
スクリプトを実行します。次のいずれかの構文を使用します:

bicreateplugin -skin -<id>
bicreateplugin -unclassified -<id>
• <id>は、ビジュアライゼーションに設定するドメインおよび名前です。たとえ
ば、com-company.newskinのようにします

たとえばスキン・プラグインを作成するには、次のコマンドを入力して実行しま
す:
C:\OracleDevDir>bicreateplugin skin –id com.company.newskin
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ビジュアライゼーション・プラグインの開発
スケルトン・ビジュアライゼーション・プラグインの作成後、Oracleで提供されているリソ
ースを使用してプラグインを開発できます。
datavizおよび embeddableDatavizタイプのディレクトリに格納されている
datamodelhandler.jsファイルには、物理対論理データ・マッピング形式が含まれます。この
ファイルは、Oracle Analytics Desktopがユーザー操作をどのようにレンダリングしサーバー
に渡すかも決定します。
• チュートリアルを使用し、データ・マッピングの実装などの開発タスクの実行方法を学習
します。

 チュートリアル
• .JS APIドキュメントを使用して、依存性の追加方法を学習します。Oracle Analytics

Desktop SDK JavaScriptのリファレンスを参照してください。

SDKモードでの実行およびプラグインのテスト
ビジュアライゼーション・プラグインの開発時、またはビジュアライゼーション・プラグイ
ンのテスト時に、Oracle Analytics Desktopをブラウザから SDKモードで実行できます。
1. gradlew runコマンドを実行します。例: C:\OracleDevDir>gradlew run
コマンドの実行後、次の結果に注意してください:

• Oracle Analytics Desktopが、デフォルトのブラウザで SDKモードで開きます。ブラ
ウザの JavaScriptデバッガを使用して、アプリケーションをテストおよびデバッグし
ます。

• 作成したビジュアライゼーションは、Oracle Analytics Desktopの「ビジュアライゼ
ーション」ペインで使用可能になります。

• オペレーティング・システムのツールバーにシステム・トレイが表示されます。次の
3つのリンクが含まれます: 「ブラウザを起動する」は、Oracle Analytics Desktopを
表示するためにデフォルトのブラウザを起動または再起動する際に使用します。
「URLをクリップボードにコピー」は、URLをコピーして別のブラウザに貼り付ける
際に使用します。「シャットダウン」は、開発ブラウザをシャットダウンする際に使
用します。

2. ビジュアライゼーションをワークブックのキャンバスにドラッグ・アンド・ドロップして
データ要素を追加することで、ビジュアライゼーションをテストします。

3. 必要に応じて、ビジュアライゼーション・プラグインの開発を続行します。ブラウザにお
いて SDKモードで操作している場合、.JS定義を更新し、ブラウザをリフレッシュして
変更を確認できます。

ビジュアライゼーション・プラグインの検証
ビジュアライゼーション・プラグインをテストした後、パッケージ化およびデプロイするに
は検証が必要です。
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1. gradlew validateコマンドを実行します。たとえば、
cd C:\OracleDVDev
.\gradlew validate

このステップでは、JSON構成ファイルの形式が正しいか、適切なビジュアライゼ
ーション構成が含まれているかが検証されます。検証でエラーが検出された場合、
エラー・メッセージが表示されます。

2. JavaScriptソース・ファイルのエラーを確認するには、ブラウザの開発ツールを使
用します。

ビジュアライゼーション・プラグインの構築、パ
ッケージ化およびデプロイ

ビジュアライゼーション・プラグインの検証後、このプラグインを構築およびパッケ
ージ化してから、結果の配布ファイルをインストール・ディレクトリにコピーする必
要があります。
構築およびパッケージ化プロセスは、開発ディレクトリのすべてのビジュアライゼー
ションに対して実行され、各プラグインは個別の zipファイルに含まれます。特定のビ
ジュアライゼーションを構築およびパッケージ化する方法はありません。構築および
パッケージ化プロセスからビジュアライゼーションを除外する必要がある場合は、除
外するビジュアライゼーションを開発ディレクトリから移動するか、それらをディレ
クトリから削除してから、構築を実行する必要があります。開発環境からのプラグイ
ンの削除を参照してください。
1. gradlew buildコマンドを実行します。たとえば、

cd C:\OracleDVDev
.\gradlew clean build

構築ディレクトリが開発環境に追加されます。例:
C:\OracleDVDev\build\distributions。このディレクトリには各ビジュアライゼ
ーションの zipファイルが含まれています。zipファイルの名前は、スケルトンを
作成したときにビジュアライゼーションに割り当てた名前です。例: basicviz.zip。

2. zipファイルをインストール・ディレクトリにコピーします。たとえば、
%localappdata%\OracleAnalyticsDesktop\pluginsです。

開発環境からのプラグインの削除
bideletepluginスクリプトを使用して、開発環境から不要なプラグインを削除でき
ます。
構築およびパッケージ化のプロセスには、開発ディレクトリに含まれるすべてのビジ
ュアライゼーションが含まれます。特定のビジュアライゼーションを構築およびパッ
ケージ化する方法はありません。不要なビジュアライゼーションをビルドから除外す
るには、構築およびパッケージ化のプロセスを実行する前にビジュアライゼーション
を削除できます。

付録 G
ビジュアライゼーション・プラグインの構築、パッケージ化およびデプロイ

G-6



1. ビジュアライゼーション・プラグインを削除する場合、次の構文を使用して
bideletepluginコマンドを実行します。
cd C:\<your_development_directory>
bideleteplugin viz -id <name_of_your_domain>.<name_of_viz_plugin>

2. 未分類のプラグインを削除する場合、次の構文を使用して bideletepluginコマンドを
実行します。
cd C:\<your_development_directory>
bideleteplugin unclassified -id 
<name_of_your_domain>.<name_of_unclassified_plugin>

3. スキン・プラグインを削除する場合、次の構文を使用して bideletepluginコマンドを
実行します。
cd C:\<your_development_directory>
bideleteplugin skin -id <name_of_your_domain>.<name_of_skin_plugin>
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